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B地区包含層出土の土器

（5 ・図V-84-5)

A地区包含層出土の土器

B地区包含層出土の土器

（6 ．図V-84-6)

B地区包含層出土の土器

（7 ・図V84-7)

B地区包含層出土の土器

（8 ．図V-85-8)

B地区包含層出土の土器

（9 ．図V-85-9)

B地区包含層出土の土器

(10 ･図V85-10)

B地区包含層出土の土器

(11 ．図V-85-11)

B地区包含層出土の土器

(12 ･図V-85-12)

B地区包含層出土の土器

(13 ．図V85-14)

B地区包含層出土の土器

(14･図V-85-13)

（14文様拡大1)

（14文様拡大2）

(11文様拡大3)

B地区包含層出土の土器

（15 ．図V-86-15)

B地区包含層出土の土器

(16 ･図V86-16)
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接合資料背面

接合資料腹面
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B地区包含層出土の土器

(17 ･図V-86-17)

B地区包含層出土の土器

(18 ･図V-86-18)

B地区包含層出土の土器

（19 ．図V-86-19)

B地区包含層出土の土器（20）

B地区包含層出土の土器(21)

B地区包含層出土の土器（22）

B地区包含層出土の土器（23）

B地区包含層出土の土器（24）

B地区包含層出土の土器（25）

B地区包含層出土の土器（26）

B地区包含層出土の土器（27）

B地区包含層出土の土器（28）

B地区包含層出土の士製品・石製品

B地区包含層出士の石器(1)

B地区包含層出土の石器（2）

B地区包含層出土の石器（3）

B地区包含層出土の石器（4）

B地区包含層出土の石器（5）

B地区包含層出土の石器（6）

B地区包含層出土の石器（7）

B地区包含層出土の石器（8）

B地区包含層出土の石器（9）

B地区包含層出土の石器(10)

C地区包含層出土の土器

(1 ･図Ⅵ-50-1)

C地区包含層出土の土器

（2 ．図Ⅵ-50 2)

C地区包含層出土の土器

（3 ．図Ⅵ-503)

C地区包含層出土の土器（4）

C地区包含層出土の土器（5）

C地区包含層出土の土器（6）

C・D地区包含層出土の石器（1）

C･D地区包含層出土の石器(2)

C・D地区包含層出土の石器（3）

C・D地区包含層出土の石器（4）

C･D地区包含層出土の石器(5)

C･D地区包含層出土の石器(6)

黒曜石原材産地同定資料（11年度依頼分）

黒曜石原材産地同定資料（12年度依頼分）
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口絵］

遺跡周辺の航空写真（国土地理院発行のものを複製したものである）





口絵2

調杳区遠景（北東から）





口絵3

遺構出十の十器1

１

2 P-3 出土の土器





口絵4

1 P-42 出土の石製品

2 P-42石製品出土状況
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二
目

1 .本書は北海道縦貫自動車道（七飯～長万部）建設工事に伴い、財団法人北海道埋蔵文化財センタ
ーが平成1O～12年度に実施した八雲町山崎4遣跡の調査報告書である。

2．本書の編集は、谷島由貴が主となって行なった。執筆は第Ⅶ章を除いて、谷島由貴笠原興、広
田良成、佐藤剛、柳瀬由佳、藤原秀樹が担当し、各項目の文末に括弧で文責を示した。

3．遣構については、現地調査においては調査員各自が実測し、各自が素図作成・事実記載を行ない、
谷島由貴がこれを総括した。

4．遺物については土器を広田良成、石器を柳瀬由佳が担当した。

5．調査写真について調査員各自で撮影し、室内撮影は、土器・石器については笠原興が担当した。
6． 各種同定、分析などは下記に依頼した。

放射性炭素年代測定：株式会社地球科学研究所

植物遺体の同定 ：札幌国際大学吉崎昌一、北海道大学埋蔵文化財調査室椿坂恭代

黒曜石の産地同定 ：京都大学原子炉実験所章科哲夫

碧石の産地同定 ：京都大学原子炉実験所藁科哲夫

炭化材の樹種同定 ：東北芸術工科大学大学院星野智彦、北海道開拓記念館三野紀雄東北
芸術工科大学松田泰典

7．碧石の産地同定と炭化材の樹種同定は章科哲夫氏、星野智彦氏、三野紀雄氏、松田泰典氏に玉稿
をいただいた。

8．遺物・記録類は整理及び報告書作成後、八雲町教育委員会が保管する。

9．調査に当たっては下記の諸機関、各氏から御指導、協力をいただいた。 （順不同、敬称略）

北海道教育庁文化課八雲町教育委員会、八雲町立山崎小学校、長万部町教育委員会、森町教育委

員会、八雲町郷土資料館：三浦孝一、柴田信一、長万部町教育委員会：佐藤稔、大根田雅美森

町教育委員会：藤田登、北海道大学：林謙作・椿坂恭代、札幌国際大学：吉崎昌一、北海道開

拓の村：野村崇、北海道開拓記念館：三野紀雄・平川善祥・山田悟郎・右代啓視、八雲町教育委
一

員会：横山英介・菊池博七飯町教育委員会：石本省三、函館市教育委員会：田原良信．

中村公宣・佐藤智雄・野村祐一・神林哲夫・野辺地初雄・高橋昇、南茅部町教育委員会：

阿部千春．福田祐二・南茅部町埋蔵文化財調査団：小林貢・山口敦、木古内町教育委員会：

山田央、今金町教育委員会：寺崎康史、伊達市教育委員会：大島直行・青野友哉．小島朋夏、千

歳市埋蔵文化財調査センター：大谷敏三・田村俊行・豊田宏良・松田淳子・遠藤昭浩、千歳サケの

ふるさと館：高橋理、恵庭市教育委員会：上屋真一・松谷純一・森秀之・佐藤幾子、苫小牧市

埋蔵文化財調査センター：佐藤一夫・宮夫靖夫・工藤肇・赤石慎三、札幌市教育委員会：加藤邦雄．

上野秀一．羽賀憲二・仙庭伸久・秋山洋司・石井淳、石狩市教育委員会：石橋孝夫・工藤義衛

江別市教育委員会：高橋正勝・野中一宏・稲垣和幸、富良野市教育委員会：杉浦重信・沢田健、

釧路市埋蔵文化財調査センター：石川朗。



記号等の説明

I
1 本文中および図、表中では以下の記号を用い、原則として確認|||目に番号を付した。

H:竪穴住居跡、HF:住居跡内の焼土、HP :住居跡内の土坑・柱穴、

建物跡または建：建物跡P :土坑、 TP :Tピット、 F :焼土、 SP :小ピット、

I :石組、 S :集石、 FC:フレイク・チップ集中、 C:炭化物集中

2 掲載した実測図等の縮尺は原則として以下のとおりである。

遺構 1 : 40 遺物出土状況 1 : 20

復原土器 l : 3 土器拓影 l : 3

剥片石器 1 ： 2 礫石器 1 ： 3

土・石製品 l : 2 石斧および関連する石器 l : 2

石皿・台石 l : 4

3 挿図中の遺物のシンボルマークは以下のとおりである。

覆土出土 床面・坑底出土

土器 ○ ●

剥片石器 ◇ ◆

礫石器 □ ■

剥片 △ ▲

礫 ▽ ▼

土・石製品 ☆ ★

4遺構図中の方位は真北を指し、細数字は標高（単位m)を表している。

5 遺構の規模については以下の要領で示した。一部破壊されているものは現存の長さを（ ）で示

した。深さは最も高い部分と最も低い部分で計測している。

竪穴住居跡土坑、 Tピット

確認面での長軸の長さ／短軸の長さ×床面での長軸の長さ／短軸の長さ×最大の深さ （単位m)

焼土、小ピット、石組、集石、 フレイク・チップ集中、炭化物集中

確認面での長軸の長さ×短軸の長さ×最大の厚さ （単位m)

6 土層の標記は基本土居はローマ数字、遣構の覆土についてはアラビア数字で表した。土層説明に

は「新版標準士色帖1997年版』を使用した。

7 石器・土製品・石製品の大きさは「最大長×最大幅×最大厚」で記している。

剥片石器、礫石器は機能部にこだわらず、長軸を長さ、短軸を幅厚さは最大値を採用した。破損

しているものについては、その値を（ ）で示した。



I 調査の概要

I 調査の概要

調査要項

事業名：北海道縦貫自動車道（七飯～長万部）埋蔵文化財調査

委託者： 日本道路公団北海道支社

受託者：財団法人北海道埋蔵文化財センター

遺跡名：山崎4遺跡（北海道教育委員会搭載番号B-16-60)

所在地：山越郡八雲町字山崎213-3ほか

調査面積と調査期間：

平成10年度3, 000ni :平成10年9月1日～平成11年3月31日

平成11年度6, 905㎡：平成11年5月6日～平成12年3月31日

平成12年度7, 969㎡：平成12年5月8日～平成13年3月30日

1

2 調査体制

平成1O年度

理事長伊藤一夫

（平成10年5月31日まで）

理事長大澤 満

（平成10年6月8日から）

常務理事木村尚俊（非常勤）

第1調査部長畑 宏明

調査第1部第2調査課課長

文化財保護主事

文化財保護主事

佐藤

袖岡

広田

和雄（発掘担当者）

淳子

良成（発掘担当者）

平成11年度

理事長大澤 満

常務理事木村尚俊

第1調査部長畑 宏明

（平成10年8月15日まで）

第1調査部長木村尚俊

（平成10年8月16日から兼務）

第2調査部長鬼柳 彰

調査第1部第4調査課課長

主任

調査第2部第5調査課課長

主査

主任

文化財保護主事

文化財保護主事

香澄（発掘担当者）

秀樹

仁志（発掘担当者）

由貴（発掘担当者）

興

良成（発掘担当者）

由佳

遠藤

藤原

熊谷

谷島

笠原

広田

柳瀬

平成12年度

理事長

常務理事

第2調査部長

大澤

木村

鬼柳

満

尚俊（兼務）

彰

調査第2部第5調査課課長

主査

主任

文化財保護主事

文化財保護主事

文化財保護主事

熊谷

谷島

笠原

広田

佐藤

柳瀬

仁志（発掘担当者）

由貴（発掘担当者）

興

良成（発掘担当者）

剛

由佳

Ｉ



2 調査体制

図1－1 遺跡の位置 平成5年国土地理院発行の20万分の1地
形図を複製したものである。

2



I 調査の概要
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3 調査に至る経緯

3 調査に至る経緯

北海道縦貫自動車道は七飯～長万部間で平成5年

11月から建設が行われている。建設工事に先立って、

路線内の埋蔵文化財の取り扱いについて、 日本道路

公団北海道支社と北海道教育委員会との間で事前協

議が行われた。

事前協議を受けて北海道教育委員会は平成2年4

月に所在確認調査を行った。

山崎4遺跡は平成7年10月に北海道教育委員会に

より範囲確認調査が行われた。

平成10年3月に北海道教育委員会は埋蔵文化財包

蔵地の周知資料の整備により埋蔵文化財包蔵地とし

て登載された。

北海道縦貫自動車道の当該地域における路線の工

事計画の変更が不可能であることから、平成10年9

月と10月に(助北海道埋蔵文化財センターが委託を受

け、 山崎4遺跡の一部、カルバート建設予定地3,000

㎡について発掘調査を行った。

なお、 日本道路公団長万部工事事務所管内のうち

八雲町内の遺跡は5カ所（山崎4遺跡､山崎5遺跡、

ポンシラリカ1遣跡､シラリカ2遺跡､黒岩3遺跡）

である。

平成11年度は上記5遺跡のうち、黒岩3遺跡を除

く4遣跡について、発掘調査が行われた。そのうち

の1カ所である本遺跡は平成10年度に引き続き、 ト

レンチによる25％調査とA地区で遺構確認調査を行

い、 7,679㎡の調査を終了した。

日本道路公団函館工事事務所管内の遺跡の発掘調

査も平成11年度から山越2遺跡において開始された。

平成12年度は、八雲町内の12遺跡（黒岩3遺跡、

ボンシラリカl遺跡、山崎4遺跡､山崎5遺跡､山越

2遺跡山越3遺跡､山越4遺跡、野田生l遺跡、野

田生2遺跡、野田生3遺跡野田生4遺跡、野田生

5遺跡、栄浜l遺跡）について当センターが発掘調

査を行っている。

本遺跡では3カ年度で17,874㎡の調査を行った。

残った側道部分などは拡幅工事に伴い後年度発掘

調査や工事立会を行うことになっている。

（谷島）
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I 調査の概要

4調査の概要

平成10年から3ヵ年にわたり発掘調査を行ってきた山崎4遣跡は、 17,874mの調査を終えた。

遺跡は海岸段丘上の緩斜面に立地する。北海道縦貫自動車道の建設予定地が海岸線と平行して続く

ため、調査範囲も北東から南西に長く、約570mある。 この間海岸段丘は小さな沢などで区切られ、

主体となる時期や性格に差がみられる。便宜上、北東側からA地区、 B地区、 C地区、 D地区と地区

に分けている。詳細については、後述するⅢ章を参照されたい。

平成10年度の調査はカルバート予定地のA･B｡C地区合わせて3,000㎡を調査した。

平成1l年度はA地区の残りを調査した。 Bl ･C･D地区は重機でトレンチ状に表土の除去を行い

25％調査で遺構・遺物の出土傾向などを確認した。その結果、 B2地区側に遺構・遺物の広がりが認

められることからこの部分についても、 25％調査を行う必要があり、急遼、他の地区と同様に、 トレ

ンチ状に表土除去をしたうえで25％調査を行った。
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4調査の概要

~

D地区については25％調査の結果を

もとに、v層まで及ぶ農地造成による

撹乱部分を調査範囲から除外し、他は

9月から全面の表土を除去し、本格的

な調査に取り掛かり一部を残し終了

し、平成12年度に、 引き続き調査を実

施した。

平成12年度はB2地区とC地区の表

土除去を重機で行い、調査に入った。

B2地区は礫が多く、遺物の出土が少

ない一部について最終面であるv層ま

で重機で除去した後に遺構確認調査を

行っている。

C地区の一部は耕作が深くV層に達

する部分もある。

Bl地区は牧草を重機で除去し、 I

層から人力で調査を行った。

山崎4遺跡では縄文時代早期から後

期・近世の遺構が検出されている。 と

くに中期前半と後期前葉はB地区の主

体をなし遺構数も多い。各地区全体で

検出した遺構は以下のとおりである。

竪穴住居跡24軒、建物跡10軒、土坑

111基、 Tピット7基、焼土56カ所、小

ピット160カ所、石組2カ所、集石8カ

所、埋設土器1カ所、 フレイク・チッ

プ集中20カ所、炭化物集中1カ所が検

出されている。

概略の内訳は、竪穴住居跡はB地区

が多く検出され20軒で縄文時代中期前

半と後期前葉のものである。

B地区の竪穴住居跡には、重復して

いるものや被火災住居がある。A地区

から縄文時代中期後半の竪穴住居跡が

1軒、 D地区のものは縄文時代早期、

沈線・条痕文土器の頃の竪穴住居跡が

3軒である。建物跡はC地区が多く9

軒、 D地区から1軒検出されている。

耕作が深いため竪穴の掘り込みが消失

した可能性のあるものもある。
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4調査の概要

土坑はA地区から5基、 B地区は多く75基、 C地区は29基、 D地区は2基検出されている。 このう

ち土壌墓と考えられるものがあり、 B地区のP-42の坑底から砂岩製の三角形をした石製品が出土し

ている。 C地区から、土坑P-lllとしたが、近世と考えられる炭窯が検出されている。

TピットはA地区のみ検出され7基あり等高線に沿って列をなすもの2列6基を確認した。

焼土はA地区から2カ所、 B地区から37カ所、 C地区から13カ所、 D地区から4カ所検出されてい

る。 B地区で検出された焼土には、焼土粒と黒色士の混合された土の入った二次堆積のものが多くみ

られる。

小ピットはB地区から108カ所、 C地区から52カ所、 また、 C地区からは杭列も検出されている。

その他、石囲い2カ所、埋設土器1カ所、炭化物集中1カ所がB地区から検出されている。フレイ

ク・チップ集中はB地区から14カ所、 C地区から2カ所、 D地区から2カ所検出されている。

包舎層出土の鉄製品8点はI層出土のものである。 （谷島）

土 器

土製

l｣1"

焼成

粘土塊
掲載地区 1A ⅡBⅢA－ll B ⅢA 2 ⅢA－3 ⅢB 耳栓ⅣA ⅣB Ⅵ 陶器 不明 小計
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Ⅱ遺跡の位置と周辺の環境

Ⅱ遺跡の位置と周辺の環境

1 遺跡の位置と地形

八雲町は渡島半島の北東部内浦湾（噴火湾）の最奥部に面する町である。北側はルコツ川を挟み長

万部町と、南側は茂無部川を境に森町と隣接する。 この間の海岸線は34kmに及んでいる。渡島半島を

日本海側と太平洋側とに二分する渡島山地を挟んで西側は檜山支庁の5町（今金町、北檜山町、熊石

町、厚沢部町、 乙部町） と接している。市街地は「サケ」が遡上し、 自然産卵することで有名な清流

遊楽部川の河口、支流である砂藺部川によって形成された扇状地の末端に発達している。

町名「八雲」の旧名は「遊楽部｣、アイヌ語で「ユー・ラップ」 （温泉下る川)、あるいは「イ・ウ・ラ

ァ・ペッ」 （共に流れる川一支流がたくさん集まって流れ下る ）と呼んでいた。明治14年ここに農場

を作った旧尾張藩主徳川慶勝候が『古事記』の古歌「八雲立つ出雲八重垣妻籠みに八重垣作る

其の八重垣を」に因んで改名したものである。八雲町の気候は温暖で平成]1年度の年平均気温は8. 5

℃、最高気温33. 5℃、最低気温-15.3｡C、年間総降水量1,33011m,年間総降雪量630cmとなっている。

山崎4遺跡は八雲町の市街地から北に8km程離れた標高35～41mの海岸段丘上に立地する。山崎の

地名は、 この付近の国道に沿う山麓が岬に似ているので付近の住民が「山l1l奇」 と呼び習わしていたた

めといわれ、江戸時代末期にここを通過した松浦武四郎は「山サキ」 と記録している。

遺跡の位置する海岸段丘は､後背の山地から､伏流水などの湧出で小さな沢が海岸線に直行するよう

に幾筋も発達している。遺跡は沢や小河川による谷などで区画された段丘上に海岸線と平行するよう

に、長万部町から八雲町にかけて幾つも立地する。海岸段丘は八雲町から長万部町の中ほどまで続く。

山崎4遺跡の南側約1km離れて山崎川から南は、低平な平野が市街地にかけて広がる。かつてこの海

岸側は湿地で在ったようで、他からの廃棄物や盛土などが行われ、現在の国道5号線の脇に牧草地が

広がる風景になったと聞く。縄文時代には、湾を形成していた可能性もある。

2 周辺の遺跡

山崎4遣跡の立地する海岸段丘上には、南側に山l1l奇l遺跡、 山崎2遺跡山崎3遺跡、北側に山崎

5遺跡、ポンシラリカl遺跡、 さらに北側に約lkm離れてシラリカ3遺跡シラリカ遺跡、 シラリカ

2遺跡、黒岩l遺跡黒岩2遺跡、 0. 8km離れて黒岩3遺跡が並んでいる。

山崎l遺跡は縄文時代早期から晩期、続縄文時代の遺跡で、早期と中期が主体となっている。昭和

54年に八雲町教育委員会によって調査されている。山l1l奇2遺跡と山l1l奇3遣跡は山崎川左岸の河岸段丘

上に立地し、前者は縄文時代前期（円筒土器下層式） ・中期（円筒土器上層式） ・続縄文時代、後者

は縄文時代前期（円筒土器下層式） ・中期（円筒土器上層式）の遺跡である。山崎5遺跡は平成11年

度と12年度に当センターにより調査が行われている。縄文時代早期、前期、後期、続縄文時代の遺跡

で、前期の竪穴住居跡などが検出され集落をなしている。ポンシラリカl遺跡は平成11年度と12年度

に当センターにより調査が行われている。縄文時代早期～後期の遺跡で、早期が主体となって竪穴住

居跡2軒などが検出されている。シラリカ遺跡は標高5～10mの河岸段丘状に立地し、続縄文時代（恵

山式） と擦文時代の遺跡である。シラリカ2遣跡は平成11年度に当センターが調査を行っている。標

高40mの海岸段丘状に立地し、縄文時代前期（円筒土器下層式）の遺跡で、竪穴住居跡2軒などが検

出されている。シラリカ3遺跡は平成2年度に新発見の遺跡で、海岸段丘状に立地し、剥片が出土し

ている。黒岩l遺跡と黒岩2遣跡は海岸段丘の段丘面に接し、沢を挟んで互いに向き合う、縄文時代

中期（円筒土器上層式）の遺跡である。黒岩3遺跡は平成12年度に当センターが調査を行っている。

縄文時代早期、 中期、後期の遺跡で、竪穴住居跡2軒などが検出されている。 （谷島）
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2 周辺の遺跡

図Ⅱ－1 周辺の遺跡
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Ⅲ調査の方法

Ⅲ調査の方法
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2 発掘調査の方法

2 発掘調査の方法

山崎4遺跡は調査区が長く、飛び地の部分や沢

で分断されるなどしているため、地区名（図Ⅲ－

2）を付けて対応した。

111ラインより北東側をA地区、 65～81ラインを

B2地区、 60～65ラインの平成10年度調査区をB
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平成10年度調査区をC地区、 19～36ラインをC地

区、南西端～19ラインをD地区と呼称した。本報

告書では、平成10年度調査区のC地区が沢地形で

あることから、 これを二分し、 B地区とC地区の

境を39ラインとした。
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のため、重機により表土を除去し25％調査後、全

体をⅥ層からV層の上面まで除去したうえで、遺

構確認のための精査を行い、検出した遺構の調査

に取り掛かった。 、

B1 ･C･D地区は重機でトレンチ状に表土の

除去を行い25％調査で遺構・遣物の出土傾向など

を確認した。その結果、遺物の出土傾向や地形な

どから、 B2地区についても25%調査を行う必要

があると判断し、他の地区と同様にトレンチ状の

表土除去後に25％調査を行った。
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Ⅲ調査の方法

B地区においてもⅢ層の上部は撹枠されている。

Ⅲ．Ⅵ層の残存部分についてはスコップ、 ジョレン、移植ゴテを併用した遺物・遺構確認の調査を
行った。

遺物の取り上げは、 I層からⅥ層の包含層については調査区・層位をビニール袋に明記して取り上

げた。遺構の遺物は覆士の遣物をまとめて取り上げたり、遺構を平面的に4分割して取り上げている

ところもあるが、基本的に位置を記録しながら取り上げている。 （谷島）

3 土層の区分

基本土居は以下のとおりだが、 図Ⅲ－3 ． 4で示したように耕作が深く、 Ⅱ層およびⅢ層が撹絆さ
れているところが大半である。

I層：耕作土

Ⅱ層：駒ヶ岳火山灰d層(Ko-(1)

Ⅲ層：腐植士

3層に分層出来るところもある。

Ⅲ層上：黒色粘質士（沢などでは斑状にB-T11がみられる）

Ⅲ層中：黒褐色土

Ⅲ層下：暗褐色土

Ⅳ層：漸移層

V層：黄褐色ローム

遣物の本来的包含層はⅢ層中～下（縄文時代中期～後期） 、 Ⅲ層下～Ⅵ層（縄文時代早期）である。

（谷島）

4整理の方法

（ 1 ）土器

現地では、水洗して乾燥させた後、分類作業を行って遺物台帳に登録した。その後、小片以外の土

器については全て注記作業を行った。注記は遺跡名の山崎4遺跡を「Y4」 と略記し、遺構出土のも

のは遺構名、包含層出土のものはグリッド名を記入し、続けて遺物番号、出土層位の順で、それぞれ

簡略化して記入した。遺構名に関してはグリッド名との判別のため最初に「Y」を付けた。

現地での整理を終えた遺物は、遺構グリッドごとに仮収納し、仮収納が終わったものに関しては、

現場作業中に江別の整理作業所に搬送し、整理作業を開始した。

11月以降は江別市内の整理作業所において、遺物台帳と遺物の照合、台帳の補正、土器の接合。復

原、実測・ トレース、集計を行った。最初に土器分類の見直しを行い、その後接合・復原作業を行っ

た。接合･復原作業にあたっては同一個体の破片を把握することに努めた。復原できた土器に関して

は、実測図の作成を行った。実測図では、最も器形の特徴を表している断面部分を表現するために90

度回転させた位置で実測したもの、欠落部分を現存部分から復元して実測したものもある。破片資料

は時期等の特徴が判別しやすい器形、文様構成の分かる、 口縁部及び底部破片を中心に拓影図を作成

した。

報告書に掲載する土器に関しては、一覧表で出土地点、層位等を示した。実測土器は一個体ずつ、

拓影掲載土器は遺構出土のものは遺構で一括して、包含層出土のものは地区ごとに写真撮影を行った。

これらの作業と並行して、土器の集計作業と遺物分布図の作成を行っている。
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4整理の方法

~整理作業の終了した資料は報告書掲載資料、未掲載資料で2分し、 さらに、地区・遺構・グリッド

別に収納した。 （広田）

（2）石器

現地では土器同様水洗・分類・台'帳登録を行い、器種ごとに仮収納し、江別の整理作業所に搬送

した。

整理作業所では、遺物台'帳と遺物の照合・補正、器種ごとの台帳の作成、分類の再検討・細分類、

石材の観察接合、実測・ トレース、集計などを行った。接合作業はフレイク集中の遺物を中心に、

一部礫石器でも行った。実測・ トレースは遺構に伴うものを最優先し、包含層出土のものは完形品を

中心に、出土傾向を反映するよう選別して行った。掲載した遺物の一覧表・写真撮影・集計・分布図

作成・収納等は土器と同様に行った。

なお、本遺跡では基盤層に自然礫が多く含まれており、現場の発掘作業中には石器との判別が困難

な場合も多くみられた。そのため現場では、大きさ・形態から石器の可能性があるものはすべて一旦

取り上げることとし、水洗後、使用痕・加工痕が認められない礫のうち、表面の風化の程度などから

基盤層起源の自然礫と判断したものについては、おおよその点数を把握するために台帳に記載した後、

廃棄した。その点数は約6,300点である。 （柳瀬）

’

（3）金属製品

出土した金属製品は鉄製品であったため、 まず、表面の土を歯ブラシ等で落とし、保存処理前の状

態を写真撮影した。保存処理はエアーブラシ等で錆を除去、 アルコール洗浄、高温高圧の脱塩処理を

行い、 NAD-10を減圧含浸した。その後実測図の作成とX線写真撮影を行った。保管は脱酸素剤(R

Pシステム）を封入する。 （佐藤）

（4）微細遺物の取り扱い

現場で遺構内から採取したサンプルは、取り上げた袋ごとに台帳に登録し、資料番号をつけた。土

壌サンプルは、乾燥させて体積を計測し、 フローテーション．マシン（浮遊選別器）を用い、水道水

で炭化種子選別作業を実施した。浮遊物については0.425mmメッシュのふるいで、沈殿物（残瘡）につ

いては1. 00111mメッシュのふるいで採取した｡採取したものは、乾燥させた後、現地から江別市内の整

理作業所に搬送し、 肉眼と20倍の実体顕微鏡を使って炭化種子の選別作業を行った。残澄は同様にし

て炭化種子と土器小破片、 フレイク．チップ、炭化材等に区分した。 この内炭化種子について同定を

行った（第Ⅶ章4節） 。 （広田）

5遺構の分類

遺構の調査は竪穴住居跡を例にすると、確認された時点で平面形の長軸と短軸方向に土居観察用の

土手を設定し掘り下げた。

遺構の表記は以下の記号を用いた。

H:竪穴住居跡HF :住居跡内の焼土HP :住居跡内の土坑・柱穴

建物跡または建：建物跡P :土坑TP :Tピット F :焼土SP :小ピット

I :石組S :集石FC:フレイク・チップ集中 C:炭化物集中

遺構番号は原則として確認順に付しているが､一部は欠番のままの部分や振り替えて遺構番号を付し
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Ⅲ調査の方法

たものがある。

調査区の表記はC-50区の場合本文中ではそのままであるが、図の表記はハイフン（－）を取り除
き「C50」のように表記した。 （谷島）

6 遺物の分類

（ 1 ）土器

土器は便宜的にI群を縄文時代早期、 Ⅱ群を前期、 Ⅲ群を中期、Ⅳ群を後期、 v

続縄文時代、Ⅶ群を擦文時代相当のものにあてる。それぞれに、 2 ． 3の類別を設

B類に二分したものはA類が前半、 B類が後半を意味する。同様にA･B･C類に
類が前葉B類が中葉C類が後葉を意味する。

本遺跡で出土した資料には、 I群Ⅱ群、 Ⅲ群、Ⅳ群、Ⅵ群の土器がある。

I群縄文時代早期に属する土器群。

A類貝殻文・条痕文・沈線文が施されるもの

B類縄文、撚糸文、絡条体圧痕文、組紐圧痕文、貼付文等の施されるもの

Ⅱ群縄文時代前期に属する土器群

A類縄文の施された丸底尖底を特色とするもの（今回は出土していない）

B類円筒土器下層式に比定されるもの

Ⅲ群縄文時代中期に属する土器群

A類円筒土器上層式に比定されるもの

A－1類円筒土器上層a式に比定されるもの

A－2類円筒土器上層b･c式に比定されるもの

A－3類サイベ沢Ⅶ式、見晴町式に比定されるもの

B類中期後半の土器群

B－1類榎林式に比定されるもの

B－2類大安在B式、 ノダップⅡ式に比定されるもの

B－3類煉瓦台式に比定されるもの

Ⅳ群縄文時代後期に属する土器群

A類天祐寺式、涌元式、 トリサキ式、大津式、 白坂3式に比定されるもの

B類ウサクマイC式手稲式、ホッケマ式に比定されるもの

C類堂林式、三ツ谷式、湯の里3式に比定されるもの（今回は出土していない）

V群縄文時代晩期に属する土器群（今回は出土していない）

A類大洞B式、大洞BC式に相当するもの

B類大洞Cl式大洞C2式に相当するもの

C類大洞A式、大洞A'式に相当するもの

Ⅵ群続縄文時代に属する土器群

Ⅶ群擦文時代に属する土器群（今回は出土していない）

Ⅳ群を後期、 V群を晩期、Ⅵ群を

・ 3の類別を設けて記載し、A･

A･B･C類に分類したものはA

(広田）

（2）石器

石器は、剥片石器類・礫石器類に大別し、

作方法によって細分類したものもある。また

それぞれ器種ごとに分類した。 さらに、形態あるいは製

、特に礫石器に多くみられる機能の複合したものについ
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6 遺物の分類

ては、原則的に以下の分類の、より後者に含めた。

図中で、縁辺に磨耗痕．すり痕がみられるものは←→で、たたき痕が見られるものはV Vで、

その範囲を示した。また付着物がみられるものはスクリーントーンで範囲を示し、本文中でふれてい

る。

剥片石器類

石鍼

l無茎のもの a三角形のもの (1)平基 (2)凹基

b柳葉形のもの

c菱形のもの

d五角形のもの

e木葉形のもの

f上記にあてはまらないもの

a茎部の明瞭なもの

b茎部の不明瞭なもの：おもに片面周縁加工のものに、一部ドリルの3類との判

別が困難なものがある。便宜的に、全体に厚みがあり、断

2有茎のもの

面形が正方形や菱形に近いものはドリルに分類した

c上記にあてはまらないもの

8上記にあてはまらないもの

9未成品

0細分の困難な破片

石槍

l無茎のもの a柳葉形のもの

b木葉形のもの

2有茎のもの a茎部の明瞭なもの

b茎部の不明瞭なもの

9未成品

0細分の困難な破片など

ドリル

l剥片の一部に機能部を作出したもの

2つまみ部が明瞭なもの

3つまみ部が不明瞭なもの

4つまみ部が不明瞭なもののうち、棒状のもの

5他石器からの転用品

9未成品

0細分の困難な破片

18



Ⅲ調査の方法

つまみ付きナイフ

l縦形のもの a片面全面加工のもの

b両面加工のもの

c周縁加工のもの

d剥片をあまり加工しない、粗雑なつくりのもの

2横形のもの

8上記にあてはまらないもの

9未成品

0細分の困難な破片

スクレイパー

l縦形のもの a側縁（長辺）に刃部をもつもの

b端部（短辺）に刃部をもつもの

c尖頭部を作出するもの

d側縁から端部にかけて連続する刃部をもつもの

e上記にあてはまらないもの

2横形のもの a側縁（短辺）に刃部をもつもの

b端部（長辺）に刃部をもつもの

c尖頭部を作出するもの

d側縁から端部にかけて連続する刃部をもつもの

e上記にあてはまらないもの

3ラウンドスクレイパー

4箆状石器

8上記にあてはまらないもの

0細分の困難な未成品

両面加工石器：石槍とは､~尖頭部の有無で区別した。また、加工が粗く

の未製品として扱った。

Rフレイク

Uフレイク

石器未成品：整形と思われる加工が認められるが、器種を特定できな↓

模形石器

石核

剥片・剥片砕片

原石

器種を特定できない

先端が未加工のものは石槍

もの。
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6 遺物の分類

礫石器類

石斧

l短冊形のもの

2溌形のもの

3小形のもの

4湾曲する刃部をもつ、丸のみ形のもの

8上記にあてはまらないもの

0細分の困難な破片

擦り切り残片

たたき石

l棒状礫・扁平礫などを素材とし、端部に使用痕がみられるもの

2扁平礫・棒状礫などを素材とし、側縁に使用痕がみられるもの

3扁平礫・棒状礫などを素材とし、平坦面に使用痕がみられるもの（くぼみ石を含む）

4球状礫を素材とし、ほぼ全周に使用痕が見られるもの

8上記にあてはまらないもの

0細分の困難な破片

すり石

l断面三角形の礫を素材とし、稜に使用痕が見られるもの

2扁平礫などを素材とし、側縁に使用痕がみられるもの

3扁平礫・棒状礫などを素材とし、平坦面に使用痕がみられるもの

4扁平礫の両端に打ち欠きがあり、側縁に使用痕がみられるもの

5主に扁平礫が半円状に加工され、その弦に使用痕が見られるもの（半円状扁平打製石器）

6北海道式石冠

7球状礫を素材とし、ほぼ全周に使用痕が見られるもの

8上記にあてはまらないもの

9未成品：主に上記4． 5 ． 6類同様に加工されるが、使用痕が認められないもの。 4類の末製品

としたものは石錘の可能性もあるが、大きさがすり石と同程度のものはすり石に分類した。

0細分の困難な破片

砥石

石鋸

石錘

加工痕のある礫：意図不明の加工が認められる礫を一括した。

石皿・台石

礫剥片：礫石器の作製の際に生じたと思われる礫石器と同じ石材の剥片。石材から、石斧製作に伴う

ものと、すり石などの作製に伴うものに分けられる。

礫 （柳瀬）
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ⅣA地区の調査

ⅣA地区の調査

A地区の概要 ~

A地区は平成10年度と1 l年度に調査が行われた。山崎4遺跡の北東端に位置し、他の地区と離れて

いる。比高差20mの深く大きな沢を挟んで山崎5遺跡と向き合う。 この沢に向かってA地区が舌状に

張り出した地形である。検出された竪穴住居跡は1軒で、H－8は縄文時代中期前半の遺物が出土し

ている。土坑は5基検出され、 P－3は耕作が深いため竪穴の掘り込みが消失した可能性もある。ま

た、 P-17 ･ 19は小形のフラスコ状ピットと考えられる。TピットはA地区にのみ検出され、 7基あ
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l 遣構

り等高線に沿って列をなすものがTP-2･1･ 5･ 3とTP-6･ 7の2列6基判明した。TP-4

は大形のもので他より長くて深い。焼土はA地区から2カ所検出された。遺構確認調査区のため表土

を重機で除去したこともあり、遺物の出土点数は少ない。縄文時代中期前半の土器が出土している。

1 遺構

a竪穴住居跡

H-8 (図Ⅳ－2、図版19-1 ･ 2)

位置・立地:WO ･XO-119 ･ 120

規模: 1.93m/1.68m×1. 51m/1. 24m×0.27m

平面形：楕円形。

確認・調査：平成1l年度の遺構確認調査の際に黒色士の落ち込みを確認した。小形の楕円を呈する掘

り込みと北側壁際から焼土を検出した。また周囲から7カ所の柱穴と考えられる小ピットを検出した。

上部が耕作で撹乱を受けていることや､遣構の形態規模から、中央部を1段低く掘り込ませたベンチ

状構造を持った浅い掘り込みの竪穴住居跡と考えられる。

土層: 1 黒色土、 2 暗灰褐色土（粒状ロームが混じる） 、 3 暗灰褐色粘質土、

4暗黄褐色ローム質土、 5 暗赤褐色土（焼土） 。

HPl l 明褐色粘質土。
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ⅣA地区の調査

HP2 1 明褐色粘質士。

HP3 1 暗黄褐色ローム質土。

HP4 1 暗黄褐色ローム質土。

HP5 1 暗黄褐色ローム質土。

HP6 1 暗黄褐色ローム質土。

HP7 1 暗黄褐色ローム質土。

床面・壁面：床面は平らで、壁は丸みを持って緩やかに立ち上がる。

特徴：北側壁際から長軸0.71m、短軸0. 56m，厚さ0. 1m焼土を検出した。竪穴周囲の7カ所の小ピッ

トは径0. 3～0.4m､深さ0. 1～0. 15mで6カ所は円形、 1カ所は楕円形でほぼ垂直と思われる。床面中

央部の焼土よりに径0. 12m､深さ0. 11mの柱穴状小ピットを検出している。

遺物出土状況：床面の炭化物層上面からⅢ群A－3類土器が3点、礫2点が出土した。

時期：出土した遺物から縄文時代中期前半に構築されたものと考えられるが、流れ込みの可能性もあ

り中期後半とも思われる。 （谷島）

掲載遺物：土器 1は焼土出土のⅢ群A－3類。底部付近の破片で、無文である。 （広田）

b 土坑

P-1 (図Ⅳ－3、図版46-1 ･ 2)

位置・立地: ZO ･A-143 山崎5遺跡との間の深い沢を望む緩斜面縁辺に位置する。

規模: 2. 02m/1. 58m×1. 56m/1. 22m×0.421n

平面形：平面形は楕円形､浅い皿状の掘り込み。

確認・調査：平成11年度、 25%調査時にV層上面で黒色土の落ち込みを確認した。坑底はほぼ平坦で

壁は斜めに立ち上がる。覆土は自然堆積している。

土層: 1 黒色士（硬く締まる） 、 2 黒色土（粒状） 、 3 暗褐色土(V+2) 。

特徴：埋め戻しがなされていない土坑である。

遺物出土状況：小礫が数点出土したが土坑に伴うものではない。他に遣物は出土していない。

時期：遺物が出土していないため確実な時期はわからないが、遣構の形態や覆土の状態から縄文時代

中期から後期のものと考えられる。 （谷島）

P-2 (図Ⅳ－3、図版46-3 ･4)

位置・立地:F･G-144 山崎5遺跡との間の深い沢を望む緩斜面縁辺に位置する。

規模: 2.09m/1.66m×1. 82m/1.48m×0.49m

平面形：平面形は楕円形､浅い皿状の掘り込み。

確認・調査：平成1l年度、 25%調査時にⅣ層除去中に黒色士の落ち込みを確認した。坑底はやや丸く

中央部がくぼみ、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は自然堆積している。

土層: 1 黒色粘質士（硬く締まる） 、 2 黒褐色土、 3 暗褐色シルト質土、

4暗黄褐色シルト質土、 5 暗茶褐色シルト質土。

特徴：埋め戻しがなされていない士坑である。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：遣物が出土していないため確実な時期はわからないが、遺構の形態や覆土の状態から縄文時代

中期から後期のものと考えられる。 （谷島）
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l 遺構
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ⅣA地区の調査
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l 遺構

P-3 (図Ⅳ－3 ･4、図版46-5、図版47 1 ･ 2， 127-1)

位置・立地: C-126

規模: 2.05m/1.80m×1. 66m/1.42m×0. 20m

平面形：楕円形。

確認・調査:V層上面において楕円形の黒色土の落ち込みを確認した。遺構の覆土を想定し、土居観

察用のベルトを設定して調査を行った。その結果、遺物を伴う坑底と壁を確認し、遺構と認定した。

平面形は楕円形で、覆土はⅢ層を主体とする黒色腐植土によって構成される。掘り込み面はⅢ層中と

思われる。壁面の立ち上がりは緩やかで、坑底にはやや凸凹がある。坑底の中央部からはⅢ群B－2

類土器片を環状に敷き並べた土器囲い炉を検出した。 この炉跡の中央部は浅く掘り窪められており、

覆土中には径2～3mlnの炭化物が多く含まれていた。覆土はしまりのやや強い暗褐色土で、明瞭な焼

土はない。

遺物取りあげ後、床面とその周囲の精査を行なったが、柱穴を検出することができなかった。

土層: 1 黒色士 7. 5YR1.7/1 Ⅲ層腐植土。粒子粗く、 しまりやや強い。

2 黒褐色土7. 5YR3/1 粒子細かく、 しまりやや弱い。

3 黒褐色土7. 5YR3/3 しまりやや強い。粘性高い。

遺物出土状況：床面から出土した遺物はⅢ群B－2類土器片が116点のほか、礫が2点出土している。

時期：縄文時代中期後半Ⅲ群B－2類の時期と思われる。 （笠原）

掲載這物：土器 l～3は坑底出土のⅢ群B類。 l～3はいずれも底部を欠く。 lは体部上半にゆる

やかなくびれをもつ器形である。 口唇部はやや丸みを帯びる。地文は横走気味のLRの斜行縄文が施

されている。文様帯は頸部に横環する貼付で区画され、その上部には山形の貼付が加えられている。

貼付上には竹管状工具の刺突が加えられている。内面には横方向のナデ調整が施されている。 2は底

部からやや開き気味に、胴上半部はほぼ垂直に立ち上がる。地文はRLの縦走気味の不規則な斜行縄

文が施される。 口唇部直下には貼付がめく＝らされ、 口唇貼付上端貼付上に半裁竹管状工具による

刺突が、 口縁部には同一工具の内面による押し引き文が2～3列加えられている。 口縁部の押し引き

下位には3本一組の弧状の沈線と、放射状の細い沈線が施文されている。 3は胴部がやや膨らむ器形

で、 口縁部はやや内湾する。地文は横走気味の不規則なLRの斜行縄文で、 口縁部から胴上半部にか

けて大きな縦位の貼付が施される。上部の貼付の両側縁には半裁竹管状工具による刺突が加えられ、

下部は2本1組の貼付からなり、貼付上には半裁竹管状工具内面による刺突が加えられている。 口唇

部にも同様の刺突が施されている。 口縁部文様帯の上部は半裁竹管状工具内面による3～4本の沈線、

下端は2本の沈線で区画され、文様帯内には、粗い「X」字状の沈線が加えられている。 （広田）

P-17 (図Ⅳ－5、図版52-4)

位置・立地:G･H-132緩斜面の尾根状微高地に位置する。

規模: 1.47m/1. 12m×1.42m/1.08m×0. 87m

平面形：平面形は円形､深さの中ほどが狭く括れフラスコ状を呈する。

確認・調査：遺構確認のため、 V層上面まで重機で掘開中に黒色土の落ち込みを検出した。坑底は平

坦で、壁はオーバーハングして立ち上がる。壁の中ほどの高さで狭くなりそこから上半は広がってい

る。覆土は自然堆積している。覆土のlおよび2は基本土層のⅢ層中とⅢ層下に相当する。掘り込み

面は覆土の堆積からⅢ層下ではないかと考えられる。

土層: 1 黒褐色粘質土、 2 暗茶黒褐色粘質土、 3 黒色シルト質土、 4暗黄褐色ローム質土、
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ⅣA地区の調査

5 暗褐色シルト質土、 6 褐色シルト質土、 7 黄褐色ローム質士。

特徴：士層堆積や形態から、小型のフラスコ状ピットと思われる。A地区のなかでも尾根状微高地に
位置するなど湿度の少ない場所を選んで構築されたものと考えられる。埋め戻されていない。
遺物出土状況：遣物は出土していない。

時期：遺構の形態や覆土から縄文時代前期から中期に構築されたものと思われる。 （谷島）

P-19 (図Ⅳ－5、図版53-3 ･4)

位置・立地:A-129緩斜面に位置する。

規模: 1. 90m/1.85m×1.48m/1.43m×0.31m

平面形：平面形は楕円形､浅い鍋状の掘り込み。

確認・調査：遺構確認のため、 v層上面まで重機で掘開中に黒色士の落ち込みを検出した。坑底は平

坦で、壁はほぼ垂直に立ち上がる。土坑の上半は掘削して消失しているため掘り込み面は不明。土層
堆積は埋め戻しをされているものと思われる。

土層: 1 黒褐色粘質士、 2 黒褐色粘質土、 3 黒褐色士（粒状ロームを含む） 、

4暗褐色士（粒状ロームを含む） 、 5 黄褐色ローム質土、 6 暗黄褐色ローム質土。

特徴：埋め戻しをされているが性格は不明。貯蔵穴の可能性もある。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：遺物が出土していないため確実な時期はわからないが、遺構の形態や覆土の状態から縄文時代

中期から後期のものと考えられる。 （谷島）

c Tピット

TP-1

位置・立地:H･ I-123 ･ 124･標高39.5～39. 6mの緩斜面に位置し、長軸は等高線に直交する。南

西側約8mにTP-2、東側約9mにTP 5がある。TP-1はTP-2･ 3･ 5と共に列をなし

ていると考えられ、調査区外にも展開している可能性が高い。

規模: 1.67m/1. 87m×0. 55m/0.31m×1.09m

平面形：確認面では不整の溝状、底面はやや幅の狭い溝状。

土層: 1 黒色土 7. 5YR1.7/1 Ⅲ層土主体。ローム粒子を微量含む。しまり弱い。粘性ややあり。

2 黒褐色士7. 5YR3/1 Ⅲ層土主体。ローム粒子を微量、焼土を斑状に含む。しまり弱い。

粘性あり。

3 黒褐色土7. 5YR2/2 m+Ⅳロム粒子を少量含む。 しまり弱い。粘性ややあり。

4黒褐色土7.5YR3/2 m+Ⅳロームブロックを斑状に含む。

5 黒色土 7. 5YR3/2 Ⅲ層土主体。 ロムブロック粒子を少量含む。 しまりややあり。

粘性あり。

6 黒褐色士7. 5YR3/2 m+Ⅳローム粒子を含む。しまり弱くボソボソ。粘性ややあり。

7 黒褐色士 lOYR2/2 ローム粒子を微量含む。 しまりややあり。粘性あり。

8 暗褐色土7.5YR3/2 V層土主体。Ⅲ層を斑状に含む。 ローム粒を少量含む。 しまりや

や弱い。粘性あり。

9 暗褐色士7. 5YR3/2 m+Ⅳローム粒子を少量含む。 しまりあり。粘性ややあり。

10褐色士 7.5YR4/4 V層崩落士Ⅲ層を少量含む。 しまりややあり。粘性あり。
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l 遺構
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ⅣA地区の調査

l1 暗褐色土7． 5YR3/3 m+Ⅳローム粒子を少量含む。 しまりやや弱い。粘性あり。
12黒色士 10YR1.7/1 Ⅲ層土主体。 ローム粒子を少量含む。 しまりなし。粘性あり。
13黒褐色土7. 5YR3/2 Ⅳ層主体。Ⅲ層土、 ローム粒子を少量含む。 しまりややあり。粘

性あり。

14褐色土 7.5YR4/4 V層崩落土Ⅲ層を微量含む。 しまり弱い。粘性あり。
15暗褐色土7. 5YR3/4 ローム粒子を少量Ⅲ層士を微量含む。しまりややあり。粘性あり。
16褐色土 7． 5YR4/4 V層崩落土Ⅲ層を微量含む。 しまりややあり。粘性あり。
17褐色士 7. 5YR4/4 V層崩落土Ⅳ層を少量含む。 しまりやや弱い。粘性あり。
18褐色士 7. 5YR4/4 1V+VⅢ層土を少量含む。 しまりなし。粘性あり。
19褐色土 7. 5YR4/4 V層崩落土しまりあり。粘性あり。

確認・調査:V層上面で黒色土の落ち込みを確認した。底面はほぼ平坦だが、北側に向かって緩やか
に傾斜する。長軸方向の壁は、南側はほぼ垂直に立ち上がり、北側はオーバーハングする。短軸方向
の壁はほぼ垂直に立ち上がるが、上部でやや外側に開く。

遺物出土状況：出土遺物はない。

時期：不明だが、形状から縄文時代と考えられる。 （広田）

TP-2

位置・立地:G･H-121、標高39.8mの緩斜面に位置し、長軸はほぼ等高線に沿う。南側はほぼ調査
区境にかかり、北東側約9mにTP-1がある。 TP-2はTP-1 ｡ 3･ 5と共に列をなしている
と考えられ、調査区外にも展開している可能性が高い。

規模: 1. 53m/1.88m×0.42m/0. 25m×1.42m

平面形：確認面底面共に溝状。

土層: 1 黒色士 7. 5YR1.7/1 Ⅲ層主体。 ローム粒子を微量含む。 しまりあり。粘性あり。

2 褐色土 7． 5YR4/3 m+Ⅳローム粒を斑状に含む。 しまりやや弱い。

粘性やや弱い。

3 褐色土 7. 5YR4/4 V層崩落土Ⅲ層土を少量含む。 しまりあり。粘性ややあり。

4黒褐色士 lOYR3/l m+Ⅳローム粒子を少量含む。Ⅲ層土は斑状に混じる。

しまりややあり。粘性あり。

5 黒褐色士 lOYR3/2 m+Iv+vv層はブロック状。 しまりやや弱い。粘性あり。

6 褐色土 7.5YR4/4 W+Vしまり弱い。粘性あり。

確認・調査:V層上面で黒色土の落ち込みとして確認した。底面は中央付近が低くなっている。長軸

方向の壁は、北側はほぼ垂直に立ち上がり、南側は強くオーバーハングする。短軸方向の壁はほぼ垂
直に立ち上がるが、上部でやや外側に開く。

遺物出土状況：出土遣物はない。

時期：不明だが、形状から縄文時代と考えられる。 （広田）

TP-3 (図Ⅳ－6、図版44-1 ． 2)

位置・立地:K-126

規模: 1.46m/(1.88m)×0. 23m/0. 51m×1. 22m

平面形：長楕円形。
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l 遺構

確認・調査:V層上面で確認した。平面形は長楕円形または溝状で壁はオーバーハングしている。掘
り込み面はⅢ層中と思われる。覆土は自然堆積の様相を示しており、 ロームと黒色土との混合が大部
分で、坑底には黒色腐植土の薄層が見られる。

土層: 1 黒色土 7. 5YR2/1 しまり弱い。粘性やや高い。

2 褐色土 7. 5YR4/3 しまりやや強い。粘性やや高い。

3 明赤褐色土5YR5/6 しまりやや強い。粘性やや高い。

4黒褐色士 7. 5YR3/1 しまりやや強い。粘性やや高い。 ローム粒を含む。

5 褐色土 7. 5YR4/6 しまり弱い。粘性高い。

6 暗褐色土 7. 5YR3/4 しまりやや弱い。粘性高い。

7 黒色土 7. 5YR2/l しまりやや弱い。粘性高い。

時期：不明だが、形状から縄文時代と考えられる。 （笠原）

~
TP-4

位置・立地:G-130･ 131 ･標高40. 3～40. 5mの緩斜面に位置し、長軸は等高線に対して斜行する。

東側約2mにP-17が位置する。付近には他にTピットは検出されていないため、列をなさず、単独

で存在していた可能性が高い。

規模: 3.84m/3. 93m×1.00m/0. 32m×1.09m

平面形：確認面底面共に溝状。

l 黒色士 7. 5YR1. 7/l Ⅲ層主体。ローム粒子、 ko-dを微量含む。しまりあり。粘性あり。

2 黒色土 10YRl. 7/1 Ⅲ層主体。 ローム粒子を微量含む。 しまりあり。粘性あり。

3 黒色土 7. 5YR1.7/l Ⅲ層主体。 ローム粒子を微量含む。 しまりあり。

粘性あり。

4黒色土 10YR1.7/1 1より黒味が強い。 ローム粒子を微量含む。 しまりあり。

粘性あり。

5 黒色土 7. 5YR2/l m>wv層土は斑状に混じる。 しまりあり。粘性あり。

6 黒褐色土7. 5YR2/2 m=ⅣⅣ層土は斑状に混じる。 ローム粒子を少量含む。

しまりあり。粘性やああり。

7 黒色士 7. 5YR2/1 Ⅲ層主体。 ローム粒子を微量含む。 しまりあり。粘性あり。

8 黒褐色土7. 5YR3/2 w>mv層崩落土。 しまりあり。粘性かなりあり。

9 黒色士 7. 5YR2/1 m>Ivv層は比較的下部に含まれる。 しまりあり。

粘性あり。

10黒色土 10YR1. 7/1 Ⅲ層土主体。ローム粒子を微量含む。しまりあり。粘性ややあり。

11 黒色土 lOYR1.7/1 m>vローム粒子を少量含む。 しまりあり。粘性あり。

12黒褐色土 lOYR3/2 V>Ⅲ しまりあり。粘性あり。

13黒色土 7. 5YR2/1 m=vv層土斑状に混じる。 しまりあり。粘性あり。

14黒色士 7. 5YR2/1 m>vしまりあり。粘性あり。

15黒色土 10YR1.7/1 Ⅲ層土主体。 ローム粒子を微量含む。 しまり弱くボゾボソ。

粘性あり。

16 暗褐色土 lOYR3/4 V層主体。 Ⅲ層土を微量含む。 ローム崩落土の可能性あり。

17黒褐色土 10YR3/2 m=vよく混ざっている。 しまり弱くふかふか。粘性あり。

土層

’
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ⅣA地区の調査

18黒褐色土 IOYR2/3 m=v斑状に混じる。 しまり弱くふかふか。粘性あり。
19黒色土 lOYR1.7/1Ⅲ層土主体。 ローム粒子を少量含む。 しまりあり。粘性あり。
20暗褐色土 IOYR3/3 m=vよく混ざっている。 しまり弱くふかふか。

21 にぶい黄褐色土 lOYR4/3 V>Ⅲ斑状に混じる。 しまりあり。粘性あり。掘り上げ土の
流れ込み？

22黒褐色士 lOYR3/2 m>Ⅳしまりあり。粘性あり。

23 にぶい黄褐色土 lOYR4/3 V>Ⅲ斑状に混じる。 しまり弱くややボソボソ。
粘性あり。

24褐色土 7. 5YR4/4 1V>Ⅲ比較的混ざっている。 しまり弱い。粘性あり。
25黒褐色土 lOYR3/1 Ⅲ層土主体。 しまり弱い。粘性あり。

26黒色土 lOYRl . 7/1Ⅲ層土主体。ローム粒子を少量含む。しまりあり。粘性ややあり。
27褐色士 7. 5YR4/4 V>ⅢⅢ層土が斑状に混じる。しまり弱く、ボソボソ｡粘性あり。
28褐色士 7. 5YR4/4 27よりやや暗いが基本的に同一。

29褐色土 7. 5YR4/3 V>Ⅲ しまり弱い。粘性あり。

確認・調査:V層上面で黒色土の落ち込みとして確認した。底面はほぼ平坦だが、東側にわずかに傾
斜する。長軸方向の壁は東側、西側共にわずかにオーバーハングするが、西側は中央付近で強く屈曲
する。

遺物出土状況：出土遺物はない。

時期：不明だが、形状から縄文時代と考えられる。 （広田）

TP-5 (図Ⅳ－6、図版45-1 ･ 2)

位置・立地: S-125

規模: 1.57m/2.02m×0.42m/0. 22m×1. 14m

平面形：長楕円形。

確認・調査：調査中、 V層上面を精査して検出した。溝状の坑底の掘り込みは南北両端で斜めに上が

っている。坑底は中央部でやや屈曲し、丸みを持つ。壁は大きく凹凸があり、南北両端はオーバーハ
ングする。

土層: 1 明茶褐色シルト質土、 2 暗褐色土、 3 黒色土、 4黄褐色ローム質土。

特徴：標高39.5mに沿って等高線に直行する向きに、東から西にTP-3、 TP-5、 TP-l、 T
P－2の4基が並んで配されている。

遺物出土状況：遣物は出土していない。

時期：縄文時代中期から後期の所産と考えられる。 （谷島）

TP-6 (図Ⅳ－7、図版44 4)

位置。立地:WO-119

規模: (1. 84m)/(2. 0m)×0. 68m/0.30m×1.37m

平面形：長円形と思われる。

確認．調査：遺構確認のためV層上面を精査して検出した。南半分は町道があり未調査である。後年

度、工事立会される予定である。坑底はほぼ平坦で中央部の幅がやや広くなる。溝状の掘り込みは北
端でオーバーハングする。横断面は上方がロート状に広がる。
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IVA地区の調査

TP-6
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l 遺構

土層: 1 Ⅲ層2 黒褐色土、 3 黒色土、 4暗茶褐色士(2+m+Vの混合）
5 黄褐色ローム質土（粘質） 、 6 褐色ローム質土。

特徴：標高41 . 3mに沿って等高線に直行する向きに、北西側のTP-7と列をなす。
遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：縄文時代中期から後期の所産と考えられる。
(谷島）

’

TP-7 (図Ⅳ－7、図版45-3 ･4)

位置・立地:R0-117 ･ 118

規模: 2. 95m/2. 92m×l"07m/0. 18m×1.05m

平面形：長円形。

確認・調査：遺構確認のためV層上面を精査して検出した。坑底は凹凸があり、中央部の幅はやや狭く
なる。溝状の掘り込みは北側が斜めに下り、北端はオーバーハングする。横断面は上方が広がる。

土層: 1 黒褐色粘質土、 2 暗褐色土、 3 暗黄褐色土、 4黄褐色ローム質土。

特徴：標高41.3mに沿って等高線に直行する向きに、南東側のTP-6と列をなす。

遣物出土状況：遺物は出土していない。

時期：縄文時代中期から後期の所産と考えられる。 （谷島）

d焼土

F-2 (図Ⅳ－7、図版94-2)

位置・立地: F-123

規模: 1. 51m×0. 61m×0. 24m

平面形：不整楕円形。

確認・調査：Ⅲ層下位で検出した。風倒木痕の上部のもの。

土層: 1 暗部榿褐色土、 2 燈褐色土。

特徴：風倒木痕の上部の窪みを利用し火が焚かれたものと思われる。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：風倒木痕上部の焼土で確実な時期は不明であるが、縄文時代中期から後期頃と思われる。

（谷島）

F-5 (図Ⅳ－7、図版95-1)

位置・立地:H･ I-139

規模: 0. 5m×0.4m×0. 06m

平面形：楕円形。

確認・調査：Ⅲ層調査中にⅢ層下位で検出した。

土層: 1 暗赤褐色土（粒状の榿色土（焼土）を含む） 。

特徴：粒状の焼土が混じり、 この場で火が焚かれたものではないと思われる。

遺物出土状況：上面から炭化物が出土した。他の遺物は出土していない。

時期：検出した層位から縄文時代中期から後期と考えられる。 (谷島）
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ⅣA地区の調査

2 包含層出土の土器

A地区は遺構確認調査区であるため、土器はほとんど出土せず、わずかに残存していたⅢ層からⅢ
群A－2類8点、 Ⅲ群A－3類3点、Ⅳ群A類1点の計12点が出土した。 1 ･ 2はⅢ群A－2類の胴
部。内面は丁寧に調整されている。 2は横位に撚糸文が施されている。 3はⅣ群A－1類の胴部で、
無文である

(広田）
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V B地区の調査

V B地区の調査 1

腫

~
B地区の概要

B地区は平成10年度に沢の調査を行い、

平成1l年度は25%調査を行った。平成12

年度は本格的な発掘調査に取り掛かった。

ここでは沢部分のB地区と、遺跡の主

体部であるBl地区、北東側のB2地

区、および、 C地区の沢斜面のB地区

側、 39ラインより北東側をB地区として

報告する。

遺構は南西側で多く分布している。竪

穴住居跡がBl地区で20軒検出され、縄

文時代中期前半と後期前葉のものである。

H 3は竪穴住居跡の分布する部分か

らやや離れてB地区の沢の傍から検出さ

れた大形住居跡である。H-2 ･ 20･ 22

やH-11 ･ 26のように重複している竪穴

や被火災住居のH-llが検出されている。

士坑は75基検出され、 Bl地区全体に分

布する。 B2地区北東端にP-23･ 27の

2基が他の土坑と離れて位置している。

B地区の沢に近いP 42の坑底から砂岩

製の三角形をした石製品が出土し、土墳

墓と考えられる。焼土はB地区全域に分

布する。 Bl地区の焼土は焼土粒が黒色

土に混入する二次堆積のものが多く、屋

外炉と思われるものは少ない。小ピット

はBl地区から108カ所検出され、南西側

に分布する。石を組み合わせている石組

2カ所や集石6カ所はB地区全体に散在

する。埋設土器1カ所はH－3の覆土か

ら検出されている。炭化物集中は1カ所

検出されている。フレイク・チップ集中

はB地区から14カ所検出され沢の中や住

居跡の近傍に分布している。その中で、

FC 7から出土したものは同一母岩の

縦長剥片が主体で、剥離工程の理解され

うる接合がなされた。

山崎4遺跡から出土した遺物のうち、
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l 遺構

~

約半数がB地区から出土している。出土

した遺物の主体は縄文時代中期前半で、

74％と比率が多い。 この中で土器が半数

弱を占める。

Bl地区北東側の包含層の遺物は北か

ら南に帯状に出土分布の濃淡がみられ、

水の流れの影響を受けていると思われ

る。
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1 遺構

a竪穴住居跡

H－1 （図V-3･4、図版-10 1 ．2、

ll-1･2， 12-1･2･3、図版108-1)

位置・立地:H･ I-52

規模: 3.01m/2. 50m×2.61m/2. 39m

x0. 56m

平面形：隅丸方形。

確認・調査：調査区西側に位置する。 Ⅲ

層上面において楕円形のⅢ層の落ち込み

を確認した。遺構を想定し、土層観察用

のベルトを残し、周辺の精査とプラン確

認のために掘り下げを行った。平面形を

確認し、覆土を約40cm程掘り下げたとこ

ろで、環状に配置された石組み(I-

l、図V-78)を確認した。

石組み(I-1)調査終了後、更に掘

り下げたところで、明瞭な住居跡の床面

と、急角度で立ち上がる壁面を確認し、

住居跡と判断した。平面形は隅丸方形で

ある、覆土は大きく2つに区分でき、覆

土上位はⅢ層を主体にした黒色腐植土で

構成され、覆土下部はローム質土を主体

としている。掘り込み面はⅢ層中で、確

認面から床面まで約60cInを計る。床面に

は凸凹が認められ、全体が固く締まりが

ある。

土層: 1 黒色士 2/粒子細かく、

しまりやや強い｡粘性高い°

2 暗褐色士5YR3/2粒子細か

く、しまり強い。粘性高い。
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V B地区の調査

3 黒褐色士 5YR3/1 粒子細かく、 しまり強い。粘性やや高い。

4黒褐色土 7. 5YR3/2粒子やや粗く、 しまり強い。粘性高い。

5 褐色士 7.5YR4/3粒子やや粗く、 しまり強い。粘性高い° ローム粒含む。

6 褐色土 7．5YR4/4粒子やや粗く、 しまり強い。粘性非常に高い。 ローム粒含む。

7 赤褐色土 5YR4/6 粒子やや粗く、 しまり強い。粘性高いロームブロック状含む。

8 褐色土 7. 5YR4/6粒子やや粗く、 しまり強い。粘性高い° ローム粒多く含む。

HFl l 暗赤褐色士2.5YR3/6粒子細かく、 しまりやや弱い。炭化物微量含む。

HPl l 黒褐色土 7.5YR3/l しまり強い。 ロームブロック状。

2 褐色土 7. 5YR4/6 しまりやや強い。粘性、低い。

3 黒褐色士 5YR3/1 粘性高い° しまりやや強い。

4 明赤褐色土5YR5/6 粘性低い。

HP2 1 黒褐色土 7.5YR4/6 しまり強い。 ロームブロック状多い。

2 褐色土 7． 5YR4/6 ロームブロック状多い。

3 黒褐色土 7. 5YR3/1 粘性高い° しまり強い。

特徴：床面中央部で炉が検出されている。浅い掘り込みがあり、覆土には炭化物をわずかに含む。

ピットは2基検出した(HP-1 ･ 2) 。規模は2基共に同様で、 口径が約30cmで、深さは約40cm

である。HP-1 ･ 2の覆土l層からは、硬く締まるロームが充填されており、両ピットが意図的に

埋め戻された事が窺える。尚、その他の壁柱穴等を検出することができなかった。

遺物出土状況：覆土中からⅢ群A－3類が31点、石槍2点、剥片20点、すり石1点、礫が2点出土し

ている。床面からはⅢ群A 3類が118点、スクレイパー3点、剥片14点、礫が16点出土した。またH

P－lの覆土中からⅢ群A－3類が26点、剥片が1点出土した。HP-2からはⅢ群A－3類が5点

出土した。

時期：出土した遺物から縄文時代中期前半Ⅲ群A－3類の時期と考えられる。 （笠原）

掲載遺物：土器 1 ． 5 ． 6 ． 8 ． 9は床面出土。 2は床面出土とHP-1 ･2覆土出土のものが接

合している。 3はHP 2覆土出土、 4･ 7は覆土から出土。 7がⅣ群A－1類で他はⅢ群A－3類
である。

lは底部を欠くが、全体のl/2程が残っている。最大径は胴下半部にくる。 4単位の波状口縁と考え

られ、波頂部には、縄の圧痕が加えられた2個1組の橋状把手が施されている。 口唇部外面には縄線

が施文され、突起間の中央部には2本1組の縦位の貼り付けが加えられている。小突起は実測図上で

は4単位としたが、 3単位の可能性もある。突起状には縄線が施されている。 口縁下部には隆帯がめ

ぐる。胴部には不規則なLRの斜縄文が施され、底部付近では横走気味になる。器面調整は全体的に

丁寧である。 2は全体の約l/2が残存している。平縁で表面全体にRLの斜行縄文が施される。器面調

整は丁寧である。 3～6は口縁部。 3 ．4は口唇部に縄の圧痕が施されたもの。 5 ． 6は口唇部に沈

線が施されたもので、 5は口縁部に沈線が2本加えられている。 7は胴部で、表面に輪積痕を残す。

8はRLの斜縄文が施される。 （広田）

石器 11～13は床面から出土したもの、他は覆土から出土したもの。 10は石槍の未成品である。 1l~

13はスクレイパー。いずれもla類である。 14はすり石2類。背面には被熱によるはじけがみられる。

なお、覆土から出土した石槍1点・剥片2点、床面出土の剥片2点、およびHPl出土の剥片1点

の計6点について、原材産地同定を依頼したところ、豊浦町豊泉産と判定された覆土出土の剥片1点

を除き、すべて赤井川産と判定された （第Ⅶ章2節） 。 （柳瀬）

’
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V B地区の調査

H-2 (図V－5、図版12-4， 13-1 ･ 2)

位置。立地:L｡M-45･46段丘緩斜面に立地する。

規模: 4. 62m/4. 63m×4.27m/3.79m×0. 52m

平面形：円形。

確認・調査：平成11年度の25%調査の際に黒色土の落ち込みを確認した。平成ll年度に南東側半分の
調査を行い､北東側は平成12年度に調査を行っている。

掘り込みはH-20の窪み利用しH-20の覆土に留まり、面積も一回り狭い、入れ子になっている。

土層： 1 黒茶褐色粘質土、

2 黒色粘質土、

3 黒褐色粘質土、

4暗褐色土（黒褐色土十ローム） 、

5 暗黄褐色士（ロームに少量の黒褐色土を含む） 。

床面・壁面：床面はほぼ平坦だが、北側が高く若干傾斜する。壁は丸みを持って緩やかに立ち上がる。
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特徴：竪穴中央部のやや西よりに石囲い炉を検出した。焼土の上部に炭化物が混じっていた。石囲い

炉から出土した炭化物を!IC年代測定している。補正値で3790±40の結果が出ている。 これはH－2よ

り古いH-20の測定結果3590±40より、200年程古く逆転している。層位的な上下関係に間違いがない

ため､試料の取り違えなどの可能性を考慮しなくてはならない。

這物出土状況：セクションベルトを境に東西南北l/4区画ごとに一部の遣物を取り上げている。西側を

H-2a、北側をH-2b、東側をH-2c，南側をH-2dとした。

覆土からⅢ群A 2類土器が8点、 Ⅲ群A－3類土器25点、 Ⅲ群B－2類土器1点、Ⅳ群A－1類

土器2点、スクレイパー1点、剥片6点、礫5点、覆土上から剥片38点、すり石1点、礫剥片3点、覆

土中からⅢ群A－3類土器9点、 Ⅲ群B－2類土器1点、Ⅳ群A－1類土器1点、 Rフレイク1点、

剥片21石斧1点、すり石2点、礫6点、覆土下からⅢ群A－3類土器9点、 Ⅲ群B－2類土器6点、

Ⅳ群A－1類土器1点、 ドリル1点、剥片8点、礫8点、覆土lからⅢ群A－1類士器2点、 Ⅲ群A
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l 遺構

－2類土器3点、 Ⅲ群B－2類土器8点、Ⅳ群A－1類土器40点、剥片42点、礫1点、覆土2からⅢ

群A－2類土器1点、 Ⅲ群A－3類土器11点、 Ⅲ群B－2類土器2点、Ⅳ群A－1類土器29点、 スク

レイパー1点、剥片9点、礫剥片1点、礫9点、覆土3から剥片5点、壁からⅢ群A－3類土器2点、

床直上からⅢ群A－3類土器3点、 Ⅲ群B－2類土器1点、Ⅳ群A－1類土器12点、スクレイパー1

点、Uフレイク1点、剥片14点、礫18点、床面からⅢ群A－2類土器6点、 Ⅲ群A－3類土器10点、

Ⅲ群B－3類土器2点、Ⅳ群A－1類土器4点、 Rフレイク1点、剥片14点、礫16点が出土している。

H-2a覆土中からⅢ群A－3類土器11点、H-2a覆土壁からⅢ群A－3類土器2点、Ⅳ群A－1

類土器7点、H-2b覆土上からⅢ群A 3類土器17点、 Ⅲ群B－2類土器4点、 Ⅳ群A－1類土器

2点、 H-2b覆土中からⅢ群A－2類土器2点、 Ⅲ群A－3類土器9点、 H-2b覆士中からⅢ群

A－3類土器2点、Ⅳ群A－1類土器4点、 H-2c覆土3からⅢ群A－3類土器1点、 Ⅲ群B－2

類土器1点、Ⅳ群A－1類土器6点、 H-2d覆土上からⅢ群A－3類土器1点、 Ⅲ群B 2類土器

2点が出土した。

時期：出土した遣物から縄文時代後期前葉Ⅳ群A－1類土器の頃に構築されたものと考えられる。H

-20より新しい。 （谷島）

掲載遺物：土器4･ 10は床面出土で、他は覆土出土である。 1 ･ 12はⅢ群A－3類、 9はⅢ群B－

2類で、他はⅣ群A－1類である。

l～4は口縁部。 lは口唇部に刻みが施されている。 2 ． 3は折り返し口縁ないし貼付帯が施され

ている。 2は縦位にも縄文が加えられた貼り付けをもち、縦位の貼付は、横方向からそのまま垂下す

る。 3の口唇断面は角形である。 4は無文のもの。 5～9は胴部で、 5と6， 7と8は同一個体であ

る。 5 ． 6は複節RLRの斜行縄文を沈線で区画し、磨消している。 7 ･ 8は無文地に曲線的な沈線

による文様が描かれている。 9は胎土に細かい砂粒を含む。 10～12は底部。 10は胎土に砂粒を含む。

l1はやや上げ底気味で、底部は張り出す。 （広田）

石器 19は壁から出土したもの、他は覆土から出土したものである。 13は珪質頁岩製のドリル3類。

14･ 15はスクレイパー。 14は2c類。弧状の急角度の刃部をもつもので、側縁から端部にかけて連続

した細かい調整が加えられる｡16は石斧1類。片岩製で、粗割・磨りで整形される。刃部は部分的に欠

損する。 17 ･ 18はすり石。 17は2類、 18は4類で、使用面から腹面にかけて被熱し、赤化している。

19は砥石である。 （柳瀬）

H-3 (図V－7～11、図版14-1 ･ 2 ･ 15-1～3， 110-1 ･ 111-1)

位置。立地:L～N-57～59, B地区のほぼ中央部に位置し、標高37.9～38. 3mの緩斜面上にある。北

側約8mにはF-25、南側約5mにはF-15、東側にはP 38， F-16 ･ 17がある。

規模: 9.40m/3. 26m×5.89m/2.68m×0.74m

平面形：不整の長楕円形。

確認・調査：平成11年度の25%調査時に、 Ⅲ層上面で長楕円形のⅡ層の落ち込みを2基確認した。調

査期間の関係上、 1基のみベルトを設定し、 トレンチ調査を行った。その結果、竪穴住居跡であるこ

とが確認され、 H－3と呼称し、調査を行った。平成12年度の調査時にもう一つの落ち込みもH－4

と呼称し、調査を行った。その結果、 H－3とH－4は同一の住居跡であることが判明し、最終的に

H 3と呼称した。整理の都合上、遺物台帳及び注記は調査時のH 4のままで、変更は行わなかっ

た。

本遺構の覆土中からFC-l1 ･20 (図V-85･86)及び埋設土器（図V-81)が検出されている。
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本遣構の埋没過程時に一時的に凹みを利用していたと思われ、本遺構より新しいと考えられる。ただ
し、 FC－l1 ･20は埋設土器の検出面より上位で検出されているため、埋設土器より新しい。掘り込

みは比較的深く、一番深い部分で約70cmを測る。床面はわずかに凹凸が見られるが、ほぼ平坦である。

壁は長軸方向、短軸方向共になだらかに立ち上がる。覆土の上部はⅢ層土主体で、下部はⅣ･V層士

主体で固くしまっているため、床面及び壁の立ち上がりの検出が困難だった。

Ⅱ。

7. 5YR3/3 W>VV層はやや斑状に含まれる。 しまりあり。粘性あり。

7. 5YR2/2 Ⅲ層土主体。 しまりあり。粘性ややあり。

7. 5YR4/3 W>Vしまりあり。粘性やや弱い。

7. 5YR3/2 m>w>v しまりやや弱い。粘性あり。

7.5YR2/1 Ⅲ層土主体。 しまりかなりあり。粘性あり。

10YR2/2 m>Ⅳしまりややあり。粘性あり。

10YR1.7/lⅢ層土。 しまりあり。粘性弱い°

7. 5YR3/3 m>Ⅳローム粒子、ブロヅクを少量含む。 しまりやや弱い。粘

性あり。

lOYR1. 7/1Ⅲ層土主体。 ローム粒子を微量含む。 しまりあり。粘性あり。

7. 5YR3/2 m>Ⅳローム粒子を微量含む。 しまりやや弱い。粘性ややあ

り。

7. 5YR3/3 m=vローム粒子、ブロックを少量含む。

7.5YR4/3 W>Vローム粒子を微量含む。 しまりやや弱い。粘性あり。

7. 5YR4/3 W>Vやや斑状に含む。 しまり弱い。粘性あり。

7. 5YR2/1 m>Ⅳローム粒子、ブロックを少量含む。 しまりあり。粘性あ

り。

lOYR1. 7/1Ⅲ層主体。 ローム粒子を微量含む。 しまりあり。粘性あり。

lOYR2/2 m>Ⅳローム粒子、ブロックを少量含む。 しまりあり。粘性あ

り。

lOYR3/3 m>Ⅳロームブロックを含む。炭化物粒を少量含む。 しまりあ

り。粘性あり。

7. 5YR3/4 m=Ⅳローム粒子を少量含む。 しまりあり。粘性あり。

7. 5YR3/3 m=w>v ロ ム粒子、ブロック、炭化物粒子を少量含む。焼
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遺構1

土粒子を微量含む。 しまりあり。粘性あり。

21 褐色土 7. 5YR4/3W>Ⅲ ローム粒子を少量含む。 しまりあり。粘性かなりあり。

22暗褐色土 7.5YR3/3 m>Ⅳローム粒子、ブロックを少量含む。 しまりあり。粘性や
やあり。

23暗褐色土 7. 5YR3/3 m=Iv>vしまりやや弱い。粘性あり。

24暗褐色土 7. 5YR3/3 1V>VV層やや斑状に混じる。 ローム粒子を少量含む。 しまり
あり。粘性あり。

25褐色土 7． 5YR4/4 1V>Vやや斑状に混じる。 しまりややあり。粘性あり。

26暗褐色土 lOYR3/4 m>Ⅳロームブロック、炭化物粒を少量含む。 しまりあり。粘
性ややあり。

HPl l 暗褐色士 7. 5YR3/4 m>Ⅳしまりあり。粘性ややあり。

HP2 1 暗褐色土 7. 5YR3/3 m>Ⅳしまりあり。粘性やや弱い。

HP3 1 暗褐色土 7. 5YR3/3 m>Ⅳしまりあり。粘性やや弱い。

HP4 1 暗褐色士 7. 5YR3/4 m>Ⅳしまり弱い。粘性あり。

HP5 1 極暗褐色士7. 5YR2/3 m>Ⅳローム粒子を少量含む。 しまりあり。粘性やや
あり。

HP6 1 暗褐色土 7. 5YR3/3 m>Ⅳしまりややあり。粘性やああり。

HP7 1 褐色土 7. 5YR4/3 m>Ⅳローム粒子を少量含む。 しまりあり。

粘性やや弱い。

HP8 1 暗褐色土 7. 5YR3/3 m>Ⅳしまりややあり。粘性ややあり。

HP9 1 暗褐色土 7. 5YR3/4 m>Ⅳしまりやや弱い。粘性あり。

HPIO l 暗褐色土 7. 5YR3/3 m>Ⅳしまりあり。粘性やや弱い。

HPll l 褐色士 7. 5YR4/4 m>Ⅳしまりやや弱い。粘性あり。

HPl2 1 暗褐色土 7. 5YR3/3 m>Ⅳしまりややあり。粘性あり。

HP13 1 暗褐色土 7. 5YR3/3 m>Ⅳローム粒子、 ロームブロック、炭化物粒子を含

む。焼土粒を微量含む。

HPl4 1 暗褐色土 7. 5YR3/4 ローム粒子を少量含む。 しまりあり。粘性ややあり。

HPl5 1 暗褐色土 7. 5YR3/3 しまりあり。粘性ややあり。

HP16 1 暗褐色土 7.5YR3/4 m>Ⅳしまりあり。粘性やや弱い。

HP17 1 暗褐色土 7. 5YR3/4 m=Ⅳしまりやや弱い。粘性弱い。

HPl8 1 暗褐色土 7. 5YR4/3 m=Ⅳしまりややあり。粘性ややあり。

HP19 1 暗褐色士 7. 5YR3/3 m=Ⅳしまりややあり。粘性弱い°

HP20 1 褐色士 7.5YR4/4 m>Ⅳしまりあり。粘性ややあり。

特徴：長軸の中央付近で炉が検出された。掘り込みを有するが、焼土自体の範囲は狭い。ピットは20

カ所検出されている。規模はやや小形のものが多いが、配置規模等から考えてピットの多くは柱穴

と考えられる。ただし、HP1 ･ 3･ 7等掘り込みの浅いものや、大形で覆土中に焼土、炭化物を含

むHP13は柱穴かどうか不明である。また、南側部分では、床面がさらに浅く平坦に掘り窪められて

おり、 いわゆるベンチ状の構造を有する竪穴住居跡と考えられる。

遺物出土状況：覆土からⅢ群A－2類Ⅲ群A－3類土器、Ⅳ群A－1類土器石鑛ドリル、つま

み付きナイフ、 スクレイパー、石核、剥片、砥石、礫が出土している。床面からはⅢ群A－3類、石
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鎌、石槍、 ドリル、 スクレイパー、石器未製品、 Rフレイク、 Uフレイク、石核、剥片、石斧、たた

き石、礫剥片、礫が出土している。

時期：床面出土の土器から縄文時代中期前半Ⅲ群A－3類の時期と考えられる。 （広田）

掲載遺物：土器 8が床面出土で、他は覆土出土である。 5がⅣ群A－1類で、他は全てⅢ群A－3

類。

lは約l/4程度残っているものを復原実測した。 4単位の波状口縁を呈すると考えられる。波頂部か

ら胴上半部に垂下する貼付が施されている。 口唇部・口縁部直下、貼付上には、半裁竹管状工具によ

る内面による連続刺突が加えられている。 口縁～胴部上半には、半裁竹管状工具内面による2本一組

の沈線で、上部は直線上の、下部は渦巻状の曲線の文様構成を描き出している。 2は約l/3残存してい

る。小形の土器で口縁部はわずかに外反する。 口唇部断面の形状は切り出し形である。 口縁付近を除

いてほぼ全面にRLの斜行縄文が施されている。底部はわずかに張り出し、やや上げ底である。 3～

8は口縁部。 3は口唇部に刻みが施される。 4は口唇部に縄の圧痕が加えられている。 5は口縁部に

横方向の貼り付けを有し、 口唇部断面が角形を呈する。 6は口唇部に沈線が施されている。胴部はや

や張り出す。 7 ． 8は無文のもの。 9は胴部で、 RLの横走気味の縄文施文後に、横及び斜位の沈線

と貼付瘤が加えられている。 10は底部である。 （広田）

石器 11～13･ 18･ 19･23･25･27･30 ．32～35は床面から出土したもの、 24はHP7の覆土から出

土したもの、他は覆土から出土したものである。 11～17は石鍼。すべて2a類である。 12 ･ 15の基部

付近の一部分と、 13のスクリーントーンで示した範囲に黒色の付着物がみられ、 アスファルトと思わ

れる｡14は黒曜石製、 17は玄武岩製である。 18は石槍片。 19･20はドリルで、 いずれも1類。 21･22は

つまみ付きナイフで、 いずれも1d類。 21はつまみ部の作り出しが不明瞭で、 スクレイパーの可能性

もある。腹面左側縁に光沢がみられる。 23～32はスクレイパー。 23～31はla類。 23～27は直線的な

刃部をもつもの、 28～29は外湾する刃部をもつもの、 30は内湾する刃部をもつもの。 25 ．30は端部に

も刃部加工が施される。 31は黒曜石製で、 スクレイパーとしたが他石器の未成品の可能性もある。 32

は8類。 33は石器未成品とした。大きさから石鎌の未成品の可能性がある。黒曜石製。 34は石斧の基

部。擦り切り痕があり、 さらに粗割・敲打・磨りで整形される。 35 ．36はたたき石で、 35は1類36

は3類。 36は基盤層に含まれる安山岩を素材としている。

なお、黒曜石製の14･31および覆土から出土した剥片2点について原材産地同定を依頼したところ、

いずれも赤井川産と判定された(第Ⅶ章2節)。 （柳瀬）

H-5 (図V-12～15、図版15-4 ･ 16 1～3， 112-1 ･ 113-1)

位置・立地:P･Q-42･43， B地区の南部分に位置し、標高36.0～36. 3mの沢縁辺部の緩斜面上に

ある。周辺には北西側にH-15、 P-25･30，南西側約3mにH-16がある。

規模: 5. 88m/5.76m×3. 93m/3. 53m×0.41m

平面形：不整楕円形。

確認・調査：Ⅳ層を調査中、遺物がややまとまって出土し、周辺の精査を行ったところ暗褐色土の落

ち込みを確認した。 トレンチ調査を行い、その結果竪穴住居跡であることが判明した。上部は削平さ

れているため全体的に遣存状況は悪く、特に南側部分は床面直上付近まで削られている。床面はほぼ

平坦で全体的にやや堅く締まっている。壁の立ち上がりは全体的にやや急角度である6

特徴：炉が長軸中央よりやや南東の部分で検出された。地床炉でよく焼けて堅く締まっている。ピッ

トは6カ所検出されている。掘り込みが浅いため、断定はできないが、柱穴の可能性がある。
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VB地区の調査

Ⅲ層土主体。炭化物粒、焼土粒をわずかに含む。 しまりあり。粘

性あり。

Ⅲ＞Ⅳローム粒子を微量含む。炭化物粒、焼土粒子を微量含

む。 しまりややあり。粘性あり。

1層よりやや明るい。 Ⅲ＞Ⅳローム粒子を少量、炭化物粒子、

焼土粒子を微量含む。 しまりあり。粘性ややあり。

Ⅲ＞Ⅳロームブロックを少量焼土粒子、炭化物粒子を微量含

む。 しまりややあり。粘性ややあり。

Ⅲ＞Ⅳローム粒子を少量焼土粒を微量含む。 しまりややあ

り。粘性ややあり。

Ⅲ＝Ⅳローム粒子を少量焼土粒子、炭化物粒子を微量含む。

しまりやや弱い。粘性あり。

Ⅳ＞Ⅲ しまりやや弱い。粘性あり。

Ⅲ＞Ⅳローム粒子を少量、焼土粒子炭化物粒を微量含む。 しま

りあり。粘性ややあり。

土層: 1 黒色土 7. 5YR2/1

2 黒褐色土 7． 5YR2/2

7. 5YR2/13 黒色士

4黒褐色土 7. 5YR3/2

5 黒褐色士 7.5YR3/2

6 暗褐色土 10YR3/3

IOYR4/4

1OYR2/3

褐色土

黒褐色士
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’l 遺構

9 黒褐色土 7. 5YR3/2 1v>m>vしまりややあり。粘性ややあり。
HFl 赤褐色土。

HPl l 暗褐色士 10YR3/3 v>m>v しまりあり。粘性あり。

2 黄褐色土 lOYR5/6 w>Ⅲ しまりあり。粘性あり。

HP2 1 暗褐色士 lOYR3/3 w>m>v しまりややあり。粘性ややあり。炭化物粒
子を少量含む。

2 黄褐色土 lOYR5/6 w>Ⅲ しまりあり。粘性あり。

HP3 1 黒褐色土 lOYR2/2 m>Ⅳローム粒子、焼土粒を少量含む。 しまりあり。

粘性ややあり。

2 褐色土 7. 5YR4/4 v>m=Ⅳしまりあり。粘性あり。

HP4 1 暗褐色土 IOYR3/3 1V>Ⅲローム粒子、炭化物粒子を含む。 しまりややあ

り。粘性やや弱い

HP5 1 暗褐色土 10YR3/4 m>Ⅳローム粒子を少量含む。 しまりややあり。粘性

やや弱い。

2 褐色土 lOYR4/6 m>Iv v層崩落土。

HP6 1 黒褐色土 10YR2/3 m>w>v炭化物粒子、焼土粒子を少量含む。 しまり

あり。粘性ややあり。

遺物出土状況：覆土からⅢ群A－2類、 Ⅲ群A－3類、Ⅳ群A－1類土器、石鎌、つまみ付きナイフ、

スクレイパー、 Rフレイク、 Uフレイク、剥片、礫が出土している。床面からⅢ群A－2類、 Ⅲ群A

－3類土器、石鍼、 スクレイパー、石器未製品、 Rフレイク、 Uフレイク、剥片、石斧、石鋸、礫が

出士している。また、図示していないが床面からフレイク・チップ集中2カ所が検出されている。

時期：床面出土の遺物から、縄文時代中期前半Ⅲ群A－3類土器の時期と考えられる。 （広田）

掲載遺物：土器 1 ． 6は覆土出土で、 lはH-ll ･ 18覆土出土のものと接合している。他は床面出

土である。 5 ． 6がⅢ群A－2類で、他はⅢ群A－3類である。

lは4単位の小突起をもつ口縁で胴部に複節の斜行縄文を施文後、波頂部に縄による圧痕が加えら

れている。胴部には複節の斜縄文が施される。 2～7は口縁部。 2は、胴部上半に2本一組の沈線で

口縁部文様帯の上下区画した後、波頂部から垂下する沈線が加えられている。 3 ．4．7は同一個体。

口唇部断面形が切り出し状で、 口唇部にも縄文が加えられている。 5．6はLRの斜行縄文が施され、

内面は丁寧に磨かれている。 8は底部で、やや張り出し、 RLの斜行縄文が施されている。 （広田）

石器 10･ 11 ． 13･ 18～21 ． 23は床面から、 12はFC2から、 15はHP4から、 22はHFlから出土

したもの、他は覆土から出土したものである。 9～14は石鍼。 9～llは2a類、 12･ 13は2b類、 14

は未成品である。 10はメノウ製llは黒曜石製、 12～14は流紋岩製である。 15はドリル1類。 16はつ

まみ付きナイフlc類。下端は尖頭状に整形される。 17～20はスクレイパーla類。 20の刃部は部分的

に鋸歯状である。 21は緑色泥岩製の石斧片。刃部および腹面を欠く。腹背両面の下端付近には破損後

に若干磨りが、基部付近には磨りの後に敲打が加えられる。 22はすり石5類：半円状扁平打製石器。 23

は凝灰岩製の砥石で、両面に使用痕が見られる。

床面から検出されたFC1 ･2は、 いずれも大部分が0. 5cm以下程度の剥片砕片である。FClから

出土した剥片は計162点で、そのうち大部分の150点は黒曜石、他は流紋岩である｡一方FC2は、掲載

した1点の石鍼を除く875点の剥片のうち、 742点が石鑛と同じく流紋岩で、他は黒曜石である。

なお、黒曜石製の11および、床面から出土した石雛2点・剥片2点、 FClから出土した剥片砕片
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V B地区の調査

4点、覆土から出土した剥片1点について原材産地同定を依頼したところ、 FClの剥片砕片が微小
なために不明なほかは、 いずれも豊浦町豊泉産と判定された（第Ⅶ章2節） 。 （柳瀬）

H-6 (図V-16､図版17－1 ･ 2， 113-2)

位置・立地:Q･R-50･51 海岸段丘の緩斜面に位置する。

規模: 2.63m/2. 31m×2. 27m/2.02m×0.31m

平面形：台形。

確認・調査：平成11年度の25%調査の際に黒色士の落ち込みを確認した。平成12年度に全体を調査し

た。

東側の広い台形状に竪穴が掘り込まれている。柱穴と考えられる小ピットは床面に2カ所、外側に

1カ所検出した。覆土の上部にⅢ層が認められるが掘り込み面の確認はできなかった。

土層: 1 黒色土、 2 黒褐色土、 3褐色土、 4暗黄褐色土。

HPl l 暗褐色土、 2 暗茶褐色土、 3 明褐色士。

HP2 1 明褐色土。

HP3 1 明褐色土。

HP4 1 黒褐色土。

床面・壁面：床は若干丸みがあり､壁は丸みを持って緩やかに立ち上がる。

特徴： 床面の中央部やや南よりにHPlがある。長軸0.74m、短軸0. 61m、深さ0. 28mの楕円形を呈
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遺構_L
1

する。覆土は埋め戻されている。柱穴と思われる小ピットは床面西側に径0.24m，深さ0. 16mのもの
と長軸0.74m、短軸0. 61m、深さ0. 28mの楕円形を呈するものを検出した。他に竪穴の掘り込みの南
東側外に径0. 37m，深さ0. 15mの柱穴状小ピットを検出した。床面で採取した炭化物について、 !4C年
代測定を依頼したところ、補正値で4290±40の値が得られた（第Ⅶ章1節） 。

遺物出土状況：覆土からⅢ群A－2類土器が2点、覆土上から礫1点、覆土中からつまみ付きナイフ
1点、剥片1点、礫1点、 HPlの覆土から礫2点が出土した。

時期：出土遺物から縄文時代中期前半と考えられる。 （谷島）
掲載遺物：土器 1は覆土出土のⅢ群A－2類である。胴部で、結束の羽状縄文が施されている。

（広田）

石器 2はつまみ付きナイフ1d類。珪質頁岩製である。

なお、覆土から出土した剥片1点について原材産地同定を依頼したところ、赤井川産と判定された

（第Ⅶ章2節） 。 （柳瀬）

H-11 (図V-18～21、図版22-2 ･ 23-1～4， 115-1 ･ 116-1 ･ 117-1)

位置・立地: 1･J-49･50、調査区北西部の緩斜面上に位置する。標高は39.0～39. 3mであり、今回

検出された住居跡の中ではH－lに次いで高い標高にある。南東部に隣接してH-19、 P-99があり、
南西側にはP-12 ･ 16、北東部にはP-56･59がある。

規模: 4.24m/4. 10m×3.43m/2. 98m×0. 62m

平面形：不整楕円形。

確認・調査：Ⅲ層調査中に焼土及び炭化物を含んだ黒色土の落ち込みを検出したため、 トレンチ調査

を行った。その結果2軒の竪穴住居跡が重複していて、本遺構がH-26を切って作られている事が判

明した。なお、平成11年度の25%調査で1-50グリッドの調査を行った際、 H-llの北側を一部分削

った。覆土を掘り下げていくと、下部の床面直上で多量の焼土と共に炭化材が検出された。炭化材は

南北方向を向いた状態で検出され、それに直交するものも少量みられた。炭化材直上の焼土は竪穴住

居の葺土である可能性が高い。炭化材は住居跡の北側の残りが良く、南側ではほとんど検出できなか

った。炭化材は出土状況図を作成後、樹種同定のためのサンフ．リングを行った。 また、焼失住居であ

るため、床面で炭化植物遺体の採取を目的としたサンプリングを行った。掘り込みは比較的深く、 V

層中に床面が構築される。床面は東側部分がやや窪むが、他はほぼ平坦である。壁は全体的に急角度

に立ち上がる。壁際で直立した状態で炭化材を検出したが、下部で明瞭な柱穴は確認できなかった。

なお、炭化材について'｣C年代測定を行ったところ、補正値で4070±40の値が得られた(第Ⅶ章1節)。

特徴：埋設土器炉1カ所が床面中央よりやや東側で検出された。 口縁部を欠いた土器1個体を、割れ

口が床面とほぼ同じ高さになるようにして埋設している。埋設土器炉周辺は周辺に比べてやや高まっ

ている。土器内の覆土には中部に焼土と炭化物を含んだ層がある。焼土は埋設土器炉の北西部で検出

された。形状はやや細長いアメーバー状で、 よく焼け締まっている。形状から、 この焼土は炉ではな

く住居跡が焼け落ちた時に形成された焼土の可能性もある。柱穴は10カ所検出された。HP9 ･ 10を

除き掘り込みは全体的に浅く、全てのピットが柱穴かどうかは不明である。

土層: 1 黒色土 10YR2/1 Ⅲ層土主体。焼土粒、炭化物粒を少量含む。 しまりやや弱い。粘
性ややあり。

2 黒色土 7. 5YR2/l Ⅲ層土主体。 ロム粒子を少量含む。 しまりややあり。粘性やや

あり。
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3 黒褐色土 7. 5YR2/2 m>Ⅳローム粒子、焼土粒子を少量含む。 しまりややあり。粘
性ややあり。

4黒色土 7. 5YR2/1 m>w>v焼土粒子、炭化物粒子を含む。 しまりやや弱い。粘
性ややあり。

HFl l 暗赤褐色土2.5YR3/6

HPl l 黒褐色土 10YR2/2 m>Ⅳローム粒子、炭化物粒子、焼土粒子を少量含
む。 しまりあり。粘性やや弱い。

2 暗褐色土 lOYR3/4 m>Ⅳロームブロック少量含む。 しまりあり。

粘性あり。

HP2 1 黒褐色士 lOYR2/2 m>Ⅳローム粒子を含む。炭化物を多量に含む。

しまり弱い。粘性あり。

HP3 1 黒褐色土 loYR2/2 m>Ⅳローム粒子を少量含む。炭化物粒子、焼土粒子

を量含む。 しまりあり。粘性ややあり。

HP4 1 黒褐色士 7.5YR2/2 m>w>v炭化物粒子を少量含む。 しまりあり。

粘性あり。

HP5 1 黒褐色土 lOYR2/2 m>W=v炭化物粒子、焼土粒子を微量に含む。

しまりややあり。粘性あり。

2 にぶい黄褐色土 lOYR4/3 V>Ⅳしまりやや弱い。粘性あり。

HP6 1 暗褐色土 10YR3/4 m>Iv>v炭化物粒子を少量含む。 しまりあり。

粘性ややあり。

HP7 1 黒褐色土 10YR2/2 m>Iv=V焼土粒、炭化物粒子を少量含む。

しまりあり。粘性やや弱い。

2 褐色士 lOYR4/6 V層土。

HP8 1 黒褐色土 lOYR2/3 m>w>vしまりあり。粘性やや弱い。

HP9 1 黒褐色土 lOYR2/3 m>w>vしまりあり。粘性ややあり。

HPlO 1 黒褐色士 10YR2/2 m>Iv>vしまり弱い。粘性やや弱い。

土状況：覆土からⅢ群A－1類、 Ⅲ群A－2類Ⅲ群A 3類Ⅲ群B－2類、Ⅳ群A－1類、遺物出土状況：覆土からⅢ群A－1類、 Ⅲ群A－2類Ⅲ群A 3類、 Ⅲ群'二j－Z頚、 IV"A-1頚、

石鍼、石槍、 ドリル、スクレイパー、両面加工石器、剥片、石核、石斧、すり石、砥石等が出土して

いる。床面から、 Ⅲ群A－3類、 ドリル、スクレイパー、剥片、たたき石、すり石、石皿・台石、礫

剥片、礫円板状土製品が出土している。

時期：床面州izの土器から、縄文時代中期前半Ⅲ群A－3類土器の時期と考えられる。 （広田）

掲載遺物：土器 2～4･ 6 ･ 18･ 19･ 21は床面出土、 3は埋設土器で、他は覆土出土のもの。分類

は全てⅢ群A 3類である。

lは全体の約3/4が残存する。胴下半部でやや屈曲し、底部がややすぼまる筒状の器形である。 3つ

の山形突起を有し、器面全体にLRの斜縄文が施されている。突起部にはドーナツ状の貼り付けが加

えられている。胎土にはやや砂粒を含む。 2は全体の約3/4が残存する。 口縁部は約l/2程度しか残っ

ていないが、 3つの山形突起をもつものと考えられる。突起部には、棒状の粘土紐が横位に施され、

さらに縄の圧痕が縦位に加えられている。 3は口縁部を欠き、底部が緩やかにすぼまる筒形である。

器面にはLRの斜行縄文が施されている。 4～15は口縁部。 4の口縁部はわずかに外反し、 口唇部に

箆状工具による刻みが加えられている。 口縁部直下には竹管状工具による斜めからの刺突と沈線が2
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l 遺構

段ずつ交互に施され、下位には2本一組の弧状の沈線文が描かれる。 5は外傾する口唇部に縄の圧痕
が加えられ、 口縁部には沈線が施される。 6は波状口縁である。 口唇部断面形は切り出し状で、 口唇
部には縄の圧痕が施され、突起部には縦位と山形の縄の圧痕文が重ねて加えられている。 7は器面全
体にLR斜行縄文が浅く施される。 8～10は丸みをもつ口唇部に縄の圧痕が施されている。 9 ． 10は

口唇部がやや肥厚する。 11 ･ 12は口唇部に沈線が施されるもの。 llの口唇部の沈線は半裁竹管状工具

により施されている。 口唇直下と胴部には2本一組の沈線文が横位に施されている。 13は口縁部に粘

土紐の貼付が施される。貼付上は無文である。 14･ 15は縄文のみがほどこされるもの。 15の口唇部は

やや外傾する。 16･ 17は胴部。 16の地文は縦走気味の複節の斜行縄文で、垂下する沈線が加えられて

いる。 17は縦位に波状の沈線が施されている。 18･ 19は底部。 18は底部から胴部にかけてやや大きく

外側に広がり、縦走気味のRLの斜行縄文が施されている。 19の器面調整は丁寧である。

土製品 20～22は円板状土製品。 21は床面出土で、 20･22は覆土出土。全てⅢ群A－3類土器の破片

を使用している、 20は部分的に擦って形を整えている。 21は不整形である。 22は底部を再利用してい

て、孔が貫通していない。 （広田）

石器28･31 ･35･37･39床面から出土したもの、他は覆土から出土したものである。 28を除き、 い

ずれも被熱による変色やはじけがみられる。 23～26は石雛。 23 ． 24は2a類、 25は2b類。 26は未成

品と思われる。 23は流紋岩製25は黒曜石製。 27は石槍lb類とした。玄武岩製である。 28･ 29はド

リル。 28は1類、 29は3類である。 30～33はスクレイパー。 30～32はla類、 33は2b類である。 32

は流紋岩製。 34は片岩製の石斧片。 2類と思われる。腹面の刃部は破損後に若干再加工されているよ

うである。 35はたたき石3類。基盤層に含まれる安山岩を素材としている。 36～38はすり石。 36は3

類で泥岩製、 37は4類、 38は5類である。 39は石皿。

なお、覆土および覆土1層から出土した黒曜石製の石鍼・石器未成品･Rフレイク・剥片計8点に

ついて、原材産地同定を依頼したところ、 7点が赤井川産、 1点が豊浦町豊泉産と判定された（第Ⅶ

章2節） 。 （柳瀬）

H-12 (図V 22､図版24 1 ． 2， 117-2)

位置・立地: J ･K 45段丘緩斜面に立地する。

規模: 3. 74m/3. 19m×3. 53m/2. 93m×0.38m

平面形：円形。

確認・調査：Ⅲ層調査中に落ち込みを検出した。円形を呈しV層に掘り込まれている。竪穴の周囲に

は9カ所の柱穴と思われる小ピットを検出した。

土層: 1 暗褐色士、 2 暗黄褐色土、 3 褐色土

HPl l 褐色土、 HP2 1 褐色士、 HP3 1 暗褐色土、

HP4 1 暗褐色土、 HP5 1 暗褐色土、 HP6 1 暗褐色土、

HP7 1 暗褐色土、 HP8 1 褐色士、 HP9 1 暗褐色士。

床面・壁面：床面はやや凹凸がありほぼ水平であるが、西側がやや高く斜めになっている。壁は丸み

を持って緩やかに立ち上がる。

特徴：周囲で検出した柱穴は、径0.22～0.32m､深さ0. 14～0. 22mで8カ所は円形、 1カ所は楕円形で

ある。掘り込みは上方が広がるが、ほぼ垂直である。南側には柱穴を検出していない。

遺物出土状況：覆土上からⅣ群A－1類土器が8点、すり石1点、礫3点、覆土中から剥片1点、 H

P6から剥片2点が出土した。
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V B地区の調査

（谷島）

1類土器である。 l

（広田）

時期：出土した遺物から縄文時代後期前葉に構築されたものと考えられる。

掲載遺物：土器 1 ･ 2は覆土出土の口縁部。 1はⅢ群A－3類、 2はⅣ群A一

は器面にRLの斜行縄文が施される。 2は無文で、 口縁部はやや外反する。

H-13 (図V-23､図版25-1 ｡ 2， 26-1， 117-3)

位置・立地:M･N-42･43 B地区とC地区に挟まれた小さな沢に面した緩斜面に立地する。

規模: 5. 72m/5.43m×3. 68m/3.53m×0. 6m

平面形：楕円形。

確認。調査：北西側半分は平成11年度の25%調査範囲に、南東側は平成12年度調査範囲に跨いで確認

した｡調査は平成12年度に行っている。耕作で上部が撹乱され掘り込み面は確認できなかった。

北西から南東が長軸方向で、床は北東側が高く傾斜し、 V層まで掘り込まれている。

南西側に土器で囲われた焼土が2カ所隣接して検出した。北側の壁際からフレイク・チップ集中を

検出した。

土層: 1 黒褐色粘質土、 2 黄褐色ローム質土（風倒木痕） 、 3 黄黒色土（風倒木痕） 、

4暗黄褐色粘質土、 5 暗黄褐色粘質土（ローム＋黒褐色土） 、

6 暗黄褐色粘質土（ロームに少量の暗褐色土が混じる） 。

HFDl l 暗茶褐色土（焼土粒を含む） 、 2 明褐色土（ロームに少量の褐色土が混じる)。

HFD2 1 暗茶褐色土（焼土粒を含む） 。

HP1 7 黒褐色土（ローム粒を含む） 、 HP2 1 褐色土、

HP3 1 褐色土、 HP4 1 褐色土、

HP5 1 褐色士、 HP6 1 暗茶褐色土（焼土粒を含む） 、

HP7 1 暗茶褐色士（焼土粒を含む） 、 HP8 1 褐色土。

床面。壁面：床面は北東側が高く傾斜しているがほぼ平坦である。壁は丸みを持って緩やかに立ち上

がる。

特徴：南西側の壁から0.5mに土器で囲われた焼土(HFD1 ･ 2)が2カ所隣接して検出した。その

北東側、竪穴の中央部に長軸0. 55m、短軸0.44m，深さ0.22mの楕円形を呈するHPlが掘り込まれ

ているが、埋めて使われていたものと考えられる。床から柱穴と思われる小ピットが6カ所、壁から

1カ所検出した。 南西側のHP6･ 7は上記、焼土に近く覆土から焼土粒が出土した。

遺物出土状況：覆土上からⅢ群A－3類土器が19点、Ⅳ群A－1類土器が16点、 ドリル1点、石核1

点、剥片7点、礫4点、覆土中からⅢ群A－3類土器が44点、石鍼1点、 ドリル1点、つまみ付きナ

イフ1点、スクレイパー1点、 Rフレイク2点、剥片31点、すり石1点、礫剥片1点、礫5点、床直

上からⅢ群A 3類土器が5点、石鍼9点、 ドリル2点、 スクレイパー1点、剥片44点、礫2点、床

面から剥片2点、礫1点、HFDlおよび2からⅢ群A－3類土器38点が出土した。

南西側の隣接した2カ所の焼土(HFD1 ･ 2)はⅢ群A－3類土器38点で囲われていた。HFD

lは底にも1枚の大きな胴部破片が敷きこまれていた。北側の壁際で検出したフレイク・チップ集中

は石鍼などの製品が含まれている。

時期：出土した遺物から縄文時代中期前半に構築されたものと考えられる。 （谷島）

掲載遺物：土器全て覆土出土である。分類は3がⅣ群A－1類で、他はⅢ群A－3類土器である。

1～4は口縁部。 lは口唇部が切り出し状で、縄の圧痕が施される。 口縁部には沈線が加えられて

いる。 2は口唇にも縄文が施されている。 3 ．4は無文である。 5～9は胴部である。 5～7は斜行
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l 遺構
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縄文を地文とし、 2本一組の沈線文が加えられている。 8 ． 9は同一個体。胎土は砂粒を含み、全体
的に磨耗している。 （広田）
石器剥片石器は流紋岩製のものが多い。 10～17． 86は床面直上から出土したもの。 10～15は石鍼。

10は2a類、 l1～13は2b類、 14･ 15は未成品である。 16～18はドリル。 16は1類、 17･ 18は3類で
ある。 19はつまみ付きナイフ1d類。つまみ部の加工が不明瞭で、スクレイパーの可能性もある。 20

はスクレイパーla類。剥片石器のうち、 16 ･ 19以外は流紋岩製である。 21はすり石2類。

なお、床面直上から出土した黒曜石製の剥片について、原材産地同定を依頼したところ、豊浦町豊

泉産と判定された（第Ⅶ章2節） 。 （柳瀬）

H-14 (図V-25､図版27-1 ･ 2， 28-1， 118-1)

位置・立地:K･L-44･45段丘緩斜面に立地する。

規模: 2. 84m/2.26m×2. 53m/2. 14m×0. 3m

平面形：小形の円形。

確認・調査：Ⅲ層調査中に落ち込みを検出した。小形の円形を呈しV層に掘り込まれている。 P-21

と重複しているため、新しいP-21を先行して調査した。

土層: 1 黒褐色粘質土、 2 黒褐色士（焼土粒混じり） 、 3 暗茶褐色粘質土、 4暗褐色土、

5 暗黄褐色土暗褐色粘質士。

HPl l 暗褐色粘質土。

HP2 1 暗褐色粘質土。

HP3 1 暗褐色粘質士。

HP4 1 暗褐色粘質士。

HP5 1 暗褐色粘質土。

床面・壁面：床面はほぼ平坦であるが北東側が高く若干傾斜している。壁は丸みを持って緩やかに立

ち上がる。壁面に、壁柱穴が穿たれている。

特徴：壁柱穴は5カ所検出し、HP5を除き竪穴の中心に向け内傾している。HP5は直立して柱が

立てられたものと考えられ、 出入り口施設の可能性がある。

覆土中の焼土粒としたものは、床面より高いことから住居に伴うものではなく、 この面に焼土粒混

じりの士が捨てられたものと考えられる。

遺物出土状況：セクションベルトを境に東西南北l/4区画ごとに一部の遺物を取り上げている。北側を

H-14a、西側をH-14b，南側をH-14c、東側をH-14dとした。

H-14aの覆土からⅢ群A－3類土器が4点、Ⅳ群A－1類土器が1点、H-14cの覆土からⅢ群

A－3類土器が6点、 H-14dの覆土からⅣ群A－1類土器が5点、 H-14aの覆土上からⅢ群A－

3類土器が18点、Ⅳ群A－1類土器が6点、H-14dの覆土上からⅢ群A－3類土器が3点、Ⅳ群A

-1類土器が6点、 H 14cの覆土上からⅣ群A－1類土器16点が出土した。その他1/4区画で取り上

げなかったものは、覆土から剥片3点、礫1点、覆土上からⅢ群A－3類土器が7点、Ⅳ群A 1類

土器が2点、 ドリル1点、スクレイパー2点、石核1点、剥片9点、すり石2点、礫剥片1点、礫6

点、覆土中からⅢ群A－3類土器が2点、Ⅳ群A－1類土器が1点、たたき石1点、礫1点、覆土下

からⅢ群A 3類土器が2点、Ⅳ群A－1類土器が7点、スクレイパー1点、 Rフレイク7点、 Uフ

レイク3点、剥片6点、たたき石1点、礫2点、床直上から礫3点、床面からドリル1点、剥片1点、

礫剥片2点、礫1点が出土した。

”
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l 遺構

時期：出土した遺物から縄文時代後期前葉に構築されたものと考えられる。 （谷島）
掲載遺物：土器全て覆土から出土している。分類は、 lはⅢ群A－3類で、 2がⅣ群A－1類土器。
lは全体の約1/2が残存する。残存部から推定すると、 2個の波頂部をもつゆるい波状口縁と考えら

れる。器形は張り出す底部からやや開き気味に直線的に立ち上がる。底部はやや上げ底気味になる。

地文の縄文は縦走気味である。 2は無文地に、沈線による曲線文様が描き出される。 （広田）

石器4は床面から出土したもの、他は覆土から出土したものである。 4はドリル。 1類、流紋岩製。

5はスクレイパーla類。 6はたたき石1類、 7はすり石2類である。 （柳瀬）

土製品 3は覆土出土の円板状土製品。 Ⅲ群A－3類土器の胴部破片を転用したもので、全体の約1/3

を欠く。部分的に擦って整形している。 （広田）

H-15 (図V-26～29、図版28-2 ･ 29-1， 118-2、 119-1， 120-1)

位置・立地: 0 ･P-#13･44、調査区南西部、沢縁辺部に位置する。標高は36.4～36.8mで周囲には

北側にP-46～48、西側にはP 31、南側にはP-25 ･ 29 ･30がある。

規模: 2. 67m/2.37m×2. 64m/2.09m×0.43m

平面形：不整円形？

確認・調査：Ⅲ層調査中に黒褐色土の長楕円形の落ち込みを検出した。ベルトを設定し、 トレンチ調

査を行った結果竪穴住居跡であることが判明した。南側部分は床面付近まで削平されており、壁は検

出できなかった。 P-25， F-14と重複関係にあり、 どちらも覆土中で検出されているためH-15よ

り新しいと考えられる。床面壁は共に軟弱である。床面はほぼ平坦だが、全体的にわずかに南側に

傾斜している。また床面南側部分は浅く窪んでいる。

特徴：炉が住居跡の長軸中央からやや南側で検出された。地床炉で全体的に良く焼け厚みがあり、周

辺の残存状況が良好なことから、焼土直上及び周辺の土壌を採取し、炭化植物遣存体の同定を行った。

また、炭化材について' IC年代測定を行ったところ、補正値で4320=t40の値が得られた（第Ⅶ章1節)。

ピットは11カ所検出された。全体的に掘り込みは浅く、整った配列も見られないため、全てが柱穴か

どうかは不明である。

土層: 1 黒褐色士 lOYR2/2 m>Ⅳ焼土粒子を微量に含む。 しまりあり。粘性ややあり。

2 暗褐色士 lOYR3/3 m>Iv>v しまりあり。粘性弱い°

3 黒褐色土 lOYR2/2 m>Ⅳローム粒子を少量炭化物粒子を微量含む。 しまりやや弱い。

粘性あり。

4暗褐色士 lOYR3/2 m>Ⅳ下部に炭化物を多量に含む。焼土粒子を微量、 ローム粒

子を含む。 しまりややあり。粘性ややあり。

5 黒褐色土 7.5YR3/2 m>Iv>v焼土粒子を少量含む。 しまりあり。粘性やや弱い。

6 暗褐色士 lOYR3/3 m>Ⅳローム粒子を含む。焼土粒子を少含む。 しまりややあ

り。粘性あり。

7 暗褐色土 lOYR3/3 m>Ⅳローム粒子を含む。焼土粒子を微量含む。 しまりあり。

粘性やや弱い。

8 黒褐色土 10YR2/2 m>Ⅳローム粒子を少量含む。 しまりやや弱い。粘性あり。

9 にぶい黄褐色土 lOYR4/3 m>W>v焼土粒子、炭化物粒子を少量含む。 しまりあり。

粘性ややあり。

1O暗褐色土 lOYR3/3 W>Vローム粒を少量含む。 しまりあり。粘性ややあり。

”
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l 遺構

11 褐色土 7. 5YR4/4W>VV層斑状に混じる。 しまりあり。粘性あり。
HF1 1 赤褐色土 2.5YR4/6 よく焼けしまっている。

2 5YR5/6 明赤褐色

HPl l 暗褐色土 7. 5YR3/2 m>Ⅳロームブロックを含む。しまりあり。粘性あり。
HP2 1 褐色士 7. 5YR4/4 1V>Ⅲ焼土粒子、炭化物粒子を少量含む。 しまりあ

り。粘性あり。

HP3 1 暗褐色土 7. 5YR3/3 m>Ⅳ炭化物粒子を含む。 しまりあり。粘性あり。

HP4 1 褐色土 7. 5YR4/2 1V>Ⅲ ロームブロックを少量含む。 しまりあり。粘性
あり。

HP5 1 HP4とほぼ同じだがロームブロックを多く含む。

HP6 1 HP4とほぼ同じだが焼土粒を少量、炭化物粒を含む。

HP7 1 暗褐色土 7. 5YR3/4 1V>Vしまりあり。粘性あり。

HP8 1 暗褐色土 7. 5YR3/3 m>v>Ⅳ炭化物粒子を少量含む。 しまりあり。粘性
あり。

HP9 1 暗褐色士 7. 5YR3/3 m>Ⅳローム

粒､炭化物粒子を微量含

む｡しまりあり｡粘性あり。

2 褐色士 7.5YR4/6 w>m>Vし

まりややあり｡粘性あり。

HP10 1 褐色士 lOYR4/4 w>Ⅲ ローム

ブロックを少量含む。し

まりあり｡粘性ややあり。

2 暗褐色土 IOYR3/3 m>Ⅳローム

粒を少量含む。 しまりあ

り。粘性あり。

3 褐色土 7. 5YR4/3 v>m=Ⅳし

まりあり｡粘性あり。

HPll l 暗褐色土 IOYR3/4 m>Ⅳローム

粒、炭化物粒、焼土粒を

含む。 しまりややあり。

粘性ややあり。
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遺物出土状況：覆土からⅢ群A－2類、 Ⅲ群A－3類、Ⅳ群

A－1類土器、石鍼、スクレイパー、石核、剥片、たたき

石、石皿・台石、礫等が出土している。床面からはⅢ群A－

3類、 Ⅲ群B－2類

土器、剥片、たたき石、石斧、たたき石、砥石、石皿・台

石、礫が出土している。

時期：床面出土の土器から、縄文時代中期前半Ⅲ群A－3類

土器の時期と考えられる。 （広田）

掲載遺物：土器 1は床面及び覆土出土のものが接合してい
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図V-29 H-15出土の遺物(2)
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VB地区の調査

る。 3が床面直上及び覆土出土のものが接合して、他は覆土から出土している。分類は、 2がⅢ群A

－2類、 3 ･ 10 ･ 12がⅢ群B－2類、 7～9 ･ 11がⅣ群A－1類、他はⅢ群A－3類である。

lは全体の約l/2が残存している。器形は下膨れで、胴部上半に緩やかなくびれをもつ。 口縁部は残
存部から4個の突起をもつ波状と考えられる。突起は対向する2個一対になり、一方は1個、他方は
2個一組の山形突起である。 口唇部には縄の押圧が認められている。 口縁部は2本1組の沈線で文様
帯を区画されている。波頂部直下には垂下する2本1組沈線文が施され、沈線文間には刺突が加えら
れている。文様帯下端を区画する沈線は大きな波状に描き出されている。胴下半部は二次焼成のため

脆くなっていて、表面の磨耗が著しい。胎土は砂粒を含む。 2 ･ 11は口縁部。 2は二股の突起を有し、

口縁部の全体に貼付帯が施され、貼付帯上には細い縄による押圧が加えられている。貼付帯間には2

ないし3本組の縄の圧痕が施されている。 11は無文地で縦方向に細く浅い沈線が加えられている。 3

~10は胴部である。 3～5は同一個体と考えられる。 3は縦位に貼り付けをもち、貼り付け上には指

頭による圧痕が加えられている。 3 ．4は横位に半裁竹管状工具内面による2本1組の沈線文が直線

上に施される。 6は上部に横位の沈線が施される。地文はRLの縄文が横走する。 7～9は同一個体

で、沈線により文様が描かれている。 10･ 12は同一個体。地文の縄文は深く、ほぼ横走する。 （広田）

石器 16･ 17･ 21 ･23は床面から出土したもの、 14． 22は床面直上から出土したもの、 13･ 19はHP

llから出土したもの、他は覆土から出土したものである。 13は石鍼2b類で、流紋岩製。 14･ 15はス

クレイパーで、 いずれもla類。 14は玄武岩製。 16は石斧の刃部破片で、緑色泥岩製。 17～19はたた

き石。 17は2類、 18 ･ 19は3類。 19は基盤層に含まれる安山岩を素材としている。 20･21は砥石であ

る。 20は凝灰岩製21は安山岩製。 22は石皿、 23は台石である。 （柳瀬）

H-16 (図V-30、図版29-2 ･30-1， 120 2)

位置・立地:R43･44、調査区南端の沢縁辺部の緩斜面上に位置する。標高は35.9～36. 0mで、東側

約2nlにH－5がある。

規模：一／－×－／－×0.49m

平面形：円形？

確認・調査：Ⅲ層調査中に黒色土の落ち込みを検出し、 トレンチ調査を行ったところ竪穴住居跡であ

ることが判明した。南東部は調査区外に展開しており、北東部は風倒木によって床面まで壊されてい

るため、調査できた範囲は少ない。本遣構の埋没過程で形成されたと考えられるS－2が、覆土中位

から検出されている。掘り込みの比較的深い住居で、床面はV層深くまで達している。床面の凹凸は

少なく、 中央付近に向かってやや傾斜している。壁の立ち上がりは比較的なだらかで、南壁は部分的

に途中で屈曲する。

特徴：調査した範囲では、焼土は検出されなかった。ピットは4カ所検出できた。位置及び規模から

HP2･ 3は柱穴の可能性が高い。なお、床面で採取した炭化物について、 14C年代測定を行ったとこ

ろ、補正値で4010=t50の値が得られた（第Ⅶ章1節） 。

土層： 1 黒色土 10YR2/1 Ⅲ層土主体。 ko－dを少量含む。 しまりあり。粘性ややあり。

2 黒色士 lOYR7/1 1層よりやや暗い。 しまりあり。粘性ややあり。

3 黒色士 7. 5YR2/1 Ⅲ層土主体。焼土粒子、炭化物粒子を含む。 しまりあり。粘性や

やあり。

4黒色土 7. 5YR2/1 3と同一層だが､焼土粒を多く含む｡しまりあり｡粘性ややあり。

5 黒褐色土 lOYR2/3 m>Ⅳ焼土粒、炭化物粒を多量に含む。 しまりあり。粘性やや
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V B地区の調査

あり。

6 黒褐色土 10YR2/2 m>Ⅳローム粒子、焼土粒子、炭化物粒を多量に含む。 しまり

強い。粘性あり。

7 褐色土 lOYR3/3 m=Ⅳロームブロックを多く含む。 しまり強い。粘性あり。

HP1 1 黒褐色土 lOYR2/3 白色粘土、炭化物粒を含む。焼土粒子を少量含む。

しまりあり。粘性ややあり。

HP2 1 黒褐色土 7. 5YR3/2 m>w>v焼土粒、炭化物粒を含む。 しまりあり。粘

性わずかにあり。

HP3 1 黒褐色土 7.5YR3/2 m>w>v焼土粒、炭化物粒を含む。 しまりあり。粘

性わずかにあり。

HP4 1 暗褐色土 lOYR3/3 m=Ⅳロームブロックを多く含む。 しまり強い。粘性

あり。

遺物出土状況：覆土からⅢ群A－2類、 Ⅲ群A－3類土器スクレイパー、石核、剥片、たたき石､礫

等が出土している。床面からはⅢ群A－3類土器、スクレイパー、 Rフレイク、剥片、たたき石、礫

が出土している。

時期：床面出土の土器から、縄文時代中期前半Ⅲ群A－3類土器の時期と考えられる。 （広田）

掲載遺物：土器全て覆土から出土している。 1はⅢ群B－2類、 2 ． 3はⅣ群A－1類である。

lは口縁部。 口縁部に貼付帯があり、地文の縄文は縦走する。 2 ． 3は胴部で、 いずれも縄文地に

沈線文が加えられている。 3には沈線でクランク文が描き出される。 （広田）

石器 5 ． 9は床面から出土したもの、 4． 7は床面直上から出土したもの、 8はHP3から出土し

6は覆土から出土したものである。 5 ． 6はスクレイパーで、 いずれもla類。 4は石器未たもの、

成品とした。 メノウ製。 7は石核。腹面には原石面が残る。 8 ． 9はたたき石。 8は1類、 9は3類

(柳瀬）である。

H-17 (図V-31､図版30-2， 31-1 ． 2， 120 3)

位置・立地:K･L-43段丘緩斜面の間の沢に面して立地する。 P-26と重複している。

規模: 2. 96m/2.44m×2.81m/2.48m×0.48m

平面形：円形。

確認・調査：Ⅲ層調査時に黒色土の落ち込みを確認した。同心円状に中央部が落ち込んでいるため、

当初はH-17がベンチ状になっていると思い調査を行った。土居堆積を検討した結果、 2基の遺構が

存在し、 H-17はP-26の上半を切っていることが判明した。重複の前後関係で迷っている時に、遺

物の取り上げで本来H-17に帰属する遺物をP-26出土としてしまった。

土層： 1 黒色粘質土、 2黒褐色粘質土（ローム粒混じり） 、 3 黒褐色粘質士、

4暗褐色粘質土、 5 暗茶褐色粘質士（焼土粒を多く含む） 、

6 暗褐色土（ロームを斑状に含む） 、 7 明褐色土。

床面。壁面：床面の中央部が丸く下がり、壁は丸みを持って緩やかに立ち上がる。

特徴：立て穴の中央部に焼土粒を多く含む炉を検出した。

遺物出土状況：セクションベルトを境に東西南北l/4区画ごとに一部の遺物を取り上げている。西側を

H-17a、北側をH-17b、東側をH-17c、南側をH-17dとした。

覆土上からスクレイパー2点、Uフレイク1点、剥片15点、すり石1点、礫1点、H-17aの覆土
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V B地区の調査

上からⅢ群A－3類が11点、 H-17dの覆土上からⅢ群A－3類が70点、H 17bの覆土上からⅢ群

A－3類1点が出土した。その他l/4区画で取り上げなかったものは、覆土中からⅢ群A－3類が2

点、 スクレイパー1点、剥片1点、礫1点、床直上からⅢ群A－3類が2点出土している。

下記の遺物は、 P-26が新しいものとして取り上げを行ったが、H-17出土のものである。一覧表

は上記のままであるが、 ここで訂正します。

H-17の遺物：覆土上から剥片4点、原石1点、すり石3点、礫1点、覆土中からⅢ群A 3類が8

点、スクレイパー1点、剥片1点、礫1点、 P-14aの覆土上からⅢ群A－3類が5点、Ⅳ群A－1

類が20点、 P-14bの覆土上からⅢ群A－3類が8点、 P-14bの覆土上からⅢ群B－2類が8点、

Ⅳ群A－1類が1点、 P-14dの覆土上からⅢ群A－3類が2点である。 P-26の掲載遺物の中で覆

土上および中となっているものについても、 H-17出土の遣物である。確認が遅れ、掲載に混乱があ

ることをお詫びし、訂正いたします。

時期：出土した遺物から縄文時代後期後前葉に構築されたものと考えられる。 （谷島）

掲載遺物：土器 lは覆土出土のⅢ群A－3類土器で、 口唇部に沈線文が加えられ、 口縁部には2本

一組の沈線文が施されている。 （広田）

石器すべて覆土から出土したものである。 2 ． 3はスクレイパーで、 2はla類、 3は2b類であ

る。 4はすり石5類：半円状扁平打製石器。 （柳瀬）

H-18 (図V-32～35、図版32 1 ･ 2 ･33 1 ･ 2， 121-1 ･ 122-1)

位置・立地: J ･K-49、調査区北西部の緩斜面上に位置する。標高は38.7～39. 1mで、北西側にH

-11･26、北側にP-99が隣接し、周辺には南西側にP-91、南側にP 83、南東側にP-105がある。

規模: 4. 15m/3. 71m×3. 38m/2. 86m×0.58m

平面形：楕円形。

確認・調査：Ⅲ層調査中に暗褐色土の落ち込みを検出し、ベルトを設定しトレンチ調査を行ったとこ

ろ、竪穴住居跡であることが判明した。本遺構の埋没過程で形成されたと考えられるS－8が、覆土

上位から検出された。床面はほぼ平坦で、 中央付近がわずかに低くなる。壁の立ち上がりは、東側は

やや急角度で、他は比較的ゆるやかに立ち上がる。

特徴：床面からほぼ中央から埋設土器炉1基が検出された。 口縁部を欠いた土器1個体分を、割れ口

が床面とほぼ同じ高さになるようにして埋設している。掘り方は土器の大きさよりやや広めである。

地床炉は埋設土器炉の西側から検出された。よく焼けて締まっている。ピットは3カ所確認された。

HP1 ･ 2は柱穴の可能性があるが、小形で掘り込みは浅い。HP3はやや大きい浅皿状のピットで

ある。なお、床面から採取した炭化物について':'C年代測定を行ったところ、補正値で4360士40の値が

得られた（第Ⅶ章1節） 。

土層: 1 極暗褐色土7. 5YR2/3 m>Ⅳローム粒子を少量含む。焼土粒子、炭化物粒を多量に含

む。 しまりあり。粘性ややあり。

2 黒褐色士 7. 5YR2/3 m>Ⅳローム粒子を少量含む。 しまりあり。粘性ややあり。

3 黒褐色士 lOYR2/3 2層と同質だがやや明るい。

4 にぶい黄褐色土 lOYR4/3w>Ⅲローム粒子を少量含む。 しまりややあり。粘性あり。

5 黒褐色士 7. 5YR2/2 m>Ⅳローム粒子を含む。焼土粒、炭化物粒を微量含む。 しま

りあり。粘性ややあり。

6 褐色士 lOYR4/4 W>V炭化物粒を微量含む。 しまりあり。粘性あり。
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l 遺構

7 黒褐色士 7. 5YR2/3 m>W

8 暗褐色土 IOYR2/3 m>w

HFl l 赤褐色土 2.5YR4/8，

2 極暗褐色土2. 5YR3/4｡

HPl l 暗褐色士 lOYR3/3

HP2 1 黒褐色土 lOYR2/3

ローム粒子を微量含む。 しまりあり。粘性ややあり。

ローム粒子を少量含む。 しまりあり。粘性ややあり。

Ⅲ>IV>Vしまりややあり。粘性あり。

Ⅲ>IV>V炭化物粒を微量含む。 しまりややあり。

粘性あり。

Ⅲ＞Ⅳローム粒子を少量含む。 しまりあり。粘性やや

あり。

HP3 1 暗褐色土 lOYR3/3
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’1 遺構

埋設土器 l 黒褐色土 lOYR2/2 m>Ⅳローム粒子を少量含む。焼土粒、炭化物粒を微
量含む。 しまりやや弱い。粘性ややあり。

2 暗褐色土 lOYR3/3 m=Ⅳ炭化物粒を少量含む。しまりややあり。粘性あり。

遺物出土状況：覆土からⅢ群A－3類土器石鍼、 スクレイパー、 Uフレイク、剥片、石斧、たたき

石、すり石、石皿・台石、礫剥片、礫が出土している。床面からは、 Ⅲ群A－3類土器ドリル、剥
片、石斧、すり石、石皿・台石、礫が出土している。

時期：床面出土の土器から縄文時代中期前半Ⅲ群A－3類土器の時期と考えられる。 （広田）

掲載遺物：土器 2は埋設土器。 3は床面のものと床面直上のものが接合している。 16 ･ 19は床面出

土。 6は床面直上と覆土出土のものが接合している。他は覆土出土。 8は包含層出土だが、 H-18の

上位の包含層から出土しており、H-18覆土の可能性があるため、 ここで掲載する。分類は17がⅢ群
B－2類で、他はⅢ群A 3類土器である。

lは全体の約1/4が残存している。筒形の器形で、 まばらにRL斜縄文が施される。器面調整は丁寧

である。 2は口縁～胴上半部を欠く。器面には附加条縄文が施されている。二次焼成により器面全体

はやや赤化し脆くなっている。内面は上部と底部付近を除き黒色である。 3～14は口縁部。 3は口唇

部には箆状工具による刻みが加えられ、 口縁部には2本1組の沈線が施されている。胎土には砂粒を

含む。 4は口唇部が肥厚し、縄による押圧が加えられている。 5 ． 6 ． 9は口唇部に沈線が施された

もの。 5は口頸部に沈線文が加えられている。沈線は2本1組で、胴部の沈線は波状を呈する。 6は

小突起を有し、 口唇部断面の形状は切り出し形である。 口縁部には横位の沈線により文様が描かれて

いる。 8は胴部に2本1組の沈線により、曲線文様が描かれている。 10は口縁部に沈線が施されてい

る。 14は口唇部に縄文が施文されている。 15 ･ 16は胴部で、附加条縄文が施され、 2と同一個体の可

能性がある。 17は底部。底面にも縄文が施されている。 （広田）

石器剥片石器は流紋岩製のものも多い。 29 ． 34以外はいずれも床面あるいは床面直上、埋設土器内

から出土したもの。 21～23は石雛。 21は2a"､ 22･ 23は2b類とした。 24～26はドリル3類とした。

いずれも片面周縁加工で、 中央部や先端部に厚みがあることからドリルとしたが、 24 ． 25は石鎌の可

能性もある。 27～29はスクレイパー。 27． 28はla類。 29は2a類としたが、下端部にも右側縁同様の

細かい調整が加えられる。 21 ． 27･ 28以外は流紋岩製。 30は石斧1類で、緑色泥岩製。基部の破損後

に破損面からの剥離が加えられており、再使用されたと思われる。 31 ･ 32はすり石。HFl上から重

なって出土したものである。 31は2類、 32は4類。 32は被熱によるはじけがみられる。 33は石皿。

（柳瀬）

土製品 18～20は円板状士製品。いずれも土器の胴部片を再利用し、周囲を部分的に擦って整形して

いる。 （広田）

石製品 34は黒曜石製で、石鍼に類似する加工が加えられているが、非常に小形で実用品とは考えら

れないことから、石製品とした。 （柳瀬）

H-19 (図V-37～39、 図版33-1～3 ･34-1～3， 123-1 ･ 124-1 ･ 125-1)

位置・立地:K･L-52･53、調査区中央よりやや南西側の緩斜面上に位置する。標高は38.4～38

で周辺には東側にP-58、南西側にP-66が隣接する。北側約3mにF 39がある。

規模: 3. 12m/2. 58m× (2.80m)/2.51m×0. 60m

平面形：不整楕円形。

土層: 1 黒色士 7． 5YR2/1 m>Ⅳローム粒子を微量含む。 しまりややあり。粘性弱い°

7m
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V B地区の調査

2 黒褐色士 lOYR2/2 m>w>vしまりややあり。粘性あり。

3 黒色士 7. 5YR2/l m>Ⅳローム粒子、焼土粒子を微量含む。しまりあり。粘性弱い°

4黒色土 7. 5YR2/l m>Ⅳローム粒子を少量含む。 しまりややあり。粘性弱い°

5 黒褐色士 7. 5YR3/2 m>w>v しまりあり。粘性やや弱い。

6 暗褐色土 7. 5YR3/4 m=Ⅳローム粒子を少量含む。 しまりあり。粘性ややあり。

7 黒褐色士 10YR2/3m>Iv=v黒褐色砂を少量含む。 しまりややあり。粘性あり。

8 暗褐色砂層。

HP1 1 黒褐色土 7. 5YR2/2 m>w>v炭化物粒を含む。 しまりややあり。粘性や

やあり。

HP2 1 黒褐色土 lOYR2/3 m>Iv>v炭化物粒を含む。しまりややあり。粘性あり。

HP3 1 黒褐色士 lOYR2/3 m>W=v黒褐色士を含む。 しまりややあり。粘性や

やあり。

2 黒褐色砂層 10YR2/2．

HP4 1 黒褐色砂層 IOYR2/2 m>Ⅳローム粒子、炭化物粒、焼土粒、黒褐色砂を少

量含む。 しまりややあり。粘性ややあり。

HP5 1 暗褐色土 lORY2/3 m>Iv>v炭化物粒を含む。 しまり弱い。粘性あり。

HP6 1 黒褐色士 lORY2/3 m>w>v炭化物粒を含む。しまり弱い。粘性ややあり。

HP7 1 暗褐色土 lORY2/3 m>W>v炭化物粒を含む。 しまり弱い。粘性あり。

HP8 1 暗褐色土 lORY2/3 m>Iv>v炭化物粒を含む。 しまり弱い。粘性あり。

調査：Ⅲ層調査中に黒色土の落ち込みを検出した。 トレンチ調査を行った結果、竪穴住居跡と確認・調査：Ⅲ層調査中に黒色土の落ち込みを検出した。 トレンチ調査を行った結果、竪穴任店湖と

風倒木痕が重複していて、風倒木痕が本遺構の北壁を壊していることが判明した。掘り込みは比較的

深く、床面はv層深くまで達している。床面西側において暗褐色砂層の、床面中央よりやや東側にお

いて黒褐色土居の薄い広がりが確認された。床面はほぼ平坦である。壁は全体的に急角度に立ち上が

る。また、竪穴周囲の包含層をV層まで掘り下げた結果、竪穴外からピットが4カ所検出された。

特徴：明瞭な炉は検出されなかったが、HP4の覆土と周辺から薄い焼土と炭化物が検出された。ピ

ットは床面から4カ所、竪穴外から4カ所の計8カ所検出されている。ピットはいずれも掘り込みは

浅い。HP3 ． 4は床面のほぼ中央に位置し、 どちらも覆土は黒褐色砂である。竪穴外のピットは、

南側のv層上面で検出され、柱穴の可能性が高い。配置を考えると風倒木で壊された部分や東側にも

あったものと考えられる。

遺物出土状況：床面の黒褐色土層近辺からは遺物がまとまって出土している。覆土からはⅢ群A－1

類、 Ⅲ群A－2類、 Ⅲ群A－3類Ⅳ群A－1類土器石嫉、つまみ付きナイフ、スクレイパー、剥

片、石斧、すり石、礫等が出土している。床面からは、 Ⅲ群A－3類、石鍼、スクレイパー、剥片、

すり石、礫が出土している。

時期：床面出土の土器から、縄文時代中期前半Ⅲ群A－3類土器の時期と考えられる。 （広田）

掲載遺物：土器 2 ･4･ 5 ･ 7 ･8 ･10は床面出土。 lは床面直上・覆土・包含層出土のものが接合

している。 3 ･ 6 ･ 9 ･ 11は覆土出土である。分類はllがⅣ群A－1類で、他はⅢ群A－3類である。

lは全体の約3/4が残存し、底部から開き気味に立ち上がる器形である。 口唇部断面形は切り出し状

で、 RLRの縄による圧痕が加えられている。胴部にはRL斜行縄文が施されている｡ 2は胴部がや

やふくらむ器形である。残存部から考えると突起を4個有すると考えられる。波頂部は3個の小突起

からなる。 口唇部にはRLの縄による圧痕が加えられている。突起部下には縦位にルーズな鋸歯状の
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l 遺構

沈線文が加えられている。底部はやや張り出す。 3は口唇部に縄の圧痕が加えられている。地文には

節の大きなRLの斜行縄文が施文されている。 4は緩い波状口縁を呈し、 口唇部にも斜行縄文が施さ

れている。 5は波頂部に半円状の貼り付けが施される。 口縁部に波頂部間を結ぶ沈線文が施され、文
様構成はそれぞれの波頂部間によって若干異なる。 6は口唇部にRLの縄による圧痕が加えられてい

る。胴部上半には半裁竹管状工具内面の2本一組の沈線によって文様帯が区画される。波頂部から垂

下するl～2本の沈線が同様の施文具で施文され、波頂部下位及びその下端に指頭圧痕が加えられて

いる。 7～11は口縁部。 口唇部には縄による圧痕が施されている。 8 ･ 9は口唇部が肥厚し、沈線が

施されているもの。 10は口唇部にLRの斜行縄文が、 口縁部には地文と共に、 S字状の綾繰文が施さ

れている。 1lは口縁部に貼付帯を有するもので、貼付帯上は無文である。また、 口唇断面の形状は角

形である。 （広田）

石器 13･21 ･22 ･ 24以外は床面もしくは床面直上から出土したもの。 12は石鍼2a類で、黒曜石製。

13はつまみ付きナイフ1c類。 14～20はスクレイパー。 14 ･ 15はla類。 16 ･ 17はlb類で、 いずれ

も下端の刃部が磨耗している。 18は2c類。 19は3類とした。 20は8類で、図の上端が柄のように加

工されている。玄武岩製。 21は石斧1類。右上端の敲打は、破損後に加えられている｡ 22 ･ 23はすり

石2類。 22は、腹背両面の中央部に、やや磨耗したような部分が見られる。 24は石皿。

なお、黒曜石製の12について、原材産地同定を依頼したところ、赤井川産と判定された（第Ⅶ章2

節） 。 （柳瀬）

I

H-20 (図V-40･41､図版35-1 ･ 2， 126-1)

位置・立地:L｡M-45･46段丘緩斜面に立地する。

規模: 4.74m/4.32m×4.4m/4.0m×0. 65m

平面形：楕円形。

確認・調査：平成11年度の25%調査の際に黒色土の落ち込みを確認した。平成11年度にH－2の南東

側半分の調査を行い、石囲い炉が出土した面を床面とした。平成12年度の調査ではH－2残り半分の

調査を行い、それより下に1軒の竪穴(H-20)を確認した。

H－20の掘り込みはH－2より深くV層中ほどに達し、 また、面積も一回り広い。

土層： 1 暗褐色粘質土、 2 暗黄褐色粘質土、 3 黄褐色ローム質土（黒褐色土を少量含む） 。

HF1 6 赤褐色土。

HP1 1 褐色土（ローム粒、焼土粒、炭化物粒を含む） 、

4 褐色土（ローム粒を含む） 、

HP2 1 暗黄褐色粘質土、 2褐色士（ローム粒を含む)、 5 褐色士（ローム粒を含む)、

HP3 1 褐色土、 HP4 1 褐色土、 HP5 1 褐色士、

HP6 1 褐色土、 HP7 1 暗黄褐色土、 HP8 1 褐色士、

HP9 1 褐色土、 HP10 1 暗褐色土、 HPll l 褐色土、

HP12 1 褐色土、 HP13 1 褐色土、 HP14 1 褐色土、

HP15 1 暗褐色土、 HPI6 1 暗褐色土、 HP17 1 褐色土、

HPI8 1 黒色土、 2 暗黄褐色土、

HP19 1 黒色土、 2 暗黄褐色士。

床面・壁面：床面は北半に10cnl程の段差を持ちベンチ状の構造となっている。ベンチ部を除き床面は

ほぼ平坦で、壁は丸みを持って緩やかに立ち上がり上半は急傾斜である。
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l 遺構

特徴：竪穴の中央部に地床炉を検出した。 この地床炉の南側(HPl) と西側(HP2)に2基の土
坑を検出している。HPlの覆土に焼土粒を含んでいる。

柱穴と考えられる小ピットは竪穴の中央部から3カ所、壁に近い床面から10カ所、壁面から4カ所
検出した。壁柱穴は竪穴の中央部に向かって内傾する。

地床炉から出土した炭化物をMC年代測定している。補正値で3590~40の結果が出ている。 これはH

-20より新しいH－2の測定結果3790~40より､200年程古く逆転している。層位的な上下関係に間違
いがないため､試料の取り違えなどの可能性を考盧しなくてはならない（第Ⅶ章1節） 。

遺物出土状況：覆土lからⅢ群A－3類土器1点、床面からⅢ群A－3類土器1点、Ⅳ群A－1類土器

2点、 ドリル1点、 スクレイパー2点､Rフレイク2点、剥片6点､礫剥片1点､礫8点、 HP2覆土か
ら礫1点､坑底から石槍1点、 HPl7から剥片1点が出土した。

時期：出土した遺物から縄文時代後期前葉Ⅳ群A－1類土器の頃に構築されたものと考えられる。H
－2より古く、 H-22より新しい。 （谷島）

掲載遺物：土器 lは床面と覆土出土のものが接合したもので、 2は覆土出土である。 lはⅣ群A－
1類、 2はⅢ群A－3類である。

1 ． 2は口縁部。 1は口縁部に貼付帯を有し、貼付帯上にはLR斜縄文が施される。 2は口唇部に

縄による押圧が施される。 （広田）

石器4～6は床面から、 3はHP-2の坑底から出土したもの。 3は石槍未成品｡ 4はドリル1類。

5 ． 6はスクレイパーで、 いずれもlb類。 6は下端部に内湾する刃部をもつ。 （柳瀬）

H-21 (図V-42、図版36 1)

位置・立地:N 44．45、調査区南西部沢縁辺部に位置する。標高36.4～37. 0mで、東側にH-23、
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図V-41 H-20出土の遺物
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l 遺構

P-44、西側にP-45がある。

規模：－／－×－／－×－

平面形：楕円形？

確認・調査：Ⅲ層調査中に黒褐色土の落ち込みを検出し、 トレンチ調査を行ったが床面及び壁の立ち

上がりが不明瞭であったため、グリッド全体を掘り下げた。その結果N 44グリッドV層上面で、柱

穴と考えられる、配列を有する小ピットを、 また、 N-45グリッドのⅣ層上面において遺構の一部と

考えられる落ち込みの一部を検出したため、竪穴住居跡と判断し調査を行った。掘り込みを確認でき

た部分から考えると、全体的に掘り込みは浅く、床面はほぼV層上面で作られている。壁の立ち上が

りは緩やかである。P-69･70と重複するが､前後関係は不明で､本遺構に伴うピットの可能性もある。

土層: 1 黒褐色土、 2 暗褐色士。

特徴：炉は検出されなかったが、N-44グリッドのⅢ層調査中でF-31、 S－4を検出したため、 こ

れが本遺構に伴う可能性はある。ピットは24カ所確認されているが、床面の正確な検出ができなかっ

たため、住居に伴う可能性があるものと周辺から検出された遺構外の小ピットも便宜的にここで報告

する。

遺物出土状況:HP4から礫が出土している。

時期：不明だが、周辺包含層出土の遺物から、縄文時代中期前半Ⅲ群A－3類の可能性が高い。

（広田）

H-22 (図V 43､図版36-2， 37-2， 126-2)

位置・立地:L-45･46段丘緩斜面に立地する。

規模: 4. 57m/4. 11m×(1｡48m)/(1. 10m)×－

平面形：楕円形？

確認。調査:H-2調査中に外側のH-20に切られて北西側に落ち込みを検出した。新しいH－2か

ら順に調査を行いH-22は最後になった。南側の半分以上をH-20に壊されている。掘り込みはH－

20より浅く、 V層上位に留まっている。

土層: 1 黒褐色粘質士、 2 暗褐色粘質士、 3 褐色土、 4暗黄褐色士。

HPl l 暗黄褐色土、 HP2 1 褐色土、 HP3 1 褐色土、

HP4 1 褐色土、 HP5 1 暗黄褐色土、 HP6 1 暗黄褐色土、

HP7 1 暗黄褐色土、 HP8 1 褐色士、 HP9 1 褐色士、

HPlO 1 褐色士、 HPl l l 暗黄褐色士、 HP12 1 暗黄褐色士、

HP13 1 褐色土。

床面・壁面：残存する床面は南西側が低く、若干傾斜する。壁は丸みを持って斜めに立ち上がる。

特徴：床面から13カ所の柱穴と考えられる小ピットを検出した。柱穴としては面積に比べ多すぎるた

めこれらの柱穴がすべてH-22に伴うものとは考えられない。

遺物出土状況：覆土上からⅢ群A－3類土器9点、剥片6点、 たたき石1点、礫4点が出土した。

時期：出土した遺物から縄文時代中期前半Ⅲ群A－3類土器の頃に構築されたものと考えられる。

（谷島）

掲載遺物：土器 lは覆土出土のⅢ群B－2類である。底部付近の破片で、地文は深く施される。

（広田）

石器2は覆土から出土したたたき石3類。 （柳瀬）
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V B地区の調査

H-23 (図V-44、図版37-2 ･38-1)

位置・立地:N-45、調査区南西部の沢縁辺部に位置する。標高は37. 0～37.2mで西側にH-21、南

側にP-44･ 55、 P-65がある。

規模､2. 35m)/-m×3.72m/-m×0.25m

平面形：円形？

土層: 1 極暗褐色土7.5YR2/3 m>Ⅳ焼土粒を多量に含む。 しまりあり。粘性ややあり。

2 黒色土 7. 5YR2/3 m>Ⅳ焼土粒、炭化物粒子を微量含む。 しまりややあり。粘性

ややあり。

3 黒褐色土 7. 5YR3/2 m>Ⅳローム粒子を少量含む。 しまりやや弱い。粘性ややあり。

4褐色土 7. 5YR4/4 しまりややあり。粘性ややあり。

5 暗褐色士 7. 5YR4/4 m>w>vしまりあり。粘性あり。

HPl l 黒褐色士 10YR2/3 W>V>Ⅲ白色士粒子を微量含む。 しまりあり。粘性

ややあり。

HP2 1 暗褐色土 lOYR3/3 m>w>v炭化物粒、焼土粒子、 白色土粒子を微量含
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l 遺構

む。 しまりあり。粘性やや弱い。

HP3 1 黒褐色士 lOYR2/2 m>Iv>v炭化物粒子、焼土粒子を少量含む。 しまり

あり。粘性やや弱い。

HP4 1 暗褐色士 lOYR3/3 m>w>v炭化物粒、焼土粒子を微量含む。 しまりあ

り。粘性弱い。

HP5 1 暗褐色土 10YR3/3 m=Iv>v焼土粒子を少量含む。 しまりあり。粘性あり。

HP6 1 暗褐色土 lOYR3/3 m>w>v炭化物粒、焼土粒子を微量含む。 しまりや

やあり。粘性あり。

HP7 1 暗褐色土 7, 5YR3/3 m>Iv>vしまりややあり。粘性やや弱い。

確認・調査：Ⅲ層調査中に黒褐色土の落ち込みを検出し、 トレンチ調査を行ったが床面及び壁の立ち

上がりを検出できなかった。そのため、ベルトを残してグリッド全体をⅣ層上面まで掘り下げた。そ

の結果Ⅳ層上面で住居の床面を検出し、住居跡と判断して調査を行った。掘り込みは浅く、床面はほ

ぼⅣ層上面に構築されている。床面は平坦だがやや南側に傾く。壁は検出できなかったが、土居観察

用のベルト部分ではゆるやかな立ち上がりが認められた。

特徴：炉は地床炉で、床面の中央やや南東よりで検出された。ピットは7カ所検出された。掘り込み

はいずれも浅い。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：不明だが、周辺包含層出土の遺物から、縄文時代中期前半Ⅲ群A－3類土器の時期の可能性が
古一F､
I~貢1vJo (広田）

H-24 (図V-45､図版38 2， 39-1， 126-3)

位置・立地:R･S-46･47
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V B地区の調査

規模: 5. 23m/4. 89m×(4.9m)/3.4m×0. 51m

平面形：楕円形。

確認・調査：Ⅳ層調査中に検出した。床はv層上面まで掘り込み、壁面に、壁柱穴が穿たれている。

土層: 1 黒色粘質士、 2 黒褐色粘質土（焼土粒を含む） 、 3 暗褐色士、 4暗黄褐色土、

HP1 1 褐色土、 HP2 1 褐色土、 HP3 1 褐色土、

HP4 1 褐色土、 HP5 1 褐色土、 HP6 1 褐色土。

床面・壁面：床面は平坦で、壁は丸く緩やかに立ち上がる。

特徴：柱穴と考えられる小ピットが、床面の中央部に3カ所、東側の壁の傍から1カ所、南側の壁面

から2カ所検出している。 2カ所の壁柱穴は竪穴の中央部側に内傾する。

覆土中の焼土粒としたものは、床面より高いことから住居に伴うものではなく、 この面に焼土粒混

じりの土が捨てられたものと考えられる。

遺物出土状況：覆土上からⅢ群A－3類土器13点、Ⅳ群A－1類土器3点、剥片9点、たたき石1点、

礫剥片2点、礫1点、焼土から剥片4点、原石1点、礫3点、覆土中からⅢ群A－3類土器2点、Ⅳ

群A－1類土器4点、剥片16点、石鋸1点、礫4点、床直上から剥片2点､礫4点、床面から礫2点が
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l 遺構

出土した。

時期：出土遺物から縄文時代後期前葉W群A－1類土器の頃に構築されたものと考えられる。 （谷島）
掲載遺物：土器全て覆土出土。 1 ･ 3はⅢ群A－3類、 2 ･4はⅣ群A－1類である。

lは口縁部で、刺突が加えられている。 2は貼付帯をもち、貼付帯上には縄の圧痕が加えられてい

る。 3 ．4は胴部。 3は焼成が悪く、器面は磨耗している。 4は整った縄文が施されている。 （広田）

石器図示していないが、床面直上から出土した黒曜石の剥片について、原材産地同定を依頼したと

ころ、豊浦町豊泉産と判定された（第Ⅶ章2節） 。 （柳瀬）

H-26 (図V-46、図版39-2 ･40-1， 126-4)

位置・立地: I ･ J-49 ｡ 50、調査区北西部の緩斜面上に位置する。標高は39.0～39.3mであり、今

回検出された住居跡の中ではH－lに次いで高い標高にある。南東部に隣接してH 19、 P 99があ

り、南西側にはP-12 ･ 16、北東部にはP-56･59がある。

規模: 5. 23m/4.89m×(4. 90m)/3.40m×0. 51m
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V B地区の調査

平面形：不整楕円形？

土層: 1 黒色 lOYR2/l Ⅲ層土主

体。 しまりあり。粘性

あり。

2 暗褐色土 lOYR3/3 m>w

ローム粒子少量含む。

しまりあり｡粘性あり。

確認・調査：Ⅲ層調査中に焼土及び炭化

物を含んだ黒色士の落ち込みを検出した

ため、 トレンチ調査を行った。その結果

2軒の竪穴式住居跡が重複していて、H

-llが本遺構を切って作られている事が

判明した。なお、平成ll年度の25%調査

で1-50グリッドの調査を行った際H

-26の北東部分を削平している。遺構の

大部分をH-llと削平により壊されてい

るため､床面を検出できた部分は少ない。

特徴：ピットが2カ所検出されたのみで

ある。どちらも掘り込みは浅い。HP1

は平面が不整形で、 HP2は位置、規模

等から柱穴の可能性がある。

遺物出土状況：覆土からⅢ群A 2類、

Ⅲ群A－3類土器、石鍼、 ドリル、 スク

レイパー、剥片、すり石、礫剥片、礫が

出土している。

時期：覆土出土の遺物及び周辺包含層出

土の遺物から、縄文時代中期前半Ⅲ群A

－3類土器の時期の可能性が高い。

（広田）

掲載遺物：土器 lは覆土出土のⅢ群A

－3類。胴部で沈線が施されている。

（広田）

石器2は覆土から出土した石鍼2a類

で、黒曜石製。同じく覆土から出土した

黒曜石製の剥片とともに、原材産地同定

を依頼したところ、 いずれも豊浦町豊泉

産と判定された（第Ⅶ章2節） 。

（柳瀬）
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’

l 遺構

b 土坑

P-9 (図V-48、 図版49-2 ･ 3， 128-1)

位置・立地: 1-54

規模: 0. 74m/0. 62m×0. 72m/0. 51m×0. 38m

平面形：不整円形。

確認・調査：包含層をV層上面まで掘り下げたところで不整の円形を呈した黒色土の落ち込みを確認

した。半裁したところ、平坦な坑底とほぼ垂直に立ち上がる壁面を確認し、遺構と判断した。覆土は

黒色の腐植土にV層がブロック状に混じった黒褐色土で占められており、埋め戻しの可能性が考えら
れる。掘り込み面はⅢ層中と思われる。

土層: 1 黒色土 7. 5YR2/1 粒子粗く、粘性高い。

2 黒褐色士 7. 5YR3/2粒子粗く、粘性高い。 ロームを、ブロック状に含む。

3 明褐色士 7. 5YR5/8粒子粗く、粘性高い。V層相当。
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V B地区の調査

遺物出土状況：覆土中からⅢA－3類24点、 ⅢB－2類21点、ⅣA類5点、スクレイパー1点、剥片

が20点出土している。

時期：出土した遺物から縄文時代中期前葉～後期前葉頃と思われる。 （笠原）

掲載遺物：土器全て覆土出土。分類はⅢ群B－2類。 lは口縁部で、 口唇部断面形は切り出し状で

縄の圧痕が加えられている。 2は胴部。 RLの斜行縄文が施されている。 （広田）

土製品： 3 ．4は円板状土製品で覆土から出土している。Ⅲ群A－3類土器の胴部片を転用している。

3は表面が部分的に剥離している。 （広田）

P-11 (図V-48、図版50-1･2)

位置・立地:Q-51、標高36.7m付近の南東向きのごく緩やかな斜面に位置する。

規模: 0. 95m/0.37m×0.86m/0.39m×0.44m

平面形：平面形はほぼ円形で、比較的深い椀状の掘り込みである。

確認。調査：Ⅲ層下位で黒褐色土の落ち込みを確認した。坑底はやや丸みがあり、立ち上がりは緩や

か。壁は外側へひらく。

土層: 1 黒褐色士 lOYR2/2 しまりあり。粘性あり。

2 暗灰黄褐色土 lOYR4/4径1Cmのロームが粒状に混じる。 しまりあり。粘性あり。

3 暗灰黄褐色土 lOYR4/4 ロームが塊状に混じる。かたくしまる。粘性あり。

特徴：性格は不明である。

遺物出土状況：覆土1層から礫4点、覆土2層から礫1点、計5点出土している。覆土l層の礫のう

ち2点は断面図に現れている、 30cmほどの大きなものである。

時期：周辺包含層の出土遺物から､縄文時代中期前半の可能性が高い。 （柳瀬）

P-12 (図V-48、図版50-3･4)

位置・立地: 1 ･ J-47、標高39. 0m付近の南向きのごく緩やかな斜面に位置する。 P-16と隣接し

ている。

規模: 0.73m/0.40m×0.71m/0.42m×0.35m

平面形：平面形は円形、比較的深い掘り込みである。坑底はほぼ平坦で、立ち上がりは緩やか。壁は

ややひらく。

確認・調査：Ⅳ層上面で黒褐色士の落ち込みを確認した。覆土は埋め戻しの可能性がある。

土層: 1 黒褐色士 7. 5YR2/l よくしまる。粘性あり。

2 暗灰黄褐色士 lOYR3/1 黒褐色土、 ローム塊がモザイク状に多く混じる。よくしまる。

粘性強い°

3 黄褐色土 lOYR6/6 黒褐色土がまだらに混じる。

4灰黄褐色土 lOYR4/3 径lcmのロームが塊状に混じる。よくしまる。粘性強い。

特徴：上部は削平により失われており、土居の堆積状況から墓の可能性もあるが､不明である。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：周辺包含層の出土遺物から､縄文時代中期前半の可能性が高い。 （柳瀬）
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P-13 (図V-48、図版50-5･6)

位置・立地: I-45･46、標高38. 5m付近の、沢へ向かう西向きの緩斜面に位置する。

規模: 0. 65m/0.46m×0. 59m/0.49m×0.28m

平面形：平面形ほぼ円形、比較的深い掘り込みである。

確認・調査：周辺はⅣ～v層まで削平されており、 I層除去後のⅣ層で、暗褐色士の円形の落ち込み

を確認した。坑底は平坦、立ち上がりは緩やかで壁はややひらくが、東側では立ち上がりが急で壁は

垂直に近い。

土層: 1 暗褐色土 7． 5YR3/2炭化物がわずかに混じる。 ローム粒混じる。よくしまる。粘性強い。

2黄褐色士 lOYR2/6 しまりやや弱い。粘性強い°

3 灰黄褐色土 2. 5YR4/2 しまりやや弱い。粘性強い。

特徴：性格は不明である。

遺物出土状況：覆土から礫1点、覆土l層からⅢ群A－2類1点､剥片1点・覆土3層から剥片1点、

礫1点、計5点出土している。

時期：周辺包含層の出土遺物から､縄文時代中期前半の可能性が高い。 （柳瀬）

P-14 (図V-49、図版51-1･2， 128-2)

位置・立地: 1-44に位置する。 40ライン付近の沢へ注ぐ小沢に面した西向き斜面に立地する。標高

37～38m付近。 F 4をはさんで、 P-15に隣接する。

規模: 1． 26m/0. 54m×1. 22m/0. 61m×0.57m

平面形：平面形は検出面ではほぼ円形、擴底では隅丸長方形を呈する。深い掘り込みである。

確認・調査：斜面の包含層の調査中、 Ⅲ層下位～Ⅳ層相当面で、黒褐色土の落ち込みと、それに伴う

土器の集中を確認した。斜面に位置していたため、 トレンチで確認した後に調査を行った。覆土は埋

め戻しと思われる。なお、付近のV層は水流の影響で脱色し、黄色(2. 5YR7/8)を呈していた部分が

ある。曠底は平坦で、立ち上がりはやや急、壁はひらく。

土層: 1 黒褐色土 7. 5YR1. 7/1 炭化物がわずかに混じる。よくしまる。粘性強い。

2 黒褐色士 lOYR4/3 よくしまる。粘性強い。

3 暗褐色士 lOYR3/4 1cmほどの炭化物が多く混じる。よくしまる。粘性非常に強い。

4暗黄褐色土 IOYR4/4 3の暗褐色土と黄色ロームがまだらに混じる。かたくしまる。

粘性強い°

5 暗褐色士 lOYR4/3 炭化物が少量混じる。黄色ローム粒が多く混じる。よくしまる。

粘性強い。

A暗褐色士 7. 5YR3/2 Ⅲ層相当。 しまりあり。粘性あり。

B暗黄褐色土 10YR3/3 Ⅲ層相当。よくしまる。粘性強い。

特徴：覆土の堆積状況および遺物の出土状況から、士墳墓と考えられる。

遺物出土状況：覆土からⅢ群A 3類が12点､覆土l層からⅢ群A－3類が328点、礫が2点、覆土2

層からⅢ群A－3類が35点、覆土3層から礫が1点、壌底直上から礫が1点、計379点出土している。

取り上げ覆土l層はセクション図土層l、取り上げ覆土2層はセクション図土層2 ． 3 ．4、取り上

げ覆土3層はセクション図士層5に対応する。覆土l層出土の土器のほとんどは、検出面でまとまっ

て出土したものである。細片が多く、磨耗が激しい。また、曠底直上の礫は、安山岩の円礫で、 13.7CH1

x9. 8cm×7.4cm， 1,428gである。
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VB地区の調査

時期：検出面でまとまって出土した土器から、縄文時代中期前半Ⅲ群A－3類の時期である。 （柳瀬）

掲載遺物：土器全て覆土から出土している。全てⅢ群A－3類。

1～3は口縁部である。 lは口唇部にRLの縄の圧痕が施される。 2～8は水の影響のせいか脆く

なっている。 2は口唇部に沈線が施される。 3～6 ． 8は同一個体で、 口縁～胴部にかけて2本1組

の沈線により文様が描き出される。 （広田）

P-15 (図V-49、図版51-3･4， 128-3)

位置・立地: 1-44･45に位置する。 40ライン付近の沢へ注ぐ小沢に面した西向き斜面に立地する。

標高37～38m付近。 F－4をはさんで、 P-14に隣接する。

規模: l.06m/0.72m×0.90m/0. 50m×0. 64m

平面形：平面形は検出面では隅丸長方形、曠底では楕円形を呈する。深い掘り込みである。

確認・調査：斜面の包含層の調査中、 Ⅲ層下位で黒褐色土の落ち込みを確認した。斜面に位置してい

たため、 トレンチで確認した後に調査を行った。当初確認した黒褐色土は、遺構自体よりも北側に広

がって認められたため、半裁の際に遺構の大部分を掘りあげてしまうこととなった。覆土は埋め戻し

と思われる。曠底は平坦で、立ち上がりは急、壁はややひらく。

土層: 1 黒褐色土 lOYR2/3 炭化物が少量混じる。よくしまる。粘性強い。

2 暗黄褐色土 lOYR3/3 炭化物がわずかに混じる。径lcmのローム粒が多く混じる。

よくしまる。粘性強い。

3 灰黄褐色土 IOYR4/3 ローム粒が混じる。よくしまる。粘性強い。

4黄褐色ローム

5 黒色土 lOYR2/2 ロームがまだらに多く混じる。炭化物がわずかに混じる。

かたくしまる。粘性強い。

6 暗黄褐色土 lOYR4/4 ロームがまだらに多く混じる。炭化物わずかに混じる。

よくしまる。粘性強い°

特徴：覆土の堆積状況と遺物の出土状況から、土墳墓と考えられる。

遺物出土状況：覆土からⅢ群A－3類が6点､剥片が1点、礫が1点、覆土l層からスクレイパーが1

点、剥片が1点、覆土2層から礫が1点、擴底からすり石（北海道式石冠）が1点、礫が1点、計13

点出土している。壌底から出土した礫は、 同じく墳底から出土しているすり石とほぼ同じ大きさの安

山岩の円礫で、 13.3cm×10. 0cm×6. 1cm、 1405gである。

時期：覆土および周辺包含層の出土遺物や、隣接する遺構の時期から、縄文時代中期前半と思われる。

（柳瀬）

掲載遺物：石器 lは覆土から出土したスクレイパー。 8類とした。 2は曠底から出土した、すり石

6類：北海道式石冠の未成品。素材の中央部を、敲打による凹帯がめぐる。 （柳瀬）

P-16 (図V-50、図版52-1･2)

位置・立地: 1 ･ J-47･48、標高38.8m付近のごく緩やかな斜面に位置する。 P 12に隣接してい

る。

規模: 0, 98m/0. 58m×(0.92m)/(0. 50m)×0.32m

平面形：平面形はほぼ円形、比較的深い椀状の掘り込みである。

確認・調査：平成11年度トレンチ調査の際に、 V層で確認した。 トレンチ外に広がっていたため、南
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V B地区の調査

東側にトレンチを拡張した。拡張時の観察の結果、掘り込み面はⅢ層下位付近と思われる。坑底は丸

みがあり、立ち上がりは緩やかである。

土層: 1 灰黄褐色土 lOYR3/3 径lcmのローム粒がやや多く混じる。 しまりよい。粘性強い°

2 明黄褐色土 lOYR6/6 1とロームがモザイク状に混じる。 しまりよわい。粘性強い°

特徴：性格は不明である。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：周辺包含層の出土遺物から、縄文時代中期前半の可能性がある。 （柳瀬）

P-20 (図V-50、図版54-1)

位置・立地: I-43･44に位置する。 40ライン付近の沢へ注ぐ小沢に面した西向き斜面の底付近に立

地する。標高36. 5～37.0m付近。

規模: (0.77m)/(0. 28m)×0. 80m/0. 22m×0.47m

平面形：平面形はほぼ楕円形、比較的深く、段のある掘り込みである。

確認・調査：斜面の包含層の調査終了後、 V層で確認した。遺構内や遺構周辺では湧水があり、その

ために付近のv層は脱色されており、 また、遺構覆土は全体に粘性が非常に強かった。坑底はほぼ平

坦で立ち上がりは急壁は下半で屈曲し、ひらく。

土層: 1 赤褐色土 5YR4/4 しまりよい。粘性非常に強い。

2 黒色士 7. 5YR2/1 しまりやや弱い。粘性非常に強い。

3 暗褐色士 lOYR3/4 しまりあり。粘性非常に強い。

4黒褐色士 2. 5Y3/2 ローム粒が多く混じる。 しまりあり。粘性非常に強い。

5 暗褐色土 lOYR2/3 しまりあり。粘性非常に強い。

6 黄褐色士 2. 5Y5/2 ローム粒が多く混じる。 しまり弱い。粘性非常に強い。

7 暗褐色土 2. 5Y3/3 ローム、黒色土がモザイク状に混じる。 しまり弱い。粘性非常に

強い。

特徴：遺構と判断したが、沢の底部付近という立地や、遣構自体の形態から、風倒木痕もしくは水流

による窪みの可能性もある。性格は不明である。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：周辺包含層の出土遺物から縄文時代中期前半の可能性があるが、不明である。 （柳瀬）

P-21 (図V-50､図版54 2 ･ 3， 128 4)

位置・立地:L-45段丘緩斜面に位置する。

規模: 0.97m/0. 79m×0.77m/0. 63m×0.23m

平面形：平面形は楕円形､浅い皿状の掘り込み。

確認・調査：Ⅲ層中で検出した。坑底はやや丸みをもち、壁は斜めに立ち上がる。土坑の上部は耕作

と調査時の掘開で消失している。掘り込み面はⅢ層中より上と考えられる。

土層: 1 暗褐色粘質士。

特徴：覆士は単層で埋め戻されている。

遣物出土状況：覆土上からⅢ群A－2類が1点、 Ⅲ群A－3類が1点、剥片1点、たたき石1点、す

り石2点、礫2点、覆土下からⅢ群A－3類が1点、礫1点が出土した。 これらの遺物は埋め戻され

るときに紛れ込んだものと考えられる
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l 遺構

時期：出土した遺物はこの土坑に伴うものではないが、それより新しい時期である。縄文時代中期Ⅲ

群A－3類土器の時期以降で、覆土から後期ぐらいの幅で考えられる。 （谷島）

掲載遺物：土器 lは覆土出土のⅢ群A－2類。胴部で、 LRの斜行縄文が施されている。 （広田）

石器 2は覆土から出土したたたき石1類。閃緑岩製である。 （柳瀬）

P-22 (図V-50､図版54-4･ 5， 128-5)

位置・立地:M･N-43段丘緩斜面の間の沢に面して立地する。H-13の覆土中に位置する。
規模: 1.46m/1.33m×0. 69m/0.6m×0. 39m

平面形：平面形は惰円形､浅い皿状の掘り込み。

確認。調査：平成11年度の調査区の壁に上半の断面を確認した。H-13と重複し、 この土坑がより新

しいことが判明したため竪穴住居跡に先行して調査した。坑底はやや丸みをもち、壁は斜めに立ち上

がる。覆土上部にⅢ層が堆積していることから掘り込み面はⅢ層中である。

土層: 1 暗褐色粘質土、 2 暗黄色粘質土。

特徴：深さは0.39mと浅めで、覆土は自然堆積している。

遺物出土状況：覆土上からⅢ群A－3類が8点、剥片1点、礫剥片1点、覆土中からⅢ群A－3類が

9点、剥片2点、覆土下からスクレイパー1点、剥片1点、礫1点、覆土1からⅢ群A－3類が38点、

Ⅳ群A－lが2点、剥片2点、礫2点が出土した。

時期：出土遺物から縄文時代後期前半と考えられる。 （谷島）

掲載遺物：土器 lは覆土出土のⅢ群A－3類。胴部で2本1組の沈線文が加えられている。 （広田）

P-23 (図V-50、図版55-1 ．2)

位置･立地:L-80、標高39. 3m付近のB地区北東端のややなだらかな斜面上に位置する。

規模: (1. 23m)/0.93m×(0. 95m)/0. 37m×0. 25m

平面形：楕円形。

確認・調査：Ⅳ層上面で確認した。坑底はほぼ平坦で、壁面はなだらかに立ち上がる。士層の堆積状

況は自然堆積である。掘り込み面はⅢ層中と考えられる。

土層: 1 黒褐色土 lOYR2/2 m>1v+V(ブロック） 粒子細かい。

2 暗褐色土 lOYR3/3 1v>m+v 粒子細かい。

3 暗褐色士 10YR3/4 V>W+Ⅲ 粒子細かい。

遺物出土状況：出土していない。

時期：縄文時代中期～続縄文時代と考えられる。 （佐藤）

P-24 (図V-50、図版55-3 ･4， 128 6)

位置・立地: N 41･42、調査区南西部沢縁辺の緩斜面に位置する。標高は35.8～36.0mで北側にH－

l3、東側にP-31 ･ 33がある。

規模: 1. 21m/0. 39m×(0. 81m)/0.46m×0. 59m

平面形：不整楕円形。確認面に比べて曠底は小さい。

確認・調査:V層上面で暗褐色土の落ち込みとして確認した。東側の一部をB調査のトレンチによっ

て壊されている。掘り込みは比較的深く、覆土はⅢ層土が主体である。擴底は南東側に傾斜する。壁

の立ち上がりは、北側は比較的緩やかで、他は比較的急角度である。
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遺構上
1

土層: 1 暗褐色士 IOYR3/3 m>Ⅳローム粒子を少量、炭化物を微量含む。 しまりややあり。
粘性ややあり。

2 暗褐色土 IOYR3/3 m>w>v炭化物を微量含む。 しまりややあり。粘性ややあり。

3 黒褐色土 lOYR2/3 m>Ⅳローム粒子、ブロックを少量含む。 しまりややあり。

粘性ややあり。

4黒褐色土 10YR2/3 m>Ⅳローム粒子を少量含む。地山の白色粘土ブロックを少量

含む。 しまりややあり。粘性あり。

5 暗褐色土 IOYR3/3 m>w=vローム粒子を少量含む。地山の白色粘土ブロックを

少量含む。 しまりややあり。粘性あり。

遺物出土状況：覆土からⅢ群A－2類、 Ⅲ群A－3類土器、剥片、石皿・台石、礫が出土している。

時期：覆土出土の遺物から、縄文時代中期前半Ⅲ群A－3類土器の時期と考えられる。 （広田）

掲載遺物：土器 1 ･ 2は、覆土から出土している。 1はⅢ群A－3類、 2はⅢ群A－2類。

1 ． 2は口縁部で、 lは口唇部に縄による深い圧痕が施される。 2は口唇部に沈線が施される。

（広田）

P-25 (図V-51、図版56-1 ･ 2)

位置・立地:P 43、調査区南西部、沢縁辺部に位置する。H 15と切り合っており、本遺構の方が

新しい。北側約0. 6mにF-14がある。

平面形：不整楕円形。擴底は南東部に偏る。

規模: 1． 18m/0. 12m×0. 59m/0.05m×0.48m

確認・調査:H-15覆土中に構築され、壌底はV層に達している。曠底は2段になっていて、深い部

分は平坦面をほとんど有さない。浅い部分の壁の立ち上がりは緩やかである。検出面では遣物の平面

的広がりは認められなかったが、本遺構とF-14の存在から、 H-15覆土中にこれらの検出面を生活

面とする遺構があった可能性はある。

土層: 1 黒褐色士 7. 5YR2/l m>Ⅳ焼土粒子、炭化物粒子を少量含む。 しまりあり。粘性や

やあり。

2 黒褐色土 10YR2/2 m>Ⅳローム粒子、炭化物粒、 ロームブロックを少量含む。 し

まりあり。粘性ややあり。

遺物出土状況：覆土からⅢ群A－3類土器、剥片、礫が出土している。

時期：覆土出土の遺物から縄文時代中期前半Ⅲ群A－3類土器の時期と考えられる。 （広田）

P-26 (図V-51､図版56-3， 129-1)

位置・立地:K-43段丘緩斜面の間の沢に面して立地する。H-17と重複している。

規模: 1. 73m/1. 6m×1.67m/1.42m×(0. 49m)

平面形：平面形は円形､鍋状の掘り込み。

確認・調査：Ⅲ層調査時に黒色土の落ち込みを確認した。H-17に上半を壊されているが、 同心円状

に中央部が落ち込んでいるため、 当初はH-17がベンチ状になっていると思い同時に調査を行った。

土層堆積を検討した結果2基の遺構が存在し、 P-26の上半はH-17に切られていることが判明し

た。重複の前後関係で迷っている時に、遺物の取り上げで本来H-17に帰属する遺物をP-26出土と

してしまった。
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V B地区の調査

坑底は平坦で、西側の壁は斜めに立ち上がるが他の壁は垂直に立ち上がる。覆土は埋め戻されてい

る。

土層： 1 暗褐色士（黒褐色土十ローム） 、

2 暗褐色土（黒褐色土にロームブロックを含む） 、

3 暗黄褐色士。

特徴:H-17よりP-26が古い時期の遣構である。

遣物出土状況：セクションベルトを境に東西南北l/4区画ごとに一部の遣物を取り上げている。西側を

P-14a，北側をP-14b、東側をP-14c，南側をP-14dとした。

覆土下からⅢ群A－1類が1点、 Ⅲ群A－3類が11点、つまみ付きナイフ1点、剥片2点、礫4点、

P-14bの同覆土下からⅢ群A－3類が2点、 P-14dの覆土上からⅢ群A 3類が2点、坑底から

Ⅲ群A－3類が4点出土した。

下記の遺物は、 P-26が新しいものとして取り上げを行ったが、H-17出土のものである。一覧表

は上記のままであるが、 ここで訂正する。

H-17の遺物：覆土上から剥片4点、原石1点、すり石3点、礫1点、覆土中からⅢ群A 3類が

8点、 スクレイパー1点、剥片1点、礫1点、 P-14aの覆土上からⅢ群A－3類が5点、Ⅳ群A－

1類が20点、 P-14cの覆土上からⅢ群A－3類が8点、 P-14bの覆土上からⅢ群B－2類が8点、

Ⅳ群A－1類が1点、 P-14dの覆土上からⅢ群A－3類が2点である。掲載遺物の中で覆土上およ

び中となっているものについても、H-17出土の遺物である。確認が遅れ、掲載に混乱があることを

お詫びし、訂正いたします。

時期：出土遺物から縄文時代中期前半Ⅲ群A－3類期に構築されたものと考えられる。 （谷島）

掲載遺物：土器全て覆土出土で、 1はⅢ群A－2類、 2 ． 3はⅢ群A－3類。

l～3は口縁部。 lは横走気味の斜行縄文が施される。 2 ． 3は同一個体で、 口唇直下及びそれか

ら垂下する貼付帯が施され、貼付帯には半裁竹管状工具内面による連続刺突が加えられている。

（広田）

石器4 ． 6は覆土下層5は覆土中層、 7は覆土上層から出土したもの。 4はつまみ付きナイフ1

c類。 5はスクレイパーla類。 6 ･ 7はすり石。 6は2類で、平坦面にはたたき痕がみられる。 7

は5類：半円状扁平打製石器。 （柳瀬）

P-27 (図V-52、図版56-4･5)

位置･立地:L 80、標高39.4m付近の、 B地区北東端のややなだらかな斜面上に位置する。

規模: (0.77m)/0.43m×(0.72m)/0.43×(0. 24m)

平面形：楕円形。

確認・調査:V層上面で黒褐色士の落ち込みとして確認した。坑底は中央がくぼみ、壁面はなだらか

に立ち上がる。土層の堆積状況は自然堆積である。掘り込み面はⅢ層中と考えられる。

土層: 1 黒褐色土 10YR2/3 m>Ⅳ粒子細かい。 しまりあまりなし。

2 にぶい黄褐色土 lOYR4/3 W+V粒子細かい。 しまりあまりなし。

遺物出土状況： 2層上面で礫が出土した。

時期：縄文時代中期～続縄文時代と考えられる。 （佐藤）
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V B地区の調査

P-28 (図V-52、 図版57-1･2)

位置。立地:0-32、標高36.8m付近の、ごく緩やかな南向きの斜面に位置する。周辺には規模の近

いP-64･ 65や、柱穴状小ピットがまとまって分布する。

規模: 0. 65m/0.43m×0.48m/0.32m×0. 17m

平面形：平面形は楕円形で、比較的浅い掘り込みである。

確認・調査：Ⅳ層で確認した。坑底は平坦で立ち上がりは緩やか、壁はややひらくようである。

土層: 1 黒褐色土 10YR3/1 ローム粒、炭化物が混じる。 しまりやや弱い。粘性強い°

2 黄褐色土 10YR5/6 黒色土がブロック状に混じる。 しまりやや弱い。粘性強い。

特徴：性格は不明である。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：周辺の包含層の出土遺物から、縄文時代中期前半から後期前半の可能性がある。 （柳瀬）

P-29 (図V-52、図版57-3 ･4， 129 2)

位置・立地:P-42、調査区南西部、沢縁辺部に位置する。標高は36. 1～36.2mで、北東側にH-15，

F-14、東側にP-25、南西側にP-25、西側にP-31 ･ 33がある。

規模: 0. 60m/0. 11m×0. 58m/0. 10m×0.55m

平面形：不整円形。曠底部は狭く、北東側に偏る。

確認・調査：Ⅳ層中位で黒褐色土の落ち込みとして確認した。覆土は自然堆積である。 Ⅲ層土が主体

で、坑底付近の層ではv層土の割合が多くなる。坑底は平坦面をほとんど有さず、壁の立ち上がりは

全体的に急である。

土層: 1 黒褐色土 lOYR2/2 m>Ⅳローム粒子を少量含む。 しまりややあり。粘性あり。

2 暗褐色士 lOYR3/4 m>Ⅳローム粒子を少量含む。 しまりあり。粘性あり。

3 暗褐色士 7. 5YR3/4W>Vしまりあり。粘性あり。

4暗褐色土 7. 5YR3/4 m>Ⅳロームブロックを少量含む。 しまりあり。粘性ややあり。

遺物出土状況：覆土中位から遺物がややまとまって出土している。覆土からⅢ群A－2類、 Ⅲ群A－

3類土器、石核、剥片、礫剥片、礫が出土している。

時期：覆土出土の遺物から、縄文時代中期前半Ⅲ群A－3類土器の時期の可能性が高い。 （広田）

掲載遺物：石器 lは覆土から出土した石核である。 （柳瀬）

P-30 (図V-52、図版57-5 ･ 6， 129 3)

位置・立地: P 42、調査区南西部、沢縁辺部に位置する。標高は36.0～36. 2mで、北側にH-15、

P 25、北東側にP 31、東側にH－5がある。

規模: 0.75m/0.20m×0. 53m/0. 14m×0.22m

平面形：やや不整の楕円形。坑底も楕円形である。

確認。調査:V層上面で暗褐色土の落ち込みとして確認した。掘り込みは浅く、覆土は自然堆積であ

る。覆土2層はV層ローム主体の層である。坑底は浅く湾曲し、壁の立ち上がりは緩やかで、坑底と

壁の境は不明瞭である。

土層: 1 暗褐色土 7. 5YR3/3 m>Ⅳローム粒、炭化物粒、焼土粒子を少量含む。 しまりやや

弱い。粘性弱い。

2 褐色士 7. 5YR4/4 V>IV>Ⅲ ローム主体の層。 しまりあり。粘性あり。
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l 遺構
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V B地区の調査

遺物出土状況：覆土から、 Ⅲ群A－2類土器礫剥片､礫が出土している。坑底からは、 Ⅲ群A 3類

土器剥片が出土している。

時期：坑底出土の遺物から、縄文時代中期前半Ⅲ群A－3類土器の時期の可能性が高い。 （広田）

掲載遺物：土器 lは覆土出土のⅢ群A－2類。弁状の突起をもつ口縁部で、 口縁部及び文様帯下端

は細い縄の圧痕が加えられた貼付帯で区画され、文様帯内には同様の貼付と3本一組の細い縄の圧痕

が加えられている。 （広田）

P-31 (図V-52、図版58-1 ． 2)

位置・立地：○－42、調査区南西部、沢縁辺部に位置する。標高は36. 3～36.4mで、北側にH-13，

F 18、西側にP-24、東側にH 15、 P-31、南側にP-33がある。

規模: 1．75m/0.83m×(1.43m)/0. 63m×0. 37m

平面形：隅丸方形？坑底は不整の楕円形で、北側に寄る。

確認・調査:V層上面で黒褐色土の落ち込みとして確認した。南東側は一部撹乱によって壊されてい

る。覆土はⅢ層土主体で自然堆積である。坑底はわずかに北側が深くなる。壁の立ち上がりは緩やか

で、特に西側は緩やかである。

土層: 1 黒褐色土 lOYR2/2 m>Ⅳロームブロック、炭化物を少量含む。 しまりあり。粘性

ややあり。

2 黒色土 lOYR2/l m>Ⅳ炭化物を少量焼土粒を微量含む。 しまりあり。粘性あり。

3 黒褐色士 7. 5YR2/2 m>w=vv層はブロック状。 しまりあり。粘性やや弱い。

遺物出土状況：覆土から、Ⅳ群A－1類土器、剥片が出土している。

時期：覆土出土の遺物から、縄文時代後期前葉Ⅳ群A－1類土器の時期の可能性が高い。 （広田）

P-32 (図V-52､図版58-3， 59-1)

位置・立地:L･M-44段丘緩斜面に立地する。

規模: 1.85m/1.72m×1.45m/1. 28m×0. 52m

平面形：平面形は楕円形､浅い皿状の掘り込み。

確認・調査：Ⅲ層中で検出した。坑底はやや丸みをもち、壁は斜めに立ち上がる。土坑の上部は耕作

と調査時の掘開で消失している。掘り込み面はⅢ層中と考えられる。

土層： 1 暗茶褐色土(H-2またはH 20の掘り揚げ士と考えられる） 、

2 黒褐色士（少量の黄褐色土を含む） 、

3 暗黄褐色土（黒褐色土と黄褐色土が斑状に混合） 、

4暗黄褐色土（少量の黒褐色土を含む） 。

特徴：覆土は埋め戻され上部にH－2またはH-20の掘り揚げ土が覆う。

遺物出土状況：覆土上からⅢ群A－3類が2点、剥片1点、礫3点、覆土1からⅢ群A 3類が1点

出土した。 これらの遺物はH－2またH-20が構築時のものと思われP-32に伴うものではない。

時期：出土遺物から縄文時代中期前半Ⅲ群A－3類期以前に構築されたものと考えられる。 （谷島）

P-33 (図V-53、図版59-2 ． 3)

位置。立地:0-41 ･ 42、調査区南西部、沢の稜線付近の斜面に位置する。標高は35. 8～36.0mで北

側約13mにP-31がある。
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1 遺構

規模: 1. 03m/0. 13m×0.87m/0. 13m×0. 52m

平面形：やや不整の楕円形。坑底はほぼ円形で、やや東側に寄る。

確認・調査:V層上面で黒褐色土の落ち込みとして確認した。覆土は自然堆積で、 Ⅲ層土が主体であ

る。坑底は緩く湾曲し、壁との境は不明瞭である。壁の立ち上がりは全体的に緩やかで、東側は特に
緩やかである。

土層: 1 黒褐色土 lOYR2/2 m>Ⅳローム粒子、炭化物粒子、焼土粒子を少量含む。 しまり

ややあり。粘性ややあり。

2 暗褐色土 7. 5YR3/4 m>Ⅳ炭化物粒子、焼土粒子ロームブロックを少量含む。

3 黒褐色土 lOYR3/2 m=Ⅳロームブロックを少量含む。 しまりあり。粘性あり。

遺物出土状況：覆土から、 Ⅲ群A－2類土器が出土している。

時期：覆土出土の遺物から、縄文時代中期前半Ⅲ群A－2類土器の時期の可能性が高い。 （広田）

P-38 (図V-53、図版61-2．3， 129-6)

位置・立地:0-59、標高37. 5mの南東向きのごく緩やかな斜面に位置する。

規模: 1． 11m/0.79m×(0. 68m)/(0. 29m)×0.43m

平面形：平面形は隅丸方形。比較的深い掘り込みである。

確認・調査：Ⅳ層で確認した。覆土は埋め戻しの可能性がある。坑底は部分的に窪んでいる。立ち上

がりは丸みがあり、壁はひらく。

土層: 1 黒褐色士 7. 5YR3/2 ローム粒、焼土粒が少量混じる。

2 にぶい黄褐色士 10YR4/3 しまりよい。粘性あり。 ロームがモザイク状に混じる。

特徴：覆土の堆積状況から土壌墓の可能性もあるが、不明である。

遺物出土状況：覆土からⅢ群A－2類が2点、 Ⅲ群A－3類が3点､Rフレイク1点、剥片2点、砥石

1点、礫4点、計13点出土している。
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V B地区の調査

時期：出土遺物および周辺包含層の出土遺物から、縄文時代中期前半の可能性がある。 （柳瀬）

掲載遺物：石器 1 ･ 2はともに覆土から出土したもの。 lはRフレイク、 2は凝灰岩製の砥石であ

る。 （柳瀬）

P-40 (図V-54、図版62-2．3)

位置・立地:Q-57に位置する。M-55からR-54付近のゆるい沢地形に面する南向きの緩斜面に立

地する。標高37.0m付近。周辺に、規模の近いP-41～43が分布する。

規模: (0. 52m)/(0. 31m)×0.54m/0. 25m×0.36m

平面形：平面形はほぼ円形。比較的浅い掘り込みである。

確認・調査：周辺の包含層調査終了後、 V層で確認した。覆土は埋め戻しである。掘り込み面はⅢ層

中と考えられることから、本来は検出したより深い土壌であると思われる。曠底は丸みがあり、立ち

上がりは緩やかで壁はやや開くようである。

土層: 1 褐色士 lOYR4/6 焼土粒、炭化物多く混じる。 しまりあり。粘性あり。

特徴：上部は削平してしまっており、曠底付近のみが残存しているものと思われる。覆土の堆積状況

と付近の遺構との関連から、土壌墓であると思われる。

遺物出土状況：遣物は出土していない。

時期：周辺包含層の出十置物から、縄文時代中期前半と思われる。 （柳瀬）

P-41 (図V-54、図版62-4．5)

位置・立地:Q-57に位置する。M 55からR-54付近のゆるい沢地形に面する南向きの緩斜面に立

地する。標高37.0m付近。 P-42と重複しており、 これより古い。また、周辺には規模の近いP-40･

42 ．43が分布する。

規模: (0. 52m)/(0.31m)×0. 54m/0. 25m×0. 36m

平面形：平面形はほぼ円形、比較的深い掘り込みで、北側には段がある。

確認。調査：周辺の包含層調査終了後、 V層で確認した。当初、 P-42よりやや黒っぽい覆土であっ

た本遺構のみを確認し調査を行い、完掘したところ、 P 42に伴う石製品と、壁面にP-42の覆土を

確認した。塘底がほぼ同レベルであったが、平面形と覆土の相違から重複する遣構であると半ll断した。

完掘途中に本遺構が古いことを確認した。覆土は埋め戻しである。掘り込み面はⅢ層中と考えられる

ことから、本来は検出したものより深い土壌であると思われる。墳底は丸みがあり、立ち上がりは緩

やか。壁はややひらくが、北側では屈曲し段をなし、南側ではややオーバーハングする。

土層: 1 暗灰黄色土2． 5YR4/2 ローム粒が多く混じる。焼土粒・炭化物わずかに混じる。 しまり

弱い。粘性強い°

2 黄褐色士 2. 5YR5/6 ローム主体。炭化物わずかに混じる。 しまり弱い。粘性強い。

3 暗褐色士 lOYR3/3 炭化物わずかに混じる。 しまり弱い。粘性強い°

特徴：上部は削平してしまっており、下半が残存しているものと思われる。覆土の堆積状況と付近の

遺構との関連から、土壌墓であると思われる。

這物出土状況：覆土からⅢ群A－3類が4点､剥片が1点、礫が1点、計3点出土している。

時期：出土遺物および周辺包含層の出土遺物から、縄文時代中期前半と思われる。 （柳瀬）
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’l 遣構

P-42 (図V-54、 図版63-1～3， 130-1)

位置・立地:Q-57に位置する。M-55からR-54付近のゆるい沢地形に面する南向きの緩斜面に立

地する。標高37. 0m付近。 P-41と重複しており、 これより新しい。また、周辺には規模の近いP－
40 ･43が分布する。

規模: (0.46m)/(0.35m)×0.40m/0. 25m×0. 33m

平面形：平面形ほぼ円形、比較的深い掘り込みである。

確認・調査:V層で、 P-41調査中に確認した。当初、 P-41のみを確認し、その完掘途中で、本遺

構に伴う石製品と、壁面で本遺構の覆土を確認した。 P 41の項のとおり、塘底がほぼ同レベルでは

あったが、別遣構と判断した。完掘中に本遺構が新しいことと石製品が本遺構に伴うことを確認した。

覆土は埋め戻しである。掘り込み面はⅢ層中と考えられることから、本来は検出したものより深い土

壌であると思われる。

土層： 1 黄褐色土 2. 5YR6/6～5/4 ローム主体。灰褐色士粒・炭化物が少量混じる。 しまりは強

い部分、弱い部分あり。粘性強い。

2 オリーブ褐色土 lOYR4/3 ローム粒を多く混じる。炭化物が少量混じる。 しまり弱い。粘

性強い。

特徴：上部は削平してしまっており、下半が残存しているものと思われる。覆土の堆積状況と遺物の

出土状況、付近の遺構との関連から、土壌墓であると思われる。

遺物出土状況：曠底から石製品が1点出土しており、副葬品と思われる。

時期：周辺包含層の出土遺物から、縄文時代中期前半と思われる。 （柳瀬）

掲載遺物：石製品 lは塘底から出土した砂岩製の石製品。全体に上端が窪む三角板状に整形され、

左右の辺には、刻みと突起が施される。 4カ所の穿孔は両面から行われている。全体の整形は、板状

礫の両面をすって行われているようで、図の背面には素材に由来するくぼみと溝が残る。断面形はほ

ぼ全周が角形に近く整形され、左右の辺の中央の突起の下側2cmほどは、突起の作出のためか、先細

りである。非常にもろい砂岩製であったため、保存処理を行った。作業は当センター1部l課が担当

し、 OHIOOを30cmHgで減圧含浸した。 （柳瀬）

P-43 (図V-54、 図版63-4･5， 130-2)

位置・立地:P-57に位置する。M-55からR-54付近のゆるい沢地形に面する南向きの緩斜面に立

地する。標高37.0m付近。周辺に、規模の近いP-40～42が分布する。

規模: 0. 56m/0. 38m×0. 56m/0. 53m×0. 16m

平面形：平面形はほぼ円形、比較的浅い掘り込みである。

確認・調査：周辺の包含層調査終了後、 V層で確認した。掘り込み面はⅢ層中と考えられることから、

本来は検出したより深い土壌であると思われる。曠底は丸みがあり、立ち上がりは緩やかで壁はやや

開くようである。

土層: 1 黒褐色土 10YR2/2 炭化物・焼土粒・ローム粒が多く混じる。 しまりあり。粘性やや

あり。

2 黄褐色土 2. 5YR5/4炭化物・ロームブロックが混じる。 しまりあり。粘性あり。

特徴：上部は削平してしまっており、下半が残存しているものと思われる。隣接するP-40～42は規

模がほぼ同じであり、 これらと同様土曠墓の可能性もあるが、覆土の堆積状況が異なることから、断

言はできない。
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V B地区の調査

P-40P-41P-42P-43

厩①

国" 〆Ⅷ
広 司

J6 94

D 37‘ 0 1
，~

轡
但 9

1

0 5cm
m

O 垂、

)6 98 ･ 37． 05-も， ，

'．
b37 lOm P-43 6P－4

二
一

e

～～‐
36 93 が

i1~～”00)6 9 1

6P－40 a P－40Ⅲ州
一

b37‘ I OD，

、 ノ／ ~

~

~

R nn

h． 6J
､F nn

ln･ WZ 36， 96

１４－

５

Ｐ

だ

a37． 10，~ P－42 け２４ＰⅡ０匂
１

７
Ｊ

‐
、
〕

Ｊ
ａ

I

~V
~~I~，
~、－－－

~塚'。 /、
P

0 1m
｜ ， ’qq Q

uJp v

6． 9N

P－42

r、

H
I

（》 |ろ
1

P－4 1 aa 37． 1 0m

ロ
３

b37. 10m P－41 5

~

！
一

1
ロ

【詞調査時の破損部分0 5cm0 1m
’ 1 1

図V-54 P-40・ P-41 ･ P-42･ P-43

Z2I



l 遺構

遺物出土状況：覆土からⅢ群A－3類が11点、 Uフレイクが1点、すり石が1点、礫が1点、計14点
出土している。

時期：出土土器と周辺包含層の出土遺物から、縄文時代中期前半と思われる。 （柳瀬）

掲載遺物：石器 lは覆土から出土したすり石4類である。 （柳瀬）

P-44 (図V-55、 図版63-4･ 5， 130 3)

位置・立地:N-45、調査区南西部、沢縁辺の緩斜面上に位置する。標高は36. 9mで、H-23と隣接

する。

規模: 0. 57m/0. 30m×0. 42m/0. 23m×0. 15m

平面形：不整楕円形。

確認・調査:V層上面で暗褐色土の落ち込みとして確認した。本遺構はH-23と切り合っているが、

新旧関係は不明である。また、H-23に伴うピットの可能性もある。覆土は自然堆積と考えられる。

坑底はほぼ平坦である。壁の立ち上がりは、南側はやや急角度で、他は緩やかで坑底との境は不明瞭

である。

土層: 1 暗褐色土 lOYR3/3 m=Ⅳローム粒子を少量含む。 しまりあり。粘性あり。

2 褐色土 7. 5YR4/4 V>Ⅳしまり非常にあり。粘性あり。

遺物出土状況：覆土からⅢ群A－2類、 Ⅲ群A－3類、 Ⅲ群B－2類土器、すり石が出土している。

時期：覆土出土の遺物と、周辺包含層出土の遺物から、縄文時代中期前半の可能性が高い。 （広田）

掲載遺物：土器 1 ． 2は覆土出土で、分類はⅢ群A－3類である。 lは口縁部で、 LRの斜縄文が

施される。 2は胴部で横方向に沈線が施されている。 （広田）

石器3は覆土から出土したすり石6類：北海道式石冠。上端部とにぎり部にのみ敲打が加えられる。

（柳瀬）

P-45 (図V 55、図版64-2 ･ 3)

位置・立地:N 44、調査区南西部、沢縁辺の緩斜面上に位置する。標高は36. 9mで、南東側にF－

31がある。

規模: 0.40m/0. 27m×0.37m/0. 20m×0. 13m

平面形：不整楕円形。

確認・調査:V層上面で黒色土の落ち込みとして確認した。 覆土は1層でⅢ層十宅体である。坑底は

全体的に平坦だが、南東側に少し傾く。壁の立ち上がりは全体的にやや急で、北側は特に急である。

土層: 1 黒色士 lOYR2/1 m>Ⅳロームブロック、焼土粒子を少量含む。 しまりあり。粘

性あり。

遺物出土状況：覆土から、 Ⅲ群A－3類土器礫剥片、礫が出土している。

時期：覆土出土の遺物から、縄文時代中期前半Ⅲ群A－3類土器の時期の可能性が高い。 （広田）

P-46 (図V-55、図版64-4 ． 5)

位置・立地:0-44、調査区南西部、沢縁辺の緩斜面上に位置する。標高は36. 6～36.7mで南側にH

-15、東側にP-47がある。

規模: 0,42m/0. 16m×0.40m/0. 21m×0. 14m

平面形：不整円形。
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確認・調査:V層上面で暗褐色土の落ち込みとして確認した。覆土は自然堆積と考えられ、 2層から

なる。坑底面はやや湾曲し、壁との境は不明瞭である。壁の立ち上がりは全体的に緩やかである。

土層： 1 暗褐色士 7. 5YR3/3 m>Ⅳローム粒子を少量含む。炭化物粒子を微量含む。 しまり

ややあり。粘性あり。

2 褐色土 7. 5YR4/4w>m=v しまりあり。粘性あり。

遺物出土状況：出土遺物はない。

時期：不明だが、周辺包含層出土の遺物から、縄文時代中期前半の可能性がある。 （広田）

P-47 (図V-55、 図版64-5 ． 65-1)

位置．立地:0-44、調査区南西部、沢縁辺の緩斜面上に位置する。標高は36.7mで南西側にH-15、

東側にP 46がある．

規模: 0.44m/0. 13m×0.31m/0. 17m×0. 14m

平面形：不整円形。

土層: 1 極暗褐色土7. 5YR2/3焼土粒子、炭化物粒子を少量含む。 しまりあり。粘性あり。

2 極暗褐色土 7. 5YR2/3 1とほぼ同じだが、 ロームブロックを少量含む。

確認・調査:V層上面で極暗黒色土の落ち込みとして確認した。覆土は自然堆積で、 Ⅲ層士が主体で

ある。坑底は緩やかに湾曲し、壁との境は不明瞭で全体の断面は椀状を呈する。壁の立ち上がりは比

較的急である。

遺物出土状況：出土遺物はない。

時期：不明だが、周辺包含層出土の遺物から、縄文時代中期前半の可能性がある。 （広田）

P-48 (図V-55、図版65-2 ･ 3)

位置．立地:0-44･45、調査区南西部、沢縁辺の緩斜面上にある。標高は36.7mで北東側にP-69･

70がある。

規模: 0. 57m/0.08m×0.49m/0.06m×0. 25m

平面形：不整の長楕円形。

土層: 1 黒褐色士 loYR2/2 m>Ⅳロームブロックを少量含む。 しまりあり。粘性あり。

2 褐色土 7. 5YR4/4 m>Ⅳしまりあり。粘性あり。

確認．調査:V層上面で黒褐色土の落ち込みとして確認した。覆土は自然堆積で、 2層からなる。坑

底北東端に柱穴状の深い小さな円形の掘り込みがある。土層断面では切り合い関係は確認されなかっ

た。坑底はほぼ平坦で、壁の立ち上がりは全体的に緩やかである。

遺物出土状況：覆土から、 Ⅲ群A－3類土器、剥片が出土している。

時期：覆土出土の遺物から、縄文時代中期前半Ⅲ群A－3類土器の時期の可能性が高い。 （広田）

P-49 (図V-55、図版65-4， 66 1 ， 130-4)

位置・立地: P-50段丘緩斜面に立地する。

規模: 1．64m/0. 77m×1. 5m/0.69m×45m

平面形：平面形は円形､椀状の掘り込み。

確認。調査：Ⅲ層中で検出した。坑底は丸く、壁は斜めに立ち上がる。土坑の上部は耕作と調査時の

掘開で消失している。掘り込み面はⅢ層中と考えられる．
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VB地区の調査

土層: 1 黒褐色粘質土、 2 黒色土、 3 暗褐色土、 4暗黄褐色土。

特徴：覆土は自然堆積している。

遺物出土状況：覆土から剥片2点、覆土上から石皿・台石1点、覆土中からⅡI群A－3類が1点、礫

10点、覆土底からⅢ群A－3類が1点、礫9点、坑底からⅢ群A－3類が8点、スクレイパー1点が

出土した。

時期：出土遺物から縄文時代中期前半、 Ⅲ群A 3類期以前に構築されたものと考えられる。 （谷島）

掲載這物：石器 1は坑底から出土したスクレイパー片。 （柳瀬）

P-50 (図V-56、図版66-2 ･ 3)

位置・立地:0 50段丘緩斜面に立地する。

規模: 0. 97m/0. 55m×0. 65m/0.44m×0. 31m

平面形：平面形は円形､浅い皿状の掘り込み。

確認・調査：Ⅲ層中で検出した。坑底は平らで、壁は丸みを持って斜めに立ち上がる。土坑の上部は

耕作と調査時の掘開で消失している。掘り込み面はⅢ層中と考えられる．

土層: 1 黒色粘質士（ローム粒を含む） 、 2 暗褐色士（炭化物を含む） 、 3 暗黄褐色土。

特徴: P-51を切って掘り込まれている。覆土は埋め戻されていると思われる。

遺物出土状況：覆土lから剥片2点が出土している。

時期：遺構の形態や覆土から縄文時代中期前半と考えられる。 P-51より新しい。 （谷島）

P-51 (図V 55､図版67-4， 68-1)

位置・立地:0-50段丘緩斜面に立地する。

規模: (0. 95m/0/7m)×0. 78m/0. 56m×0.28m

平面形：平面形は楕円形､浅い皿状の掘り込み。

確認・調査：Ⅲ層中で検出した。坑底は丸く、壁は斜めに立ち上がる。土坑の上部は耕作と調査時の

掘開で消失している。掘り込み面はⅢ層中と考えられる。

土層: 1 暗褐色土(m+v) 、 2 褐色土、 3 黄褐色士。

特徴:P-50に南東側を壊されている。覆土は埋め戻されていると思われる。

遺物出土状況：覆土からⅢ群A－3類が1点出土している。

時期：遣構の形態や覆土、出土した遺物などから縄文時代中期前半と考えられる。 P-50より古い。

（谷島）

P-52 (図V-56、図版66-4･ 5)

位置・立地：○－50段丘緩斜面に立地する。

規模： 0． 63m/0. 26m×0. 61m/0.22m×0. 25m

平面形：平面形は円形､浅い椀状の掘り込み。

確認・調査：Ⅲ層中で検出した。坑底は丸く、壁は丸みを持って斜めに立ち上がる。土坑の上部は耕

作と調査時の掘開で消失している。掘り込み面はⅢ層中と考えられる。

土層： 1 暗灰褐色土、 2 褐色土、 3 暗黄褐色土。

特徴：覆土は埋め戻されていると思われる。

遺物出土状況：遺物は出土していない。
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l 遺構

時期：遺構の形態や覆土から縄文時代中期前半と考えられる。 (谷島）

P-53 (図V 56、図版67-1･2)

位置・立地: I 45、標高38. 3m付近の、沢へ向かう西向きの緩斜面に位置する。

規模: 0.49m/0. 26m×0.461n/0.22m×0. 33m

平面形：平面形はほぼ円形で、柱穴状に近い、小形で比較的深い掘り込み。

確認・調査：周辺はⅣ～V層まで削平されており、 I層除去後のV層で、灰黄褐色土の円形の落ち込

みを確認した。坑底はほぼ平坦で、立ち上がりは急、壁はややひらく。

土層: 1 灰黄褐色土 2. 5YR4/2炭化物が混じる。よくしまる。粘性強い°

2 灰黄褐色士2. 5YR5/2 よくしまる。粘性強い°

特徴：形態から柱穴跡の可能性もあるが、単独での検出であり、性格は不明である。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：周辺包含層の出土遺物から､縄文時代中期前半の可能性が高い。 （柳瀬）

P-54 (図V-56、 図版67-3， 130-5)

位置・立地:M-46段丘緩斜面に立地する。

規模: 0. 91m/0. 52m×(0. 56m/0.34m)×0. 21m

平面形：現存する平面形は半円形､浅い掘り込み。

確認・調査:H-2 ･20の南西側壁で検出した。坑底はやや丸く、壁は丸みを持って斜めに立ち上が

る。掘り込み面はⅢ層下位である。

土層: 1 暗灰褐色土、 2 褐色土、 3 暗黄褐色土。

特徴：北側半分をH-20に壊されている。覆土は埋め戻されていると思われる。

遺物出土状況：覆土下からⅢ群A－3類が1点、剥片1点、覆土底から礫剥片1点が出土している。

時期：遣構の形態や覆士から縄文時代中期前半と考えられる。H-20より古い。 （谷島）

掲載遺物：土器 lは覆土出土のⅢ群A－3類。胴部で上部の縄文はほぼ縦走し、下部の縄文は細か

く、斜行する。 （広田）

P-55 (図V 56、 図版67-4･68 1)

位置・立地:0-45、調査区南西部、沢縁辺の緩斜面上に位置する。標高36. 9～37.0mで、北西側に

H-23がある。

規模: 0. 86m/047m×0.73m/0. 32m×0. 16m

平面形：不整円形。坑底面は不整楕円形である。

確認・調査:V層上面で黒色土の落ち込みとして確認した。覆土は自然堆積でⅢ層士主体である。坑

底面はゆるやかに湾曲し、壁との境は不明瞭である。壁は全体的に緩やかに立ち上がる。

土層： 1 黒褐色土 10YR2/3 m>Ⅳローム粒子を少量含む。 しまりややあり。粘性ややあり。

2 暗褐色士 IoYR3/4 m>Ⅳローム粒子を微量含む。 しまりあり。粘性ややあり。

遺物出土状況：出土遺物はない。

時期：不明だが、周辺包含層出土の遺物から、縄文時代中期前半の可能性がある。 （広田）
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l 遺構

P-56 (図V-56、図版68-2 ･ 3)

位置。立地: J-51、調査区西側の緩斜面上に位置する。標高は39. 0mとやや高く、南側にはP-59
がある。

規模: (0. 55m)/0.48m×(0. 50m)/0.30m×0.90m

平面形：不整楕円形？

土層: 1 黒色士 IOYR2/1 m>Ⅳローム粒子を少量含む。 しまりややあり。粘性ややあ

り。

2 黒色士 7. 5YR2/l Ⅲ層土主体。 ローム粒子を微量含む。 しまりあり。粘性あり。

3 黒褐色土 7. 5YR2/2 m>Ⅳしまりあり。粘性あり。

4極暗褐色土 7. 5YR2/3 m>w>v炭化物粒子を少量含む。 しまりあり。粘性ややあり。

5 暗褐色士 7. 5YR3/3 w>m>v しまりややあり。粘性あり。

確認・調査:V層上面で黒色土の落ち込みとして確認した。 J-50グリッドにかかる部分は誤って削

平し、北西部の壁を壊した。上部で段を有し、掘り込みは深い。壁の立ち上がりは上部で強い屈曲を

見せる。坑底は北東側に大きく偏る。性格は不明で、柱穴状ピットの可能性もある。

遺物出土状況：覆土から、 Ⅲ群A 3類土器、礫剥片、礫が出土している。

時期：覆土出土の遺物から、縄文時代中期前半Ⅲ群A－3類土器の時期の可能性が高い。 （広田）

P-57 (図V-56、 図版68-4 ． 5)

位置・立地:H･ I-52、調査区北西端の緩斜面上に位置する。標高は39.4mと比較的高く、北東側

約0. 6mにP-94がある。

規模: 1. 57m/1. 22m×0. 58m/0.40m×0.37m

平面形：不整楕円形？

土層: 1 にぶい黄褐色土 lOYR4/3 1V>V>Ⅲ しまりややあり。粘性あり。

2 黒褐色士 IOYR2/2 m>Ⅳローム粒子を少量含む。 しまりややあり。粘性やや弱い。

3 暗褐色士 lOYR3/4 m=Ⅳローム粒子を少量含む。 しまりややあり。粘性ややあり。

確認・調査:V層上面でにぶい黄褐色士の落ち込みとして検出した。H－lと切り合っていて、 H－

lに南側部分を半分程壊されている。覆土は自然堆積と考えられ、壁際の覆土はV層十主体である。

坑底は中央部に向かって緩やかに傾く。壁の立ち上がりは全体的に急だが、北側は比較的緩やかであ

る。

遺物出土状況：出土遺物はない。

時期：不明だが、周辺包含層出土の遺物から、縄文時代中期前半Ⅲ群A－3類土器の時期の可能性が

ある。 （広田）

P-58 (図V-57、 図版68-6， 69-1， 130-6)

位置・立地:N-53、標高38. 2m付近の緩斜面に位置する。H-19が隣接する。

規模: (2.22m)/(1. 96m)×2. 02m/1. 69m×0. 19m

平面形：平面形は隅丸長方形、比較的浅い掘り込みである。

確認・調査：Ⅳ層上面で、黄褐色土のまとまりと、その周囲にめぐる黒褐色系土を確認した。ベルト

を残して掘り下げ、掘り込みを確認した。規模・形態からは非常に小形ではあるが、竪穴住居跡の可

能性も考えられたが、坑底から焼土・柱穴状ピットなどの付属施設は確認されなかったため、土坑と
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l 遺構

した。西半では立ち上がりが明瞭であるが、東半では不明瞭である。坑底はやや凹凸があり傾斜する。

土層: 1 黄褐色士 2. 5Y5/6 塊状のローム主体層。 しまりよい。粘性強い°

2 暗灰褐色土 2. 5Y4/2 しまり弱い。粘性強い。

3 黒色土 2. 5Y3/l ローム粒、炭化物を多く含む。 しまり弱い。粘性強い°

4黄褐色士 2.5Y5/3 しまりやや弱い。粘性強い。

5 黒褐色土 2. 5Y3/2 ローム塊、炭化物が少量混じる。 しまり弱い。粘性あり。

6 黄褐色士 2.5YR5/6 ロームがモザイク状に混じる。 しまりやや弱い。粘性強い。

特徴：覆土上層にローム主体の黄褐色土が堆積しており、遺構廃棄後のややくぼんだ状態で別遺構の

掘り上げ土が廃棄された可能性がある。性格は不明である。

遺物出土状況：覆土l層からⅢ群A－3類が4点、スクレイパーが1点、剥片が4点、礫が4点、覆

土2層から礫が3点、計16点出土している。なお、遺物の取り上げ層位は、覆土l層はセクション図

士層2 ． 3に、覆土2層が土層4に対応する。

時期：遺構出土の土器と周辺包含層の出土遺物から、縄文時代中期前半の可能性がある。 （柳瀬）

掲載遺物：石器 lは覆土から出土したスクレイパーla類。 （柳瀬）

’
P-59 (図V-57、図版69-2)

位置・立地: I-50･51、調査区北西部の緩斜面上に位置する。標高は39.0～39. 1mで北側にP-56、

西側にH-11 ･ 26、南側にP-99がある。

規模: 0. 55m/0. 21m×0. 37m/0. 11m×0. 20m

平面形：不整楕円形。

土層: 1 黒褐色土 lOYR2/2 m>Ⅳローム粒子を少量含む。 しまりあり。粘性ややあり。

2 黒褐色士 10YR2/3 m>Ⅳしまりあり。粘性ややあり。

3 黒褐色士 lOYR2/3 m>Ⅳローム粒子を少量含む。 しまりあり。粘性ややあり。

確認・調査：Ⅳ層上面で黒褐色士の落ち込みとして確認した。覆土は自然堆積でⅢ層土主体である。

坑底はわずかにv層を掘り込む。坑底面は中央が低く、壁との境は不明瞭である。壁の立ち上がりは

比較的緩やかである。

遺物出土状況：出土遺物はない。

時期：不明だが、周辺包含層出土の遺物から、縄文時代中期前半の可能性がある。 （広田）

P-62 (図V-57、 図版70-4，71-1)

位置・立地:L-,19、標高38. 3m付近の南向きの緩斜面に位置する。

規模: 1. 13m/0.75m×0.78m/0. 56m×0. 25m

平面形：平面形は楕円形、比較的深い椀状の掘り込みである。

確認・調査：Ⅳ層で検出した。坑底はやや丸みがあり、立ち上がりは緩やかで、壁は垂直に近い。

土層: 1 黒色土 2.5Y2/1 しまりあり。粘性あり。

2 黒褐色士 7. 5YR2/2 しまりあり。粘性あり。

3 黒褐色士 lOYR3/2 しまりやや弱い。粘性強い°

4褐色土 10YR4/4 ローム粒、黒色土粒が多量に混じる。かたくしまる。粘性強い。

特徴：性格は不明である。

遺物出土状況：覆土l層から、 Ⅲ群A 3類3点、礫2点、計5点出土している。
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V B地区の調査

時期：遺構出土の土器と周辺包含層の出土遺物から、縄文時代中期前半の可能性が高い。 （柳瀬）

P-63 (図V-57、図版71－2･3， 130 8)

位置・立地:M･N-47、標高37.7m付近の南向きの緩斜面に位置する。

規模： 0．73m/0. 16m×0.70m/0.06m×0. 52m

平面形：平面形はやや不整な円形で、比較的深く、 円錐形に近い掘り込みである。

確認・調査：Ⅳ層で確認した。坑底は非常に狭く楕円形で、尖る。壁は中ほどで屈曲する。

土層: 1 黒褐色土 2. 5Y3/2 ローム粒が混じる。 しまりあり。粘性強い°

2 黒色士 2. 5Y2/1 脱色した黄褐色ローム粒･炭化物が混じる。しまりあり｡粘性強い°

3 褐灰色土 10YR4/1 脱色したローム(10YR5～6/1)が多く混じる。

特徴：性格は不明である。 この周辺のみV層が脱色していたことと、形態の特殊性から、水塲に関連

のある施設、 あるいは水流によって形成された自然地形の可能性もある。

遺物出土状況：検出面から剥片が8点、礫剥片が1点、覆土l層からⅢ群A－3類が13点、Ⅳ群A－

1類が5点、剥片が6点、礫が1点、覆士2層から礫が1点、計36点出土している。

時期：遺構出土の土器および周辺包含層の出土遺物から、縄文時代中期前半、 もしくは後期前半の可

能性がある。 （柳瀬）

掲載遺物：土器 1 ･ 2は覆土出土のⅢ群A－3類。同一個体で、胎土に砂粒をやや多く含む。 lは

口縁部で突起を有し、 口唇部には縄文が施されている。 2は底部で、残存部は無文である。 （広田）

P-64 (図V-58、図版71-4， 72-1)

位置・立地:0-46、標高37.0m付近の緩斜面に立地する。周辺には規模の近いP 28 ･ 65や柱穴状

小ピットがややまとまって分布する。

規模: 0. 59m/0. 30m×0. 57m/0.32m×0. 23m

平面形：平面形はほぼ円形、椀状の掘り込みである。

確認・調査：Ⅳ層で確認した。坑底はほぼ平坦で立ち上がりは緩やか、壁はひらく。

土層: 1 黒褐色土 lOYR2/2 しまりあり。粘性あり。

2 オリーブ褐色土2. 5Y4/3 ローム粒が混じる。 しまりあり。粘性あり。

特徴：性格は不明である。

遺物出土状況：覆土からⅢ群A 3類が3点､剥片が1点、計4点出土している。

時期：遺構出土の土器および周辺包含層出土の土器から、縄文時代中期前半の可能性がある。 （柳瀬）

P-65 (図V-58、図版72-2･3)

位置・立地:0-47、標高37.0m付近の緩斜面に立地する。周辺には規模の近いP-28･ 64や柱穴状

小ピットがややまとまって分布する。

規模: 0.44m/0. 23m×0.36m/0. 12m×0.36m

平面形：平面形は楕円形、比較的深い、柱穴状に近い掘り込みである。

確認・調査：Ⅳ層で確認した。坑底は丸みがあり、立ち上がりは緩やか、壁は垂直に近い。

土層: 1 オリーブ黒色土5Y3/2 ローム粒が少量混じる。 しまりあり。粘性あり。

2 暗灰黄褐色士2. 5Y4/2 ロームがモザイク状に混じる。 しまりあり。粘性あり。

3 黒褐色士 2. 5Y3/2 ロームがモザイク状に混じる。 しまりやや弱い。粘性強い。

13I



遺構1
1

特徴：性格は不明である。

遺物出土状況：覆土から剥片が1点、礫が7点、計8点出土している。

時期：周辺包含層の出土遺物から、縄文時代中期前半の可能性がある。 (柳瀬）

P-66 (図V-58、 図版72-4･ 5)

位置。立地:L-52、調査区中央よりやや南西部寄りの緩斜面上に位置する。標高は38. 5mで、 H－

l9が北東側に隣接する。

規模: 1. 07m/0.38m×0. 91m/0, 20m×0. 57m

平面形：不整楕円形。

確認・調査：Ⅳ層上面で黒色土の落ち込みとして確認した。覆土は自然堆積で、 Ⅲ層土が主体である。

坑底、壁共に凹凸が見られる。壁の立ち上がりは、南東側は比較的緩やかだが、北西部は急である。

平面形が不整であるため遺構ではない可能性もあるが、覆土の状態から遣構と判断した。

土層: 1 黒色士 7. 5YR1.7/l m>Ⅳローム粒子を微量含む。 しまりあり。粘性あり。

2 黒色土 7. 5YR2/2 m>Ⅳローム粒子を少量含む。 しまりあり。粘性あり。

3 黒褐色士 10YR3/2 m>Ⅳロームブロックを少量含む｡しまりあり｡粘性ややあり。

遺物出土状況：覆土から、 Ⅲ群A－3類、Ⅳ群A－1類土器が出土している。

時期：覆土出土の遺物から、縄文時代中期前半Ⅲ群A－3類土器の時期の可能性が高い。 （広田）

P-67 (図V 58、図版72-6 ･73-1)

位置・立地: J-47、調査区南西部の緩斜面上に位置する。標高は38. 6～38. 7mで、北側にP-12 ･

16、東側にP-91がある。

規模: 0. 90m/0. 65m×0.87m/0. 69m×0. 38m

平面形：不整円形。

確認・調査：Ⅲ層中位で黒褐色土の落ち込みとして確認した。覆土は自然堆積でⅢ居士主体である。

坑底はⅣ層中に構築される。坑底は中央付近に向かってやや低くなり、壁との境は明瞭である。壁の

立ち上がりは急である。

土層: 1 黒色士 7. 5YR2/1 Ⅲ層土主体。 ローム粒子を少量含む。 しまりややあり。粘性やや

弱い。

2 黒褐色土 lOYR2/2 m>Ⅳロームブロック、炭化物を少量含む。 しまりあり。粘性

ややあり。

3 黒褐色土 lOYR2/3 m=Ⅳローム粒子を少量含む。 しまりあり。粘性ややあり。

4暗褐色土 lOYR3/3 1V>V>Ⅲ しまりややあり。粘性あり。

遺物出土状況：覆土から、 Ⅲ群A－3類土器Uフレイク、礫が出土している。

時期：覆土出土の遺物から、縄文時代中期前半Ⅲ群A－3類土器の時期の可能性が高い。 （広田）

P-68 (図V-58、図版73-2･3)

位置・立地:0-47･48．標高37.4m付近の南向きの緩斜面に位置する。

規模: 0. 81m/0.48m×0.74m/(0.43m)×0. 42m

平面形：平面形は隅丸方形に近い。比較的深い掘り込みである。

確認・調査:W層で検出した。覆土の下半はV層に類似し、堅くしまっており、木痕等による攪乱の
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V B地区の調査

可能性もあったが、底部が比較的平坦になること、やや不明瞭ではあるが平面形が捉えられたことか

ら、土坑とした。立ち上がりは概して急で、壁は垂直に近く、 中ほどで屈曲するが南側では緩やかに

立ち上がる。

土層： 1 黒褐色土 2. 5Y3/1 ローム塊が少量混じる。 しまりあり。粘性あり。

2 黒褐色士 2. 5Y3/2 ローム粒が少量混じる。 しまりあり。粘性あり。

3 オリーブ褐色士2.5Y4/3 ローム質。 ローム塊が多く混じる。暗灰褐色土粒・炭化物が混

じる。かたくしまる。粘性強い。

4黄褐色土 2. 5Y5/6 ローム主体。炭化物が混じる。かたくしまる。粘性強い°

特徴：性格は不明である。 ~

遺物出土状況：坑底から頁岩原石が1点出土している。

時期：周辺包含層出土の土器から、縄文時代中期前半の可能性がある。 （柳瀬）

P-69 (図V-58、 図版73-4， 74-1)

位置・立地:N-44段丘緩斜面に立地する。

規模: 0. 67m/0. 6m×0.47m/0.37m×0.31m

平面形：平面形は楕円形､浅い掘り込み。

確認・調査:V層上面で落ち込みを検出した。坑底はやや丸みを持ち、壁はほぼ垂直に立ち上がる。

覆土は埋め戻されている。

土層: 1 暗褐色土、 2 ロームブロック。

特徴:H-21の付属ピットの可能性がある。

遺物出土状況：坑底から礫2点が出土している。

時期：遺構の形態や覆土から縄文時代中期前半と考えられる。 （谷島）

P-70 (図V-58、図版74-2 ． 3)

位置・立地:N-44段丘緩斜面に立地する。

規模: 0.64m/0. 51m×0. 53m/0.42m×0. 18m

平面形：平面形は円形､浅い掘り込み。

確認・調査:V層上面で落ち込みを検出した。坑底はやや丸みを持ち、壁は急角度に立ち上がる。覆

土は埋め戻されている。

土層: 1 暗褐色土、 2 暗黄褐色士。

特徴:H-21の付属ピットの可能性がある。

遺物出土状況：覆土から剥片1点、礫1点が出土している。

時期：遺構の形態や覆土から縄文時代中期前半と考えられる。 （谷島）

P-77 (図V-58、図版77-3 ･4)

位置。立地: 1-53、調査区北西部の緩斜面上に位置する。標高は39. 3mと比較的高く、東側約2m

にP-86がある。

規模: 1. 07m/0. 79m×0. 96m/0.78m×0. 56m

平面形：不整円形。

確認・調査:V層上面で黒色土の落ち込みとして確認した。覆土は自然堆積で、 Ⅲ層土主体である。
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V B地区の調査

比較的大形で掘り込みは深く、 V層を大きく掘り込んでいる。坑底はほぼ平坦で、壁は垂直に近い角

度で立ち上がる。

土層： 1 黒色士 lOYR1.7/1 Ⅲ層十羊体。 ローム粒を微量含む。 しまりややあり。粘性あり。

2 黒色士 lOYR2/1 m>Ⅳローム粒を少量、炭化物を微量含む。 しまりあり。粘性

あり。

3 黒褐色士 7, 5YR6/4 m>Ⅳローム粒を少量、炭化物を微量含む。 しまりあり。粘性

あり。

4 暗褐色土 lOYR3/3 m>Iv>vしまりあり。粘性あり。

5 黒褐色士 10YR2/2 m>Ⅳしまりやや弱い。粘性あり。

遺物出土状況：覆土から礫が1点出土している。

時期：不明だが、周辺包含層出土の遺物から、縄文時代中期前半Ⅲ群A 3類土器の時期の可能性が

ある。 （広田）

P-78 (図V-59、図版78 1 ･ 2)

位置・立地:H･ I 53、調査区北西端の緩斜面上に位置する。標高は39. 5mで、南側約13mにP-

94がある。

規模: 1. 21m/0. 88m×(0.80m)/0. 50m×0. 34m

平面形：不整楕円形。

確認・調査：Ⅲ層中位で黒色土の落ち込みとして確認した。覆土は自然堆積で、 Ⅲ層土主体である。

比較的大形で、坑底は南西側がやや高くなる。壁は全体的にやや急角度に立ち上がる。

土層： 1 黒色士 lOYR1.7/l m>Ⅳしまりややあり。粘性あり。

2 黒色士 OYR2/1 m>Ⅳローム粒を少量含む。 しまりあり。粘性あり。

3 暗褐色士 10YR3/3 w>m>v しまりあり。粘性あり。

這物出土状況：覆土から、 Ⅲ群A－3類土器、剥片、たたき石、礫が出土している。

時期：覆土出土の遺物から、縄文時代中期前半Ⅲ群A－3類土器の時期の可能性が高い。 （広田）

P-79 (図V 59、図版78 3 ･4)

位置・立地:H-54、調査区北西端の緩斜面上に位置する。標高は39.4mと高く、東側約13mにP

9 ． 85がある。

規模: (0.30m)/(0. 20m)×0. 30m/0. 15m×0. 29m

平面形：楕円形？

土居: 1 黒褐色士 lOYR2/2 m>Ⅳローム粒を微量含む。 しまりあり。粘性ややあり。

2 黒褐色土 10YR2/3 m>Ⅳローム粒を微量含む。 しまりややあり。粘性ややあり。

確認・調査:V層上面で黒褐色士の落ち込みとして確認した。北側が調査区外に広がっているため、

北側部分は未調査である。掘り込み面はⅢ層中位である。坑底は平坦で、壁の立ち上がりは急である。

這物出土状況：遺物は出土していない。

時期：不明だが、周辺包含層出土の遺物から、縄文時代中期前半Ⅲ群A 3類土器の時期の可能性が

ある。 （広田）
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l 遺構

P-83 (図V-59、図版80-2 ． 3， 131-2)

位置・立地:K-48、調査区南西部の緩斜面上に位置する。標高は38.4～38. 6mで北側にH-18、東

側にP-105がある。

規模: 1.36m/0.87m×1. 18m/0.53m×0, 36m

平面形：不整楕円形。

確認・調査：Ⅲ層中位で黒色土の落ち込みとして確認した。比較的大形の土壌だが、掘り込みは浅い。

覆土は自然堆積で、 Ⅲ層士が主体である。坑底は中央付近がやや低くなり、壁との境は不明瞭である。

壁の立ち上がりは比較的緩やかである。

土層: 1 黒色土 lOYR2/1 Ⅲ層土主体。下部にわずかにⅣ層土を含む。 しまりあり。粘性や

やあり。

2 黒色土 10YR2/1 1と同じだが、やや明るい。

3 黒褐色士 lOYR2/2 m>Ⅳしまりあり。粘性あり。

4黒褐色土 lOYR2/2 m>Ⅳローム粒を少量含む。 しまりあり。粘性あり。

5 褐色士 lOYR4/4 V>W>Ⅲ しまりあり。粘性あり。

遺物出土状況：覆土から、 Ⅲ群A－3類土器、 Rフレイク、剥片、礫が出土している。

時期：覆土出土の遺物から、縄文時代中期前半Ⅲ群A－3類土器の時期の可能性が高い。 （広田）

掲載遺物：土器 1 ． 2は覆土出土のⅢ群A－3類で、 どちらも胴部。 1はRLの斜行縄文が施され
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V B地区の調査

(広田）ている。焼成は良好。 2は2本1組の沈線文が加えられている。焼成は不良である。

P－85 （図V-60、図版81-2 ･ 3， 131 3)

位置・立地:H 54･55、調査区北西端の緩斜面上に位置する。標高は39. 2mで、南側にP 9が隣

接し、西側にはP-79がある。

規模: 0.84m/0. 75m×0. 65m/0. 60m×0. 30m

平面形：不整隅丸方形。

確認・調査:V層上面で暗褐色土の落ち込みとして確認した。覆土はロームが主体である。北西壁の

一部がわずかに調査区外に広がる。坑底面はほぼ平坦で、壁の立ち上がりは急である。

土層: 1 暗褐色士 7. 5YR4/4W>Ⅲ しまりあり。粘性かなりあり。

2 褐色土 7. 5YR4/4 1V>Ⅲ しまりあり。粘性かなりあり。

3 黒褐色土 7. 5YR3/2 m>Iv>vしまりややあり。粘性あり。

遺物出土状況：覆土から礫が、坑底からすり石が出土している。

時期：周辺包含層の州十置物から、縄文時代中期前半Ⅲ群A－3類土器の時期の可能性がある。

（広田）

掲載遺物：石器 lは坑底から出土したすり石4類である。 （柳瀬）

P-86 (図V-60、図版81-4 ･ 82-1)

位置・立地: J-54、調査区中央部西側の緩斜面上に位置する。標高は39.2mで、西側約2mにP-

77がある。

規模: (0.31m)/(0. 17m)×(0.34m)/(0. 24m)×0.22m

平面形：楕円形？

土層: 1 黒褐色士 lOYR2/2 m>Ⅳローム粒を少量含む。 しまりややあり。粘性あり。

2 黒褐色土 lOYR2/3 m>Iv>vしまりややあり。粘性あり。

確認・調査:V層上面で黒褐色士の落ち込みとして確認した。その時点で1-54グリッドはV層中位

まですでに掘り下げていたため、北西部分は残っていなかった。覆土は自然堆積で、 Ⅲ層土主体であ

る。坑底部分は中央部が低い。坑底と壁との境は不明瞭で、壁の立ち上がりはゆるやかである。

遺物出土状況：出土遺物はない。

時期：不明だが、周辺包含層出土の遺物から、縄文時代中期前半Ⅲ群A－3類土器の時期の可能性が

ある。 （広田）

P-87 (図V-60､図版82-2 ･ 3)

位置・立地;Q 47段丘緩斜面に立地する。

規模: 0.99m/0. 75m×0. 86m/0.63m×0. 17m

平面形：平面形は円形､浅い皿状の掘り込み。

確認・調査：Ⅳ層調査中に検出した。坑底は平坦で、壁は丸みを持って斜めに立ち上がる。

土層: 1 暗褐色土、 2 暗黄褐色土（炭化物を少量含む） 、

3 黄褐色土（暗黄褐色土をブロック状に含む） 。

特徴：覆土は埋め戻されていると思われる。

遺物出土状況：覆土から礫1点が出土している。

137



l 遺構

時期：遺構の形態や覆土から縄文時代中期の可能性が考えられる。 (谷島）

P-88 (図V-60､図版82-4， 83-1)

位置・立地:R-48．49段丘緩斜面に立地する。

規模: (0. 64m/0. 55m)×0. 56m/0.38m×0. 19m

平面形：形態：平面形は楕円形､浅い皿状の掘り込み。

確認・調査：Ⅳ層調査中に検出した。坑底は平坦で、壁は丸みを持って斜めに立ち上がる。北東側は

先行した調査区をV層まで削平してしまったため確認できなかった。

土層: 1 暗褐色土。

特徴：覆土は単層で埋め戻されたと思われる。

遺物出土状況：覆土からⅢ群A 3類が4点出土している。

時期：遺構の形態や覆土、 出土した遺物から縄文時代中期前半Ⅲ群A－3類期の所産と考えられる。

（谷島）

P-91 (図V 60、 図版84-2 ･ 3)

位置。立地: J ･K-48、調査区南西部の緩斜面上に位置する。標高は38. 5～38. 6mで北東部にH－

19、南東部にP-83がある。

規模: 0. 59m/0. 38m×0.44m/0" 26m×0.21m

平面形：不整楕円形。

確認・調査:V層上面で明褐色土の落ち込みとして確認した。覆土はl層でⅢ層土主体である。坑底

はほぼ平坦だが、西側にやや傾く。壁の立ち上がりは比較的なだらかである。

土層: 1 明褐色土 7. 5YR5/6 1v>m=vⅢ居士とV層士をブロック状に含む。 しまりややあ

り。粘性あり。

遺物出土状況：覆土から、 Ⅲ群A－3類土器が出土している。

時期：覆土出土の遺物から、縄文時代中期前半Ⅲ群A－3類土器の時期の可能性が高い。 （広田）

P-93 (図V 60、図版85-2 ･ 3)

位置。立地:H-48、調査区西端の緩斜面上に位置する。標高は39. 2～39. 3mである。

規模: (0. 34m)/0. 26m×(0. 28m)/(0. 26m)×0.08m

平面形：円形？

土層: 1 極暗褐色土7. 5YR2/2 V>W>Ⅲ しまりあり。粘性ややあり。

確認・調査:V層上面で極暗褐色土の落ち込みとして確認した。北西側は調査区外に広がっている。

小形の土壌で掘り込みは浅い。底面は中央部がやや低く、浅皿状である。壁の立ち上がりは緩やかで

ある。

遺物出土状況：出土遺物はない。

時期：不明だが、周辺包含層出土の遺物から、縄文時代中期前半の可能性がある。 （広田）

P-94 (図V-60、 図版85-4･86-1)

位置・立地:H･ I-53、調査区北西部の緩斜面上に位置する。標高は39.4mで南側にH－l、 P－

57、北側にP-78がある。
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V B地区の調査

規模: (0.42m)/×0. 28m/0. 14m×0. 20m

平面形：不整長楕円形？

確認・調査:V層上面で黒色土の落ち込みとして確認した。遺構かどうか判然としないためトレンチ

を2ヶ所設定・調査し、その結果、遺構と判断した。細長いピットで、坑底面はやや南西部に傾く。

壁の立ち上がりは比較的急である。

土層： 1 黒褐色土 lOYR2/2 m>w>v しまりややあり。粘性弱い。

遺物出土状況：出土遺物はない。

時期：不明だが、周辺包含層出土の遺物から、縄文時代中期前半Ⅲ群A－3類土器の時期の可能性が

ある。 （広田）

P-95 (図V-60、図版86-2 ･ 3)

位置・立地: J-52、調査区西部の緩斜面上に位置する。標高は38.8mで北西部にH－1、南東部に

H-19， F 39がある。

規模: 0.41m/0. 21m×0. 30m/0.20m×0. 13m

平面形：不整楕円形。

土層： 1 黒褐色土 lOYR2/2 m>w>v炭化物粒子を少量含む｡しまりややあり｡粘性あり。

2 褐色土 7. 5YR4/4 V>Ⅳしまりあり。粘性あり。

確認・調査:V層上面で黒褐色土の落ち込みとして確認した。覆土は自然堆積で、 2層からなる。坑

底は中央付近がやや低く、南東側は壁との境が比較的明瞭である。壁の立ち上がりは比較的緩やかで

ある。

遺物出土状況：出土遺物はない。

時期：不明だが、周辺包含層出土の遺物から、縄文時代中期前半Ⅲ群A－3類土器の時期の可能性が

ある。 （広田）

P-96 (図V-60､図版86-4， 87-1)

位置・立地:Q 53段丘緩斜面に立地する。

規模: 1.22m/1. 01m×1. 15m/0.83m×0. 26m

平面形：平面形は円形､浅い皿状の掘り込み。

確認・調査:W層調査中に検出した。坑底は平坦で、壁は丸みを持って斜めに立ち上がる

土層: 1 黒褐色粘質士、 2 暗褐色土、 3 暗黄褐色士。

特徴：覆土は自然堆積で、埋め戻されていない。

遺物出土状況：覆土から剥片2点が出土した。

時期：遺構の形態や覆土から縄文時代中期の可能性が考えられる。 (谷島）

P-97 (図V-61、図版87-2･3， 131-4)

位置・立地:L-50、標高38.3m付近の南向きの緩斜面に位置する。

規模: 1． 19m/0. 92m×0. 81m/0. 52m×0.39m

平面形：平面形は楕円形。比較的深い掘り込みである。

確認・調査：Ⅲ層下位で確認した。坑底はややくぼむ。立ち上がりは丸みがあり、壁はややひらく。

土層: 1 黒褐色士 lOYR2/2 しまりよい。粘性やや強い。
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P-85

'｡"ゞ""､
四
一
一
。
一
一
ヨ

』
感１

１
催
」

39 88 拙
一~~~~

~~~

、
司
剖
州
剖
卦
哩

９

０

３

９

９

－
Ａ
．
”
《
且

８０

／

・

刑

b~

I け~~

一十ベ
ユ リ

|鰹 ””

3 9， 19

’
'。’

F 39｣O -m

瀞？＃39‘ O9

E '…'b

b39 50，~ け~

I／E－今、

O "n
l , ! , , !

0 1m O bqT1

P-86 P-87 /・

厨／

’ ’
四
》
ラ
ー
ー
ヨ

' 6． 50
a39‘ 30m a

~

一一

ｊ
ｂ
－

“
６
－

b39‘ 30m

I

Ｕ
’-片~‘

ゴリ別 ] 6． 4
凶

I

.’ ？ ↑、
の
、

１
０

四

」

b36 ． 60m 5

P－88

塚。’
’

1m
__L

IR48
P-91

｜""“

!‘
38． 5

ノベ
38． 56

1“ ？~0

園a3b、 60m~ ａ
’ a38， 70W~ ａ

’

V

0 1m
⑯

b38 ， 70m~ ｂ
’

1m
L

P-93

啄竺一 P~''"
， ~／

論鼠
／’肌8$、
~′

”

P-96

'。 ぽ
芦
ロ

6 H

I |
一一」

Iv-FL_一二一I"外
I

調査区

一

画

０

－

－

２

４
９
□ ３

’

’

２

６

↓

一

℃

一

肌

２

､小 印

ih I

一
洲
一

一

日

一

一
洲
一

一
ｂ
一 b39， 40m~

け
一

ノ、Wq 7K
UUp 出U ｝ 6 ． 76

~

、何

jUａｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

6， 78

0 1m
1 1 ’

1

P-94 a39． 00m~ a

感
16． 8336， 7

'．
灸

~V

等+5$

39‘ 42 39. 42

0 1m

２

a37． 00m a

５
’弱慨ﾛ■旧11m

I

､ ノ
aJ9， 60m ａ

’

~Ⅲ ~ⅣⅢ~剛~ 1

Q 1m O 1m

P-88･ P-91 ・ P-93・ P-94・ P-95･P-96

1 1 ’
I

図V-60 P-85 P-86 P-87

140



V B地区の調査

2 暗褐色土 lOYR2/3 ローム粒が多く混じる。 しまりよい。粘性やや強い。

3 暗褐色土 lOYR3/3 ローム粒が多量に混じる。 しまりよい。粘性やや強い。

4暗褐色土 lOYR3/3 ローム粒子が少量混じる。かたくしまる。粘性強い。

5 オリーブ褐色土2. 5Y4/3黄褐色土粒が混じる。 しまりよい。粘性強い°

6 黄褐色士 lOYR5/6 灰褐色土ブロックに混じる。 しまりよい。粘性強い。

特徴：性格は不明である。

遺物出土状況：覆土l層からスクレイパーが1点、剥片が1点、計2点出土している。

時期：周辺包含層の出土遺物から、縄文時代中期前半の可能性がある。

掲載遺物：石器 lは覆土から出土したスクレイパー片。

(柳瀬）

P-98 (図V-61、図版87-4， 88-1， 131-5)

位置。立地:L-50、標高38. 3m付近の南向きの緩斜面に位置する。

規模: 0.93m/0. 65m×0.67m/0.40m×0.28m

平面形：平面形は楕円形である。

確認・調査：Ⅲ層下位で検出した。坑底は平坦で立ち上がりは長軸方向ではやや急、短軸方向では緩

やかで、壁はやや開く。

土層： 1 黒褐色土 lOYR2/2 しまり弱い。粘性弱い。

2 黒褐色土 2. 5Y3/2 ローム粒が多く混じる。 しまりあり。粘性やや強い。

3 オリーブ褐色土2. 5Y4/3黒褐色土がブロック状に混じる。かたくしまる。粘性あり。

特徴：性格は不明である。

遺物出土状況：覆土からⅢ群A－2類が13点、 Ⅲ群A－3類が2点､Ⅳ群A－1類が1点、石槍が1

点、すり石が1点、礫が2点、坑底直上からⅢ群A－2類が1点、計20点出土している。

時期：遺構出土の土器および周辺包含層の出土遺物から、縄文時代中期前半の可能性がある。 （柳瀬）

掲載遺物：土器 1は覆土出土のⅢ群A－2類。平底で器面調整は丁寧である。 （広田）

石器 2は覆土から出土した石槍2a類。黒曜石製で、原材産地同定を依頼したところ、赤井川産と

判定された（第Ⅶ章2節） 。 （柳瀬）

P-99 (図V-61、図版88-2 ･ 3)

位置・立地:K-50、調査区西部の緩斜面上に位置する。標高は38.7mで、西側にH-19がある。

規模: 0.34m/0. 12m×0.31m/0. 15m×0. 17m

平面形：不整円形。

確認・調査：Ⅲ層下位で黒色土の落ち込みとして確認した。小形で浅いピットである。覆土はⅢ層土

主体である。坑底は中央がやや低く、壁との境は不明瞭である。壁の立ち上がりは比較的緩やかであ

る。

土層: 1 黒色土 lOYR2/1 ローム粒子を少量含む。 しまり弱い。粘性あり。

遺物出土状況：出土遣物はない。

時期：不明だが、周辺包含層出土の遺物から、縄文時代中期前半Ⅲ群A－3類土器の時期の可能性が

ある。 （広田）
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l 遺構

P-100 (図V-61、図版88-4･ 5， 131-6)

位置・立地:Q-52段丘緩斜面に立地する。

規模: 0.72m/0. 53m×0. 58m/0.41m×0. 25m

平面形：平面形は楕円形､浅い皿状の掘り込み。

確認・調査：Ⅵ層調査中に検出した。坑底は平坦で、壁は丸みを持ってやや急角度に立ち上がる。

土層: 1 暗褐色士。

特徴：覆土は単層で埋め戻されたと思われる。

遺物出土状況：覆土からすり石1点が出土している。

時期：遺構の形態や覆土から縄文時代中期の可能性が考えられる。 （谷島）

掲載遣物：石器 lは覆土から出土したすり石6類：北海道式石冠である。遣構から出土したものは

小破片で、 0-55-29のⅢ層から出土した破片と接合した。握り部と、上端部をわずかに敲打で整形

している。 （柳瀬）

P-102 (図V-61、図版89-1 ･ 2)

位置・立地:L･M-50、調査区中央よりやや南西側の緩斜面上に位置する。標高は38. 1mで北東側

にF 33、南西側にP 98がある。

規模: (0. 36m)/(0. 26m)×0. 38m/0.20m×0.29m

平面形：楕円形？

確認・調査:L 50グリッドのV層上面で黒褐色土の落ち込みとして確認した。M-50グリッドはV

層中まで掘り下げていたため、削平されて残っていなかった。覆土は2層で、 Ⅲ層土主体である。壌

底はほぼ平坦である。壁の立ち上がりは比較的急である。

土居: 1 黒褐色土 2. 5YR3/1 Ⅲ層土主体。 しまりよい。粘性あり。

2 黒褐色土 2. 5YR3/1 Ⅲ層土主体。 ローム粒子が多く混じる。 しまりよい。粘性あり。

遺物出土状況：出土遺物はない。

時期：不明だが、周辺包含層出土の遺物から、縄文時代中期前半の可能性がある。 （広田）

P-105 (図V-61、図版90-3 ･4)

位置・立地:K-49、調査区西部の緩斜面上に位置する。標高は38.4～38. 5mで南東側にP-62、北

西側にH-19、西側にP-83がある。

規模: 0. 53m/0.42m×0.44m/0. 28m×0. 19m

平面形：不整楕円形。

土層: 1 黒褐色土 lOYR2/2 m>W>v炭化物粒子を微量含む。 しまりやや弱い。粘性やや

弱い。

2 暗褐色士 7. 5YR3/3 m>Iv>v しまりややあり。粘性ややあり。

確認・調査：Ⅲ層下位で黒褐色土の落ち込みとして確認した。小形で掘り込みの浅いピットである。

覆土は2層からなり、 Ⅲ層土主体である。坑底はほぼ平坦で、壁の立ち上がりは急である。

遣物出土状況：出土遺物はない。

時期：不明だが、周辺包含層出土の遺物から、縄文時代中期前半Ⅲ群A 3類土器の時期の可能性が

ある。 （広田）
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V B地区の調査
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l 遺構

P-106 (図V-62、 図版91 1 ･ 2)

位置・立地:N 50段丘緩斜面に立地する。

規模: 0.79m/0. 54m×0. 77m/0.44m×0. 23m

平面形：平面形は円形､浅い皿状の掘り込み。

確認・調査：Ⅳ層調査中に検出した。坑底はやや丸く、壁は丸みを持って斜めに立ち上がる。

土層: 1 暗褐色土、 2 褐色土。

特徴：覆土は埋め戻されたものと思われる。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：遺構の形態や覆土から縄文時代中期から後期の可能性が考えられる。 （谷島）

P-108 (図V-62、 図版91-3 ･4)

位置・立地:Q-50段丘緩斜面に立地する。

規模: 0. 62m/0.47m×0.47m/0.34m×0. 19m

平面形：平面形は楕円形､浅い皿状の掘り込み。

確認・調査:V層調査時に検出した。坑底は平坦で、壁は丸みを持って急角度に立ち上がる。掘り込

み面はV層上である。

土層: 1 褐色士（黄褐色土粒を含む） 、 2 暗褐色土、 3 暗黄褐色土。

特徴：覆土は埋め戻されたと思われる。

遺物出土状況：遣物は出土していない。

時期：遺構の形態や覆土から縄文時代中期から後期の可能性が考えられる。 （谷島）

P-110 (図V-62、図版92-2 ･ 3)

位置・立地:L-49･50段丘緩斜面に立地する。

規模: 0. 78m/0. 61m×0. 58m/0=48m×0.3m

平面形：平面形は円形､浅い皿状の掘り込み。

確認・調査:V層調査時に検出した。坑底は平坦で、壁は丸みを持って急角度に立ち上がる。掘り込

み面はV層中である。

土層: 1 黒褐色士（ごく少量のV層粒を含む） 、

2 黒褐色士（少量の粒状のV層と焼土粒を含む） 、

3 暗褐色土、

4暗褐色土（Ⅲ･W･V層をブロック状に含む） 、

5 暗黄褐色土（Ⅲ･W･V層をブロック状にやや多く含む） 。

特徴：覆土中に焼土粒があり、覆土は埋め戻されたと思われる。

遺物出土状況：覆土からⅢ群A－2類が3点、剥片が1点、礫が3点出土した。

時期：遺構の形態や覆土、出土遺物から縄文時代中期前半の所産と考えられる。 （谷島）

P-112 (図V-62、図版93-3)

位置・立地: J-49、標高38. 9m付近の南向きの緩斜面に位置する。H-18と隣接する。

規模: 0. 61m/0. 51m×0. 59m/0.42m×0. 21m

平面形：平面形は不整な楕円形、比較的浅い掘り込みである。
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V B地区の調査

確認・調査：メイン・セクションベルトの調査中、Ⅳ層で確認した。坑底は凹凸があり、立ち上がり

は緩やかで、壁はややひらく。

土層: 1 灰黄褐色土 lOYR3/2 ローム粒が混じる。炭化物がわずかに混じるしまりよい。粘性強

い。

特徴：性格は不明である。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：周辺の遺構の時期および周辺包含層の出土遺物から、縄文時代中期前半の可能性がある。

（柳瀬）

P-113 (図V-62、図版93 4･ 94-1)

位置・立地:O･P-43、調査区南西部の緩斜面上に位置する。標高は36.2～36.3mで南側にP-31，

北西部にH-13， F-18、東側にH-15がある。

規模: 0. 84m/0. 52m×0. 69m/0.60m×0.38m

平面形：不整楕円形。

確認・調査:V層上面で黒褐色土の落ち込みとして確認した。南側の壁が部分的に耕作により削平を

受けている。覆土は3層で、 Ⅲ居士が主体である。坑底はほぼ平坦だが、やや東側に傾く。壁の立ち
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l 遣構

上がりは全体的に急だが、東側は緩やか

である。

土層: 1 黒褐色土 lOYR2/3 m>w

ローム粒子、炭化物粒子を少

量含む。 しまり弱い。粘性あ

り。

2黒褐色土 IOYR2/3 m>w>

V炭化物粒子を少量含む。

しまりややあり｡粘性あり。

3黒褐色土 lOYR2/2 m>w>

V炭化物粒子を含む｡しま

りやや弱い。粘性ややあり。

遺物出土状況：出土遺物はない。

時期：不明だが、周辺包含層出土の遣物

から、縄文時代中期前半の可能性があ

る。 （広田）
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c 焼土

F-1 (図V-64、図版91-2)

位置。立地: P 43

規模: 0. 75m×0.72m×0.06m

平面形：不整形。

確認・調査: I層調査中に確認した。耕

作土下部は深度耕作によりⅢ層がブロッ

ク状に起こされていた。

土層: 1 赤褐色土。

特徴：耕作されているが位置的にさほど

動いていない。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：耕作されているがⅢ層中の土であ

ることから縄文時代後期ではないかと思

われる。 （谷島）
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F-3 (図V-64、 図版94－4)

位置・立地:L-66

規模: 0. 64m×0. 21m×0. 13m

平面形：不整な楕円形。

確認・調査：Ⅲ層の下位で検出した。形

成面はⅢ層中と思われる。耕作による撹

乱を受け、 K()-dを含む。平面形は不整な
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V B地区の調査

楕円形で、断面形はほぼレンズ状を呈する。炭化物等は認められない。

土層: 1 暗赤褐色土 lOYR3/3 K()-dを含む。粒子粗い。 しまり弱い。粘性低い。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期:Ko-d降下以前の時期が考えられる。 (笠原）

F-4 (図V-64、図版94 5)

位置・立地: I-44に位置する。 40ライン付近の沢へ注ぐ小沢に面した西向き斜面に立地する。標高

37～38m付近。 P-14･ 15と隣接する。

規模: 1．44m×1.20m×0.37m

平面形：不整形。

確認・調査：斜面の包含層調査中、 Ⅲ層下位相当で確認した。よく焼けた焼土である。

土層: 1 明赤褐色焼土 5YR5/8 よく焼ける。 しまり弱い。粘性強い。

2 暗赤褐色焼土 5YR3/4やや焼ける。 しまりあり。粘性あり。
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l 遺構

A灰黄褐色土 lOYR4/2 Ⅲ層相当。 しまりよい。粘性強い。斜面堆積。

B黄褐色士 2. 5Y5/3 Ⅳ層相当。 しまりよい。粘性強い。斜面堆積。

特徴：隣接するP-14･ 15が土壌墓と考えられることから、位置関係から、 これらに関係して形成さ

れた可能性がある。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：周辺包含層の出土遺物から、縄文時代中期前半の可能性がある。 （柳瀬）

F-10 (図V 64、図版95－6)

位置・立地:M-66調査区中央を流れる沢近くの平坦面に位置する。

規模: 1. 17m×0. 33m/0. 07m

平面形：長円形。

確認・調査:V層まで掘り下げた際に、風倒木痕の落ち込みに焼土粒が散在していた。周辺にも炭化

物が見られた。

土層: 1 暗褐色土 7. 5YR3/4 しまり弱。 ロームブロックが混じる。径1011mほどの暗赤褐色

(5YR3/6)焼土粒および炭化物が混じる。

2 黒褐色～暗褐色土7. 5YR3/2～4/3 しまり弱、風倒木痕攪乱。

特徴：風倒木痕の落ち込みに確認された焼土で、周辺に遺物が見られないことからも人為的な焼土と

は考え難い。

遺物出土状況：遺物は出土しなかった。

時期：不明。 （藤原）

F-11 (図V-64、図版95-7)

位置・立地:Q-70

規模: 0. 16m×0. 09m×0.02m

平面形：楕円形。

確認・調査：Ⅲ層調査中に風倒木痕の落ち込みで確認した。周辺にも炭化物が散在していた。

土層: 1 焼土、暗赤褐色士(5YR3/6)境界明瞭。

2 暗褐色土7. 5YR3/4 しまり弱。風倒木痕の影響を受けたもの。

特徴：風倒木痕の落ち込みに確認された焼土である。焼土の境界が明瞭なこと、周辺に遺物が見られ

ないことからも人為的な焼土とは考え難い。

遺物出土状況：遺物は出土しなかった。

時期：不明。 （藤原）

F-13 (図V-65、図版96-2， 132-1)

位置・立地:K-78、標高38.8m付近のB地区のややなだらかな斜面下に位置する。

規模: 0.96m×0.72m×0.02m

平面形：不整形。

確認調査：Ⅲ層下位で確認した。

土層: 1 極暗赤褐色土 5YR2/3粒子細かい。径2～4mmの炭化物を少量含む。径lml1の焼土粒を

微量含む。
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V B地区の調査

遺物出土状況：周辺の包含層からⅡ群B類土器l個体､Ⅲ群A－3類土器2点、 Rフレイク1点、たた
き石1点、礫2点が出土した。

時期：周辺の包含層出土土器から、縄文時代前期後半、 Ⅱ群B類土器の時期と考えられる。 （佐藤）
掲載遺物：土器 lはⅡ群B類、 円筒土器下層d式である。 口唇部及び隆帯上には縄による圧痕が施
されている。 口縁部はゆるやかな波状で、 口縁部には2本一組の縄の圧痕が加えられている。胴部に
は多軸絡条体の回転文による縄文が施文されている。 （広田）

石器 2はたたき石3類である。 （柳瀬）

F-14 (図V-65、図版96-3 ･ 105-6)

位置・立地:O･P-43、調査区南西部、沢縁辺部の緩斜面上に位置する。標高は36. 5～36. 6mで南
側約0. 6mにP-25が位置する。

規模: 0. 66m×0. 55m/0. 14m

平面形：不整楕円形。

確認・調査:H-15の覆土中位を調査中に焼土粒の集中として検出された。H-15埋没過程の段階で

形成されたと考えられ、 H-15より新しい。下部の焼け方は漸移的で、その場で形成された焼土と考

えられる。 P-25と共にH-15の埋没途中のくぼみを用い、生活面が形成されていた可能性がある。

土層： 1黒褐色土 lOYR2/3 炭化物粒子を少量、焼土粒子、 ローム粒子を含む。 しまりあり。
粘性弱い。

遺物出土状況：出土遺物はない。

時期：不明だが、 H-15より新しいため、縄文時代中期前半Ⅲ群A－3類土器以降の時期の可能性が

ある。 （広田）

F-15 (図V-65、図版96-4)

位置・立地:0-57に位置する。M-55からR-54付近のゆるい沢地形に面する南向きの緩斜面に立
地する。

規模: 1. 03m×0. 78m×0. 12m

平面形：楕円形。

確認・調査：Ⅲ層下位で、焼土粒が集中する範囲を確認した。

土層： 1 黒褐色土 7.5YR3/2 Ⅲ層に赤褐色焼土粒(2. 5YR4/6)が多く混じる。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：周辺包含層の出土遺物から、縄文時代中期前半の可能性がある。 （柳瀬）

F-16 (図V 65)

位置・立地:N･O 59、ごく緩やかな、南東向きの斜面に位置する。 F-17に隣接する。
規模: 0. 96m×0. 73m×0. 18m

平面形：隅丸長方形。

確認・調査：Ⅲ層で、焼土粒が集中する範囲を確認した。

土層: 1 黒褐色土 7. 5YR3/2 Ⅲ層に赤褐色焼土粒(2. 5YR4/6)が多く混じる。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：周辺包含層の出土遺物から、縄文時代中期前半の可能性がある。 （柳瀬）
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V B地区の調査

F-17 (図V-65)

位置・立地:N-59･60、ごく緩やかな、南東向きの斜面に位置する。 F-16に隣接する。
規模: 0.73m×0. 58m×0. 13m

平面形：楕円形。

確認・調査：Ⅲ層下位で、焼土粒が集中する範囲を確認した。

土層: 1 暗褐色土 10YR3/2 Ⅲ層にローム粒と赤褐色焼土粒(2.5YR4/6)が少量混じる。
遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：周辺包含層の出土遺物から、縄文時代中期前半の可能性がある。 （柳瀬）

F-18 (図V-66、図版96 5)

位置・立地:N-43、調査区南西部、沢縁辺部の緩斜面上に位置する。標高は36.9mで、西側にH－
13、南側にP-31がある。

規模: 0.82m×0. 38m×0. 14m

平面形：不整長楕円形。

確認・調査：Ⅲ層調査中に暗赤褐色土のまとまりとして確認した。全体的に焼け方は弱く、断面形は
レンズ状を呈する。

土層: 1 暗赤褐色土5YR3/4 しまりややあり。粘性やや弱い。
遺物出土状況：出土遺物はない。

時期：不明だが、周辺包含層出土の遣物から、縄文時代中期前半の可能性がある。 （広田）

F-19 (図V-66)

位置・立地:L-44

規模: 0.39m×0. 31m×0.08m

平面形：楕円形。

確認・調査：Ⅲ層調査中にⅢ層下位で検出した。

土層: 1 暗褐色土（焼土粒を含む） 。

特徴：粒状の焼土が混じり、 この場で火が焚かれたものではないと思われる。約0.4m西側にF-20が
あり検出層位からほぼ同時にあったものと思われる。

遺物出土状況：焼土内から剥片9点が出土した。

時期：検出した層位から縄文時代中期前半と考えられる。 （谷島）

F-20 (図V-66)

位置・立地:L-43･44

規模: 0. 93m×0.74m×0. 11m

平面形：惰円形。

確認・調査：Ⅲ層調査中にⅢ層下位で検出した。

土層: 1 暗褐色土（焼土粒を含む） 。

特徴：粒状の焼土が混じり、 この場で火が焚かれたものではないと思われる。約0.4m東側にF-19が
あり検出層位からほぼ同時にあったものと思われる。

遺物出土状況：焼土内からⅢ群A－3類土器4点が出土した。
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l 遺構

時期：検出した層位や出土遺物から縄文時代中期前半Ⅲ群A－3類土器の頃と考えられる。 （谷島）

F-21 (図V-66、図版96-6)

位置・立地:0-44、調査区南西部、沢縁辺部の緩斜面上に位置する。標高は35.8mで、南側にH－
15、 P-46 ｡ 47、西側にP-70がある。

規模: 0.95m×0. 55m×0. 07m

平面形：不整長楕円形。

土層: 1 暗褐色士 7. 5YR3/3 m>Ⅳ焼土粒子を多量、炭化物粒を微量含む。 しまり弱い。
粘性やや弱い。

2 暗褐色土 7. 5YR3/3 m>Ⅳ焼土粒子を多量炭化物粒を微量含む。 しまりあり。

粘性弱い。

3 黒褐色土 7. 5YR2/2 m>Ⅳ焼土粒子を多量、炭化物粒を微量含む。 しまりあり。

粘性弱い°

確認・調査：Ⅲ層下位で焼土粒のまとまりとして確認した。全体的に焼け方は弱く、断面形はレンズ
状を呈する。二次的に堆積した焼土の可能性が高い。

遺物出土状況：出土遺物はない。

時期：不明だが、周辺包含層出土の遺物から、縄文時代中期前半の可能性がある。 （広田）

F-22 (図V-66、図版97-1)

位置・立地:N-43、調査区南西部、沢縁辺部の緩斜面上に位置する。標高は36. 9～37.0mで、西側
にH-13、東側にP-69･70がある。

規模: l. 24m×0. 67m×0. 11m

平面形：不整形。

確認・調査：Ⅳ層上面で赤褐色土のまとまりとして確認した。よく焼けていて、断面形はレンズ状を

呈する。下部が漸移的に焼けているため、その場で形成されたと考えられる。

土層: 1 赤褐色土 2. 5YR4/6漸移的な焼け方。 しまりややあり。粘性あり。

2 赤褐色土 2. 5YR4/8 しまりややあり。粘性弱い°

遺物出土状況：焼土中から、礫が1点出土している。

時期：不明だが、周辺包含層出土の遺物から、縄文時代中期前半の可能性がある。 （広田）

F-25 (図V-66)

位置・立地:L-57、 ごく緩やかな、南東向きの斜面に位置する。

規模: 0.80m×0. 52m

平面形：不整形。

確認・調査：Ⅲ層で、焼土粒が集中する範囲を確認した。半裁したところ、下位に風倒木に攪乱され

た、 よく焼けた焼土を検出した。

土層：風倒木で撹乱されている。 Ⅲ層の褐色土中にやや焼けている焼土及び焼土粒が多く混入。 これ

より下位によく焼けた焼土（赤褐色2. 5YR4/8)がある。最大厚lOclno

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：周辺包含層の出土遺物から、縄文時代中期前半の可能性がある。 （柳瀬）
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B地区の調査V

F-26 (図V 66)

位置・立地:Q-59、 ごく緩やかな、南東向きの斜面に位置する。

規模: 0. 50m×0. 33m

平面形：楕円形。

確認・調査：風倒木中の黒褐色土で、焼土粒が集中する範囲を確認した。

土層：黒褐色土5YR2/2 明赤褐色焼土粒(5YR5/8)が少量混じる。最大厚12cm｡

遺物出土状況：遣物は出土していない。

時期：周辺包含層の出十遺物から、縄文時代中期前半の可能性がある。 (柳瀬）

F-27 (図V-66)

位置・立地:M 43

規模: 0. 23m×0. 19m×0. 08m

平面形：円形。

確認・調査：Ⅳ層調査中にⅣ層上面で検出した。 レンズ状に焼けている。

土層：赤褐色土。

特徴：焼土上部は耕作で消失しているが、 Ⅲ層下位で使われたものと思われる。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：検出した層位から縄文時代中期から後期と考えられる。 (谷島）

F-28 (図V-66)

位置。立地:M-42

規模: 0. 35m×0. 34m×0.07m

平面形：円形。

確認・調査:V層調査中にV層上面で検出した。 レンズ状に焼けている。

土居：赤褐色士。

特徴：焼土上部は耕作で消失しているが、 Ⅲ層下位で使われたものと思われる。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：検出した層位から縄文時代中期から後期と考えられる。 (谷島）

F-29 (図V 66)

位置・立地:R-59、ごく緩やかな、南東向きの斜面に位置する。

規模: 0.46m×0.30m

平面形：楕円形。

確認・調査：風倒木中の黒褐色土で、焼土粒が集中する範囲を確認した。周

する。

土層：黒褐色土7.5YR2/2 明赤褐色焼土粒(5YR5/8)が混じる。粒子粗い

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：周辺包含層の出土遺物から、縄文時代中期前半の可能性がある。

周囲に少量の炭化物が分布

しまり弱い。

(柳瀬）

/‘気ヲ



l 遺構

F-31 (図V-66、図版98 2， 132-2)

位置．立地:N-44、調査区南西部、沢縁辺部の緩斜面上に位置する。標高は37.0mで、北側約0.5m

にP-45がある。

規模: 0.65m×(0.40m)×0. 15m

平面形：楕円形？

確認。調査：Ⅲ層調査中に焼土粒子のまとまりとして確認した。焼け方は弱く、断面形状は不整で、

凹凸がある。下部がやや漸移的に焼けているため、その場で形成された可能性が高い。本焼土の下位

でH-21を検出したため、 H-21に伴う可能性もある。

土層: 1 黒褐色土 7. 5YR2/2 m>Ⅳ焼土粒子を少量含む。 しまりややあり。粘性あり。

2 暗褐色土 7. 5YR3/3 m>Ⅳ焼土粒子を少量、炭化物粒を微量含む。 しまりあり。

粘性ややあり。

遺物出土状況：焼土周辺のⅢ層中から、 Ⅲ群A－3類土器スクレイパー、剥片が出土している。焼

土から、 Ⅲ群A－3類土器が出土している。

時期：焼士中の遺物から、縄文時代中期前半Ⅲ群A－3類土器の時期と考えられる。 （広田）

掲載遺物：石器 lはスクレイパーla類である。 （柳瀬）

F-32 (図V 66、図版98-3)

位置・立地:N 45、調査区南西部、沢縁辺部の緩斜面上に位置する。標高37. 1mで西側にH-21、

南側にP-44がある。

規模: 0.95m×0. 66m×－

平面形：不整楕円形。

土層：断面図未作成のためなし。

確認・調査：Ⅲ層中位で焼土粒のまとまりとして確認した。焼け方は弱い。

遺物出土状況：出土遺物はない。

時期：不明だが、周辺包含層出土の遺物から、縄文時代中期前半の可能性がある。 （広田）

F-33 (図V-66、 図版98-4)

位置・立地:L-50･51、調査区南西部の緩斜面上に位置する。標高は37. 9mで南西側約2mにP-

98がある。

規模: 0.79m×0. 61m×0.23m

平面形：不整形。

土層: 1 暗褐色土 7. 5YR3/4 m>Ⅳ焼土粒子を多量含む。 しまりあり。粘性弱い。

2 暗褐色士 7. 5YR3/3 W>Ⅲ焼土粒子を少量含む。 しまりやや弱い。粘性弱い°ボソ

ボソ。

3 暗褐色土 7. 5YR3/4 m=Ⅳ焼土粒子を微量含む。 しまりやや弱い。粘性やや弱い。

確認・調査：Ⅲ層中位で焼土粒のまとまりとして確認した。比較的よく焼けていて、断面形状は凸レ

ンズに近い。漸移的に焼けているため、その場で形成された焼土と考えられる。

遺物出土状況：焼土中から礫が1点出土している。

時期：不明だが、周辺包含層出土の遺物から、縄文時代中期前半の可能性がある。 （広田）
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1 遺構

F-34 (図V-66)

位置・立地:L･M-48、ごく緩やかな、南東向きの斜面に位置する。

規模: (1.28m) × (1. 24m)

(a : 0. 38m×0. 31m、 b : 0. 16m×0. 18m， c : 0. 36m×0. 34m、 d : 0. 34m×0. 10m)

平面形：不整形。

確認・調査：Ⅲ層下位で、焼土粒と炭化物が集中する範囲を確認した。焼土の形状と、周囲にも焼土

粒と炭化物がまばらに分布していたことから、 1カ所の焼土が木根により攪乱されたものと判断した。

土層: 1 黒褐色土 lOYR2/3～7. 5YR3/2 明赤褐色焼土(2. 5YR5/8)が少量混じる。

2 黒褐色土 IOYR2/3～7. 5YR3/2炭化物が少量混じる。

遺物出土状況：Ⅲ群A－3類が2点、剥片が2点、計4点出土している。

時期：周辺包含層の出土遺物から、縄文時代中期前半の可能性がある。 （柳瀬）

｜
｜

F-35 (図V-67)

位置・立地:N-46･47、ごく緩やかな、南東向きの斜面に位置する。

規模: 0.61m×0. 53m

平面形：不整形。

確認・調査：Ⅲ層下位で、焼土粒が集中する範囲を確認した。

土層：暗褐色土7. 5YR3/4 明赤褐色焼土粒(2. 5YR5/8) と炭化物が少量混じる。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：周辺包含層の出土遺物から、縄文時代中期前半の可能性がある。 (柳瀬）

F-36 (図V-67)

位置・立地:R･S-51

規模: 0. 38m×0.29m×0.08m

平面形：不整形。

確認・調査：Ⅲ層調査中にⅢ層下位で検出した。

土層：暗褐色土（焼土粒を含む） 。

特徴：粒状の焼土が混じり、 この場で火が焚かれたものではないと思われる。 2m程北側にF-37が

あり、検出層位や土の状態から同時期と思われる。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：検出した層位から縄文時代中期から後期と思われる。 （谷島）

F-37 (図V-67)

位置・立地:R 52

規模: 0.83m×0.47m×0. 12m

平面形：不整形。

確認・調査：Ⅲ層調査中にⅢ層下位で検出した。

土層：暗褐色土（焼土粒を含む） 。

特徴：粒状の焼土が混じり、 この場で火が焚かれたものではないと思われる。 2m程南側にF-36が

あり、検出層位や土の状態から同時期と思われる。
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VB地区の調査

遣物出土状況：遺物は出土していない。

時期：検出した層位から縄文時代中期から後期と思われる。 (谷島）

F-38 (図V-67)

位置・立地: P-49

規模: 0. 55m×0.43m×0.09m

平面形：不整形。

確認・調査：Ⅳ層調査中にⅣ層上面で検出した。

土層: 1 茶褐色土（焼土粒を含む） 。

特徴：粒状の焼土が混じり、 この場で火が焚かれたものではないと思われる

遺物出土状況：遣物は出土していない。

時期：検出した層位から縄文時代中期と思われる。 (谷島）

F-39 (図V-67)

位置・立地:K 53、調査区中央部からやや西側に寄った緩斜面上に位置する。標高は38.8mで、南

側約2. 5mにH-19がある。

規模: 0. 53m×0.42m×0. 16m

平面形：不整楕円形。

確認・調査：Ⅲ層中位で焼土粒のまとまりとして確認した。風倒木痕との切り合いのため南側は少し

動いているため、断面形は不整である。焼け方は弱く、二次的に堆積した焼土である可能性が高い。

土層; l 黒褐色土 7. 5YR2/2 m>Ⅳ焼土粒子を含む。 しまややあり。粘性ややあり。

2 褐色土 7. 5YR4/4W>Ⅲ しまりややあり。粘性あり。

3 黒色土 7. 5YR1. 7/1 Ⅲ層土主体。V層士を少量含む。焼土粒子を微量含む。 しまり

ややあり。粘性ややあり。

4褐色土 7. 5YR4/3 w>m>v しまりあり。粘性あり。

遺物出土状況：出土遺物はない。

時期：不明だが、周辺包含層出土の遺物から、縄文時代中期前半Ⅲ群A－3類土器の時期の可能性が

ある。 （広田）

F-41 (図V-67)

位置・立地:Q-45

規模: 0.7m×0.6m×0. 14m

平面形：円形。

確認。調査：Ⅳ層調査中にⅣ層上面で検出した。

土層：黒茶褐色士（焼土粒を含む） 。

特徴：Ⅳ層からv層上面まで粒状の焼土が混じり、掘り込まれている。下面は凹凸がある。粒状の焼

土混じりの士が入っていることからこの場で火が焚かれたものではないと思われる。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：検出した層位から縄文時代中期から後期と思われる。 （谷島）
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l 遺構

’
F-42 (図V 67)

位置・立地:N-51、ごく緩やかな、南東向きの斜面に位置する。

規模: 1. 12m×(0.44m)×0. 10m

平面形：不整楕円形。

確認・調査：Ⅳ層上面で、風倒木中で焼土粒の集中を確認した。風倒木によって攪乱されているもの
と思われる。

土層： 1 黒色士 7. 5YR2/l 焼土粒と炭化材が少量混じる。

2 黒色士 7.5YR2/1 焼土粒が多く混じる。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：周辺包含層の出土遺物から、縄文時代中期前半の可能性がある。 （柳瀬）

F-44 (図V 67)

位置・立地:L-47、 ごく緩やかな、南東向きの斜面に位置する。

規模: 0.46m×0.31m

平面形：不整楕円形。

確認・調査：風倒木内で、焼土粒と炭化物の集中範囲を確認した。層厚は0. 05mである。

土層: 1 暗褐色士 7. 5YR3/4赤褐色焼土粒(2. 5YR4/6)が混じる。炭化物がやや多く混じる。

2 暗褐色土 7．5YR3/4炭化物がやや多く混じる。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：周辺包含層の出土遺物から、縄文時代中期前半の可能性がある。 （柳瀬）

F-46 (図V-67)

位置・立地:R-47

規模: 0.71m×(0. 27m)×0. 15m

平面形：円形？

確認・調査：Ⅲ層調査中にⅢ層中位で検出した。 S-47側は調査範囲外のため不明である。

土層: 1 黒褐色土（焼土粒を少量含む） 、 2 茶褐色土（焼土粒を多量に含む） 。

特徴：Ⅲ層中位からⅥ層にかけて掘り込まれ、焼土粒混じりの土が投棄されていると思われる。

遺物出土状況：焼土lから礫1点が出土した。

時期：検出層位から縄文時代後期頃と思われる。 （谷島）

F-51 (図V-67、図版100-5)

位置・立地:0 50

規模: 0. 61m×0. 39m×0. 13m

平面形：惰円形。

確認・調査：Ⅳ層調査中にⅣ層上面で検出した。南西側はトレンチで掘り下げたため確認できなかっ

た。

土層: 1 黒色土（焼土粒を含む） 。

特徴：Ⅳ層に粒状の焼土が混じり、掘り込まれている。下面は凹凸がある。粒状の焼土混じりの士が

入っていることからこの場で火が焚かれたものではなく投棄されていると思われる。
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遺構
1

1

這物出土状況：遺物は出土していない。

時期：検出した層位や覆土から縄文時代中期から後期と思われる。 (谷島）

F-52 (図V-67)

位置・立地:Q 53

規模: 0. 67m×0.47m×0. 12m

平面形：不整形。

確認・調査：Ⅲ層調査中にⅢ層下位で検出した。

土層: 1 茶褐色士（焼土粒を含む） 。

特徴：粒状の焼土混じりの土が入っていることからこの場で火が焚かれたものではなく投棄されてい

ると思われる。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：検出した層位や覆土から縄文時代中期から後期と思われる。 （谷島）

F-54 (図V-67、 図版100-7)

位置・立地:N-50

規模: 0. 16m×0. 13m×0.04m

平面形：不整形。

確認・調査：Ⅲ層調査中にⅢ層下位で検出した。風倒木痕の窪みにある。

土層: 1 暗茶褐色土（焼土粒を含む） 。

特徴：粒状の焼土混じりの土が入っていることからこの場で火が焚かれたものではなく投棄されてい

ると思われる。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：検出した層位や覆土から縄文時代中期から後期と思われる。 （谷島）

d 小ピット

小ピットのうち、配列の認められるものは建物跡、列を成す5カ所は杭列として扱っている。 これ

らのものを省いて、配列などの認められない柱穴跡などを小ピットとした。

小ピットは108カ所検出され、 Bl地区の南西側に分布している。K･L-45 ．46区にまとまって分

布する区域があるほか、北から南に3列の帯状の分布も認められる。ほとんどがⅣ層またはV層から

検出している。平面形は径15～30cmで円形のものが多く、確認面からの深さ10～20cnlだが、やや深い

もので30cm程のものがある。

挿図は平面的なまとまりをグリヅド単位にまとめて掲載している。大半が縄文時代中期前半または

後期前葉のものと考えられる。 SP-19･62は覆土中から土器片が出土している。

』 ．K・ L-45･46 (図V-69) SP-19～33･ 58･ 59･ 118～127･ 130･ 131は坑底の平らなもの

が多く、覆土はSP-59･ 120･124～126が黒褐色で他は暗褐色から褐色である。 SP-24･l20 ･

126･ 127は杭状に坑底が尖り気味である。

J-50･51 (図V-70) SP-175～178は平面形がやや楕円形でである。 SP 175の坑底は丸く、

SP 176の坑底は斜め、 SP-177 ･ 178の坑底は平らである。覆土は暗褐色である。

K-53･54 (図V-70) SP 136は平面形が円形で坑底が平らなもので、覆土は上半が褐色で下半
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l 遺構

は黒色である。

’－53～55 （図V-70) SP-73~

75･ 134･ 135の平面形はやや楕円形気味

で、坑底は尖り気味である。覆土は黒褐

色から暗褐色である。

K-47， L-47 ．48， M-47 (図V-

71) SP-62 ･ 97～100･ 128の平面形

は円形で、 SP-62･ 128の坑底は平らだ

がSP 128は斜めに立ち上がる。他はや

や尖る。覆土は黒褐色から暗褐色であ

る。

L-49･50 (図V-71) SP-91 ・ 153

は径が15cm程の円形で坑底の丸いもの。

覆土は黒色である。

L-51 (図V-71) SP-ll7はやや楕

円で尖り気味である。覆土は黒褐色。

M-55 (図V-72) SP-17はやや楕

円で坑底は丸く、覆土は上半が暗褐色で

下半は黒褐色である。

N-43･44， 0-44 (図V-72) SP

－43～45の平面形は円形で坑底は平らな

もの。覆士は暗褐色である。 SP-48 ･

49は径が1Ocnl程の円形で尖り、覆土は黒

褐色。

0-49 (図V-72) SP-46の平面形

は円形で坑底は丸いもの。覆土は暗褐色

である。

M-45 ･46 (図V-72) SP-63~

65 ･ 146の平面形は円形で坑底は平らなも

の。覆土は暗褐色である。

N・0-47･48， P-49 (図V-73)

SP-90． 92～96． 114～115 ． 147･ 156

は円形で坑底は丸からやや尖り気味のも

の。 SP-95 ･ ll4は掘り込みが深い。 S

P-116は楕円形で浅く、坑底は平ら。覆

土はSP 93･94･97は灰黄褐色で、他

は暗褐色から黒褐色である。

P･Q･R-43～46 (図V 74) SP

50～54． 82～86･ 145 ． 154は円形で浅

く、坑底の丸いもの。 SP-81は坑底が
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V B地区の調査

平ら。覆土はSP-154が黒褐色、 50～54･85が暗褐色、他は褐色である。

P･Q･R-47～49 (図V-75) SP-87～89は円形で坑底が平らなもの。 SP-101 ･ 102は楕円

形で斜めに立ち上がるもの。 SP－lO8･137～144は円形で、坑底の丸いもの。覆土は褐色である。

O･P-45･46 (図V-76) SP-55 ･ 56． 113は径が15cmのやや楕円形で、坑底の丸いもの。覆土

は暗褐色。 SP 61は円形と思われ、断面形の中程に段を有し先の尖るもので、覆土は黒褐色。 SP

－77 ． 79は径が65cmと50cDlの円形で坑底が平らなもので、覆土は褐色から暗褐色。 SP-78は径が40

cmの円形で、坑底が斜めになり、覆土は褐色。

Q･ R-51 (図V-76) SP-148～150はは径が15～20clnの円形で尖り気味のもので、覆土は暗褐

色である。 （谷島）

掲載遺物: SP-19 (図V-69) :土器 lは覆土出土のⅣ群A 1類。無文の口縁部である。二次

焼成のため赤褐色を呈する。

SP-62 (図V 71) :土器 lは覆土出土のⅢ群A－3類。 口縁部で、横位にLRの縄文が施され

る。器厚は薄い。 （広田）

e その他の這構

（ 1 ）石組

’－1 （図V-78、図版101-2)

位置・立地: 1-52

規模: 1.02m×0.61m×－

平面形：円形。

確認．調査:H-1の覆土中から円形に配置された石組みを検出した。明瞭な焼土は確認されていな

いが、礫そのものには被熱痕が認められる。H－lの覆土埋没中に窪みを利用して設置されたものと

思われる。

遺物出土状況：これに伴う遺物は出土していない。

時期：縄文時代中期前半以降の時期が考えられる。 （笠原）

’－3 （図V-78)

位置・立地:L-78、 B地区北東端のなだらかな斜面の下。

規模: 0.46m×0.39m×0. 30m

平面形：不明（円形または長方形） 。

確認・調査：Ⅲ層中位でS lのまとまりの中の、斜面側で確認した。内側に炭化物粒の分布がみら

れる。 S－lとは同一平面状にあり、層位的な上下関係はみられなかったことから、 同一時期と考え

られる。

土層: 1 黒褐色土 10YR2/2 粒子細かい。径2mm程の炭化物粒を含む。

遺物出土状況: S-1から石皿片1点、斜面のL-79でⅢ群A－2類土器1個体、スクレイパー1点

が出土した。

時期：出十十器から、縄文時代中期前半、 Ⅲ群A－2類土器の時期と考えられる。 （佐藤）
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V B地区の調査

（2）集石

S-1 (図V-79･80、図版105-3， 134-2)

位置・立地:L-78･79， B地区北東端のなだらかな斜面の下、標高38.6m～39.0m付近に位置する。

規模: 4.68m×3.36m×－

平面形：不整形。

確認・調査：Ⅲ層中位で礫のまとまりとして確認した。 S－1のまとまりの中の斜面側に、 1-3 (白

ヌキの礫）がある。 1－1とは同一平面状にあり、層位的な上下関係はみられなかったことから、 同

一時期と考えられる。

遺物出土状況：礫92点、礫のまとまりのなかに石皿片1点、斜面のL-79でⅢ群A 2類土器1個体、

スクレイパー1点が出土した。

時期：出十十器から、縄文時代中期前半、 Ⅲ群A－2類土器の時期と考えられる。 （佐藤）

掲載遺物：土器全てⅢ群A－2類である。 1 ･4･ 9は同一個体。 4個の弁状突起を有し、文様帯下

端は､縄による圧痕を加えられた貼付帯により区画されている｡突起下には貼付によって文様が描かれ、

口唇部及び貼付上には撚りの異なる2本の縄を一組にしたものによる圧痕が施されている。突起間には

2本1組の縄による横位の圧痕が3段施され、その間は同じ原体により波状の文様が描き出される。

2～5は口縁部。 2 ． 5 ． 6 ． 8は同一個体。 口縁部の突起は2個一対で、 口縁部文様帯は太い貼

付で区画され、 口唇部・貼付上及び文様帯内に2本1組の縄による圧痕と馬蹄形圧痕文が加えられて

いる。 3は口縁部。貼付と3本1組の縄に圧痕によって文様が描かれる。隆帯が横位に1本めく→らさ

れ、横方向の縄の圧痕と隆帯間には半裁竹管状工具による刺突が施される。焼成は良好である。 7は

縄による圧痕が加えられた貼付が横位にめく→り、貼付下には綾絡文と斜縄文が施される。 10は底部。

LRの斜行縄文が施される。 （広田）

石器 11はスクレイパー4類で、 メノウ製。 12はたたき石2類とした。背面に被熱による焼けはじけ

がみられる。 （柳瀬）

S-2 (図V-78、図版105-4， 134-3)

位置・立地:L-78、調査区南部、沢縁辺の緩斜面上に位置する。標高は35.7mで、北西側約12mに

H－5がある。

規模: 0. 60m×0. 52m

平面形：不整形。

確認・調査:H-16調査中に覆土中位で小礫のまとまりとして確認された。H 16の埋没過程で形成

されたと考えられ、 H-16より新しい。礫は小範囲に密に分布する。確認面の南東側では小砂利の広

がる範囲が認められたが、全体的には小礫で構成されている。中位ではやや礫の分布範囲が広がり、

下位では、分布がやや狭くなる。掘り込みは確認できなかった。焼土は中位～下位で検出されていて、

火に関連する性格を持つと考えられる。また、H-16の調査範囲が狭いこともあったため、明瞭な生

活面を確認できなかったが、 S 2の検出面にH-16のくぼみを利用した遺構があった可能性もある。

礫は全体的に焼けている。

遺物出土状況：Ⅲ群A－2類、 Ⅲ群A－3類土器、石鑛、剥片が出土している。

時期：切り合い関係、出土遺物から、縄文時代中期前半Ⅲ群A－3類土器以降の時期と考えられる。

掲載遺物：石器 1は石鍼2a類の基部破片。黒曜石製で、原材産地同定を依頼したところ、豊浦町

豊泉産と判定された（第Ⅶ章2節） 。 （柳瀬）
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~l 遺構

S-3 (図V-78、図版105-5， 134-4)

位置・立地:K･L 79、 B地区北東端のなだらかな斜面の下、標高38.8m付近に位置する。
規模: 1. 23m×1. 25m×－

平面形：不整形。

確認・調査：Ⅲ層中位で小礫のまとまりとして確認した。

遺物出土状況：礫373点、 Ⅲ群A－2類土器30点、 Ⅲ群B－2類土器1点、 フレイク5点（黒曜石1
点、頁岩4点）が出土した。

時期：出土土器から、縄文時代中期前半、 Ⅲ群A－2類土器の時期と考えられる。 （佐藤）

掲載遺物：土器 lはⅢ群A－2類。胴部で斜縄文と綾絡文が交互に施される。 （広田）

口

S-4 (図V-78、図版105-6)

位置・立地:N・○-44、調査区南西部、沢縁辺の緩斜面上に位置する。標高は35. 9～36.0mで、東
側にH-23、南側にF-31、北西部にP-45がある。

規模: 1. 16m×0.86m

平面形：不整形。

確認・調査：Ⅲ層中位で小礫のまとまりとして確認した。構成する礫の大きさは1円玉前後の小形の

礫だが、数点大形の礫も検出されている。礫の分布は垂直方向には薄く、面的に広がっている。平面

の分布は比較的散漫である。礫は被熱しているものもあるため、火に関連する性格を持つと考えられ

る。 S－4の下位約20cmでH-21の床面が検出されているため、H-21に伴うもの、 もしくはH-21

覆土中に形成されたものの可能性がある。

遺物出土状況：Ⅲ群A－3類土器剥片が出土している。

時期：出土遺物から、縄文時代中期前半Ⅲ群A 3類土器以降の時期と考えられる。 （広田）

S-7 (図V-79、図版105-8)

位置・立地:L-70

規模: 0.73m×0. 06m

平面形：円形。

確認・調査：Ⅲ層上面で検出した1～2cm程の小礫の集中である。被熱などの痕跡は認められない。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：近世以降である可能性が考えられる。 （笠原）

S-8 (図V-79、図版106-2， 135-2)

位置・立地: J-49、調査区西部の緩斜面上に位置する。標高は39. 0mで、東側にC－l、北側にP－

99、北東側にH-11 ･ 26がある。

規模: 0.62m×0.40m

平面形：不整形。

確認・調査：Ⅲ層中位でやや大形の礫が近接して確認された。周辺から遺物がややまとまった状況で

出土したため、集石として調査を行った。礫は15～20cIl程で3点出土している。下位でH-18が検出

されているため、生活面は検出できなかったものの、H 18の埋没過程のくぼみを利用した遣構であ

る可能性がある。
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遺構
1

1

蝋窪

U､
’

~77
口熱！＃蕊

’ 6 ７

一〃

"．
蕊誕.,『 ハ
聯鍵盤』
蕊鯨慧懲

10

<二＞ O~ 〔わ

0 5cm

｜ ’

０

１
10cm

図V-80 S-1出土の遺物

I巧



V B地区の調査

礫が出土している。

半Ⅲ群A－3類土器以降の時期と考えられる。

遺物出土状況：Ⅲ群A－3類、剥片、礫が出土

時期：出土遺物から、縄文時代中期前半Ⅲ群A

掲載遺物：石器 1はたたき石3類である。

(広田）

(柳瀬）
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l 遺構

（3）埋殼十器

埋設土器（図V-81、図版15-3， 136-1)

位置・立地:M・N-58、調査区中央部付近の緩斜面上に位置する。標高は37.8mで北側にFC-ll、
東側にFC-16がある。

規模: 0.41m×0. 40m/0.40m

確認・調査:H-3調査中に、覆土中位において確認した。掘り込み面はH－3の覆土15層と考えら

れる。掘り込みは検出できなかった。埋設された土器はほぼ正立した状態で出土し、底部は欠いてい

る。埋設土器内の土からは炭化物粒子、焼土粒子と共に骨片と考えられる細かい白色物質が検出され

ている。確認面を精査したが、生活面と考えられる痕跡は認められなかった。H－3の埋没過程のく
ぼみを利用した遺構と考えられる。

土層: 1 黒褐色士 10YR3/2 m>Iv>v炭化物粒子、焼土粒子を含む。

白色粒子（骨片？）を少量含む。 しまりややあり。粘性あり。

遺物出土状況：Ⅲ群A－2類、 Ⅲ群A－3類土器、礫が出土している。

時期：切り合い関係、出土遺物から、縄文時代中期前半Ⅲ群A－3類土器の時期以降と考えられる。

（広田）

掲載遺物：土器 lはⅢ群A－3類。口縁部が部分的に残存し、波状口縁の可能性もある。口唇部に沈線

が施され､器面全体に不規則な太いLRの斜行縄文が施される｡二次焼成により色調は赤褐色化している。

Ⅲ群A－3類に分類したが､遺物の出土状況及び地文の縄文等からⅢ群B類の可能性もある。 （広田）
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V B地区の調査

（4）フレイク・チップ集中

FC-1 (図V-80)

位置・立地:L-61

規模: 1. 14m×1. 14m×－

平面形：不整形。

確認・調査：沢の調査中に斜面で検出した。頁岩製の剥片がまとまって出土した。

土層：Ⅲ層黒色土。

特徴：沢の斜面に投げ捨てられたものと思われる。

遺物出土状況: I層から両面加工石器1点、剥片257点、 Ⅲa層から両面加工石器1点、 Rフレイク1

点、剥片349点、礫5点、土壌サンプルから剥片277点、土居不明から剥片314点、礫1点が出土した。

時期：出土した遺物から縄文時代の頃と考えられる。 （谷島）

掲載遺物：石器少なくとも2種類の母岩からなると思われる。黒曜石の剥片砕片が4点含まれるほ

かはすべて頁岩。剥片の点数は多いが、未成品やRフレイクは非常に少ない。剥片のほとんどは5Cm

程度までの不定形のものである。摂理面で剥離している例が多くみられる。

lは両面加工石器とした。図では3点が接合しており、ほかに剥片が6点接合する（図版136 3右

下） 。左右側面と背面に摂理面がみられる。両面加工石器あるいは石槍の未成品と思われる。また、

図示したほかに得られた接合資料の写真を掲載した（図版136-3左） 。剥片12点が接合しており、

上・下面が原石面のほか、摂理面で剥離する部分が目立つ。 （柳瀬）

FC-2 (図V-80)

位置。立地:P-61

規模: 1.26m×0. 24m×－

平面形：不整形。

確認・調査：Ⅲ層調査中にⅢ層と風倒木痕中で検出した。頁岩製の剥片がまとまっていた。

土層：Ⅲ層黒色土。

特徴：風倒木痕に絡んで検出されたが、風倒木痕より前のものと考えられる。

遺物出土状況：覆土から剥片365点、風倒木痕から剥片862点､石斧3点が出土した。

時期：出土した遺物から縄文時代と思われる。 （谷島）

FC-3 (図V 80)

位置・立地:R-62

規模:L04m×0.8m×－

平面形：不整形。

確認・調査：沢の調査中に斜面で検出した。頁岩製の剥片がまとまって出土した。

土層：Ⅲ層黒色土。

特徴：沢の斜面に投げ捨てられたものと思われる。

遺物出土状況：層位不明からⅢ群A－2類土器9点、 Ⅲ群A－3類土器6点、剥片245点、礫1点が出

土した。

時期：出土遺物から縄文時代中期前半の頃と考えられる。 （谷島）

I7p



l 遺構

FC-4 (図V-83、図版136-2)

位置・立地: S-41、調査区南部沢の落ち込み部分に位置する。沢の下部にあるため、標高は34. 1
~34. 2mと低くなっている。

規模: 0. 64m×0.40m

平面形：不整形。

確認・調査：沢部分においてⅢ層を調査中、剥片のまとまりとして確認した。頁岩製の剥片で小形の

物が多い。剥片は全て同一母岩のものと考えられ、比較的狭い範囲からまとまって出土している。

遺物出土状況：周辺包含層から、 Ⅲ群A 2類Ⅲ群A－3類土器が出土している。

時期：周辺包含層の出土遺物から、縄文時代中期前半Ⅲ群A－2類土器の時期と考えられる。 （広田）

掲載遺物：土器 1はⅢ群A－2類。胴部で、器面の磨耗が著しい。 口縁部には貼付と、丸棒状工具

によると考えられる刺突が施されている。胴部には結束の羽状縄文が施される。 (広田）
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l 遺構

FC-7 (図V-84、図版106-5， 137-1 ． 2、 138-1)

位置・立地:L-44

規模: 0. 37m×0. 24m×0. 1m

平面形：惰円形。

確認・調査：Ⅲ層調査中にⅢ層中位で検出した。頁岩製の大きめの剥片が、数は少ないがまとまって

いた。

土層：Ⅲ層黒色士。

特徴：広がりは小さいが、層厚が無い。作業後、寄せ集められたものであろうか。

遺物出土状況：Ⅲ群A－Ⅲ類土器1点、 Rフレイク5点。剥片18点が出土した。

時期：出土した遺物から縄文時代中期前半Ⅲ群A－3類土器の頃と考えられる。 （谷島）

掲載遺物：石器同一母岩の縦長剥片が主体である。 lはFC-7の剥片およびRフレイクとL-44

のⅢ層から出土した剥片、計15点が接合したもの。腹背面以外は原石面である。平坦な原石面を打点

とし、連続して縦長剥片を剥離している。剥片は写真で掲載した（図版137) 。接合しなかったが、ほ

かにFC-7･L-44から、 同一母岩の剥片が15点ほど出土している。 2は接合資料のうちのRフレ

イク。接合資料の断面図の左列、背面から3点目である。左側縁の腹背に二次加工が施される。

（柳瀬）

’

FC-8 (図V-85)

位置・立地:Q-44･45

規模: 0.43m×0.41m×0.03m

平面形：円形。

確認・調査：Ⅲ層調査中にⅢ層中位で検出した。頁岩製の剥片がまとまっていた。

土層：Ⅲ層黒色士。

特徴：広がりは小さく、ほとんどがチップである。

遺物出土状況：剥片1,018点が出土した。

時期：検出した層位から縄文時代中期から後期と思われる。 (谷島）

FC-9 (図V 85、図版106-6， 138-2)

位置・立地:R-41 ･42、調査区南端、沢上部の斜面に位置する。標高は35.3～35.4mで、北東側約

13mにH-16がある。

規模: 0. 85m×0.78m

平面形：不整円形。

確認・調査：Ⅲ層中位で剥片のまとまりとして確認した。南東部はわずかに調査区外に広がる。分布

密度は濃い。ほとんどが頁岩製の剥片で、 メノウ製、黒曜石製もわずかに含む。細片～中形の剥片が

多く、二次加工時の所産と考えられる。数点を除いてほぼ同一母岩のものと考えられ、比較的狭い範

囲からまとまって出土している。

遺物出土状況：Ⅲ群A－3類、石鍼、石槍石斧が出土している。

時期：出土遺物から、縄文時代中期前半Ⅲ群A－3類土器の時期と考えられる。 （広田）

掲載遺物：石器 lは石鍼2a類。黒曜石製で、原材産地同定を依頼したところ、豊浦町豊泉産と判

定された。 2は石槍未成品。 （柳瀬）
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V B地区の調査
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1 遺構

FC-10 (図V-85)

位置・立地:L-47、ごく緩やかな、南東向きの斜面に位置する。

規模: 0. 18m×0. 15m

平面形：円形。

確認・調査：風倒木痕内で確認した。分布はごく薄い。

遺物出土状況：剥片が89点出土している。

時期：周辺包含層の出土遺物から、縄文時代中期前半の可能性がある。

’

(柳瀬）

FC-11 (図V-85)

位置・立地:M-59、調査区中央部の緩斜面上に位置する。西側約13mにFC-20がある。

規模: 0.44m×0. 30m

平面形：やや不整の長楕円形。

確認・調査:H-3覆土中位で剥片のまとまりとして確認した。そのためH－3より新しいと考えら

れる。剥片はほとんどがメノウ製で、わずかに頁岩製がある。 どちらも小形のものが多く、二次加工

時の所産と考えられる。 メノウ製のものは全て同一母岩と考えられ、狭い範囲にまとまって出土して

いる。本遺跡ではメノウ製の石器として、石雛・ ドリル・つまみ付きナイフなどが出土している。

遺物出土状況：剥片以外は出土していない。

時期：不明だが、周辺包含層出土の遺物から、縄文時代中期前半の可能性がある。 （広田）

FC-13 (図V-85)

位置・立地:L-61、 ごく緩やかな、南東向きの斜面に位置する。

規模: 0. 54m×0. 29m

平面形：楕円形。

確認・調査：Ⅲ層中で確認した。分布はごく薄い。

遺物出土状況：剥片が350点出土している。

時期：周辺包含層の出土遺物から、縄文時代中期前半の可能性がある (柳瀬）

FC-14 (図V-85、図版107-2)

位置・立地:P-45･46

規模: 0. 83m×0. 5m×0.08m

平面形：惰円形。

確認・調査：Ⅲ層調査中にⅢ層中位で検出した。頁岩製の剥片がややまとまっていた。北側に礫があ

った。

土層：Ⅲ層黒色土。

特徴：広がりは小さく、小さな剥片が多い。東側2InにFC-15があり、検出層位も同レベルである。

FC-14とFC-15の間で作業を行い、残った剥片をそのまま遺棄した様である。

遺物出土状況：Ⅲ群A－3類土器12点、石槍1点、剥片1, 138点、礫4点が出土した。

時期：検出した層位やFC-15との関係などから縄文時代後期前葉Ⅳ群A－1類土器の頃と考えらｵ1

る。 （谷島）
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FC-15 (図V-85、図版107 3， 138-3)

位置・立地:P-46

規模: 1. 72m×0. 78m×0. 18m

平面形：惰円形。

確認。調査：Ⅲ層調査中にⅢ層中位で検出した。頁岩製の剥片がややまとまっていたが濃淡がみられ

る。南側に礫があった。

土層：Ⅲ層黒色土。

特徴：南北に広がり、大きな剥片が多い。西側2nlにFC-14があり、検出層位も同レベルである。

FC-14とFC-15の間で作業を行い、残った剥片をそのまま遺棄した様である。

這物出土状況：Ⅲ群A－3類土器6点、Ⅳ群A－1類士器30点、石鍼1点、スクレイパー1点、剥片

1, 116点、礫1点が出土した。

時期：出土した遺物や検出した層位などから縄文時代後期前葉Ⅳ群A－1類土器の頃と考えられる。

（谷島）

掲載遺物：土器 lはⅣ群A－1類。胴部破片で太い沈線で区画され、沈線内にはササラ状工具によ

り擦痕が加えられている。 （広田）

石器2は石嫉2a類。 3はスクレイパーla類である。 （柳瀬）

FC-16 (図V-83， 107 4、図版138-4)

位置・立地:K-51、調査区西部の緩斜面上に位置する。西側約3. 6mにP-99がある。

規模: 0. 57m×0. 26m

平面形：不整楕円形。
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遺構L
1

確認・調査：Ⅲ層中位で剥片のまとまりとして確認した。狭い範囲にまとまって出土している。剥片

は全て頁岩製で小～中形の剥片が多く、狭い範囲にまとまって出土している。石核が1点出土してい
て、一次加工時の所産と考えられる。

遺物出土状況：Ⅲ群A－3類土器石核、礫が出土している。

時期：出土遺物から、縄文時代中期前半Ⅲ群A－3類土器の時期と考えられる。

掲載遺物：石器 lは石核である。 （柳瀬）

FC-17 (図V-86)

位置・立地:P-50

規模: 0.36m×0. 24m×0.04nl 0. 16m×0. 14m×0.04m

平面形：楕円形。

確認・調査：Ⅲ層調査中にⅢ層中位で検出した。 15cDl程間を空け2カ所に分かれている。頁岩製の剥

片がややまとまっていた。

土層：Ⅲ層黒色士。

特徴：広がりは小さく、小さな剥片が多い。

遺物出土状況：剥片42点が出土した。

時期：検出した層位から縄文時代中期から後期と思われる。 （谷島）

FC-20 (図V-83)

位置・立地:L-58･ 59、調査区中央部の緩斜面上に位置する。標高38. 1～38. 2mで、東側約13mに

FC-llがある。

規模: (0.82m)×(0.68m)

平面形：楕円形？

確認・調査:H-3覆土中位で、 FC-ll･20の下位から、剥片のまとまりとして確認した。そのた

めH－3より新しく、 FC-ll･20よりは古いと考えられる。南東側はH－3調査時のトレンチで壊

されている。細片が多く、二次加工時の所産と考えられ、やや広い範囲から散漫に出土している。

遺物出土状況：剥片以外は出土していない。

時期：切り合い関係から、縄文時代中期前半Ⅲ群A－3類土器の時期以降と考えられる。 （広田）

（5）炭化物集中

C-1 (図V-86、 図版101-3)

位置．立地:K 49、調査区西部の緩斜面上に位置する。標高38.8～38.9mで、西側約12mにS－8

がある。

規模： 0．34m×0.23m

平面形：不整楕円形。

確認・調査：Ⅲ層中位で炭化物粒のまとまりとして確認した。下位にH-18があり、本遺構の方が新

しい。狭い範囲から炭化物が比較的濃い密度で分布している。

遺物出土状況：出土遺物はない。

時期：切り合い関係出土遺物から、縄文時代中期前半Ⅲ群A－3類土器の時期以降と考えられる。

（広田）
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2 包含層出土の遺物

a 土器

B地区包含層からはI層出土のものも含めて、 20,757点の土器が出土している。出土した土器には

縄文時代早期～後期に属するもので、全体的に小破片が多い。 このうち、 Ⅲ群A－3類が15,406点と

最も多く、次いでⅢ群A－2類が3,874点、Ⅳ群A類が1,030点を数え、 I群A類。Ⅳ群B類も少量出

土している。

全体的な土器の分布傾向として、調査区西部の沢縁辺部及びI～L 48～55グリッド付近の標高38.0

~39.0m付近に濃く分布しており、遣構の分布密度とほぼ重なる。遺構との重複のみならず、 B地区

の中央に検出された浅い沢地形による地形的な制約を見てとれる。各時期の土器の分布を見ると、 Ⅱ

群B類はM-50， Q-59グリッドにおいてやや集中しているが、全体的には散漫な分布傾向を示す。

Ⅲ群A－2類はI層Ⅲ層共に、調査区39～41ライン近辺と61～64ラインにある沢の縁辺部から多く

出土している。ただし、 61～64ラインの沢の北東部側からの出土量は少ない。 Ⅲ群A－3類は42～61

ライン近辺の沢にはさまれた台地上の部分において、全般的に出土しており、分布密度の濃い部分は

遺構の分布とほぼ重なる。 Ⅲ群B類は調査区南側から散漫に出土している。Ⅳ群A類もⅢ群B類とほ

ぼ同様の分布傾向を示すが、沢縁辺部、 L～V-39～41グリッド近辺の分布密度が濃い。

遺物集中1G-30･31グリッド近辺でややまとまった遺物が検出された（下図）

Ⅱ群B類土器（図V-90-20～25)

1群（図V-90-20･21)

20･21は同一個体。平縁でRLの縦走気味の斜行縄文が施される。器壁は厚い。焼成は良好で、内

面調整は粗く、全体的に凹凸を残す。不明な点も多く、便宜的に本類とした。

2群（図V-90-22～25)

22は口唇部に縄による刻みが加えられる。 口縁部には縄線文が施される。 24は横位の撚糸文と縦位

の撚糸文が施されている。 25はいわゆるスダレ状縄文が施されるもので、縦位の撚糸文と結束羽状縄

文が交互に施文されている。内面は丁寧に磨かれている。いずれも胎土中に繊維を含み、焼成は良好

なものが多い。

22～25は円筒土器下層c～d式に相当するものと考えられる。

Ⅲ群A-1類（図V-90-26･28･29)

撚糸の左痕が加えられた太い貼付帯に区画さ

ぼれた無文地の文様帯に主に縄線による文様が施 ~㈱"鐙~されているもの。 26は口唇部と口縁部に撚糸圧

痕が矢羽状に横位に施されている。その間には 。
・37，

3本1組の縄線が加えられている。 28は口縁部

に太い鮎川が縦位に施されている｡貼仙卜に、 “"、‘”縄による圧痕が施文されている。焼成は不良。
Q,"

29は口唇部に波状の貼付帯がめく≦らされ、 口唇

部及び貼付上には縄の圧痕が加えられている｡ "!"Q""$
貼付帯下には3本1組の縄の圧痕により、波状

及び山形の文様が描き出される。

28は円筒土器上層a式、 26 ． 29は円筒土器上 Ch”
0 1m

層a～b式に比定される。
遺物集中1
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’2 包含層出土の遺物

Ⅲ群A－2類（図V-90-33 ･ 37～42)

1群（図V-87-1 ， 90-27･ 30～32 ･ 34～36)

貼付及び縄線により文様が描き出されるもの。内面調整には丁寧な磨きが施されているものが多い。

1 ･ 30･ 31 ･ 34･ 35はC字状の馬蹄形圧痕文が施文されている。 1は4個の弁状突起を有する口唇部

断面は切り出し状で、波頂部及び突起付近には貼付が加えられ、 口縁部文様帯の下部は貼付帯によっ

て区画されている。突起下は縦位の貼付が2本施されて、貼付に沿って3本1組の縄の圧痕が加えら

れる。貼付上には縄の圧痕が施文されていて、縄の圧痕の間には馬蹄形圧痕文が施されている。 27は

細い貼付により文様が描き出されている。貼付上には縄の圧痕が施され、貼付間には縄の短い圧痕と、

3本1組の縄の圧痕が施文されている。 31 ･ 32は同一個体。太い貼付により文様が描き出され、貼付

上には縄の圧痕が施されている。貼付間には2～3本1組の縄線と馬蹄形圧痕文が加えられている。

34． 35は同一個体。平縁で、 口唇部には波状の貼付が施されている。 口縁部文様帯下端には、 2本の

貼付帯がめぐらされ、貼付帯間には馬蹄形圧痕文が、貼付帯下にも山形の貼付が地文上に加えられて

いる。内面は丁寧に磨かれている。 36は胎土に砂粒を多く含み、焼成は不良である。

1群は円筒土器上層b式に比定される。

2群（図V-90-33 ． 37～42)

貼付及び縄線による文様が描き出され、半裁竹管状工具による刺突が施されるもの。突起は2個一

対の形状で、貼付は細い。 口唇部及び貼付上には縄の圧痕による刻みが施されている。

33は扁平な棒状工具による刺突が施されている。 37は突起間の口唇部に沿って2本1組の縄による

圧痕が加えられている。 38は半裁竹管状工具による刺突列の下に、 円形の文様を2本1組の縄の圧痕

により描き出している。 40は貼付内に1本の縄の圧痕により曲線文様を描き出している。 41は口唇部

から垂下する2本1組の貼付の両脇にドーナツ状の貼付が施されている。

2群は円筒土器上層c式に比定される。

3群（図V-87-2～4･ 90-43～81)

1群・ 2群の判別がし難いものを一括してここで取り上げる。

2～4． 50 ． 53 ． 54は口縁部文様帯をもたないもの。 2～4． 53 ． 54は地文に結束の羽状縄文が施

される。 2 ． 3の結束羽状縄文は、原体の上下を逆転することによって部分的に菱形状の文様を作り

出している。 2は胴部で緩く屈曲し、 口縁部がやや外反する器形で底部を欠く。 口唇部断面は切り出

し形である。貼付上にも羽状縄文が加えられている。また口縁内面にも斜行縄文が施されている。 口

縁部には2個の補修孔が認められる施されている。全体的に器面は磨耗している。 3 ･ 50は口唇部に

細い縄による圧痕が施される。 4は胴部で緩く屈曲する器形で、底部を欠く。地文の結束羽状縄文は

やや不整である。 54は口唇部に縄文が施され、地文の羽状縄文は斜行している。不明な点が多く便宜

上本類として扱う。

43～47･49･51 ･ 52･ 55は口縁部文様帯に貼付による文様が描き出されているもの。 43～47は口唇

部に貼付を有する。 43は突起部近辺にのみ貼付が施される。焼成は不良である。 44．45の貼付は波状

を呈する。 46 ．47は口縁部にも貼付が施文されている。 51は貼付上に縄の圧痕が加えられている。 55

は3本1組の縄により文様が描かれるもの。 49 ． 52は口縁部に無文の貼付により小波状が描き出され

ている。 51は貼付瘤が加えられている。

56～66は胴部である。 56～61は羽状縄文が施されている。 56～59は結束の羽状縄文である。 57の焼

成は不良である。 59は羽状縄文の間に縄末端が認められている。 62は不整の斜行縄文が施文されてい

る。 63はごく浅い斜行縄文が施されている。 64． 65は無文のもので、 Ⅲ群B類ないしⅣ群A類の可能
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性もある。

66～81は底部。 66･67は結束の羽状縄文が施されている。 70～77･80は底部がやや張り出す。 68 ･

70 ． 72 ． 75 ． 76 ． 81はやや上げ底気味である。

Ⅲ群A－3類（図V-90-48, 92-82～92-143)

1群（図V-90-48, 92-82～83)

48 ． 82は突起下に横位の貼付帯が施され、その上部には8の字状の貼付と棒状の貼付が縦位に加え

られている。貼付上には縄の圧痕が施される。 83の突起は棒状で横断面は楕円形である。

1群はサイベ沢Ⅶ式に比定される。

2群（図V-87-5， 92～94-84～143)

口唇部に貼付、縄の圧痕、刻み等が施されているものが多い。胴上半部に沈線文が加えられている

ものもある。地文は単節の斜行縄文が施文されているものがほとんどである。

5 ． 84～95は波頂部周辺に貼付が施されているもの。 5は波状口縁で口縁部がやや外反する。波頂

部直下に横位の貼付が施されている。貼付上にも縄文が施されている。 7 ． 84～86は口唇部に縄によ

る圧痕が施されている。 7は3単位の波状口縁で口縁部は外反する。 口唇部の断面形状は切り出し形

である。波頂部には3個の棒状の貼付が縦位に加えられている。 口縁部文様帯は2本1組の沈線で区

画され、文様帯内には波頂部直下から垂下する縦位の沈線が施され、文様帯下端の横位の沈線との交

点には瘤状の貼付が加えられている。縦位の沈線間には竹管状工具による刺突が施文されている。 84

はゴーグル状の貼付が加えられている。 口縁部には横位に2本1組の沈線文が2段施され、沈線間に

は縦位の沈線文が加えられている。 85の波頂部には3個の棒状の貼付が縦位に加えられ、波頂間にも

ドーナツ状の貼付が加えられている。 86は波頂部に楕円形の貼付が施された後、指頭による押圧が加

えられている。貼付下には半裁竹管状工具内面による2本1組の沈線が垂下している。地文のRLの

縄文は、縦位の沈線を境に斜行する部分と横走気味に施される部分に分かれる。 87～91は口唇部に縄

文が施されているもの。地文はRLの斜行縄文である。 87は波頂部にドーナツ状の貼付をもち、両側

に縦長の棒状の貼付を加えている。 88は波頂部を欠き、波頂部横に棒状の貼付が1カ所認められる。

地文の斜行縄文は不整である。 90は突起下に横長の棒状の貼付が施されている。地文の斜行縄文は貼

付上にも施される。 91は波頂部に三角形状の貼付が施されている。 92～95は口唇部が無文地のもの。

92～95は波頂部で、貼付が加えられるもの。 92 ． 93は下向きの矢印状の、 94． 95は不整楕円形の貼付

が施されている。また、器面は磨耗している。

6 ． 96～llOは口縁部に沈線が施されているものである。 6は胴部がわずかに膨らみ、 口縁部はやや

外反する。地文の縄文は無節の斜縄文で口縁部文様帯は2本1組の沈線文で区画される。文様帯内に

は波頂部直下から垂下する縦位の沈線が加えられる。 96～98は口縁に沿って、 l～2本の沈線文が施

されている。 96 ． 97は口唇部に刻みが施されている。 98 ． 99は口唇部に縄の圧痕が加えられているも

の。 99は口縁部に横位の沈線が施されている。 100 . 101は、 口唇部に半裁竹管状工具による刺突が施

されているもの。 100･ 101は同一個体である。波頂部直下に半円状の沈線文が施され、その下部には

横位と縦位の沈線文が加えられている。 102は口唇部に刻みが施されているもの。 口唇部直下には口縁

に沿って2本1組の沈線文が施文されている。 109は口唇部にRLの斜縄文が施されている。 口唇直下

の沈線文は1本である。 103～108･ 110は口唇部が無文のもの。 109･ 110以外は2本1組の沈線文が1

～2段施されている。地文の斜行縄文は106のみLRで、他はRLである。 103は横走する沈線文の下

位に波状の沈線が加えられている。 104の沈線は浅く、補修孔がある。 105は口唇部の断面形状が切り

出し形である。 2本1組の横走する沈線間には2本1組の沈線により弧状の文様が描かれる。 106～108
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2 包含層出士の遺物

の口唇部の断面形状は角形である。 110は口縁部がやや外反する。

9 ･ 10･ 111～123･ 126～128･ 136は口唇部に縄の圧痕が施されているもの。口唇部断面形状は切り

出し形のものと丸みをもつものに分かれる。 9 ･ 10は4単位の波状口縁で胴下半部を欠く。 9は胴部

から口縁部にかけてほぼ直線的に立ち上がる器形で、 口唇部はやや肥厚する。地文はRLの斜行縄文

が施されている。 10は口縁部が外反する。 口唇部の縄の圧痕は浅く、施されていない部分もある。地

文は不整なLRの斜行縄文で、胴部では部分的に横走する。 111は波頂部に横位の縄の圧痕が施されて

いる。 口縁端部にも斜位の縄の圧痕が加えられている。 l12～115は波頂部である。 112は波頂部直下に

縦位の縄の圧痕が加えられている。 113は波頂部直下に、縄の圧痕により下向きの矢印状に施される。

114は波頂部直下にやや太い縄の圧痕が縦位に施され、両脇に2本ずつ縄の圧痕が加えられる。波頂部

直下の縄の圧痕下部は深くなっており、縄の端部か刺突と考えられる。 115は緩い波状口縁で、波頂部

に貼付等は加えられない。焼成は不良である。 116～123･ 126～128は波頂部以外の口縁部。地文は、

単節の斜行縄文が施されているものが多い。 117は地文に斜行縄文と綾絡文が施されている。 118は地

文のRLの斜行縄文がやや深く施文されている。 120は地文の縄文が横走する。 123は口唇部に細い縄

による圧痕が加えられている。 128は器面がやや磨耗している。 136の口唇部断面は角形で、器面には
LRの斜行縄文が施文されている。

124･ 135･ 137･ 138･ 140～142は口唇部に縄文が施されているもの。 124の波頂部には縦位の縄の圧

痕が施されている。 口唇部の縄文の条は口唇にほぼ口唇部に並行している。 135は波頂部に棒状工具の

押圧が施され、二股になっている。 137･ 138 ･ 140･ 141の口唇部断面形状は切り出し形である。

11 ･ 125･ 129～134･ 139は口唇部に刻みが施されているもの。刻みは棒状もしくは箆状工具等によ

るものである。 11は平縁で底部を欠く。 口縁部がやや外反する器形である。 口唇部の刻みは棒状工具

による深い押圧により施されている。地文は整然としたRLの斜行縄文が施文されている。 125は波頂

部である。 口唇部全体に棒状工具による押圧が施され、波頂部には同じ棒状工具で、深い押圧が加え

られている。 129は半裁竹管状工具による刺突が施されている。 130～134の刻みは細く箆状工具による

ものと考えられる。 130･ 131は箆状工具による刻みが加えられ、 口縁部には半裁竹管状工具内面によ

る2本1組の沈線文が施文されている。 131の沈線文は半裁竹管状工具内面によるものである。 132 ･

133は同一個体で、地文は結束の羽状縄文であるため、 Ⅲ群A－2類の可能性がある。 134の刻みはや

や太く、間隔は広めである。

8 ･ 143は口唇部に文様が施されていないもの。 8は底部を欠き、底部から胴部にかけて開き気味に

立ち上がり口縁部はやや外反する器形である。 口縁部には2本1組の沈線で横位にレンズ状の文様を、

胴部にはJ字状の文様を描き出している。地文はRLの斜行縄文である。 8は2群に類似するもので

ある。 143は口縁部に穿孔途中のくぼみがある。 1群は見晴町式に比定される。

2群（図V-88-12･94-145)

口縁部に隆帯をもつもの。 12はキヤリパー形の器形で、 口縁端部にナデ調整で無文帯を作出した後、

横環する粘土紐を貼り付け、部分的に2本組の貼付を縦位に加えている。横位の貼付帯をもち、貼付

帯の下には無文地上に波状の貼付が加えられている。頸部から胴部にかけて縦走するRLの縄文が施

文されている。 145は口縁部が内傾する。 口縁部文様帯下端は貼付帯と半裁竹管状工具内面による2本

1組の沈線で区画される。文様帯内には貼付帯が施されていて、貼付帯上部はRLの斜行縄文が施文

され、下部は無文である。

2群は大木8a式に比定される。
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VB地区の調査

3群（図V-94-144 ． 146～178)

口唇部に沈線が施されるもの。波頂部には渦巻状の文様が施文されているものが多い。また口縁か

ら胴部にかけて、 2～3本1組の沈線により文様が描き出されているものが一般的である。地文の縄

文はRLの斜行縄文がほとんどである。

144は波頂部に渦巻状の粘土紐の貼付が施されている。 口縁部には渦巻から垂下する粘土紐が加えら

れている。 口唇部に沈線は施されていないが、文様に共通性がみられるため、 3群として扱う。

14･ 146～155･ 157～159は口唇部に渦巻文様が施されているもの。 14は4単位の波状口縁で、胴部

がやや膨らみ口縁部が外反する器形である。 口唇部はあまり肥厚しない。 口唇部直下には2本1組の

沈線文が横位に施され、頸部も2本1組の沈線によりレンズ状の文様が描き出される。地文の縄文は

RLの斜行縄文である。

146 ･ 147は波頂部に2個の渦巻が沈線により描かれるもの。 口唇部直下には口縁に沿ってl～2本

の沈線文が施されている。 146は波頂部から垂下する2本1組の沈線文が施され、胴部には2本1組の

弧状の沈線が加えられている。 147は波頂部直下に横位の貼付が施され、 口縁部には2本1組の沈線が

2段加えられる。 148は胴部がやや膨らむ器形である。波頂部横の小波頂部にも沈線による渦巻文様が
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2 包含層出土の遺物
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2 包含層出土の遺物
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V B地区の調査

描き出されている。 口縁部には2本1組の横位の沈線文が施され、その下位には凸レンズ状の文様が

描き出されている。 149～155･ 157～159は波頂部にのみ渦巻文様が施されているもの。いずれも口縁

部には2～3本1組の沈線文により直線状、 レンズ状等の文様が描き出されている。 149･ 150の沈線

文は3本1組である。 149の胴部には大きな渦巻状の文様が描き出されている。 150の波頂部はやや大

形で、 口縁部にはレンズ状の文様とそこから垂下する沈線文が描かれている。 151は文様帯が2本1組

の沈線で区画され、文様帯内にも沈線文様が描かれている。 152は波頂部直下がやや膨らむ。 153は緩

い波状口縁である。 154の口唇部はあまり肥厚せず、 口縁に沿った2本1組の沈線文の下位には沈線に

よって不整の山形が描き出されている。 155･ 158は平縁部分に渦巻文様が施されている。 157の口縁部

は地文の斜行縄文が施されるのみである。 159の地文はLRの斜行縄文である。

156は緩い波状口縁で、小波頂部には渦巻ではなく、棒状工具による刺突が施されている。 口縁部文

様帯は横位の2本1組の沈線で区画され、波頂部下の文様帯内には縦位の沈線が加えられている。

160は波頂部に沈線により馬蹄形の文様が施文されている。

13は平縁で小形のもの。底部を欠き、胴部はやや丸みを帯びる。 口縁部文様帯は2本1組の沈線で

区画され、文様帯内にはほぼ等間隔で4カ所に幾何学的な文様が描き出されている。地文はLRの斜

行縄文で、器面の磨耗が著しいため、縄文自体も全体的に摩滅している。

161～172･175･176･ 178は波頂部以外の口縁部。 2～3本1組の沈線で横位、縦位、レンズ状の文様

が施されている。 161は3本1組の沈線文で横位と縦位の文様が描き出され、縦横の交点には指頭によ

る圧痕が加えられている。 164･166･168．170は2本1組の沈線によりレンズ状の文様が描かれている。

172は1本の沈線が口縁沿いに施されている。 175･ 176は口縁部に沈線文様が描かれないものである。

173･ 174･ 177は波頂部に貼付が施されているもの。 173は小波頂部にドーナツ状の貼付と、縦位の

棒状の貼付が3本加えられている。 174は貼付により渦巻風の文様を施文している。貼付下には弧状の

文様と、そこから垂下する直線が3本1組の沈線により描き出されている。 177は口唇部に縄の圧痕が

施されているものである。波頂部には三日月状の貼付が加えられ、下位には孔が穿たれている。 15は

底部を欠き、胴部が膨らむ器形である。 口縁部はやや外反する。地文はLRの縄文で横走する。

3群は大木8aに相当するものと考えられる。

4群（図V 96 179･97 194)

隆帯をもち、隆帯上には半裁竹管状工具内面による押し引きが施されているもの。胎土は砂粒を多

く含む。

5群（図V-96-180～193)

文様が地文の縄文のみか、全く施されないもの。 180～186･ 192･ 193は斜行縄文が施されているも

の。 180～182は波状口縁の波頂部。 183の地文はLRの斜行縄文である。 186 ･ 193は綾繰文が施されて

いる。 187～191は無文のもの。 187～189は波状口縁である。 187は2個一対の波頂部を有する。 191は

孔が1ヶ所開けられている。

6群（図V-97-195～218･ 98-219～251)

l～5群に入らないものを一括してここで扱う。 196～227は胴部である。地文には多くのものにR

Lの斜行縄文が施されている。 196～218は沈線により文様が描き出されるものである。 196～197は3

本1組の縦位の沈線文が施されるもの。 198～202は3本1組の縦位と横位の沈線文が加えられている。

203～206は沈線により曲線文様が描かれる。 207～217は横位の沈線文が施文される。 207～209･ 211は

横位と斜位の沈線の組み合わせにより文様が描き出される。 210･ 212～217は横位の沈線文が施され

る。 218は小波状の沈線文が描き出される。 195･219～227は地文の縄文のみ施されているもの。 RL
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V B地区の調査
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2 包含層出土の遺物
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V B地区の調査
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2 包含層出土の遺物
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V B地区の調査
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2 包含層出土の遺物
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V B地区の調査

‘發藤‘･叡識離鍜鶏べ
鐡壁懇塗二烏j~

韓｣

蕊墓
､ , 話 . ?‘¥4 ' 1 皇 ．

手動港:#と鱒‘:,蕊
旦 : 『凸

~~~~~
･～=畠‘ 唖ミ

･ 皇鋤‘､ふi零.:率､目 ･；.-
七＝ ■ ■ ■ 子ﾛ ザ

, ‘ F一・静』､ ざ戸、 や

.た7‘F,ﾔ' :〃､蕪. ‘
国 琿h 0申角d d f司や

.~竺走辱瓢- ;予卓¥唾J

盤簿灘'簿“
~ ・背?恐薮〉畷、『

. Fﾌ 今歩、 ﾛ ﾔﾛｾ
､一.､ｺｭ毎命一

再■■｡ .李凸､ ｡ ｡f ｲ
■ , 箔. 』 牢｡ ▽ ■ 昼

‘〆勇ﾌ､騒嘩鐸－4 - － 峰J罐一分4患
L･, qもｻ唖

f篭黛職燕難~
懲学惑溺~‘
■7甲キー ヂエ 砧

,営全'“､『･部ご吾･ ハ
.｡ . ' 毎口a；[ F贈‘F 呂詞F

浄,2 1I ･1¥蟻.'(､‘. ‘
., 1 ..f､品』 2魁f,ﾍfJ

~
~
~
綴
蕊

《
■
ト
ゥ
患
ｄ
令
・
申
子
．
再
国
貼

へ

狛

挫

認

●

〉

》

プ

冤

説
‐
◇
一
ｒ
‐

，
。
千
二
Ｊ

~

．

Ｌ

／

、

駕篭鷺瀧
:冒溌挙斌塞云鎮轌f鐘
､謬憲溌驍:壁ﾐγ聡

噂感舞擁識
一 . .手 q ←, 』．､~ふ. ■負揖浬

f･霧と洲:．′か 参・"･~ ， ＃． 鄙÷･§等，

‘報謝鐸が糠
?' 1- 国･ 咳令･‐〆J争璽 妬 :虫

'3~蕊謬溌溌“

蕊蕊 凸

灸

騨鱗綴
:畷撤雛･用 ＊ﾛf 屯

＆ ､： ･ ･ ･鷲 .:, 、

. 』 : if .‘ 幸』

､瀞独り

窪識Vヨ 02

r可F

#観
iﾉﾑ,
ｿﾘﾛ『 305

1苧

304

W
､/307

ほ凸李

譲譲
:提G

謹
遥〆

６０

足
げ

々

も

吟

啄

典

・

①

■

ず

夢

《

４

歩

懲

， ＝ご 吟毒電‐甲兎ギ
ン ･凸 者‘ I

噌嘩魚iふりみ，輿
､娃菟､今: .猫“濁

蕊熱＃
謹鞠":
･iXf4〒『誤'泌乳~~‘i ‘；

､． 』､壺峰
輪 － 幸 , 噂.、 才←,

=､弓‘ ･も¥,tf茜.‘ ..｡ '

［ ………↓"蕊鶴“＃
309

｢)
〃
31 1

蕊

》

恥

も

齢

坪

Ｐ

雫

品

味

汁

い
御
“
０
曲
盈
叫
学
ｑ
’
平
手
忠
Ｊ
Ｔ
‐
ロ
争
殉
》
．
１
’

三

Ｆ

Ｔ

・

ざ

鼻

ｅ

■

１

ｂ

‐

日

些

貼

凶

、

笛

・

」

い

，

ふ

’

“

・

’

１

，

，

，

凸
い
ふ
令
Ⅸ
“
ロ
職
、
、

Ｆ

咄

‐

菅

’

旬

《

ｆ

ｌ

Ｙ

１

4

吻

〆

二

極

黙
趣
孟
電

昇
Ⅷ
稗
Ｆ
釦
濯
唾
』

Ｆ

〃

Ｔ

ｆ

Ｐ

Ｌ

~

Ｅ

、

△

』
十
。
錘
蜜
》

跨

寵

心

地

。

、

娠謬 α” …織識 蕊斡『窯蒋.､黙メ
こ".b / I 凸晶

■ =拝！ lノ
，ユー

讓蕊
316

~蕊鐵:； 垣“２

〃

〃
’318

瀞
qlq
，J1ｰ

”,~零誓や…ゞ簿診惑、
‐~電::輝房 ．、

羅熟｣↑ b （ ･･< _

･吟鑑し画幽＆必璋"､呈些、 世と皇一層.

､鰯蕊謹壷ざ電評副露塗
弄弓澤 ． 甲室零画鎮溌

７１

１１織
Ｌ

~~
~

祭

声
■
■
Ｆ

鐸

《

＃

粁
斗
《
・
晋
』
・
い
嘩
減
上
り
０
，
段
Ｄ
・

一
拍
凸
『
．
ｍ
軸
鋤
Ｌ
荏
垂
弛
・

露

。

蕊

“

．

、

●

’

雲

舞

~~~~~~~~

ｄ

ｊ

Ｄ

峨

弓

由

牛

Ｆ

凸

全

智

~~~~
《

卜

盈

、

（

必

辛
》
”
一
一
叩
等
”
《
一

…割硫厳ド
ム. ‘ .， ､ 『 1 ,
1 ミ、 " 〆jﾁ rみ､-

、息牡P

蕊#；
.‘. , .､

:域&よｼ
も､ 唾G宙
や軒･･
．、

▲ 、

、エ

蕊 蕊
黛
‐
手
灘
戦
雲
野
↑
《
挺
誰
縄
迩
猟
琢
逓
ノ

・

Ｔ

Ｐ

６

『

丙

凹

・

イ

？

？

Ｅ

比

，

．

Ｆ

岨

岬

Ｆ

醗

罪

１

．

鮎

説

派

毎

斗

，

Ｆ

“

・

７

閖

溌
駅
杢
劣
諜
群
録
丸

剖

ｆ

夢

小

曲

即

・

‐

．

岨

、

〕

’

一

悸
辨
鞆
一
一
録
一
~
寺
認
｝

裂
灘
鍬
鍛
鍛
蕊

’

．

γ

珈

銅

、

．

酔

尹

炉

』

ず

ザ

，

咄

鬼

ふ

説

弾

椒

』

、

、

畔

~

熱

・

~

醗

簿

鋤

、

tﾛ

職獺瀧驚 〃
苓簿溌輝， U32，1‘建噴P " 墨

320

322

,訂Fｼ静: . ､忘
学;､口筥"‘くい
P ■ 段公

溌蕊'1“
『
唾
，
，
岬
・
叱
宇
、
．
イ

ロ

か

Ｆ

ク

ジ

．

召

“

卓
沸
ｌ
Ｆ
ａ
か
．
旧
Ｋ
■
Ｊ
朝
礼
‐
・
ク

ロ

『

〃

、

、

や

戸

ご

咋

八

Ｆ

貞
、
ゲ
ｊ
閏
ず
・
ｂ
ｂ
全
ｐ
Ｐ
Ｐ

~
~
~
~
~
~

、

ぱ

斗

栽

惑

詐

全

日
ｌ
や
Ｊ
・

院

正

再

田

毛

“

・

プ

Ｐ

Ｌ

ｒ

ご

酢

・

Ｆ

Ｕ

１

凡

』

哨
口
白

罰

ロ

（

シ

ジ

~
~
~
~
~
~

」

・

ｒ

ｑ
垂
．
』

0 5cm

図V-102包含層出土の土器(16)

207



2 包含層出土の遺物
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V B地区の調査

の斜行縄文が多いが、 195･ 220は地文にLRの斜行縄文が施されている。 220は穿孔が1ヶ所施されて

いる。 224の縄文は縦走気味である。 226はLRLの縄文が横走する。 227は綾繰文が施されている。

228～251は底部。 228･ 229･ 232 ･ 234は底部がやや張り出す。 232･235･ 249･ 251は胴部がやや開

き気味になる。 236･240･246･ 249はやや上げ底気味のものである。 237の地文はRLの縄文で横走す

る。

Ⅲ群B類（図V 100-252～269)

出土量が少ない点と、小片が多いため、細かな時期の特定をし難いものが多い。全体的に胎土に砂

粒を多く含み、やや脆い作りのものが多い。焼成は全般的に不良である。地文の縄文は不整な単節の

斜行縄文が施されるものが多い。

17は口縁部を欠く。胴部がやや膨らむ器形である。地文の縄文はLRの斜行縄文である。 252～254

は同一個体。波状口縁で、底部を欠くが底部からほぼ直線的に立ち上がる器形と考えられる。 口唇部

には竹管状工具によると考えられる刺突が施されている。地文にはLRの不整な斜行縄文が施文され

ている。内面調整は粗く、胎土には砂粒を多く含む。 255～260 . 262～267は胴部。 255 ． 256は横位の

貼付が施され、貼付上には縄の圧痕が加えられている。 255は貼付上部に縄の圧痕が横位に巡ってい

る。 256と257は同一個体。 LRの斜行縄文が施されている。 258～260は貼付上に竹管状工具による刺

突が施されるものである。 259は口縁部で、 口唇部断面形状は角形である。 261～269は地文の縄文のみ

施されるものである。 261は平縁である。 262～267は胴部である。 263は縄文が横走する。 265～267は

地文に複節の縄文が施されるもの。 265 ． 266はLRLの縄文が横走する。 267はRLRの縄文が向きを

変えて施文されている。 268． 269は底部。どちらもやや上げ底である。 268は底部から胴部にかけて緩

く湾曲する。 269は縦走気味の斜行縄文が施されている。

Ⅳ群A類（図V-101～103-270～335)

1群（図V-270～301)

全体的に胎土に砂粒を含むものが多く、焼成はやや不良である。 270～273 . 276は縄線文が施されて

いるもの。 270･271口縁部で、横位に縄の圧痕が巡らされている。 272 ． 273･276は縄文地に縄の圧痕

により文様が描き出されている。 274は地文の縄文を沈線で区画し、無文部に沈線により文様を描き出

している。また、半裁竹管状工具による刺突が縦位に施されている。 276の口縁部には半裁竹管状工具

の小さな刺突が横位に巡らされている。

16･277～294･300． 301は貼付帯が巡らされるものである。 16･277～294は全て折り返し口縁であ

る。貼付帯上は縄文が施されているもの、縄による圧痕が加えられているもの、無文のものがある。

口唇部は平坦で、 口唇部断面は角形のものが多い。地文はほとんどのものがLRかRLの斜行縄文を

施文されている。 16は底部を欠き、胴部～底部にかけて直線的に立ち上がる器形である。 口唇部断面

は角形で、 口縁端部の貼付上と器面には不整なLRの斜行縄文が施されている。 277は口縁端部の横位

の貼付から斜方向に垂下する貼付が加えられている。貼付上には部分的に縄の圧痕が施されている。

278. 280～287 . 289は貼付帯上に斜行縄文が施されているもの。 278はは粗雑な貼付帯をもち、 口唇部

にも斜行縄文が施されている。 280～286の調整が粗雑では口唇部が平坦でなく、やや丸みを帯びるも

の。 287 ． 288は口縁部に2本の貼付帯で区画された無文帯をもつもの。 289の口縁部は無文である。

279 . 290は貼付帯上が無文のものである。 279は縄文がほぼ縦走する。 290は無節の縄文が施されてい

る。 291～294は無文のもので、 291の口唇部は平坦だが、他は丸みを帯びる。 295～299は貼付帯をもた

ないものである。 295～298は地文に斜行縄文が施されているもの。 口唇部断面は角形である。 295は縄

文が横走する。 297は口唇部にも斜行縄文が加えられている。 299は無文のものである。 1群は天祐寺
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2 包含層出土の遺物

式～涌元式に比定される。

2群（図V-102-302)

302は口縁部がくの字に屈曲するものである。無文地で胴部には弧状の文様が沈線によって描き出さ

れている。 トリサキ式に比定される。

3群（図V-102-303～321)

磨消し縄文と沈線により文様が描き出されるもの。 303～305･318は縄文地の横位の沈線間にクラン

ク文が施されるもの。 306･309は太い沈線で区画し、ササラ状工具による擦痕が加えられるものであ

る。 306は沈線下部に擦痕が加えられている。 309は沈線に沿って擦痕が加えられている。 307･308 ･

310～316は無文地に太い沈線により曲線文様が描き出されている。 313は半裁竹管状工具による2本1

組の沈線が加えられている｡ 317･319～321は磨消し縄文が施され、縄文は沈線により区画されてい

る。 3群は大津式に比定される。

4群（図V-102 ･ 103-322～333)

1群～3群に入らないものをここで一括して扱う。 19は小形の鉢で、底部は上げ底である。無文で、

器面全体に手ひねりによるもので指頭痕跡が認められる。焼成は不良で、胎土は砂粒をやや含む。焼

成・胎土からⅣ群A類とした。 322～333は胴部である。 333は無文で、地文の縄文のみが施されている

もの。 332は無節で、他は全て単節の縄文である。 326 ． 332は縄文が横走する。 330は縄文が縦走する。

334. 335は底部である。 335は胴部が膨らむ器形でRLの斜縄文が施されている。底部はやや上げ底で

ある。

Ⅳ群B類（図V-103-336)

浅鉢の底部で、台部をもつ。器面は磨耗している。器形から本群に含めた。

土製品

円板状土製品（図V-103 337～342)

全てⅢ群A－3類土器の胴部破片を転用している。 337･ 341は部分的に擦って整形している。 340~

342はほぼ半分を欠損している。

耳栓（図V-103-343～345)

343 ． 344は表裏面に細かい刺突が施されている。 345は約2/3を欠損している。 （広田）

石製品（図V-103-346)

346は三脚石器である。両面加工で、図の右側は欠損している。黒曜石製で、原材産地同定を依頼し

たところ、赤井川産と判定された（第Ⅶ章2節） 。 （柳瀬）

b 石器・石製品（図V-108～122･ 103-346、図版154～163, 153 2)

B地区包含層からは、石器類が合計14,980点出土した｡その内訳は、剥片石器類が10,482点、礫石器

類が4,494点、石製品が4点である。

剥片石器類では、剥片が約9割を占めており、石核・原石・剥片を除いた剥片石器は927点である。

剥片石器の中では、 Rフレイク、 スクレイパーが多く、それぞれ279点、 249点出土している｡次いで石

錐が115点、 Uフレイクが113点で比較的多く出土しており、ほかにはドリルが43点、つまみ付きナイ

フが27点、石槍が20点、両面加工石器が18点、石器未成品が10点、模形石器が2点出土している。模

形石器はいずれも黒曜石製で、側縁の樋状剥離は明瞭ではないが、上下端につぶれがみられる、厚み

のある剥片である。

礫石器類では、礫が約9割を占めており、礫剥片が118点出土している。これらを除く礫石器は577点
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VB地区の調査

で、その中では、すり石が多く257点、次いでたたき石が119点、石錘が9点出土している。石斧・砥

石・石皿は破片が多く、そのまま個体数を表すものではないが、それぞれ60点、 55点、 70点出土して

いる｡加工痕のある礫は7点出土しており､扁平礫の周縁にまばらに剥離が加えられるものなどがある。

礫剥片は、緑色泥岩・片岩などの石斧製作に伴うものと、安山岩などのすり石などの製作・使用に伴

うものがあり、前者は15点、後者は103点出土している。石製品は三脚石器などが4点出土している。

石器類の分布は、調査区の地形に影響されている｡H-51付近からR-42付近にかけての尾根地形の

部分に最も集中しており、 これは竪穴住居跡の分布状況とも一致している｡調査区中央部の南東向きの

緩斜面では、比較的少数が均一に分布する｡60～63ライン付近は、 63ラインを中心とする沢地形に面す

る斜面にあたっており、剥片石器および剥片が集中して出土しているのに対し、礫石器類は少ない。

65ラインより東側では石器の分布が極端に希薄になる。器種による分布傾向の違いは、先述した60ラ

イン付近のほかは、顕著ではない。

石材は、各器種に共通して、剥片石器類では頁岩が、礫石器類では安山岩が圧倒的に多い。 このた

め、掲載石器一覧表においては全点について石材の記載を行っているが、本文中では頁岩あるいは安

山岩以外の石材についてのみ記載した。また、黒曜石製の石器の一部では原材産地同定を依頼した（第

Ⅶ章2節） 。

なお、掲載した石器出土分布図には、出土位置の特定できない表採等のものは除いている。

石鍼（図V-108-1～14)

115点出土している。 2類：有茎のものが約7割の84点、 1類：無茎のものは7点、 9類：未成品が

15点出土した。 1類では、 lb類：柳葉形のものが3点、 1c類：菱形のもの、 1d類：五角形のも

の、 le類：木葉形のものがそれぞれ1点ずつ出土している。 2類の中では2a類：茎の明瞭なもの

が多く63点、 b類：茎の不明瞭なものが13点出土している｡石材は約半数の63点が頁岩、約25%の32点

が黒曜石、約15%の18点が流紋岩で、 ほかにはメノウ、玄武岩が少数見られる。

l～14は石雛｡ l～4は1類、 5～Wlは2類。 l～3はlb類である。 3は黒曜石製で、右側縁が部分

的に磨耗している。4は1d類:五角形のものである｡基部がやや窪む。5～l1は2a類:茎部の明瞭なも

ので、 5 ． 6は平基のもの、 7～l1は凸基のもの。 10･11は、茎部が湾曲するもの。 12～14は2b類：茎

部の不明瞭なものである。3 ･ 5 ･ 6 ･ 10･ 14は黒曜石製、 12 ･ 13は流紋岩製、 11は玄武岩製である。

石槍（図V-108-15～18)

20点出土している。ほとんどが細分不能な破片あるいは未成品と思われるものである。形態のわか

るものでは、 la類：無茎で柳葉形のものが1点、 lb類：無茎で木葉形のものが1点、 2a類：有

茎で茎の明瞭なのものが1点、 2b類：有茎で茎の不明瞭なものが3点出土している。石材は、頁岩

製のものが約半数を占め、ほかには玄武岩･黒曜石がそれぞれ5点ずつ、流紋岩が1点みられる。

15～18は石槍。 15はlb類16は玄武岩製の2b類、 17･18は未成品である。 17は上下端に、 18は下

端に原石面が残る。

ドリル（図V-108-19～24)

43点出土している。 1類：剥片の一部に機能部を作出するものと、 3類：つまみ部の不明瞭なもの

が多くそれぞれ16点、 15点出土しており、ほかには4類：棒状のものが6点、 5類：他石器からの転

用品が2点、 2類：つまみ部の明瞭なものが1点見られる。石材は、頁岩が大部分の32点を占め、流

紋岩が4点、黒曜石が3点のほか、 メノウが見られる。

19～24はドリル。 19･20は1類、 21は2類、 22･ 23は3類、 24は5類である｡19は上下両端に機能部
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2 包含層出土の遣物

をもつ。 21は機能部が非常に短いもの。 22は機能部の磨耗が顕著である。 24は石鍼からの転用品で、

機能部は磨耗している｡23は黒曜石製である。

つまみ付きナイフ（図V-108･ 109-25～30)

27点出土している。 2類が2点みられるほかは、形態のわかるものはすべて1類である。 1d類：

粗雑なつくりのもの14点と、 lc類：周縁加工のもの8点で大半を占める。ほかは、 la類：片面全

面加工のもの、 lb類：両面加工のものが少数出土している。石材は、 9割近くが頁岩製で、黒曜石

製とメノウ製がわずかずつ見られる。

25～30はつまみ付きナイフ。掲載したものはすべて1類である。 25はlb類。 26～29は1c類。 28

はつまみ部が不明瞭で、スクレイパーの可能性もある。 30は1d類。加工はつまみ部のみで、右側縁

に使用痕がみられる。

スクレイパー（図V 109･ll0 31～51,図Ⅵ-56-26)

249点出土した。 7割が1類：縦形のもので、 2類：横形のものが1割程度、 ほかは3類：ラウンド

スクレイパー、 4類：箆状石器が少数ずつ出土している。また、細分不能な破片が1割程度を占めて

いる。 1類では、 la類：長辺に刃部をもつものが154点、 lb類：端部に刃部をもつものが12点、 1

．類：側縁から端部にかけて連続する刃部をもつものがl1点、 1c類：尖頭部を作出するものが2点

出土している。 2類では、 2b類：端部に刃部を持つものが18点、 2a類：側縁に刃部をもつものが

4点出土している。石材は、 9割近くが頁岩製で、そのほか流紋岩製が21点、黒曜石製玄武岩製

メノウ製が少数ずつ出土している。

31～51およびⅥ 56-26はスクレイパー。 31～46 ･Ⅵ-56-26は1類、 47･48は2類、 49～51は4

類である。 31～41 ･Ⅵ-56-26はla類。 31～35は直線的な刃部をもつもので、 31 ･33･34は片面加

工、 32 ． 35は両面加工のもの。 33は左側縁から下端部にかけても使用されており、磨耗が顕著である。

36～38はやや内湾する刃部をもつもので、 36は両面加工、 38 ． 39は片面加工のもの。Ⅵ-56-26は外

湾する刃部をもつもの、 39は鋸歯状の刃部をもつもの。 40･41は木葉形で、両側縁に刃部をもつもの。

42 ．43．44はlb類。 43は、腹背面の端部ぎわに磨耗が顕著である。 44は3類：ラウンドスクレイパ

ーの可能性もある。黒曜石製。 45 ．46はlc類。 45は先端部に磨耗が見られ、 ドリルと兼用されてい

る。 47 ．48は2b類。 48は、上下両端部が著しく磨耗している。 49～51は4類で、 49･ 51は擢形のも

の。 49は腹面下端に縦方向の擦痕が見られる。 51の腹面下端には光沢が認められる。

両面加工石器（図V-110-52 ． 53)

18点出土している。形態の不明な破片が多いが、木葉形のもの、楕円形のものなどがある。石材は、

頁岩製が16点、黒曜石製が1点、玄武岩製が1点である。

52 ． 53は両面加工石器で、 いずれも楕円形のもの。 53は未成品の可能性もある。

石核（図V-lll-54～57)

64点出土している。大部分が頁岩で、ほかに流紋岩が2点、 メノウが2点見られる。規則的に剥片

が剥離されているものは少ない。節理面が目立つものが比較的多く見られる。

54～57は石核。 54． 55 ． 57は頁岩、 56は流紋岩のもの。 54は石核としたが、 FC-1に見られるよ

うな両面加工石器の加工初期の段階のものの可能性もある。 55 ． 56は原石面が残る。

なお、黒曜石製の3 ･ 5 ｡ 6 ･ 10･ 14･ 23 ･44について原材産地同定を依頼したところ、 3 ･ 5 ･

6 ．44は赤井川産、 14･ 23は豊浦町豊泉産、 10については、札幌市K-39遺跡19次調査で出土した産

地不明の遺物で形成される、 K-19遺物群と判定された（第Ⅶ章2節） 。
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2 包含層出土の遣物
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2 包含層出土の遺物

石斧（図V-112-58～66)

60点出土している。半数近くが細分不能な破片である。形態のわかるものでは、 2類：溌形のもの

が12点、 1類：短冊形のものが7点、 3類：小形のものが2点出土している。また、未成品は8点で

ある。石材は、片岩、緑色泥岩のものが多く、ほかに凝灰岩、蛇紋岩のものが少数見られる。

58～66は石斧。 58は1類、 59～63は2類である。 58は素材の形状は大きく変えられず、側縁と刃部

のみ粗割と磨りで整形している。 59 ． 60は板状礫を素材としており、 59は素材の形状は大きく変えら

れず、主に側縁と刃部が粗割・磨りで加工されており、 60はさらに片面全面が磨りで整形される。 61 ･

62は全面が粗割・敲打・磨りで整形される。 61は刃部に縦方向の擦痕が見られる。 62は基部にのみ原

石面が残る。 63は腹背面には若干磨りが加えられるのみで、刃部の加工が顕著である。 64． 65は3類

で、 いずれも素材の形状が大きく変えられないもの。 64は、刃部のみが加工される。 65はもおもに刃

部が加工され、側縁もごくわずかに磨られている。 65は粗割のみ加えられた未成品である。

たたき石（図V 113-67～76)

119点出土している。半数近くが3類：平坦面に使用痕がみられるもので、ほかには、 1類：端部に

使用痕がみられるものが30点ほど、 2類：周縁に使用痕がみられるものが25点ほど出土している。 4

類：球状礫の全周に使用痕がみられるものは1点のみである。使用痕が複合するものもみられる。石

材はほとんどが安山岩で、珪岩、泥岩、砂岩などが少数みられる。

67～76はたたき石。 67は1類、 68～75は3類76は4類である。 68は断面が三角形の礫を素材とし

ており、右側面にも使用痕がみられる。 75は端部にすり痕がみられる。今回の調査では、すり石とし

てはほかに例がみられないため、たたき石に含めた。端部のすり痕は平坦である。 68は珪岩、 76は泥

岩を素材としている。

すり石（図V-113～116-77～112)

257点出土した。 5類：半円状扁平打製石器が3割強、 2類：側縁に使用痕がみられるものが2割

強、 4類：両端に打ち欠きが加えられるものが2割弱で、 この3種で8割近くを占める。 このほか、

1類：断面三角形の礫を素材とするもの、 3類：平坦面に使用痕がみられるもの、 6類：北海道式石

冠が少数出土している。また、 4類あるいは5類と同様の加工が加えられているが、使用痕が認めら

れないものが、それぞれ4点、 6点出土しており、未成品と思われる。 4類の未成品については、石

錘の可能性も考えられるが、使用痕のあるものと同程度の大きさであることから、すり石に含めた。

石材はたたき石同様安山岩が大半を占め、砂岩、流紋岩、凝灰岩等が少数見られる。

77～l12はすり石。 77～87･ 101は2類、 88～96は4"､ 97～100･102～109は5類、 110～112は6類
である。

77～85は使用面が加工されないもの、 86･87･ 101は使用面に剥離が加えられるもの。 77～81は小形

のものである。 82はたたき石3類と複合したもの。 84は三辺に使用痕がみられるもので、他のすり石

よりも長幅比の近い素材を使用している。砂岩製。 85は短辺に使用痕がみられる。 86は板状の、 87は

断面が三角形に近い角礫を素材としたもので、 ともに流紋岩製。 101は比較的小形のもので、被熱によ

るはじけがみられる。 88～96は4類。 88～92は使用面が加工されないもの、 93～96は使用面に剥離が

加えられるもの。 88～90は比較的小形のもの。 90には使用痕がみられない。 93 ． 94はそれぞれ、流紋

岩・閃緑岩と思われる。 97～109は5類。 97～99は使用面が加工されないもの、 100 . 102～109は使用

面に剥離が加えられるもの。 100･ 102は比較的小形のもの。 10Oは腹面の周縁に加工が加えられてい

る。 104は凝灰岩製。 107は同一地点から出土した2点が接合した。被熱により、部分的に赤化してい

る。 110～112は6類。 110． 111はにぎり部のみが敲打で作り出される。 112は、 にぎり部が敲打で作り
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2 包含層出土の遺物
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０
１

10cm

1

図V-117包含層出土の石器(10)

出され、背面のみ、 にぎり部の上下に磨りが加えられている。

砥石（図V-116-113～117)

55点出土した。形態の不明な破片が多いが、それ以外では、 図示したような楕円形の安山岩を素材

として、 ゆるいU字状の使用面が見られるものが比較的多い。凝灰岩や砂岩を用いるものは少ない。

113～117は砥石。 113～115は安山岩製のもの。使用痕は平坦か、 あるいはわずかに窪む。 116 ･ 117

は凝灰岩製のもの。 117はU字形の溝状の使用痕と、 ほぼ平坦な使用痕が見られる。

石錘（図V-116-ll8)

9点出土している。ほとんどが安山岩の扁平礫を素材としたものである。

118は2対の打ち欠きが加えられるもの。平坦面にはすり痕が見られ、砥石として使用されたものと

思われる。

石皿・台石（図V-117-119～120)

70点出土しているが、形態の不明な破片が大部分である。ほとんどが安山岩製で、わずかに砂岩製

のものが見られる。

119は石皿で、使用面はわずかに窪んでいる。 120は台石。明瞭に窪んだ使用面がみられる。腹面は

平坦に加工されているようである。

石製品（図VlO3 346、 図版153-2)

4点出土している。三脚石器・ヒスイの再加工品などがある。 ヒスイの再加工品はN-60のI層か

ら出土した｡大形の石製品と思われるものの破片を再加工し、割れ面に磨りが加えられている。今回は

掲載していないが、 13年度に原材産地同定等を行う予定である。これ以外は破片のため形態が不明なも

ので、礫を素材とし全面研磨されているものなどがある。

なお、掲載した遺物の事実記載および一覧表は、土器の末尾、図V-103-346の項で行っている。

（柳瀬）
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VI C･D地区の調査

ⅥC・D地区の調査

C･D地区の概要

C地区は平成1O年度に沢の調査を行い、平成l1年度は25%調査を行った。平成12年度は本調査に取

り掛かった。

C地区の沢の中は、 B地区、 C地区両側からの流れ込みがあるため、 39ラインを境に分けている。

D地区との境は、農道が間にあり撹乱部分が広がっているため、 19ラインで分けている。

D地区は平成11年度に25%調査を行った後、 9月から本格的な発掘調査に取り掛かった。平成12年

度は平成11年度に残った320㎡の調査を行った。

C地区で検出された遺構は建物跡が9軒、土墳が29基、焼土13カ所、集石2カ所、 フレイク・チッ

プ3カ所である。

建物跡1 ･ 8は縄文時代中期と思われ、建物跡10は近代の可能性がある。他の6軒の建物跡は縄文

時代早期と思われる。

士坑は29基検出され、大半が縄文時代中期前半のものと考えられる。 P-111は建物跡10と関るもの

と思われ近代の炭焼きに関連する遣構と考えられる。

D地区で検出された遺構は、縄文時代早期の竪穴住居跡が3軒、建物跡1軒、土坑2基焼土4カ

所、 フレイク・チップ3カ所である。

遺物の出土状況から、縄文時代早期はD地区を主体にC地区の南西側に広がっている。縄文時代中

期はC･D地区全体で出土するがC地区北東側に主体を移している。中期後半は僅かに出土する程度

となり、後期は北側に多く出土している。

1 遺構

a竪穴住居跡

H-7 (図Ⅵ－3、図版18-1 ･ 2 ･ 3)

位置・立地:L-8

規模： ／×4. 16m/3. 20m×0. 30m

平面形：不明。

確認．調査：平成11年度に調査したK－8グリットの周辺の精査を行ったところ、南側に半円形に広

がる落ち込みを確認した。遺構の覆土を想定し、土居観察用のベルトを設定して掘り下げを行った。

約20cm程掘り下げたところで、礫の集中を確認した。礫は地山に含まれる円礫と同種のもので、流れ

込みによるものと判断した。D地区は北西側の標高が高く、南側が低い地形になっているため、包含

層中にも流れ込みによる礫を多く含んでいた。 この礫集中を取り上げた後、約10Cln程掘り下げたとこ

ろで緩やかに立ち上がる壁面を確認した。そこで再度K－8グリットの精査を行ったところ、 この落

ち込みに伴うと思われる小ピットを確認したため、住居跡と判断した。覆土l層はⅢ層を主体にした

黒色腐植土で、ブロック状のKo-gを含んでいた。覆土2 ･ 3層は共に礫を多く含んでいる。

土層: 1 黒色士 7. 5YR3/l 粒子粗く、粘性高い。 Ko-gブロック状に混じる。

2 黒褐色士 7. 5YR3/1 粒子細かく、粘性高い°小礫を多く含む。

3 灰褐色土 7. 5YR4/2粒子細かく、 しまり強い。礫を多く含む。

HPl l 黒色士 粒径約0. 5mmのVを含む。

HP2 1 黒褐色士 粒径約0. 5ⅢmのVを少量含む。
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l 遺構

HP3 1 黒褐色士 しまり強い。

HP4 1 黒褐色士 しまり強く、小礫を含む。

HP5 1 褐灰色土 しまり強く、小礫を含む。

HP6 1 黒褐色土 粒径約0. 5mmのVを少量含む。

HP7 1 黒褐色士 しまり弱く、粘性高い。

HP8 1 黒褐色土 しまり強い。粘性やや高い。

HP9 1 黒褐色土 しまり弱く、粘性高い。

特徴：ピットを9基検出した(HP-l～9) 。平成l1年度にK－8グリットはV層まで調査されて

いるため、残存するピットの規模は口径が約20cm、深さは約15cm程である。

遺物出土状況:Ko-g直下の覆土中からI群A類が1点出土している。

時期：出土した遺物から縄文時代早期前半I群A類の時期と考えられる。 （笠原）
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ⅥC・D地区の調査

H-9 (図Ⅵ－4． 5、 図版20-1 ･ 2， 114-1)

位置・立地:G-6， G－7、H－6， H－7 調査区南西側の段丘縁に近く、より低位の段丘面の

やや微高地に位置する。

規模: 3.71m×3.64m/3.46m×2.82m/0.27m

平面形：不整円形（本来は円形もしくは隅丸方形に近いか） 。

確認・調査：表土除去時に石皿がまとまって出土した。そのため、住居跡が近くにあることを想定し

グリットに沿ってベルトを残し掘り進めると、Ⅳ層上面において暗褐色土のまとまりを確認した。 ト

レンチを設定し、更に掘り進めると床面に炭化物が散在し、 また周囲から流れ込んだように遺物がレ

ベル差をもって出土したため、住居跡と考えた。なお、北東側の壁は不明瞭で柱穴の位置からもやや

掘り過ぎと考えられ、本来の平面形は円形もしくは隅丸方形に近いと推測される。

土層： 1 黒色土 7.5YR2/1 粘性なく、 しまりやや強。乾燥するとクラックが入る（Ⅲ） 。

2 黒褐色土 7． 5YR2/2粘性弱、 しまりやや強（Ⅳ上） 。

3 極暗褐色士7. 5YR2/3粘性やや強、 しまりやや弱。 ロームが混じる（Ⅳ） 。

4暗褐色土 7. 5YR3/3粘性やや強、 しまりやや弱。 ロームが多く混り、所々に炭化物と

焼土粒が見られる(W>V) ｡

5 暗褐色土 7. 5YR3/4粘性強、 しまりやや弱。最も多くロームが混じる(V>W) ｡

6 暗褐色土 7. 5YR3/4粘性強、 しまりやや弱。 5よりも若干暗い(IV+V) ｡

HF 1 1 にぶい赤褐色士(7.5YR4/3)周囲よりも若干赤味を帯びる程度で不明瞭。炭化

物・焼土粒がごく微量混じる。

HP-l l 暗褐色土 10YR3/3 粘性やや強、 しまりやや弱。

HP-2 1 褐色士 lOYR4/4 粘性やや強、 しまり弱。

HP-3 1 暗褐色士 lOYR3/3 粘性やや強、 しまりやや弱。

HP-4 1 極暗褐色土 lOYR4/3粘性やや強、 しまりやや弱。

HP-5 1 暗褐色土 lOYR3/3 粘性やや弱、 しまりやや弱。砂質で炭化物が混じる。

HP-6 1 黒褐色土 lOYR3/2 粘性やや強、 しまり弱。下方はボソボソ。

HP-7 1 褐灰色士 10YR4/1 粘性やや弱、 しまり弱。

2 褐色士 lOYR4/3 ボソボソでしまり弱。

HP-8 1 褐色土 lOYR4/3 粘性強､しまりやや強｡暗褐色土がブロック状に混じる。

2 にぶい褐色土 lOYR5/4粘性強、 しまりやや強。

床面・壁面：床面は北西から南東にかけてやや傾斜がついている。壁は不明瞭でなだらかに立ち上が

る。

特徴：Ⅳ層中の掘り込みと考えられ、浅く不明瞭な住居跡である。炉は地床炉で、住居中央からはず

れて位置し、あまり焼成を受けていないようである。柱穴は全部で8ケ所検出された。深さは10～20

cm前後で、壁際近くを等間隔で巡っている。

遺物出土状況：現地での遺物の取り上げはロームの混じり具合で判断した。よって、取り上げのl層

は覆土l層、 2層は覆土2層、 3層は覆土3 ． 6層、 4層は覆土4 ． 5層に対応する。取り上げの1

層からはI群a類土器24点・石器など56点、 2層からは同土器80点・石器など143点、 3層からは同土

器14点・石器など66点、 4層からは同土器1点・石器など10点、床面からは石器など6点が出土した。

住居の西壁際では頁岩のフレイクがまとまっていた。また、住居に近接して台石。石皿片が散在して

おり、接合したものもある。周辺のグリットからは小型の石錘が出土した。
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l 遣構
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VI C･D地区の調査
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l 遺構

時期：覆土中出土の土器および周辺の遺物から、縄文時代早期前半I群A類土器の時期の遺構と考え

られる。 （藤原）

掲載遺物：土器 1 ･ 2は覆土出土のI群A類。 1 ･ 2は同一個体。 口縁部はゆるい小波状を呈し、

細い隆帯がめぐらされる。器面全体に縦方向の浅い条痕が施されている。 （広田）

石器 3～7は覆土から、 8は遺構外Ⅳ層から出土したものである。 3は石鎌le類。黒曜石製。 4･

5は石槍とした。 4はlb類。 5未成品。石槍としたが、大きさから、石雛の可能性もある。 6はす

り石1類。 7は珪岩製の石錘。 8は石皿。 L－4のⅣ層から出土したものと接合している。

（柳瀬）

H-10 (図Ⅵ 6 ･ 7、 図版21-1 ･ 2， 22-1 ， 114 2)

位置・立地: J-6， K-6 H-9と同じく段丘縁で低位段丘面の微高地上に位置する。

規模: 2.61m×2.50m/2. 31m×2.29m/0. 17m

平面形：隅丸方形。

確認・調査：耕作士除去後、 Ko-(Iのまとまりを確認した。ベルトを設定して掘り進めると、東側を中

心に礫が多く流れ込んでいた。 さらに掘り下げると礫が極端に少なくなり、 ロームが硬くしまってい

た。また、壁が南側を除いて明瞭に検出できたので、住居跡と考えた。

土層: 1 Ko-d

2 黒色士 7. 5YR2/1 粘性なく、 しまり弱。ボール状の黒色土が混じる （Ⅲ） 。

3 黒褐色土 7. 5YR2/2粘性弱、 しまりやや強。 ロームが少量混じる（Ⅳ上） 。

4黒褐色士 7. 5YR3/2粘性やや強、 しまりやや弱。 3よりも若干明るい（Ⅳ） 。

5 暗褐色土 7. 5YR3/4粘性強、 しまり強。 ロームが多く混じる (V>W) ｡

6 黒褐色土 7. 5YR3/2粘性やや強、 しまり強。 ロームが混じる。炭化物・焼土粒が散在

する (W+V) 。

HP-l l 黒褐色士(I()YR2/2)粘性やや弱、 しまりやや強。ごく少量のロームと炭化物が

混じる。

HP-2 1 灰オリーブ褐色砂(2. 5YR3/3)上面に炭化物が散在。

HP-3 1 灰オリーブ褐色砂(2. 5YR3/3) ｡

床面・壁面：床面は平坦で硬くしまっていた。壁は南側を除いて明瞭にとらえられた。

特徴：セクションの観察からⅢ層下位もしくはⅣ層上面からの掘り込みと考えられる。小型で明瞭な

掘り込みの住居である。炉と柱穴は確認できなかった。近接して台石とフレイク・チップ集中(FC

－5）が検出された。HP-lは床面から構築された付属土壌で、覆土中から使用痕があまりない断

面三角形のすり石が出土した。また、HP 2･ 3は浅い皿状の土壌で、 ほぼ純粋な砂が詰まってい

た。砂は当センター第一調査部第一調査課花岡の鑑定によると水成砂と断定できるものである。

遺物出土状況：現地での遺物の取り上げはロームの混じり具合で判断した。よって、取り上げのl層

は覆土2眉2層は覆土3層3層は覆土4 ． 6層、 4層は覆土5層に対応する。取り上げのl層か

らはI群a類土器21点・石器など5点、 2層からは同土器83点・石器など6点、 3層からは同士器23

点・石器など12点、 4層からは同土器1点・石器など1点、床面からは同土器11点・石器など4点が

出土した。多くの遺物は住居跡の西側から流れ込んだ状態で出土している。住居の中央からは床面か

らやや浮いた状態で、使用痕がほとんど無いが台石に使用したと考えられる腹背面が平坦な礫が出土

した。
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VI C･D地区の調査
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l 遺構

時期：覆土中の遺物、および周辺の遺物から縄文時代早期前半I群A類土器の時期の遺構と考えられ

る。 （藤原）

掲載遺物：土器 l～5は覆土出土で、 6は床面出土である。分類は全てI群A類。いずれも焼成はや

や不良。 1 ･ 2は同一個体と考えられる。 口縁部はゆるい小波状で、 口唇部断面はやや角形を呈する。

器面には縦方向の浅い条痕が認められる。 3～5は胴部。 3 ．4は縦方向に浅い条痕が加えられてい

る。 5は器面が全体的に磨耗している。 6は平底の底部で器面は磨耗している。 （広田）

石器 7は覆土から出土したつまみ付きナイフlc類。 8はHPlから出土したすり石1類である。

（柳瀬）

b建物跡

建物跡1 （図Ⅵ 8、図版40-2)

位置・立地:M･N-23～25、 C地区段丘緩斜面の、標高37.6～38. 1m付近に位置する。

規模: 9. 10m×4. 10m

平面形：六角形の配置。

確認・調査: IV層上面で黒褐色土の落ち込みを確認したが、明瞭でなかったためV層上面まで掘り進

めたところ、HPのまとまりを確認した。HPl～8は主柱穴と考えられ、六角形に組み合う。HP

9～11はやや小さめで、 HP1 ． 2の辺に平行し位置する。HP12 ･ 13は他と組み合わないことから、

建て替えもしくは他の遺構の可能性がある。土層の堆積状況からHPの掘り込み面はⅢ層中と考えら

浅い皿状のくぼみもしくは浅い掘り込みが伴う可能性もある。

HPl l 暗褐色土 loRY3/4 m+w粒子細かい。 しまりややあり。

HP2 1 暗褐色土 loRY3/4 m+w粒子細かい。 しまりややあり。

HP3 1 暗褐色土 lORY3/4 m+w粒子細かい。 しまりややあり。

HP4 1 暗褐色土 lORY3/3 m>Ⅳ粒子細かい。 しまりややあり。

HP5 1 暗褐色土 lORY3/4 m+w粒子細かい。 しまりややあり。

HP6 1 暗褐色土 loRY3/3 m>w粒子細かい。 しまりややあり。

HP7 1 暗褐色土 lORY3/4 m+w粒子細かい。 しまりややあり。

HP8 1 暗褐色土 lORY3/3 m>w粒子細かい。 しまりややあり。

HP9 1 暗褐色士 lORY3/4 m+w粒子細かい。 しまりややあり。

HP10 1 暗褐色士 lORY3/4 m+w粒子細かい。 しまりややあり。

HPll l 暗褐色土 lORY3/4 m+Iv粒子細かい。 しまりややあり。
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図Ⅵ－7 H-10出土の遺物
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l 遺構

HPl2 1 暗褐色土 lORY3/3 m>Ⅳ粒子細かい。 しまりややあり。

HP13 1 暗褐色士 lORY3/4 m+Ⅳ粒子細かい。 しまりややあり。

遺物出土状況：出土していない。

時期:HPの掘り込み面と、 N 23， 24の包含層からⅢ群B類土器が出土していることから、縄文時

代中期前半の可能性がある。 （佐藤）

建物跡2 （図Ⅵ－9、図版41-1)

位置・立地: J ･K-22、 C地区段丘緩斜面の、標高38.8m付近に位置する。

規模: 3. 98m×(1 .90m)×－

平面形：六角形の配置の可能性がある。

確認・調査: IV層上面で黒色土の落ち込みを確認したが、明瞭でなかったためV層上面まで掘り進め

たところ、HPのまとまりを確認した。HPl～4は主柱穴と考えられる。土層の堆積状況などから、

HPの掘り込み面はⅢ層中～Ⅳ層上面と考えられる。浅い皿状のくぼみもしくは浅い掘り込みが伴う
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VI C･D地区の調査

可能性もある。

土層:HPl l 暗褐色士 loRY3/4 m+Ⅳ粒子細かい。 しまりあまりなし。

HP2 1 暗褐色土 lORY3/4 m+Ⅳ粒子細かい。 しまりあまりなし。

HP3 1 暗褐色土 lORY3/4 m+Ⅳ粒子細かい。 しまりあまりなし。

HP4 1 暗褐色士 lORY3/3 m>Ⅳ粒子細かい。 しまりあまりなし。

遺物出土状況:HP3のl層から礫が1点出土した。

時期:HPの掘り込み面と、 J ･K-22包含層からI群A類土器が出土していることから、縄文時代

早期前半の可能性がある。 （佐藤）

建物跡3 （図Ⅵ－10，図版41-2)

位置・立地:K･L20、 C地区とB地区の間段の丘緩斜面の一番高い部分、標高39. 1m付近に位置す

る。

規模: 2. 60m×2. 30m×一

平面形： 4本柱である。

確認・調査：Ⅳ層上面でHPのまとまりを確認した。HPl～4は主柱穴と考えられる。周辺のⅢ層

は削平のためほとんど残っていなかったが、Ⅳ層上面の遺物出土状況から、 HPの掘り込み面はⅢ層

下位～Ⅳ層上面と考えられる。

土層:HPl 1 暗褐色士 10RY3/3 粒子細かい。

HP2 1 暗褐色土 lORY3/3 粒子細かい。

HP3 1 暗褐色士 10RY3/4 粒子細かい。

HP4 1 暗褐色士 lORY3/4 粒子細かい。

にぶい黄褐色士 lORY4/3。

にぶい黄褐色土 lORY4/3｡
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l 遺構

遺物出土状況:HP3のl層からフレイクが1点出土した。

時期:HPの掘り込み面と、 L20の包含層からI群A類土器が出土していることから、

前半の可能性がある。

縄文時代早期

（佐藤）

建物跡4 （図Ⅵ l1、図版41-2)

位置・立地:K･L20、 C地区とD地区の間の段丘緩斜面の一番高い部分、標高39.0m付近に位置す

る。

規模: 2.55m×2.30m×一

平面形： 4本柱である。

確認・調査：Ⅳ層上面でHPのまとまりを確認した。HPl～4は主柱穴と考えられる。周辺のⅢ層

は削平のためほとんど残っていなかったが、 Ⅳ層上面の遺物出土状況からHPの掘り込み面はⅢ層下

位～Ⅳ層上面と考えられる。

土層:HPl l 暗褐色土 lORY3/4 粒子細かい。 2 にぶい黄褐色土 lORY4/3｡

HP2 1 暗褐色士 IORY3/3 粒子細かい。 2 にぶい黄褐色土 lORY4/3｡

HP3 1 暗褐色士 lORY3/3 粒子細かい。

HP4 1 暗褐色士 lORY3/3 粒子細かい。

遺物出土状況：出土していない。

時期:HPの掘り込み面と、 L20の包含層からI群A類土器が出土していることから、縄文時代早期

前半の可能性がある。 (佐藤）
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VI C･D地区の調査

建物跡5 （図Ⅵ-12、図版41-3)

位置・立地:K･L19、 C地区とD地区の間の段丘緩斜面の一番高い部分、標高39. 2m付近に位置す

る。

規模： 2．50m×2. 25m×－

平面形： 4本柱と考えられる。

確認・調査：Ⅳ層上面でHPのまとまりを確認した。HPl～3は主柱穴と考えられる。 1本は撹乱

で壊されたと考えられる。周辺のⅢ層は削平のためほとんど残っていなかったが、Ⅳ層上面の遺物出

土状況から、 HPの掘り込み面はⅢ層下位～Ⅳ層上面と考えられる。 FC 19の分布と重なる。

土層:HPl l 暗褐色士 lORY3/4 粒子細かい。

HP2 1 暗褐色士 lORY3/4 粒子細かい。

HP3 1 暗褐色士 lORY3/4 粒子細かい。

遺物出土状況：出土していない。

時期:HPの掘り込み面と、 K･Ll9の包含層からI群A類土器が出土していることから、縄文時代

早期前半の可能性がある。 (佐藤）
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l 遺構

建物跡6 （図Ⅵ-13、図版41-3)

位置・立地:K･Ll9、 C地区とD地区の間の段丘緩斜面の一番高い部分、標高39. 3mに位置する。

規模: 2. 55m×2. 12m×－

平面形： 4本柱と考えられる。

確認・調査：Ⅳ層上面でHPのまとまりを確認した。HPl～4は主柱穴と考えられる。周辺のⅢ層

は削平のためほとんど残っていなかったが、Ⅳ層上面の遣物出土状況から、HPの掘り込み面はⅢ層

下位～Ⅳ層上面と考えられる。 FC-19の分布と重なる。

土層:HPl l 暗褐色土 lORY3/4 粒子細かい。

HP2 1 暗褐色土 lORY3/4 粒子細かい。

HP3 1 暗褐色士 lORY3/4 粒子細かい。

HP4 1 暗褐色土 IORY3/4 粒子細かい。

遺物出土状況：出土していない。

時期:HPの掘り込み面と、 K・L-19の包含層からI群A類土器が出土していることから、縄文時

代早期前半の可能性がある (佐藤）
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VI C．D地区の調査

建物跡7 （図Ⅵ－3、図版41 4， 42-1 ． 2)

位置・立地: J 10

規模: 1. 51m/－×l,42m/－×－

平面形：不明。

確認・調査:V層上面で方形に配置された口径約20cm程の小ピットを7基検出した。掘り込みを確認

出来なかったが、建物跡を想定し調査を行った。覆土はⅢ層を主体にした腐植土に、ブロック状のV

層が混じるものが多い。 口径は約15cm～20cm、深さ約20cmで、HP5だけが深さ約30cnlを計る。

土層:HPl l 黒褐色士 lOYR3/2 しまり強く粒径約0. 5mmのV層を少量含む。

HP2 1 暗褐色土 lOYR3/3 しまり強く粒径約0. 5mmのV層を微量含む。

HP3 1 褐色土 7. 5YR4/3 しまり強く粒径約0. 5mmのV層を微量含む。

HP4 1 暗褐色士 7．5YR3/3 しまり強くV>Ⅲ。

HP5 1 褐色士 7. 5YR3/2 しまり強く粒径約0. 5InmのV層を微量含む

HP6 1 にぶい褐色土7. 5YR5/3 しまり強くv>m｡

HP7 1 にぶい褐色土7. 5YR5/4 しまり強くV>Ⅲ。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期:D地区の遺構、遺物の出土状況から縄文時代早期I群A類の時期が考えられる。 (笠原）
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l 遺構

建物跡8 （図Ⅵ-15、図版42-3)

位置・立地：○－27 ． 28， C地区中央の段丘緩斜面、標高36. 9m付近に位置する。

規模: 2.95m×2. 60m×－

平面形： 4本柱と考えられる。

確認・調査:V層上面まで掘り進めたところ、HPのまとまりを確認した。HPl～4は主柱穴と考

えられる。土層の堆積状況などから、 HPの掘り込み面はⅢ層中～Ⅳ層上面と考えられる。

土層:HPl l 暗褐色士 10RY3/4 粒子細かい。

HP2 1 暗褐色土 lORY3/4 粒子細かい。

HP3 1 暗褐色士 lORY3/4 粒子細かい。

HP4 1 にぶい黄褐色土 lORY4/3粒子細かい。

遺物出土状況：出土していない。

時期:HPの掘り込み面と、 ○－27･28の包含層からⅢ群土器が出土していることから、縄文時代中

(佐藤）期の可能性がある。
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VI C･D地区の調査

建物跡9 （図Ⅵ-16、図版42-4)

位置・立地: J ･K-19 ･20， C地区とD地区の間の段丘緩斜面の一番高い部分、標高39.2m付近に

位置する。

規模: 2. 55m×2.48m×

平面形： 4本柱と考えられる。

確認・調査：Ⅳ層上面でHPのまとまりを確認した。HPl～4は主柱穴と考えられる。周辺のⅢ層

は削平のためほとんど残っていなかったが、Ⅳ層上面の遣物出土状況から、 HPの掘り込み面はⅢ層

下位～Ⅳ層上面と考えられる。

土層:HP1 1 にぶい黄褐色土 IORY4/3粒子細かい。

HP2 1 暗褐色士 lORY3/4 粒子細かい。

HP3 1 暗褐色土 lORY3/4 粒子細かい。

HP4 1 暗褐色土 lORY3/4 粒子細かい。

遺物出土状況：出土していない。

時期:HPの掘り込み面と、 J ･K-19 ･ 20の包含層からI群A類土器が出土していることから、縄

(佐藤）文時代早期前半の可能性がある。
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l 遣構

建物跡10 (図Ⅵ-17、図版42-5 ･ 6)

位置・立地:G･H-36、 B地区とC地区の間の沢の、左岸に面して位置する。
規模: 3. 20m×2.84m×－

平面形： 4本柱と考えられる。

確認・調査：周辺は沢の埋立てに伴う撹乱がV層上面までおよんでおり、最終的にはV層上面でHP

のまとまりを確認した。HPlと2の間は小さな沢が入るが、建物構築時の状況は不明である。HP

l～3は主柱穴と考えられる。 1本は撹乱で壊されたと判断した。土層中に焼土、炭化物がみられる

ことから焼失している。HP1 ･ 3のl層は柱跡そのものではなく、木柱が焼け落ちた際に周辺の土

を乱したものと考えている。周辺のⅢ層は削平のためほとんど残っていなかったが、Ⅳ層上面の遺物

出土状況から、 HPの掘り込み面はⅢ層～Ⅳ層上面と考えられる。

土層:HPl l 灰褐色砂質土 5YR4/2径4mmの炭化物を多く含む。径2mmの焼土粒を含む。径

4～10mmの灰黄褐色粘土粒を若干含む。

2 褐灰色砂質土 5YR4/l 径4mmの炭化物を多く含む。径4～10mmの焼土粒を含

む。径4～10inmの灰黄褐色粘土粒を多く含む。

HP2 1 褐灰色砂質土 5YR4/l 径4mmの炭化物を多く含む。径4～lOInmの焼土粒を含

む。径4～10mmの灰黄褐色粘土粒を多く含む。

HP3 1 灰褐色砂質士 5YR4/2径4111mの炭化物を多く含む。径2mmの焼土粒を含む。径

4～10mmの灰黄褐色粘土粒を若干含む。

2 褐灰色砂質土 5YR4/l 径4mnlの炭化物を多く含む。径4～10Innlの焼土粒を含

む。径4～10mmの灰黄褐色粘土粒を多く含む。
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ⅥC・D地区の調査

遺物出土状況：出土していない。

時期: P-lllと同時期とすると、 アイヌ文化期以降近代までと考えられる‘ (佐藤）

c 土坑

P-4 (図Ⅵ-19、図版47-3 ･4， 127-2)

位置・立地:H･ I－22

規模: 2. 09m/1. 66m×1.82m/1.48m×0.49m

平面形：平面形は円形､鍋状の掘り込み。

確認・調査：平成11年度、 25%調査時にⅥ層除去中に半円状の黒色土の落ち込みを確認した。 25%調

査予定範囲外に半分掛かっていたため拡張して調査を行った。 Ⅲ層中まで耕作されているため掘り込

み面の確認は出来なかった。曠底は平坦で急角度に壁は立ち上がる。壁の上部は斜めに広がり気味で

ある。覆土は埋め戻しと考えられる。

土層： 1 黒褐色土（粒状)。

2 暗褐色士（粘質)。

特徴：北側に同様な遺構の広がりがみられることから、土曠墓の可能性がある。

遺物出土状況：覆土からⅢ群A－3類1点、剥片1点、すり石1点、礫2点が出土した。

時期：遺構の形態や出土遺物から縄文時代中期前半、 Ⅲ群A－3類土器の時期と考えられる。 （谷島）

掲載遺物：石器 lは覆土から出土したすり石。両端が打ち欠かれるが、使用痕は認められず、 4類

の未成品と思われる。 （柳瀬）

P-5 (図Ⅵ 19、 図版47 5、図版48-1)

位置・立地:M-26

規模: 1.33m/0.42m×1.32m/0. 51m×0.40m

平面形：円形。

確認・調査：包含層をV層上面まで掘り下げたところで円形の黒色士の落ち込みを確認した。半裁し

たところ、坑底と壁面を確認し遺構と判断した。平面形は円形で、断面の形状はすり鉢状を呈する。

覆土はⅢ層を主体とした黒色腐植土で流れ込みと考えられる自然堆積である。掘り込み面はⅢ層中と

思われる。

土層: 1 黒色土 10YR2/1 粒子細かく、 しまり強い。

2 褐色土 7. 5YR4/6 m>Ⅳ粒子細かく、 しまり強い。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：縄文時代中期後半頃と思われる。 （笠原）

P-6 (図Ⅵ-19、図版48 2 ･ 3， 127-3)

位置・立地:P-32、標高36.4m付近の、ごく緩やかな西向きの斜面に位置する。周辺にP－7など

8基ほどの士坑と、柱穴状小ピットが多く分布する。

規模: 1.01m/0. 68m×0. 85m/0.60m×0. 13m

平面形：平面形は不整な楕円形、検出した部分では、浅い皿状の掘り込みである。

確認・調査：周辺はV層まで削平を受けており、 I層除去後に、楕円形の褐色土のプランを確認した。

坑底はほぼ平坦で、立ち上がりは丸みがある。壁はほぼ垂直に立ち上がる。

妬3
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VI C･D地区の調査

土層: 1 黒褐色土 7. 5YR2/2炭化物が混じる。 ローム粒が多く混じる。 しまりあり。粘性やや

あり。

2 にぶい黄褐色土 10YR4/3 ローム塊が混じる。 しまりあり。粘性あり。

特徴：上部は削平により失われており、坑底付近のみが残存している。性格は不明である。

遺物出土状況：覆土からⅢ群A－3類が1点、Ⅳ群B類が1点、坑底からⅢ群A－3類が1点出土し

ている。

時期：坑底出土の遺物および周辺の包含層の出土遺物から、縄文時代中期前半と考えられる。 （柳瀬）

掲載遺物：土器 lは坑底出土のⅢ群A－3類。胴部片でRLの斜行縄文が施されている。 （広田）

P-7 (図Ⅵ-19、図版48-4， 127-4)

位置・立地: P-32、標高36.4m付近の、 ごく緩やかな西向きの斜面に位置する。周辺にP－6など

8基ほどの土坑と、柱穴状小ピットが多く分布する。

規模: 0.81m/0. 66m×(0.34m)/(0.28m)×0. 09m

平面形：平面形は楕円形、検出した部分では、ごく浅い皿状の掘り込みである。

確認・調査：周辺はV層まで削平を受けており、 I層除去後に、楕円形の褐色土のプランを確認した。

半裁した際に、誤って東側を掘りすぎてしまった。坑底はほぼ平坦で、立ち上がりは丸みがある。壁

の状態は不明である。

土層: 1 暗褐色土 7. 5YR3/2炭化物が混じる。 しまりよい。粘性あり。

2 暗褐色士 7. 5YR3/2炭化物・ローム粒が混じる。 しまりよい。粘性あり。

特徴：上部は削平により失われており、坑底付近のみが残存している。性格は不明である。

遺物出土状況：覆土からⅣ群A－1類が1点出土している。

時期：出土遺物から､縄文時代後期前半の可能性もあるが、隣接する遺構の時期および周辺の包含層の

出土遺物から、縄文時代中期前半の可能性がある。 （柳瀬）

掲載遺物：土器 lは覆土出土のⅣ群A－1類。無文で、 口唇断面は角形を呈する。 （広田）

P-8 (図Ⅵ-20、図版48-5、図版49-1)

位置。立地: 1 ･ J-28

規模: 1. 06m/0. 68m×0. 99m/0. 54m×0. 28m

平面形：円形。

確認・調査：包含層をV層上面まで掘り下げたところで円形の黒色土の落ち込みを確認した。半裁し

たところ、坑底と緩やかに立ち上がる壁面を確認し、遺構と判断した。平面形は円形で、断面形状は

皿状を呈する。覆土はⅢ層を主体とした黒色腐植土で、流れ込みと考えられる自然堆積である。掘り

込み面はⅢ層中と思われる。

土層: 1 黒色土 7.5YR2/1 しまりやや強い。粘性高い°

2 にぷい榿色土 lOYR6/4 w>Ⅲ しまり強い。粘性高い。

遺物出土状況：覆土中からⅢ群A－3類2点、 フレイクが1点出土している。

時期：出土した遺物から縄文時代中期前半Ⅲ群A－3類の時期と考えられる。 （笠原）

P-10 (図VI-20、図版49-4 ． 5)

位置・立地:P･Q-31･32、標高36.4m付近の、ごく緩やかな西向きの斜面に位置する。周辺にP

お5
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ⅥC・D地区の調査

－6 ． 7など8基ほどの士坑と柱穴状の小ピットが多く分布する。

規模: 0. 82m/0. 52m×0. 65m/0.38m×0. 25m

平面形：平面形は楕円形で、椀状の掘り込みである。

確認・調査：平成11年度トレンチ調査の際に、Ⅳ層上面で確認した。南東側が、調査区域外に広がっ

ていたため、部分的に拡張して調査を行った。 SP-4と重複しているが､新旧関係は不明である。坑

底はやや丸みがあり、立ち上がりは緩やか。壁はやや開く。

土層: 1 暗黄褐色土 10YR4/4 ローム粒が混じる。 しまりよい。粘性弱い。

2 暗灰黄褐色土 lOYR4/l 径lCmのローム粒が混じる。 しまりよい。粘性あり。

3 黒褐色土 10YR3/1 径1cmのローム塊が混じる。 しまりよい。粘性強い。

特徴:Qラインの壁面の観察により、実際の掘り込み面はⅢ層下位付近であることが確認された。性

格は不明である。

遺物出土状況：覆土からⅢ群A－3類が1点出土している。

時期：出土遺物および周辺の包含層の出土遺物から､縄文時代中期前半と考えられる。 （柳瀬）
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遺構
1

上

’P-18 (図Ⅵ-20、図版53-1 ･ 2)

位置。立地:M-18-d･調査区南西段丘縁の低位段丘面から高位段丘面にかけての緩斜面に位置す
る。

規模: (0.72m×0.71m)/0. 57m×0. 52m/(0. 21m)

平面形：円形。

確認。調査・土居:V層まで掘り下げた段階で円形に黒褐色土がまとまっていた。半裁すると平坦な

壌底面としっかりとした立ち上がりが確認できた。壌底面は平坦で、壁は急角度で立ち上がる。

土層: 1 黒褐色土 7.5YR3/2Ⅳ粘性、 しまりとも強。

2 黒褐色士 7. 5YR3/2w>V粘性、 しまりとも強。 ロームブロックが混じる。

特徴：円形の土塘で、覆土は人為的埋め戻しと考えられる。

遺物出土状況：覆土中からI群a類の土器片が1点出土した。

時期：覆土中出土の土器および、覆土がⅣ層を主体とすることから、縄文時代早期前半の遺構と考え

られる。 （藤原）

P-34 (図Ⅵ-21、図版59-4･ 5， 129-4)

位置・立地:H-30， C地区段丘緩斜面中央の沢の右岸に面して、標高37.4m付近に位置する。

規模､1.07m)/0. 64m×(1.01m)/0.61m×(0.38m)

平面形：円形。

確認。調査：Ⅳ層上面で黒褐色士の落ち込みとして確認した。曠底はほぼ平坦で、壁面はややなだら

かに立ち上がる。埋土は埋め戻しである。堆積状況から掘り込み面はⅢ層中と考えられる。遺物出土

状況と埋士の堆積状況から墓曠の可能性がある。

土層: 1 黒褐色士 IOYR2/2 m>Ⅳ粒子細かい。

2 黒褐色土 10YR2/2 m>W(ブロック） 粒子細かい。 しまりややあり。

3 暗褐色土 IOYR3/4 m(ブロック) +IV+V粒子細かい。 しまりあり。

4 にぶい黄褐色土 IOYR4/3 V>W>Ⅲ粒子細かい。 しまりあり。

5 暗褐色土 lOYR3/3 m (ブロック) +Ⅳ十V(ブロック） 粒子細かい。しまりあり。

遺物出土状況：墓曠中央の確認面、覆土l層上面でⅢ群A－3類土器l個体が出土した。他に近くの

Ⅳ層上面から礫が1点出土した。

時期：出土土器から、縄文時代中期前半、 Ⅲ群A－3類土器の時期と考えられる。 （佐藤）

掲載遺物：土器 1 ･ 2は覆士出土のⅢ群A－3類。同一個体で、平縁で、底部からやや開いて立ち

上がる器形である。器面全体に不規則なLRの斜行縄文が施されている。 （広田）

P-35 (図Ⅵ－21、図版59-6、 図版60-1， 129-5)

位置・立地：○－33

規模: 0. 59m/0. 44m×0. 58m/0.42m×0. 50m

平面形：円形。

確認・調査：包含層をⅣ層上面まで掘り下げたところで円形の黒色土の落ち込みを確認した。半裁し

たところ、やや丸みのある坑底と、ほぼ垂直に立ち上がる壁面を確認し、土坑と判断した。覆土は大

きく3層に分けられ、 しまりが強く、覆土の各層には焼土粒と炭化物を多く含む。埋め戻しの可能性

が考えられる。プランはほぼ円形で、掘り込み面はⅢ層中と思われる。性格は不明である。
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VI C･D地区の調査

蕊
呼 4 ,+ . ｺ

園p_34+HI!
／

●’
、、

~』

a37 ． 60m a

I 日

1一

、

｡／

可灰
IF

Db37‘ 60J

’
ノ
~

蝦ﾙﾎ
37 ‘ 36

37

2
但 91m

」

嵐

一

V
1r

O 1

P-35

割
ｍＣ５

１

０

‐
も
、

Ⅲ０３６３ａ
~

⑧⑬
ａ
一 ａ

’

蕊
溌
溌
殿

b36 30Ⅲ ｂ
一

二 ~

十石，
且~U

0 5cm
0 1m

~~~~~

P-37

蔵
P-36

嵐／
b/

”~ ,‘ ~／
0 1 、Q／ ﾐｰ一巡、

八
当
叩
Ｊ

３

－

南

ｕ

ｌ

ａ

－

平成' 1年度調査範囲

' ~迎里:“ 、、／ざ~ノー

1 7 lL‘
／ 、
／-. 36. 99 1

1

／ 3692 ‘－
l－

ll赤 －－－

0 1

シ
ア

句’

～、／
9／

I

／

･･／

a37 ． 20m 毛

1一

､～

、

a37． 30m a’ b37 ． 30m b 一L

IK34
b37 ． 20m b、

~~～_引ざ一二一～ 平成1 1年度調査範囲

0 1m
’ 1 1

ノ 一
V 爪 、

図Ⅵ-21 P-34･ P-35･ P-36･ P-37

259



’l 遣構

土層: 1 黒褐色土 5YR2/1 炭化物、焼土粒が多い。 ロームブロック状含む。 しまり強い。

2 暗赤褐色土5YR3/3 炭化物、焼土粒が多い。 ロームブロック状含む。 しまり強い。

3 黒褐色土 7. 5YR3/1 炭化物､焼土粒が多い｡ロームブロック状含む。 しまりやや強い。

遺物出土状況：覆土中からⅢ群A－3類4点、剥片9点、 円板状土製品等が1点出土している。

時期：出土した遺物から縄文時代中期前半Ⅲ群A－3類の時期と考えられる。 （笠原）

掲載遺物：土器 l～3は覆土出土のⅢ群A－3類。 lは無文の口縁部。 2 ． 3は胴部。 2は沈線が

施される。 3は無文である。 （広田）

P-36 (図Ⅵ-21、図版60-2)

位置・立地: J36， C地区とB地区間の沢の左岸に面して、標高37. 1m付近に位置する。

規模: (0. 88m)/0. 53m×(0. 62m)/0. 35m×(0. 12m)

平面形：楕円形。

確認・調査：Ⅳ層中位で暗褐色土の落ち込みとして確認した。坑底は中央がくぼみ、壁面はなだらか

に立ち上がる。覆土の堆積状況は自然堆積である。堆積状況から掘り込み面はⅢ層中と考えられる。

土層: 1暗褐色土 10YR4/3 W+V(ブロック)>m (ブロック） しまりややあり。

遺物出土状況：出土していない。

時期：縄文時代早期後半～続縄文時代と考えられる。 （佐藤）

P-37 (図Ⅵ－21、図版60 3)

位置・立地: J-33･34， C地区段丘緩斜面中央の沢の右岸、標高37. 1m付近に位置する。

規模: (1. 11m)/0. 55m×(0.98m)/0. 50m×(0. 25m)

平面形：楕円形。

確認・調査:V層上面で黒褐色土の落ち込みとして確認した。坑底はほぼ平坦で、壁面はなだらかに

立ち上がる。覆土の堆積状況は埋め戻しの可能性がある。堆積状況から掘り込み面はⅢ層中と考えら

れる。

土層： 1 黒褐色土 lOYR2/3 m>Ⅳ粒子細かい。径2mmの炭化物粒を少量含む。 しまりやや

あり。

2 暗褐色土 lOYR3/3 V(ブロック)>m (ブロック) +Ⅳ。

遺物出土状況：出土していない。

時期：縄文時代早期後半～続縄文時代と考えられる。 （佐藤）

P-39 (図Ⅵ-22、図版61-4、 図版62-1)

位置。立地：○－31

規模: 0.93m/0. 31m×0.92m/0. 27m×0.24m

平面形：円形。

確認・調査：包含層をv層上面まで掘り下げたところで円形の黒色士の落ち込みを確認した。半裁し

たところ、緩やかではあるが掘り込みと、丸みのある坑底を確認し、土坑と判断した。プランはほぼ

円形で、断面形は皿状を呈する。覆土は大きく3層に分けられが、主にⅢ層の黒色腐植士で構成され、

流れ込みによる自然堆積と考えられる。掘り込み面はⅢ層中と思われる。性格は不明。

土層: 1 黒褐色士 5YR2/1 粒子粗い° しまり強い。粘性高い。 ~260



VI C･D地区の調査

2 暗褐色土 7. 5YR3/3粒子粗い。 しまり強い。粘性高い° ロームブロック状に含む。

3 楕伝,十 7. 5YR6/8 m>Ⅳ粒子細かい。粘性高い。

遺物出土状況：遣物は出土していない。

時期：縄文時代中期頃と考えられる。 （笠原）

P-60 (図Ⅵ-22、 図版69-3、図版70 1)

位置・立地:0-32

規模: 1. 13m/0. 58m×1.07m/0. 55m×0.41m

平面形：不整円形。

確認・調査：包含層をV層上面まで掘り下げたところで円形の黒褐色土の落ち込みを確認した。半裁

したところ、掘り込みと、やや丸みのある坑底を確認し、土坑と判断した。プランは不整な円形で、

開口部に向かって壁は開きながら立ち上がる。覆土は大きく5層に分けられ、主にⅢ層の黒色腐植土

にV層がブロック状に含まれている。埋め戻しの可能性が考えられる。掘り込み面はⅢ層中と思われ

る。性格は不明。

土層: 1 黒褐色土 7. 5YR3/1 しまりやや強い。粘性高い。Ⅲ＞Ⅳローム粒を多く含む。

2 暗褐色土 7. 5YR3/3 しまりやや強い。粘性高い。Ⅲ＞Ⅳロム粒を多く含む。

3 褐色土 7. 5YR4/6 しまり弱い。粘性高い°

4 明褐色土 7. 5YR5/8 しまりやや強い。粘性高い。

5 楕角十 7. 5YR6/8 しまりやや強い。粘性高い・V層ブロック状含む。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：周辺包含層の遺物から縄文時代中期頃と考えられる。 （笠原）

P-61 (図Ⅵ 22、 図版70-2 ･ 3， 130-7)

位置・立地:0-32･33

規模: (1. 63m)/0.81m×1. 22m/0. 85m×0.34m

平面形：楕円形。

確認。調査：包含層をV層上面まで掘り下げたところで風倒木と切り合う黒色土の落ち込みを確認し

た。検出した黒色土のプランは推定し難かったため、一部トレンチをいれ、断面観察により掘り込み

の確認とプランを推定し調査を行った。堆積状況を記録していく段階で2つの切りあう落ち込み(P

-61 ･72)を確認した。両落ち込みの覆土の堆積状況からP 61が西側の落ち込み(P-72)より新

しいと判断した。風倒木により上部が一部壊されているが、楕円形のプランと緩やかに立ち上がる壁

を確認することができた。覆土は主にローム粒の混じる黒色腐植土で構成される。覆土は自然堆積の

可能性が高い。掘り込み面はⅢ層中と思われる。性格は不明。

土層: 1 黒色士 N2/ 粒子細かい。 しまり強い。粘性高い。

2 褐色土 7. 5YR4/6木の根？

3 黒褐色土 7. 5YR3/1 ローム粒多い。粒子細かい。 しまり強い。粘性高い°

4黒褐色土 7. 5YR2/2 ローム粒多い。粒子粗い° しまりやや強い。粘性高い°

5 黒褐色土 lOYR3/1 ローム粒多い。粒子細かい。 しまり強い。粘性高い°

6 黒褐色土 lOYR2/2 ローム粒多い。粒子粗い° しまりやや強い。粘性高い°

7 黒色士 7. 5YR2/1 粒子粗くしまりやや強い。粘性高い・
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8 褐色土 7. 5YR4/4 ロームブロック状含む。粒子やや粗い。

9 黒褐色士 5YR3/1 ロームブロヅク状含む。粒子細かくしまり強い。粘性高い。

10黒褐色士 7. 5YR3/1 粒子細かくしまり強い。粘性高い。

遺物出土状況：覆土中からⅢ群A－2類1点、 Ⅲ群A－3類2点、Ⅳ群A類6点、剥片3点、床面か

ら礫が6点出土している。

時期：遺物の出土状況から縄文時代中期前半～後期前半の時期と考えられる。 （笠原）

掲載遺物：土器 lは覆土出土のⅣ群A－1類。沈線により文様帯が区画され、文様帯内には地文上

にクランク状の沈線が加えられている。焼成は良好である。 （広田）

P-71 (図Ⅵ-22、図版74 4、 図版75-1)

位置・立地:H-28

規模: 0. 67m/049m×0. 66m/0. 54m×0.32m

平面形：円形。

確認・調査：包含層をⅣ層上面まで掘り下げたところで黒色土の落ち込みを確認した。半裁し、坑底

と壁面を確認した。プランはほぼ円形で、平坦な坑底から壁は緩やかに立ち上がる。覆土はローム粒

の混じる黒色腐植士で構成され、 自然堆積であると思われる。掘り込み面はⅢ層中と考えられる。性

格は不明。

土層: 1 黒色土 N2/ Ⅲ粒子細かい。 しまり強い。粘性高い。

2 黒色士 7. 5YR2/1 Ⅲ粒子細かい。 しまり強い。粘性高い。

3 暗褐色士 7. 5YR3/3 ロームブロック状を含む。粒子細かい。 しまり強い。粘性高い°

4褐色士 7. 5YR4/4 ロームブロック状を含む。粒子細かい。 しまり強い。粘性高い°

5 褐灰色士 lOYR4/1 粒子粗い° しまり強い。粘性高い。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：周辺包含層の遺物から縄文時代中期前半頃の時期と考えられる。 （笠原）

P-72 (図Ⅵ-23、 図版75 2、図版75-3)

位置・立地:0-32

規模: (1.48m/0. 50m)×1.33m/0.43m×0.38m

平面形：楕円形。

確認・調査：包含層をV層上面まで掘り下げたところで風倒木と切り合う黒色士の落ち込みを確認し

た。黒色士のプランは推定し難かったためトレンチをいれ、断面観察によって掘り込みの確認を行っ

た。その結果P-61とこれに切られるもう一つの落ち込みを検出し、 これをP-72とした。東側上部

をP-61に切られているが、楕円形を呈するプランと緩やかな壁面の立ち上がりを確認できた。覆土

は主にⅢ層黒色腐植土で構成され自然堆積と思われる。掘り込み面はⅢ層中と考えられる。性格は不

明。

土層: 1 黒色士 7. 5YR3/l Ⅲ粒子細かい。粘性高い。

2 褐灰色士 7. 5YR4/l Ⅲ粒子粗い°粘性高い。

3 暗褐色土 7. 5YR3/4 ローム粒子を多く含む。粒子粗い° しまり弱い。

4褐色士 7. 5YR4/4 ローム粒を少量含む。粒子やや粗い。 しまり弱い。

5 明褐色士 7. 5YR5/6 V>Ⅲ粒子粗い° しまりやや強い。

2d3
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6 にぷい榿色士7. 5YR6/4 m>Ⅳ粒子粗い・ しまり強い。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期:P-61との重複関係から縄文時代中期頃と考えられる。 (笠原）

P-73 (図Ⅵ-23、 図版75 4)

位置・立地:0-32

規模: (1.41m/1.36m)×1.08m/0. 95m×0.30m

平面形：楕円形。

確認・調査:P 61、 P-72の調査中に重複するもう一つの落ち込みを南側で確認した。半裁し、断

面観察によって落ち込みと新旧関係について確認を行った。その結果P-61より古くP-72より新し

い土坑であることがわかった。北側の一部をP-61に切られているが、楕円形を呈するプランと坑底、

壁面の立ち上がりを確認できた。覆土は主にⅢ層黒色腐植土で構成され自然に流入し堆積したもので

あると考えられる。掘り込み面はⅢ層中と考えられる。性格は不明。

土層： 1 暗赤色土 2. 5YR3/3粒子粗い° しまり弱い。粘性なし。

2黒褐色土 7. 5YR3/l 粒子細かい。 しまりあり。粘性あり。

3 黒褐色土 10YR3/1 粒子細かい。 しまりやや強い。粘性高い・

4褐灰色士 2. 5YR5/6粒子細かい。 しまり強い。粘性高い°

5 褐色士 7. 5YR4/1 V>Ⅲ粒子細かい。 しまり強い。粘性高い°

6 にぶい褐色土7. 5YR5/4 V>Ⅲ粒子やや粗い。 しまりやや強い。粘性高い°

7 明褐色士 7. 5YR5/6 V>Ⅲ粒子やや細かい。 しまりやや強い。粘性高い°

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期:P-61 ･72との重複関係から縄文時代中期頃と考えられる。 （笠原）

P-74 (図Ⅵ-23、図版76-1 ･ 2)

位置・立地: j 28

規模: 1.03m/0. 93m×0.80m/0. 62m×0. 23m

平面形：楕円形。

確認・調査：東西に流れる沢部分の南側斜面で検出した。確認面はV層で、平面は楕円形を呈し、断

面が皿形の土坑である。覆土はⅢ層黒色腐植土で構成され、 自然堆積によって埋没したと思われる。

掘り込み面はⅢ層中と考えられる。性格は不明。

土層: 1 黒色士 N1. 5/ 粒子細かい。 しまり強い。粘性高い。

2 にぶい黄榿色士 lOYR7/3粒子細かい。 しまり強い。粘性高い。

這物出土状況：覆土中からⅣ群A類が1点出土している。

時期：縄文時代後期前葉Ⅳ群A類土器の時期と考えられる。 （笠原）

P-75 (図Ⅵ-23、 図版76-3 ･4)

位置・立地:H-27･28

規模: 0.80m/0, 71m×0.72m/0. 61m×0.30m

平面形：円形。

確認。調査:V層上面で確認した平面が円形を呈する士坑である。西側には隣接する様にP-76があ

26里



VI C･D地区の調査

鞄’
P-72 へJ

ロ

61
6

~

ａ
ｌ

【
ａb36 40m

~

~~
~~

I~~~~~
｜~~~P-73~~~

、－－=』

｡’
ノ 9 , 1m

P-73

塚

f一言
、‘~~~

I~~~~

、

〆 H~b36． 40mP－61

~ ~

～

ノ 一

｜〆 、

、町’

0 1m

ノ

ぽ
P-75

｡’ a38 20m35 ． 9 弓

I

~ざ

一

a

」 司b38‘ 10m~
0 1m

.’
-h

塚
P-74 P-76 0 1m

葱
．37 ． 1

b

一一一一一ｰ 面

I6． 54

3 7 ． 05

b′~
．□

a38． 20m a

1一

37． 4 17 ワq
UD p 山』

~~

ン

二一一

ａ
一

ａ
一

4
、

町

｜筐
コ
ゴ
‐
１
吋
割
ｉ
刺

けb38 20m~
1 I

口

~~Lノー
bW, 40m 目 、

ヘ
ー

一

t,,0 1m

図Ⅵ－23 P-72･ P-73･ P-74･ P-75｡ P－76

265



l 遣構

る。

坑底面はほぼ平坦で、壁は急角度で立ち上がる。覆土は微量のロームを含む黒色腐植土で占められ、

覆土l層の状態から埋め戻された可能性が考えられる。掘り込み面はⅢ層中と考えられる。性格は不
明。

土層: 1 黒褐色土 7. 5YR3/l 粒子細かい。 しまり強い。粘性高い°

2 黒褐色土 lOYR3/1 粒子細かい。 しまり強い。粘性高い。

3 黒色士 lOYR2/1 粒子粗い。 しまり強い。粘性高い。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：周辺包含層の遺物から縄文時代中期前半の時期が考えられる。 （笠原）

P-76 (図Ⅵ-23、図版77-1 ･ 2)

位置・立地:H-27

規模: 0.68m/0. 54m×0. 65m/0. 61m×0.28m

平面形：円形。

確認・調査:V層上面で確認した平面が円形を呈する土坑である。東側に隣接するP-75と規模形

態が類似する。覆土は主に黒色腐植土で占められ、堆積状況から見て埋め戻された可能性が考えられ

る。掘り込み面はⅢ層中と考えられる。性格は不明。

土層: 1 黒色土 N2/ m粒子細かい。 しまり強い。粘性高い°

2 黒褐色土 lOYR2/3 m>v粒子細かい。 しまり強い。粘性高い。

3 にぶい榿色土7. 5YR7/4 V>Ⅲ粒子細かい。 しまり強い。粘性高い。

4浅黄榿色 7. 5YR8/3 V粒子細かい。 しまり強い。粘性高い。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：周辺包含層の遺物から縄文時代中期前半の時期が考えられる。 （笠原）

P-80 (図Ⅵ-24、図版78 5、図版79-1)

位置・立地:H-24

規模: 1. 10m/0.81m×1.09m/0.75m×0. 37m

平面形：円形。

確認・調査:V層上面で確認した平面が円形を呈する土坑である。西側には隣接してP-81がある。

坑底はほぼ平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土の上部を掘りすぎたため、堆積状況についての判

断が出来なかった。掘り込み面はⅢ層中と考えられる。性格は不明。

土層： 1 褐灰色士 7. 5YR4/l 粒子細かい。 しまり弱い。粘性高い。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：周辺包含層の遺物から縄文時代中期前半の時期が考えられる。 （笠原）

P-81 (図Ⅵ-24、 図版79-2 ･ 3， 131-1)

位置・立地:H-24

規模: 1. 16m/0. 90m×0. 98m/0.75m×0.43m

平面形：円形。

確認・調査:V層上面で確認した平面が円形を呈する士坑である。東側に隣接するP-80と規模形
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’遺構上
1

態が類似する。覆土は少量のロームを含む腐植土で構成され、埋め戻された可能性も考えられる。掘
り込み面はⅢ層中と考えられる。性格は不明。

土層: 1 黒色土 N2/ Ⅲ粒子細かい。 しまりやや強い。粘性高い。

2 黒褐色士 7. 5YR3/l ロームブロック状含む。粒子粗い° しまりやや弱い。粘性高い°

3 黒褐色土 lOYR3/l 粒子やや粗い。 しまり強い。粘性高い。

4暗褐色土 7. 5YR8/3粒子粗い。 しまり弱い。粘性やや高い。

5 褐色士 7.5YR4/3 ロームブロック状含む｡粒子細かい｡しまり強い｡粘性やや高い。
遺物出土状況：覆土中からすり石が1点出土している。

時期：周辺包含層の遺物から縄文時代中期前半の時期が考えられる。 （笠原）

掲載遺物：石器 1は覆土から出土したすり石。両端が打ち欠かれ、下側縁にも加工が加えられるが、

使用痕は認められず、 4類の未成品と思われる。 （柳瀬）

P-82 (図Ⅵ-24、 図版79-4、図版80-1)

位置・立地:H-22･23

規模: 1.00m/0. 65m×0.83m/0. 51m×0. 35m

平面形：円形。

確認・調査:V層上面で確認した平面が円形を呈する土坑である。東側には隣接してP-81とP-80

がある。坑底は丸く、そのまま壁は開きながら立ち上がる。断面の形状はP-80･81とは異なる。覆

土は粒子が粗く、少量のロームを含んだ腐植土で構成されている。堆積状況から埋め戻された可能性

が考えられる。掘り込み面はⅢ層中と考えられる。性格は不明。

土層: 1 黒色土 7. 5YR2/l 粒子粗い° しまり強い。粘性高い。

2 黒褐色土 5YR2/1 ローム粒を多く含む。粒子粗い° しまり強い。粘性高い。

3 黒褐色士 7. 5YR3/1 粒子細かい。 しまり強い。粘性高い。

4暗褐色土 7. 5YR3/3粒子粗い° しまり強い。粘性高い°

5 黒褐色土 7. 5YR3/1 ローム粒子を多く含む｡粒子細かい｡しまり強い｡粘性やや高い。

6 明褐色土 7.5YR5/6粒子細かい｡ロームブロック状含む｡しまり強い｡粘性やや高い。

遺物出土状況：覆土中から礫が2点出土している。

時期：周辺包含層の遺物から縄文時代中期前半の時期が考えられる。 （笠原）

P-84 (図Ⅵ-24、 図版80 4、 図版81-1)

位置・立地:G･H-29･30

規模: 0.84m/0. 52m×0.74m/0. 50m×0. 17m

平面形：円形。

確認・調査:V層上面で確認した平面が円形を呈する土坑で、断面形は皿形を呈する。覆土は黒色腐

植土の単層で、 自然に流入し堆積したものと思われる。掘り込み面はⅢ層中と考えられる。性格は不

明。

土層: 1 黒色土 N2/ Ⅲ粒子細かい。 しまり強い。粘性高い。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：周辺包含層の遺物から縄文時代中期前半の時期が考えられる。 （笠原） ~
2”



ⅥC・D地区の調査

P-89 (図Ⅵ-24、図版83-2 ･ 3)

位置・立地:G-22

規模： 0．87m/0. 68m×0. 83m/0. 69m×0.29m

平面形：円形。

確認・調査:V層上面で確認した平面が円形を呈する土坑である。東側にはP-80～82がある。

覆土は主にⅢ層の腐植土と、その下位にはロームの多く混じる腐植土で構成されている。堆積状況か

ら埋め戻された可能性も考えられる。掘り込み面はⅢ層中と思われる。性格は不明。

土層: 1 褐色土 7. 5YR4/4 Ⅲ粒子粗い° しまりやや弱い。粘性高い。

2 褐灰色土 7. 5YR4/1 粒子細かい。 しまりやや強い。粘性高い°

3 褐灰色士 10YR4/1 粒子やや粗い。 しまりやや強い。粘性やや高い。

4 明褐色土 7. 5YR5/6粒子細かい。 しまりやや強い。粘性高い。

5 榿色士 7. 5YR6/6 Vブロック状。粒子細かい。 しまり強い。粘性高い°

遺物出土状況：覆土中と床面から礫がそれぞれ1点出土している。

時期：周辺包含層の遺物から縄文時代中期前半の時期が考えられる。 （笠原）

P-90 (図Ⅵ-25、図版83-4、図版84-1)

位置・立地:H-21

規模: 0. 66m/0.42m×0. 59m/0.42m×0. 33m

平面形：円形。

確認・調査：近現代の撹乱層除去中に、 円形の落ち込みがあることを確認した。平面が円形を呈する

土坑である。覆土上部は撹乱層除去の際にわずかに掘り込んでしまった。覆土は主にⅢ層の腐植土と、

ロームの混じる腐植土で構成されている。堆積状況から自然に流入し堆積したものと考えられる。掘

り込み面はⅢ層中と思われる。性格は不明。

土層： 1 黒褐色士 7. 5YR3/l Ⅲ粒子やや粗い。 しまり強い。粘性高い・

2 明褐色士 7. 5YR5/6 Vブロック状含む。粒子やや粗い。 しまり強い。粘性高い。

遣物出土状況：遺物は出土していない。

時期：周辺包含層の遺物から縄文時代中期前半の時期が考えられる。 （笠原）

P-92 (図Ⅵ-25、図版84-4)

位置・立地:M-17 ･ 18， C地区とD地区の間の段丘緩斜面の一番高い部分、標高39.3m付近に位置

する。

規模: (0. 96m)/0. 82m×(0､83m)/0. 54m×(0. 51m)

平面形：楕円形。

確認・調査：Ⅳ層上面で黒褐色士の落ち込みとして確認した。曠底はほぼ平坦で、壁面は垂直に立ち

上がったあと開く。埋士は埋め戻しである。堆積状況から掘り込み面はⅢ層中と考えられる。埋土の

堆積状況から墓曠の可能性がある。

土層： 1 黒褐色土 lOYR2/2 m>v(ブロック）粒子やや粗い。

2 黒褐色士 lOYR2/3 m>w>v(小さいブロック）粒子やや粗い。 しまりややあり。

3 暗褐色士 lOYR3/3 m+W+v粒子細かい。

4 にぶい黄褐色士 IOYR4/3 v>w>m(ブロック）粒子細かい。

269



遺構1

P-90

亙赤“ -kM,$P-92

厩
一I

|：’
や
、
、 ’

’一一一

I
い

一一一’
’

’ 39． 25

、

0
〆

39． J0

，/／

b39, 50

'．
、

、
聾一一一
39． 20

００
曲
一

旬
ｊ
一

~
川
一 2－け

一

一

0 1m
漏
凹
い
‐
‐
‐
１
‐
’
１
‐
‐
１
１
１
‐
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
０
１
ｌ
Ｌ
Ｉ
ｌ
ｈ

一

一

一L
lL23P-103

嫁
-, I

、
］
』
一
一
ヨ

~
a39． 4U､ ~』

ロ

'。
~~

381 58

38 53

38 50

'‘‘γ~~雨『バ

ツ《型ﾉ‘
38， 24 ＄

I

且－－－－‘
38． 59

b39. 40m け３ 1 ~~
~

I

|、
8． 53

|“ ~ ~
~

げ
一

b38， 80m
~

~0 1 0 1m

塚

1 1 1

皿，

I

P-104 P-109

｡’
３８７３

Ｆ
ｉ
ｌ
ｌ

山
』
津
一
一
ヨ

~

6． 113

’｡’
a

－

’ざ
－

内弓 n

J1 6

且一一一・
7 ． 79

37． 85

p一一一一一

」
’

q7 R
ud■ U I

言’一吋81匹

’

'。
、

州

一
ｂ
’

拙
套

ゴ
ー

1一

~~調査区域外

一一一

、

0 1m 0 1m

図Ⅵ-25 P-90･P-92･ P-103･P-104･P-109

27り



VI C･D地区の調査

5 暗褐色士 lOYR4/3 w>m+v粒子細かい。 しまりあまりなし。

6 褐色土 lOYR4/4 V>Ⅳ粒子細かい。 しまりあまりなし。

7 にぶい黄褐色土 10YR4/3 V>IV>Ⅲ粒子細かい。 しまりあまりなし。

遺物出土状況：覆土5層からメノウ原石1点、 フレイク2点、覆土4層からRフレイク1点、覆土2

層からフレイク2点出土した。

時期：周辺の包含層からI群B類土器が出土していることから、縄文時代早期後半の可能性がある。
（佐藤）

P-103 (図VI-25、図版89-3 ｡ 4)

位置・立地:L-22， C地区段丘緩斜面中央の、標高38. 6m付近に位置する。

規模: (1. 11m)/0. 56m×(0. 99m)/0.47m×(0.37m)

平面形：楕円形。

確認。調査：Ⅳ層中位で黒褐色土の落ち込みとして確認した。坑底はほぼ平坦で、壁面はなだらかに

立ち上がる。覆土の堆積状況は自然堆積である。掘り込み面はⅢ層中と考えられる。

土層: 1 黒褐色土 lOYR2/3 m+w>v粒子細かい。

2 暗褐色土 10YR3/3 1V>V>Ⅲ粒子細かい。

3 暗褐色士 lOYR3/4 W>V(ブロック)>Ⅲ。

4 にぶい黄褐色士 10YR4/3 W+V｡

這物出土状況：出土していない。

時期：周辺の包含層からⅢ群B類土器が出土していることから、縄文時代中期後半の可能性がある。

（佐藤）

P-104 (図Ⅵ-25、 図版90-1. 2)

位置・立地:N-20， C地区とD地区の間の段丘緩斜面の一番高い部分、標高37. 9m付近に位置する。

規模: (1.05m)/0.79m×(1. 01m)/0. 73m×(0.25m)

平面形：円形。

確認・調査:V層上面で確認した。坑底はほぼ平坦で、壁面はやや急に立ち上がる。覆土の堆積状況

は埋め戻しの可能性がある。掘り込み面はⅢ層中と考えられる。

土層: 1 褐色土 10YR4/4 V(ブロック)>n+m+Ⅳ粒子細かい。

2 黒褐色土 lOYR2/2 n+m+Ⅳ粒子細かい。

3 黒褐色土 lOYR2/3 n+m+Iv>v(ブロック）粒子細かい。

遺物出土状況：出土していない。

時期：縄文時代中期～続縄文時代と考えられる。 （佐藤）

P-109 (図VI-25、図版91-5、図版92-1)

位置・立地:L-7 ･ 8

規模: 0. 68m/0.49m×0.63m/0. 32m×0. 14m

平面形：不整形。

確認・調査:H-7の調査終了後、周辺包含層調査中に不整形の落ち込みを確認した。半裁し、坑底

と壁面を確認した。覆土はⅢ層腐植土の単層で、 自然に流入し堆積したものと思われる。

2刀
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VI C･D地区の調査

土層： 1 黒色土 7. 5YR2/1 Ⅲ粒子粗い° しまり弱い。粘性高い°

這物出土状況：遺物は出土していない。

時期：周辺包含層の遺物から縄文時代早期I群A類の時期が考えられる。 (笠原）

P-111 (図Ⅵ-26、 図版92-4･ 5， 93-1 ･ 2， 131-7)

位置・立地:G-36， C地区とB地区間の沢の左岸に面して、標高36.4m付近に位置する。

規模: (1.44m)/1. 26m×(0.75m)/0.65m×(0.30m)

平面形・形態：片袖状に張出しのある長方形。

確認・調査：周辺は沢の埋立てに伴う撹乱がV層上面までおよんでおり、最終的にはV層上面で確認

した。坑底はほぼ平坦で、張出し部分を除き被熱のため硬化している。壁面は急に立ち上がる。掘り

込み面はI層～Ⅲ層上面と考えられる。覆土中に炭化物層（覆土2， 5， 11層）がみられ、その下層

(覆土6層、坑底（覆土13層))が被熱していることから、炭窯と判断した。炭化物層には細かな炭化

物粒のほか、小枝状のものがみられる。上部の構造は撹乱のため不明である。周辺には建物跡10及び

SP167～170があり、上屋を持っていた可能性がある。

炭窯は覆土の観察と礫の出土状態から2度改築され、最低4度使用されている。貼り床や壁面の再

構築により規模は改築のたび縮小している。

A段階：炭窯は外形を掘り込んだあと、奥の壁面に覆土12層を貼ったときに31～35の礫を置き、張

出し部分手前の右側壁面上部に7の礫を置いている。その状態で覆土13層を坑底として一度使用して

いる。

B段階：坑底は覆土9， 10層を貼り構築し、覆土10層を貼ったときに21～23を置いている

右側壁面に覆土10層を貼り、その上部に11～13の礫を置いている。奥の壁面には覆土10層を

ち、覆土9層を貼り、 14～20, 24～30の礫を積んでいる。坑底には炭化物層がみられないた

掻き出していると考えられる。

C段階：坑底は覆土6， 7層を貼り構築している。壁面は左側壁面、張出し部分手前の右

覆土6層を貼り、その上に8， 9および6の礫を置いている。奥の壁面はB段階の壁面をそ

。壁面は

貼ったの

め、全て

側壁面に

のまま使

用している。炭化物層が灰と考えられる層を挟み2つに分かれることから、 2度使用していると考え

ｍＣ５
１

Ｏ
」

図Ⅵ－27 P-111出土の遺物
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VI C･D地区の調査

ている。

坑底及び壁面に組まれる礫は重量分布により、 3つのまとまりがとらえられる。A: 157～336go

B: 460～7069｡ C: 857～16309．見た目の印象は、Aは握りこぶしより小さいもの、 Bは握りこぶ

し大、 Cはそれ以上のものである。利用方法は大きくはB･Cを組み、その間をAで埋めたと考えら

れる。

土層: 1 にぶい赤褐色砂質土5YR4/3径2～10mm炭化物粒と、径40mmの焼土（ブロック）を含む。

2 黒色土 5YR1. 7/l 径2～10mm化物粒と、径2～4mmの焼土粒、長さ40mm程度の小枝

状のものを含む。

3 明赤褐色粘土5YR5/6 4が赤化したもの。

4灰白色粘土 5YR8/2．

5 黒色土 5YR1.7/l 径2～10mmの炭化物粒と、径2～4mmの焼土粒、長さ401nm程度の

小枝状のものを含む。

6 にぶい赤褐色粘質土5YR5/3径2～10mmの炭化物粒と、径2～4mmの焼土を多く含む。

4+V(ブロック）

7 灰褐色粘質土5YR4/2 6>V｡

8 にぶい赤褐色粘質士5YR5/4 V>6｡

9 にぶい榿色粘質土5YR7/3 Vが若干赤化したもの。

10 8と同じ。

11 黒色炭化物 5YR1. 7/1 2より径2～4mmの焼土粒を多く含む。

12 にぶい黄褐色粘質土 lOYR5/4 V>Ⅲ。

(13)にぶい榿色粘質土5YR7/3被熱のため赤化、硬化した基盤(V層） 。

遺物出土状況：覆土2層上面から板状の鉄製品が出土した。

時期：アイヌ文化期以降近代までと考えられる。 （佐藤）

掲載遺物：石器出土した礫は安山岩・珪岩の円礫が多くみられる。また、特に安山岩には、基盤層

の礫にみられるような、風化層の厚いものや酸化鉄と思われる層が形成されているものも多くある。

これらのことから、礫の多くは付近の沢などで容易に採取できるものと考えられる。 （柳瀬）

金属製品板状の鉄製品である。大きさは15. 9×6.4×3. 5cI1上端及び下端は欠損している可能性があ

る。縦断面は下に向いやや厚みを増し、横断面は右側縁に向かい厚みは減じている。上下左右の端部

及び辺縁は尖っている部分はなく、刃部を構成しているようには見えない。左下端には、瘤状の錆が

あり、 X線写真では厚さ1mm程度の鉄の剥片が含まれていることが分かったが、詳細は不明である。

天井部分の吊り道具の破片または灰を掻き出す道具の破片の可能性がある。 （佐藤）

d 焼土

F-6 (図Ⅵ-29、 図版95-2)

位置・立地: H-7-c｡H-9に隣接し、 F－7と並ぶ。

規模: 0.43m×0"33m/0.07m

平面形：楕円形。

確認・調査：Ⅲ層下位で確認した。

土層: 1 黒褐色士(7. 5YR2/2)に径10mmほどの赤褐色焼土粒(5YR4/6)が混じる。

特徴：風倒木痕が近くにあり、 また焼土粒のまとまりであったことからその場で焚かれたものではな
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VI C･D地区の調査

く、隣接するF－7が風倒木の影響を受けた二次堆積と考えられる。

遺物出土状況：焼土中からフレイクが10点出土した。

時期:H-9との関連が考えられることおよび、確認時の層位から縄文時代早期前半の遺構と考えら

れる。 （藤原）

F-7 (図Ⅵ-29、図版95-3)

位置・立地: H-8-b｡H-9に隣接し、 F－6と並ぶ。

規模: 1. 10m×0. 52m/0.07m

平面形：楕円形。

確認・調査：Ⅲ層中で焼土粒が散在しており、 さらに掘り下げたⅢ層下位で明瞭な焼土として確認し

た。

土層: 1 焼土、暗赤褐色士(5YR3/4)粘性やや強。

特徴：非常に鮮明で明瞭な焼土である。

遺物出土状況：焼土中からフレイクが1点、礫片1点が出土した。

時期:H-9との関連が考えられることおよび、確認時の層位から縄文時代早期前半の遺構と考えら

れる。 （藤原）

F-8 (図Ⅵ-29、図版95-4)

位置・立地: K-11-d・調査区南西段丘縁の低位段丘面から高位段丘面にかけての緩斜面に位置

する。 F－9と隣接する。

規模: 0. 60m×0. 51m/0.09m

平面形：円形。

確認・調査：Ⅲ層を2cI11ほど掘り下げた段階で焼土粒が散在していた。さらに2～3cmほど掘り下げ

て明瞭な焼土を確認した。

土層: 1 焼土、暗赤褐色焼土(5YR3/4)粘性、 しまりとも弱。

遣物出土状況：焼土中からⅢ群a類土器が出土した。

時期：確認時の層位および焼土中出土の遺物から縄文時代中期前半の遺構と考えられる。 （藤原）

F-9 (図Ⅵ 29、 図版95-5)

位置・立地: K-11-co調査区南西段丘縁の低位段丘面から高位段丘面にかけての緩斜面に位置

する。 F－8、 FC-6と隣接する。

規模: 0. 52m×0.49m/0. 20m

平面形：楕円形。

確認・調査：Ⅲ層を2cmほど掘り下げた段階で焼土粒が散在していた。さらに2～3cmほど掘り下げ

て明瞭な焼土を確認した。

土層: 1 焼土、暗赤褐色焼土(5YR3/3)粘性、 しまりとも弱。径10mmほどの赤褐色(5YR4/6)焼土

粒が混じる。

特徴：非常に厚い焼土であり、断面から掘り込みを持つかと推測される。

遺物出土状況：遺物は出土しなかった。

時期：確認時の層位および焼土中出土の遺物から縄文時代中期前半の遺構と考えられる。 （藤原）
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VI C･D地区の調査

F-12 (図Ⅵ-29、図版95-8)

位置・立地:M-78

規模: 1. 00m×0. 96m/0. 18m

平面形：不整形。

確認・調査：Ⅲ層調査中に風倒木痕の落ち込みで炭化物が集中し、焼土粒が散在していた。更に5CI1

ほど掘り下げ、明瞭な焼土を確認した。

土層: 1 焼土、暗赤褐色土(5YR3/6) しまり弱。炭化物が大量に混じる。

特徴：焼土は風倒木痕の落ち込みに沿ってレンズ状に検出された。炭化物は焼土よりも上位でレベル

差を持って散在していた。検出状況から人為的な焼土とは考え難い。

遺物出土状況：遺物は出土しなかった。

時期：不明。 （藤原）

F-23 (図Ⅵ-29、 図版97-2)

位置・立地:0-32

規模: 0. 75m×0. 50m×0. 13m

平面形：不整な楕円形。

確認。調査：Ⅲ層の下位で検出した。形成面はⅢ層中位～下位と思われる。平面形は不整な楕円形で、

断面形はレンズ状を呈する。

土層: 1 赤色土 7. 5YR4/6粒子粗い° しまりやや弱い。粘性なし。炭化物を微量に含む。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：周辺包含層の遺物からⅢ群A 3類土器の時期と推測される。 （笠原）

F-24 (図Ⅵ-29、 図版97-3)

位置・立地:Q-34

規模: 0. 68m×0.48m×0. 10m

平面形：不整形。

確認・調査：調査区南東隅のⅢ層の下位で検出した。形成面はⅢ層中位～下位と思われる。平面形は

不整な楕円形で、断面形はレンズ状を呈する。 しまりが強く微細な剥片を含んでいた。

土層： 1 赤色士 7. 5YR4/6粒子粗い。 しまり強い。粘性低い。

這物出土状況：微細なフレイク・チップ.が29点出土した。

時期：周辺包含層の遺物からⅢ群A－2類～Ⅲ群A 3類土器の時期と推測される。 （笠原）

F-30 (図Ⅵ－30･31、図版98-1, 133-1)

位置。立地:G-31･32， C地区段丘緩斜面中央の標高37.6m付近に位置する。

規模: 1. 57m×1. 17m×0. 15m

平面形：不整形。

確認・調査：Ⅲ層中位で確認した。

土層: 1 黒褐色土 5YR2/2粒子細かい。径1O～20mmの炭化物を多く、径1mmの焼土粒を少量含

む。 しまりあまりなし。

2 極暗赤褐色土5YR2/3 径1～2mmの炭化物を少量と径l～4mmの焼土粒を含む。
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VI C･D地区の調査

遺物出土状況：焼土中からⅢ群A－3類土器1点、周辺の包含層からⅢ群A－3類土器131点、Ⅳ群A

-1類土器38点、石鍼2点、石槍1点、スクレイパー1点、Uフレイク1点、石核1点、北海道式石

冠1点、半円状扁平打製石器1点、礫剥片1点、礫6点（内メノウ1点） 、 フレイク14点が出土した。

時期：周辺の包含層出土土器から、縄文時代中期前半、 Ⅲ群A 3類土器の時期と考えられる。

（佐藤）

掲載遺物：土器 9 ･ 10はⅣ群A－1類で、他はⅢ群A－3類である。 l～7は口縁部。 lは2個一

組の突起を有し、突起頂部には細い粘土紐の貼付を有する。焼成は良好である。 2はやや口唇部が肥

厚し、 RL斜縄文が施される。 3 ｡ 4は口唇部に縄による押圧が施される。 5は口縁端部に貼付帯を

有し、 口唇部には沈線が施される。地文の縄文は複節である。 6は口縁部に2本沈線が施されている。

7は無文である。 8～11は胴部。 8～10は沈線により文様が描き出される。 9は二次焼成により赤褐

色化している。 10はクランク文が施されている。 （広田）

石器 12～14は石雛。 12は2a類、 13は2b類。 14は未成品と思われる。 15は両面加工石器。石槍の

未成品の可能性がある。 16はUフレイク。右側縁下半に使用痕がみられる。 17は石核である。 18 ･ 19

はすり石。 18は5類：半円状扁平打製石器19は6類：北海道式石冠で、被熱により細かく破損して

出土した。 （柳瀬）
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遺構
1

1

F-40 (図Ⅵ 32、図版99-2)

位置・立地:F-28

規模: 0.40m×0.29m×0. 11m

平面形：不整な楕円形。

確認・調査：調査区西側隅のⅣ層の上面で検出した。形成面はⅢ層下位と思われる。平面形は不整な

楕円形で、断面形はレンズ状に近い。微細な炭化物を含んでいる。

土層: 1 赤色土 lOYR5/8 粒子粗い。炭化物を少量含む。 しまり強い。粘性やや高い。

2 黒色土 7. 5YR2/l 粒子粗い。炭化物少量含む。 しまりやや強い。粘性高い°

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：周辺包含層の遺物からⅢ群A－3類土器の時期と推測される。 （笠原）

F-43 (図Ⅵ 32， 33、図版99-5， 133-2)

位置・立地:K･L-28、 C地区段丘緩斜面中央の、標高37. 5m付近に位置する。

規模: (0.63m)×(0.46m)×(0. 10m) 0. 84m×0.43m×0.03m0. 36m×0. 11m×0.02m

（0.25m)×(0. 15m)×0.01m

平面形・形態：不整形。

確認・調査：Ⅲ層中位で確認した。

土層: (a-a- ) 1 極暗赤褐色土 2. 5YR2/4粒子細かい。径2～4mmの炭化物粒を多く含む。

2 赤褐色士 2. 5YR4/6

(b-b- ) 1 極暗赤褐色土2. 5YR2/4粒子細かい。径2～4mmの炭化物粒を多く含む。
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ⅥC・D地区の調査

(c-c -) 1 極暗赤褐色土2. 5YR2/4粒子細かい。径2～4mmの炭化物粒を多く含む。

(d-d- ) 1 極暗赤褐色土2. 5YR2/2粒子細かい。径2～4mmの焼土粒を少量含む。

径2～4mmの炭化物粒を非常に多く含む。

遺物出土状況：周辺の包含層から北海道式石冠1点、石皿1点、K-28の包含層からⅢ群A類土器が

出土した。

時期：周辺の包含層出土土器から、縄文時代中期前半、 Ⅲ群A類土器の時期と考えられる。 （佐藤）

掲載遺物：石器 1は石皿。図の腹面を上にして出土した。腹背両面に使用痕が見られる。写真で掲

載したすり石は、 6類：北海道式石冠の可能性があるもので、加工痕・明瞭な使用痕は認められない

掲載遺物：石器 1は石皿。図の腹面を上にし．

載したすり石は、 6類：北海道式石冠の可能性7

が、石材自体の形状が北海道式石冠に類似する。 (柳瀬）
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遺構1
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ⅥC・D地区の調査

F-45 (図Ⅵ-34、図版99-7 ･ 8)

位置・立地：○－27 ． 28， C地区段丘緩斜面中央の、標高37. 1m付近に位置する。

規模: 0. 69m×0.48m×0.07m

平面形：不整形。

確認・調査：Ⅲ層中位で確認した。

土層: 1 暗赤褐色土5YR3/4 粒子細かい。径2～4mmの炭化物を多く含む。径1～20mmの焼土粒

を含む。

遺物出土状況：周辺の包含層からⅢ群A－2類土器が1個体と4点、 Ⅲ群A－3類土器3点、Ⅳ群A

-1類土器5点、石皿1点、礫剥片3点、礫23点が出土した。

時期：周辺の包含層出土土器から、縄文時代中期前半、 Ⅲ群A－2類土器の時期と考えられる。

（佐藤）

掲載遺物：土器4～6はⅡ群B類、 1 ･ 3はⅢ群A－3類、 l～3は口縁部。 1は突起を有し、 口

唇部に刻みが施される。 口縁部には低い貼付帯を有し、半裁竹管状工具による刺突が施される。 2は

口唇部がやや肥厚する。 3は縦と横方向の沈線文が施される。 4～6は胴部。多軸絡条体回転文が施

される。 （広田）

石器 7は石皿。被熱のため、細かく破損して出土した。 （柳瀬）

F-47 (図Ⅵ35、図版100-1)

位置・立地:K-25， C地区段丘緩斜面中央の、標高38. 2m付近に位置する。

規模: 1. 15m×(0. 68m)×0.06m

平面形：不整形。

確認・調査：Ⅲ層中位で確認した。

土層: 1 極暗赤褐色土5YR2/3粒子細かい。径l～4mmの炭化物を含む。径l～3mmの焼土粒を

少量含む。

遺物出土状況：周辺の包含層から礫1点、 K-25の包含層からⅢ群B類土器4点が出土した。

時期：周辺の包含層出土士器から、縄文時代中期後半、 Ⅲ群B類土器の時期と考えられる。 （佐藤）

F-48 (図Ⅵ 35、図版100-2)

位置・立地:L-26， C地区段丘緩斜面中央の、標高37.9m付近に位置する。

規模: (1.54m)×(0.79m)×0.06m

平面形：不整形。

確認・調査：Ⅲ層中位で確認した。

土層: 1 極暗赤褐色土5YR2/3粒子細かい。径l～4mmの炭化物を含む。径1～4mmの焼土粒を

含む。

遺物出土状況：覆土l層からから礫5点出土した。

時期：確認状況から、縄文時代中期と考えられる。 （佐藤）

F-49 (図Ⅵ 35、図版100-3)

位置・立地：○－24, C地区段丘緩斜面中央の、標高37.8m付近に位置する。

規模: (0. 56m)×(0.42m)×(0.06m)
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l 遺構
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ⅥC・D地区の調査

平面形：不整形。

確認。調査: I層下位で確認した。耕作のための撹乱が及んでいたが、土層の状況から本来はⅢ層中

の焼土と考えられる。

土層: 1 極暗赤褐色土5YR2/4 Ⅲ層相当。粒子細かい。径1～411mの炭化物を含む。

径l～3mmの焼土粒を含む。

遺物出土状況:0-24の包含層からⅡ群B類土器4点が出土した。

時期：周辺の包含層出土土器から、縄文時代前期後半、 Ⅱ群B類士器の時期と考えられる。 （佐藤）

F-50 (図Ⅵ-35、図版100-4)

位置・立地:0-24， C地区段丘緩斜面中央の、標高37. 8m付近に位置する。

規模: (0. 92m)×(0.60m)×(0. 17m)

平面形：不整形。

確認・調査: I層下位で確認した。耕作のための撹乱が及んでいたが、土層の状況から本来はⅢ層中

の焼土と考えられる

土層: 1 極暗赤褐色土5YR2/3 Ⅲ層相当。粒子細かい。径l～4mmの炭化物を含む。

径l～8mmの焼土粒を少量含む。

遺物出土状況:0-24の包含層からⅡ群B類土器4点が出土した。

時期：周辺の包含層出土土器から、縄文時代前期後半、 Ⅱ群B類土器の時期と考えられる。 （佐藤）

F-53 (図Ⅵ-35、図版100-6)

位置・立地: J ･K-27、 C地区段丘緩斜面中央の標高37. 7m付近に位置する。

規模: 2.24m×0.64m×0. 06m

平面形：不整形。

確認・調査：Ⅲ層中位で確認した。

土層: 1 黒色土 5YR1.7/1 径4mm程度の炭化物を多く含む。

2 極暗赤褐色土5YR2/3径2～4nll1の炭化物と径2mmの焼土粒を若干含む。

遺物出土状況：覆土2層中からⅡ群A類土器1点、 Ⅲ群A－2類土器1点、周辺の包含層からⅡ群A

類土器6点、 Ⅲ群A－3類土器1点が出土した。

時期：確認状況と周辺の包含層出土土器から、縄文時代中期前半、 Ⅲ群A－2類土器の時期と考えら

れる。 （佐藤）

F-55 (図Ⅵ-35、図版100-8)

位置・立地:K･L 18、 C地区とD地区の間の段丘緩斜面の一番高い部分、標高39.4m付近に位置

する。

規模: 1.33m×(1. 18m)×0. 24m

平面形：不整形。

確認・調査：Ⅲ層風倒木痕中で確認した。風倒木痕にはKo-dが堆積している。

土層: l 灰黄褐色士 lOYR4/2 n (ko-d) +Ⅲ径2～30mnlの炭化物を多く含む。

2 黒褐色土 IOYR2/3径2～1011mの炭化物を含む。

3 赤褐色土 5YR4/6｡

妬7



l 遺構

4黒褐色士 lOYR2/3 Ⅲ風倒木痕。

5 にぶい黄褐色土 lOYR4/3 V風倒木痕。

遺物出土状況：風倒木痕中からI群A類土器4点が出土した。

時期：確認状況から、アイヌ文化期(Ko-(I降下に近い時期） と考えられる。 (佐藤）

F-56 (図Ⅵ-35、図版101-1)

位置・立地:0-32

規模: 0.46m×0. 24m×0.09m

平面形：不整な楕円形。

確認・調査:V層上面で検出した。非常に硬く締まる焼土で、他の焼土と締まりや形状などが異なる。

形成面はⅢ層中が考えられる。平面形は不整な楕円形で、南側は平成l1年度のトレンチ調査で壊され
ている。

土層: 1 暗赤褐色土 2. 5YR3/4非常に固くしまる。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：周辺包含層の遺物からⅢ群A－2～3類の時期と推測される。 （笠原）

e 小ピット

小ピットで配列の認められるものは建物跡として扱っている。 これは竪穴などの上部の掘り込みが

消失しているものと思われ、上屋があったものと考えられる。 これらのものを省いて、以下の小ピッ
トとした。

C地区で小ピットは57カ所検出された。 このうち列を成す5カ所は(1)杭列として掲載している。

その他は配列の認められなかったもので、ほとんどが柱穴跡と考えられる。

配列の認められなかつたもの52カ所については（2）小ピットとして、平面的なまとまりをグリッ

ド単位にまとめて掲載している。

（ 1 ）杭列

杭列（図Ⅵ-37、図版101-4)

位置・立地:N-31,0-31 ･ 32

確認・調査:V層上面で確認した。南北方向に、 ほぼ等間隔に配列された杭列である。最も南に位置

するSP-37の口径は約25cm、深さ約20cnlで坑底がやや尖る。 SP-34は口径約40cm，深さ約40cmで

最も大型である。 SP-35は直径約25cnl、長さ約20cmの炭化材が直立し、覆土にはKo-(lが混じる。掘

り込みの深さは約30cⅢである。 SP-36は口径約25cm、深さ約35Clllで坑底はやや尖る。最も北に位置

するSP-39は口径約20cnl、深さ約15cmで坑底には凸凹がある。

土層: SP-37 1 褐灰色士 7. 5YR5/1 ko-(1>V｡

2 黒褐色士 lOYR3/1 V>Ⅲo

SP-34 1 褐灰色士 7. 5YR5/l ko-d>V｡

2 黒褐色土 10YR3/1 m>vしまり弱い。

3 黒褐色土 7. 5YR3/l m>vしまり弱い。

4暗褐色土 7. 5YR3/3 m>vしまりやや強い。

SP-35 1 黒色炭化材N2/。
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l 遺構

2 褐灰色土 lOYR3/1 ko-d>Ⅲ しまり弱い。

3 黒褐色土 7. 5YR3/1 m>vしまり弱い。

SP-36 1 褐灰色士 7. 5YR6/l ko-d>Vo

2 黒褐色土 7.5YR3/1 m>vo

SP-39 1 褐灰色土 7. 5YR5/l ko-d>V｡

2 黒褐色土 7. 5YR3/1 m>vしまり弱い。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：覆土の堆積状況から近世以降の時期が考えられる。 (笠原）

（2）小ピット

配列の認められない小ピットは52カ所検出され、木の根の跡を誤認しているものがあるかもしれな

いが、 ほとんどは柱穴跡や杭跡と考えられる。 SP-9 ･ 12 ･ 109 ･ 110はⅥ層で検出し、 このの4カ

所を除き他はV層上面で検出した。平面形は径15～30cmで円形のものが多く、確認面からの深さ1O~
20cmだが、やや深いもので30cm程のものがある。

l ･ J ｡K-19 ･20 (図Ⅵ-38) SP-18･ 152 ･ 157～164は坑底の丸いものが多く、覆土は暗褐色

土である。 SP-158･ 160･ 164は坑底が平らである。

N・○－26．27 （図V-39) SP-lll ･ 112 ･ 151は坑底が平らで、覆土は褐色である。

N･O-28･29 (図V-39) SP-109･ l10･ 165 ･ 166は坑底がほぼ平らで、覆土は暗褐色である。

SP 109は斜めである。
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VI C･D地区の調査
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l 遣構
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VI C．D地区の調査

O･P-30～33 (図Ⅵ-40) SP-1～8 ･ 14～16･ 104～107は径の小さなものが多い。 SP-7 ･

104～107は覆土が黒褐色のもの。 SP-1 ･ 2･6･ 13･15は覆土が暗褐色のもの。 SP-3～5 ･

8 ･ 11 ･ 12 ･ 16は覆土が暗灰黄色から灰黄色のもの。

’－37 （図Ⅵ-41) SP-167～170は浅く小さなもので、覆土は黒褐色～暗褐色である。

P･Q-33～35 (図Ⅵ-41) SP-9～13･38･40～42･ 57･ 76は坑底が尖り気味のものが多い。

SP-9～13は覆土が暗褐色～黒褐色のもの。 SP-40～42 ･76は覆土の上が褐色で下が黒褐色のも

の。 SP-57は覆土が褐色のもの。 （谷島）

掲載這物: SP-18 (図Ⅵ-38)土器: 1はⅢ群A－3類土器。無文の波状口縁である。 （広田）

f その他の遺構

S-5 (図Ⅳ-45、図版106-1， 135-1)

位置・立地:0-32

規模: 2.73m×－

平面形：不整形。

確認・調査：Ⅲ層上面で確認した大型の礫集中である。配石遺構とするには礫の配置に規則性等が見

られない事から集石として扱った。出土した礫は計69点で材質は安山岩が主である。ほぼすべての礫

に被熱が認められ赤く変色している。 このうち石皿あるいは台石に使用された痕跡のあるものが2点

含まれていた。被熱を受けていることから見て、石組み炉として使用された礫を廃棄したものである

可能性が考えられる。

遺物出土状況：Ⅳ群A類が9点出土した他、スクレイパーが2点、剥片1点、すり石が1点出土した。

時期：縄文時代後期前葉Ⅳ群A類の時期が考えられる。 （笠原）

掲載遺物：土器 2はⅢ群A類、 1 ･ 3はⅣ群A類である。 1は無文の口縁部。 口唇部断面は角形を

呈する。 2 ． 3は胴部。 2は羽状縄文が施される。 3は縄文が沈線で区画され、区画内には2列のク

ランク文が横位に施される。 （広田）

石器4 ． 5はスクレイパーla類。 6はすり石5類：半円状扁平打製石器。 7は石皿。腹背両面に

使用痕が見られ、被熱による赤化やはじけが見られる。 8は台石。 （柳瀬）

S-6 (図Ⅵ-43、図版105-7)

位置・立地:L 25， C地区段丘緩斜面中央の、標高37.9m付近に位置する。

規模: 1.28m×0. 81m×

平面形：不整形。

確認・調査：Ⅲ層中位で確認した。

遺物出土状況：小礫689点（内メノウ2点）が出土した

時期：確認状況から縄文時代中期と考えられる。 (佐藤）

FC-5 (図Ⅵ44、図版106-3)

位置・立地:L-5 d、 L-6 a｡H-10に隣接する。

規模: 1.43m×0. 97m/0. 12m

平面形：楕円形。

確認。調査：Ⅲ層をlOcnlほど掘り下げた際に確認した。
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VI C･D地区の調査
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VI C．D地区の調査

特徴:H-10に隣接して検出した。 10cm以上の厚さでフレイク・チップがまとまっていた。

遺物出土状況：フレイク・チップが389点出土した。

時期：確認した層位および、隣接するH-10との関連から縄文時代早期前半の遣構と考えられる。
（藤原）

FC－6 (図Ⅵ-44、図版106-4)

位置・立地:L-11-do調査区南西段丘縁の低位段丘面から高位段丘面にかけての緩斜面に位置す

る。 F-8 ･ 9と隣接する。

規模: 1. 17m×0.75m/0. 13m

平面形：楕円形。

確認・調査：Ⅲ層中位で確認した。

特徴：緩斜面に位置し、 出土状況から上位の段丘面から流れ込んだものと考えられる。

遺物出土状況：フレイク・チップが311点出土した。

~

一一

0 5cm

図Ⅵ－45 FC-12出土の遺物
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l 遺構

時期：確認した層位および、隣接するF－8 ． 9との関連から縄文時代中期前半の遺構と考えられる。

（藤原）

FC-12 (図Ⅵ－44･45、図版107-1， 139-1， 140-1)

位置・立地:G･H-35･36、 C地区とB地区間の沢の左岸に面している。
規模: 3. 69m×3. 50m×1.47m

平面形：不整形。

確認・調査：周囲は沢の埋立てに伴う撹乱がⅢ層～V層上面までおよんでいたが、 Ⅲ層中位で、沢の
肩部分と沢の斜面に流れ込んでいる状態で確認した。剥片以外の石器のほとんどは、沢の斜面及びそ

の下で出土していることから、斜面への意図的な廃棄の可能性もある。周囲の撹乱層からも石器及び
2,000点以上の剥片が出土している。

遺物出土状況：Ⅲ群A－3類土器17点、石鍼2点（内未成品1点） 、両面加工石器6点（内未成品5

点） 、石槍7点（内未成品7点） 、 Rフレイク2点、石核1点、たたき石1点、礫5点が出土した。

時期：出土遺物から縄文時代中期前半Ⅲ群A－3類土器の時期と考えられる。 （佐藤）

掲載這物：石器石槍の各段階の未成品と、石槍作製に伴う剥片が大部分を占めている。検出状況や

接合状況から、 G･H-35･36の攪乱層などから出土している、 9点の石槍の破片もしくは未成品、お

よび合計2,000点以上の剥片も、本来的には本遺構に含まれていたものと思われる。剥片は2～3cm内

外のものが多く、すべて頁岩である。母岩は、未成品から最低で13種類認められ、そのほか、 フレイ

クでのみ確認できるものもある。未成品と同一母岩と思われる剥片も多くあるが、それぞれ数点ずつ

しか接合していない。加工される素材には、縦長剥片のものと横長剥片のものがある。

lは石鑛le類。 2～4は石槍未成品。 2は、 G-36から出土した石槍未成品にFC-12の剥片が

接合したもの。図示したほかに2点の剥片が接合している。原石面の残る縦長剥片を素材としている。

3 ．4は同一石材。 3は同一地点から出土した2点が接合したもの。上下端部に原石面が残る縦長剥

片を素材としている。 4は2点が接合したもの。図示したほかに、剥片が1点接合している。下端に

原石面が残る横長剥片を素材としている。 5は石核。上面から右側縁・下面にかけてと、腹面の大部
分は原石面である。

図示したほかに、石槍未成品6点の写真を掲載した（図版140) ｡ 1は背面に原石面が大きく残る横

長剥片を素材とするもの。 2は2点が接合したもので、上下端は原石面である。 3は右側面上半と左

側面下端が原石面である。 4は2点にさらに剥片が1点接合したもの。背面に原石面が残る縦長剥片

を素材とする。 5はG-36から出土したもので、原石面を残す縦長剥片素材。 6はほぼ完成品と思わ

れる。 （柳瀬）

FC-18 (図Ⅵ-46、図版107-6)

位置・立地:L-19、 C地区とD地区の間の段丘緩斜面の一番高い部分、標高39.3m付近に位置する。
規模: 1. 64m×1. 32m×0.03m

平面形：不整形。

確認・調査：Ⅳ層上面で確認した。建物5 ． 6が周囲にならぶが、 同時に存在したかは不明である。

遣物出土状況：覆土から剥片513点､Ⅲ下～Ⅳ上面からI群A類土器5点、 I群B類土器5点が出土し
た。

時期：確認状況から縄文時代早期と考えられる。 （佐藤）
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VI C･D地区の調査
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掲載遺物：土器 1 ･ 2はI群A類。 1は口縁部で表裏面に横方向に条痕が加えられている。 2は胴

部。表面は縦方向に沈線が施される。裏面は横方向の条痕が認められる。 （広田）

FC-19 (図Ⅵ-46、図版107-6)

位置。立地: j-6

規模: 0.73m×0. 70m×－

平面形：円形。

確認・調査：平成11年度に調査したI群A類の時期の住居跡であるH-10の西側で見つかった、頁岩

製のフレイク・チップ集中である。検出面はⅢ層であるが、 これに伴うと思われる剥片がI層中から

も5点出土している。

遺物出土状況： 54点出土したフレイク・チップ集中のうち使用痕の認められるものが1点含まれてい

る。他の遺物は出土していない。

時期:D地区の遺構、遺物からみて縄文時代早期I群A類の時期が考えられる。 （笠原）

掲載遺物： 2種類以上の母岩からなる。剥片は3～5Cnl程度のものが多い。石器未成品としたものは、

剥片に整形と思われる加工が加えられたもので、器種を特定できないもの。大きさからは、石雛もし

くは石槍の可能性がある。 （柳瀬）
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2 包含層の遺物

2 包含層の遺物

a土器

C･D地区は全体的に削平を受けているため、包含層の残存状況は悪く、土器は小片のものが多い。

包含層からはI層出土のものを含めて、 9,875点の土器が出土している。出土した土器には縄文時代早

期～後期続縄文時代に属するものがある。 この内、 Ⅲ群A－3類が3, 254点と最も多く、次いでⅢ群

A－2類が2,244点、 I群A類が2, 142点を数え、 I群B類、 Ⅱ群B類、 Ⅲ群B類、Ⅳ群B類、Ⅵ群が

少量出土している。

全体的な土器の分布傾向としては3～8ライン、 25～35ライン付近に比較的分布密度が濃く、竪穴

住居跡、土壌の分布とほぼ重なる。また、 B地区と異なり、 36～39ラインにある沢の縁辺部からの遺

物の出土量は少ないが、 この部分は特に削平及び、撹乱が著しく、包含層がほとんど残っていないた

めと考えられる。 S･T 37グリッドの様に沢部分でも包含層が部分的に残っている場所ではlグリ

ッドから遺物が多量に出土しているため、本来的には相当数の遣物を包含していたと考えられる。調

査区の南西側は深い沢地形で、比較的包含層の残りも良好だったため、遺物の出土点数も多い。

各時期の土器の分布をみると、 I群A類は3～24ライン近辺の分布密度が濃い。 これは竪穴住居跡

や建物跡の分布と重なるため、 この集落に伴うものと考えられる。 Ⅲ群A－2類は3～9ラインと26

～33ラインに比較的密に分布する。 Ⅲ群A－3類は調査区のほぼ全体から出土しているが、 25～38ラ

インに比較的まとまって出土している。Ⅳ群A類はⅢ群A－3類同様25～38ラインからの出土量が多

い。他の分類のものは散点的な出土に留まっている。

這物集中2

H-10南西部のK－5グリッド北側からI群A類土器がややまとまって出土した（下図参照） 。

I群A類（図Ⅵ－47-1 ･48 4～70)

全体的に焼成は良好である。大きく分けて条痕沈線が加えられているものと無文のものがある。

lは小形の鉢である。底部はわずかにはりだし、 口縁部にかけて直線状に立ち上がる。器面には横

位の貝殻条痕文が施されているが、内面においては顕著ではない。 口縁部に隆帯を2条巡らされ、隆

帯上部は小さな棒状工具の、隆帯下部は半裁竹管状工具の刺突が加えられている。

4～26 ． 29は口縁部で、 4･ 6 ･ 13･ 14･ 22は小波状口縁である。 4･ 5 ･ 8～10･ 29は隆帯をも

つものである。 4 ． 5は内面には浅い横位の貝殻条痕が加えらている。 4は2条の隆帯が施され、隆

帯上には斜位の絡条体圧痕文が加えられている。隆帯間と隆帯の上下には横位の絡条体圧痕文が加え

られている。 5は隆帯上に刻みが施されている。隆帯直上は横位の沈線、隆帯直下には斜位の沈線が

加えられている。 8 ･ 10は2条の低い隆帯が施されている。 10は隆帯上に斜位の刻みが施され､'その

上下部には斜位の沈線が加えられている。 29は2条の隆帯をもち、隆帯下部には横位の貝殻条痕と縦

位の沈線文が施されている。焼成は良好である。 6 ･ 7 ･ 11は沈線文が施されているものである。 9

は口唇部が肥厚する。 口唇

厩端部にば麓峨T具魔よる刻旋5 A□， 。＋ 広 司 伝35“351 58司

J■ 藷難削
B C ”55 9”57

識:!Ⅷ ■勘、
35 ，

＋ ＋ 35~ 62 に沿って隆帯が巡らされ、
Q 4m O 1m 縦位、斜位、横位に沈線が

遺物集中2
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ⅥC・D地区の調査

施されている。 口縁端部、隆帯上、沈線に沿って、半裁竹管状工具による刺突が加えられている。 1l

の口唇部断面形は切り出し形で、 口縁部に斜位の沈線文が施されている。内面には横位の貝殻条痕が

認められる。 12～20は器面に貝殻等の条痕が認められるものである。 19･ 20の条痕は貝殻以外のもの

による。 12 ･ 13は条痕が斜位に加えられている。 14～20は条痕が横位に認められるもの。いずれも内

面の条痕は顕著ではない。 19 ･ 20は同一個体で細かい条痕が加えられている。 21～26は無文のもの。

27 ． 28． 30～59は胴部である。ほとんどのものに横位の貝殻等の条痕が施されている。 27は上部に

貝殻背面の押し引き移動による文様が、下部に貝殻背面の波状押し引き移動による文様が施文されて

いる。 28は貝殻腹縁圧痕文が施されている。 30･32･33は刺突が施されるものである。 30･ 33は棒状

工具による刺突、 32は半裁竹管状工具による刺突である。 31 ･34･37～43は沈線による文様が施され

ているものである。内面に条痕が加えられるものは少ない。 31は器面に横位の貝殻条痕を加えた後、

上部と下部に横位の沈線文が施され、その間に斜位の沈線文が加えられているものである。 34． 37は

器面に横位の条痕が加えられた後、沈線文が施文される。 34は斜位の沈線文が加えられている。 37は

沈線により連続する菱形の文様が描き出されている。 38～41は沈線文が横位に施されているもの。 38

は横位の沈線文間に斜位の沈線が加えられている。内面には横位の貝殻条痕が認められる。 41の沈線

は細く、浅い。 42は横位の貝殻条痕文が施された後、縦位の沈線文が加えられる。内面には横位の貝

殻条痕が施分される。 43は横位の細かい条痕文が施された後、横位の沈線文が加えられる。内面には

縦位の細かい条痕が認められる。 44～53は条痕のみ加えられているものである。 51は斜位に施される

が、他の施文方向は横位である。 50～52は浅い条痕が加えられている。内面に条痕が認められるもの

は17のみで、横位に加えられている。 53～59は無文のもので、 53 ． 58は内面に横位の条痕が認められ

る。 60～70は底部。 61 ･62･ 64･ 66は底部がやや張り出す。 60～62･ 64･ 65は条痕が認められもので

ある。 64は縦位で他は横位に施文される。 60は斜位の沈線が加えられている。 61はわずかに縦位に条

痕が加えられている。 63 ．66～70は無文のものである。 63･65～67･ 69は器面が磨耗しているため、

条痕が摩滅している可能性がある。 68は胎士に砂粒を多く含む。

I群A類はアルトリ式に比定される。

I群B類（図Ⅵ-49-71～75)

71～75は同一個体。同一個体がややまとまって出土したが、接合はほとんどしなかった。

I群B類は東釧路Ⅳ式に比定される。

Ⅱ群B類（図Ⅵ-50-76～87)

全般的に胎土に繊維を含み、内面調整は丁寧である。 76～79は口縁部である。 口縁部文様帯には全

て横位の縄線文が施され、 口唇部には縄の圧痕が施されている。 76は小突起をもつ。 78 ．79は同一個

体。砂粒を多く含み、器面が磨滅している。内面は丁寧に磨かれている。 80の口縁部の縄線文は比較

的短い縄を使用している。胴部は縦位の単軸絡条体の回転文が施されている。 81～86は胴部。 81はR

Lの斜行縄文が縦走気味に施されている。 この土器は胎土から、 Ⅲ群B類の可能性もある。 82 ． 85 ．

86は縦位に単軸絡条体の回転文が施文されている。 83 ．84． 87は櫛状工具による縦位の細かい沈線が

施されているものである。

Ⅱ群B類は円筒土器下層d式に比定されるものである。

Ⅲ群A－1類（図V-50-88)

88は突起をもち、 口唇部には縄の圧痕が加えられている。突起部直下には貼付が施文され、 口縁部

文様帯には横位の縄線文が施され、貼付上にも加えられている。

1群は円筒土器上層a式に比定される。
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2 包含層の遺物

Ⅲ群A－2類（図Ⅵ－47-2 ･ 50-89～100)

2は胴部がやや膨らみ、 口縁部は外反する器形である。底部はやや張り出す。突起を4カ所もち、

2個一対である。突起部直下には孔が穿たれ、 口唇部には小波状の貼付が加えられている。 口縁部文

様帯下端には2本の貼付帯が横位に施され、下部の貼付は突起部下において逆U字状を呈する。

文様帯内には貼付により山形の文様が描き出され、貼付上には細い縄による圧痕が加えられている。

胴部には結束の羽状縄文が段ごとに方向を変えて施文されている。

89～95は口縁部である。 89･91は同一個体である。厚みのあるボタン状の突起をもち、 口唇部には

小波状の貼付が施されている。 口縁部にはLRの斜行縄文が施文されている。器面は全体的に磨耗し

ている。 90 ． 92 ． 93は馬蹄形圧痕文が施されているもの。 90･93は同一個体である。 2個一対の突起

をもち、突起部直下には縦位の貼付が施文される。 口縁部文様帯下端は貼付帯によって区画されてい

る。突起部直下の貼付と文様帯下端の交点にはボタン状の貼付が施されている。 口唇部及び貼付上に

は縄の圧痕が加えられ、ボタン状の貼付上には渦巻の文様が描き出されている。貼付に沿って3本1

組の縄の圧痕が施文されている。縄の圧痕の間には馬蹄形圧痕文が施されている。胎土は砂粒を多く

含み、焼成は不良である。 92は口縁部文様帯下端を貼付帯で区画され、文様帯内には貼付、 3本1組

の横位の縄線文と馬蹄形圧痕文が交互に施されている。貼付上には細い縄による圧痕が深く施されて

いる。 94． 95は平縁のもので、 口縁部は外反する。 94はLRの斜行縄文と横位の綾繰文が施され、 口

唇部には縄の圧痕が施されている。 96～98は胴部。 96は結束の羽状縄文が施されている。 97 ． 98はL

Rの斜行縄文が施されている。 99･ 100は底部。 どちらも底部がやや張り出す。 99は羽状縄文が施され

ている。胎土には砂粒を多く含む。 100は焼成が不良である。 94･ 95はⅢ群B－2類（大安在B式）の

可能性もある。

89～93は円筒土器上層b式、 2は円筒土器上層c式、他は円筒土器上層b～c式に比定される。

Ⅲ群A-3類（図Ⅵ 50･ 51-101～119)

101～111は口縁部である。 口唇部に貼付が施されるもの、縄の圧痕が施文されるもの、刻みが施さ

れるもの、沈線が加えられるもの、縄文が施されるものがある。地文はRLの斜行縄文が施されるも

のが多い。

101は波状口縁で波頂部に貼付が施されているものである。突起部に棒状の貼付が施され、貼付間に

は縄の圧痕が加えられている。波頂部直下には横位の縄線文が加えられている。 102～104･108は口唇

部に縄の圧痕が施されるものである。 102は胴部がやや膨らみ、 口縁部はわずかに外反する。地文の縄

文はRL斜行縄文で、 口縁に沿って2本1組の沈線文が横位に施され、波頂部下位ではレンズ状の文

様が描き出される。文様帯下部にも横位に2本1組の沈線文が加えられている。胎士に砂粒を多く含

み、やや脆い。 103･104は同一個体である。緩い波状口縁で、 口縁に沿って沈線文が施され、波頂部

下位では渦巻状の文様を描く。その下部にも横位の2本1組の沈線文が加えられている。胎士は砂粒

を多く含み、脆い。 108は口縁部に横位の縄線文が施され、その下位にRLの斜縄文が施文されてい

る。 105･ 106は口唇部に沈線が施されるものである。 105は地文にRLの斜行縄文が施され、 口縁部に

は横位の沈線文が加えられている。器面が磨耗しているため、文様は不明瞭である。 106は口縁部に横

位の2本1組の沈線文が施文されている。 107･ 109 ･ 110は口唇部に縄文が施されるものである。 107

の口唇部の断面形状は切り出し形である。 lllは口唇端部に棒状工具による浅い押圧が施されている。

112～1 l4は胴部で、沈線により文様が描かれる。 113 ･ 114は器面が磨耗しており、文様は不明瞭で

ある。

115～119は底部である。 116 ･ 117はやや上げ底である。 117～119は底部から開き気味に立ち上がる。

｜
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ⅥC・D地区の調査
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2 包含層の遺物

通
. 二,一篝

鷺悪忽(Y
:H-,,〆ﾐ:了･
蘭評ずず

一

零

崇

卦
』
溌

二

鼻

鯰

幹

鐺

鐸

蝿

一

年

吋

恥

里

心

弧

這

誠

~~~~~
~~~~~

哩
虹
，

比
か
．
↑
品
．
心

呼

“

か

岻

容

恥

・

１

当

ｒ
宅
“
夕
・
比
~
。
ｒ

引
削

“
・

」

ず

詞

・

国

典

●

、

↑

慨

詔

、《

‐
．
。
．

》

辮

馨

‐

ゞ

『

・
や
い
｛
ｂ

卸

口
呼

職蕊
心詑ら …

６

ｈ

＄

〃

、
や
編
》

ザ

一

一

●
蕊

嘩

嘩

釧

ｈ
』
Ｌ

Ｐ

〒

や
凸
ｆ
土

。
》
亀
ロ
》
》

部
。
ト
レ
八
・
・

‘ﾉ鼠賢厚？

ぺ:胃塾．､惑謹

印溌:津‘｡:雷.罵一~ぃ ” ..ﾀ裸 ..『 :“
幸彦． . . .､;勺f曼瓢x

啓.tJ･‘妃倉if空ド

~灘ｼ~
』 韻 ｡

ｼ 、 ． 4 . -,,-言 ら壺
息懇型窪み層~､舞萄唾

溌溌

承_ふ我糎零A
､ 己

, . ’ ~. ､‘ ， ､ 1 』 '

3鐸錨撫
, ﾛjJ D ･ ﾛ ﾑ4、U p 1甦

顕窪隷L" "

〃
'一」4

トー』 〆､
、

幾齢
≠ . t ．晩 : 謡べ』さ〔

ゞ 、鷺 ， #． ・寺 』 ．
、 ．熟品鴎' _-:,. §- ‘』》

. 弓‘ 。 ．“ ． ．＝ .､一・ 内
『T合L b ■ q d

一 ﾋ ﾛ ■ 〆 『､

季・ " ざ , . .‘ず"; 1 ....鰈･ 3 ､時）

脅懸｢7
~識¥認、'9

｜
Ｉ

零一.寛翌諾

l｡
, 虻

i職
ﾆｮｴさ蚕“

畳

．

〆

〃

官

〃

↑

》

戸

篭

‐
４
１
赴
・
・
〆
御
ノ

ｑ
ユ
ー
●
ゴ
》
グ
釘
や
~
再

津

一

二

》

‘

（

《

シ

岬

．

、
ｆ

芋

晶

△

．

ｒ

~

~

~

~

●

犀
》
ざ
・
索
鍜
．
芋
四

Ｊ

ず
●
草
ｊ
倭
一
宇
竿
『

亀
‐
‐
・
‘
『

・
ノ

声

ゾ

タ

・

鰈

溢

擬

馥

率

．

諄

《

ロ

段

”

二

Ｊ

ｅ

ｐ

ｖ
も

」

戸
マ

占

今

〃

〆

主

電鍵簿：
､嘘鍼型
，P｡!嘩"･罷簿,

ロ1、と

1 1
里

騨‘
吾島．‘ ．

畠鐡

: ､ｩ ､ ､､ 2 ､ 。; 1
F

■ pb －

▲JP .ｰP狸 二弁‘ '" 皇よ

プ･_』｡ ?;･罰 烏 ,.:j- 1
J・ - . . ＆ ； -

-■ b 吟 Q■ L■

三 ﾖ , , ､ - -
= ､昌 口 P ､

｡－■啓 ぎい=

『 弓鉦 ､
床一一
ノ ・増 〃.古
‐〆一月.

~

一

弘

．

掌

~

~~~~

紬

噌

一

ク

ラ

ぞ

》

暉

竺

押
鈩
ニ
タ
』
４

軸

延

昏

叶

く

々

害

捉

吟
一

雫

圭

畢

Ｆ

Ｌ

、

】

剥

号
卜
“
酷
二
・
Ｊ

耳ｂ

４
．
１
、
孔
。

酢
手

Ｐ

一

『

》

雫

~

~

~

~

~

~

~

~

守
，
一
平
年

罰
《
〉
』
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
壼
一
』
》
●
一
一
．
》

も
對
函
の
酒
恥
Ｄ

局

や

承

．

〃
に
叫
毎
．
》

Ｆ

△

．

挫

十

．

」

一

雪

一

》

一

《

一

需

川

印

印

湛

魂

Ｌ

ロ

ブ
』

堅

口

幅

《
篝
蕊

剖咄

ル
ー
》

一

》

》

咄

』

罐

』

や

』

卸

二

二

一

電

一

一
一
』

‐

浄

《↑

垂

一

一

一

一

一

雪

胆
、
“

Ｈ
Ｐ
■
小
》
ｂ
ｈ

ｂ

。Ｆ

・

。
と
・
可

扉和

L､ 間5

』

・
．

》

哺

缶

や

凸

。。

二
｝

ご
“
『
・

串

一
一

一

字

引

叱

一

証

一

△

。

』

申

卓

侯

・

赤

里
ｂ
・

軍

一

可

引

【

・

“

ハ

ロ

竿

ロ

ー

弓

毬

鼻

那

へ

会

・》

Ⅱ
U2

4

蕊鳶鋳〃
L‐」17

空も一一"d

千

罎謡等澪
尊二一汽三彗曾，

､ 1fざ"ｰ＝.『 ･'一詞
.･二閏'.… 野.鞭'海¥･ 山
ぎみ乱堅 ‘宇J , 当哩旦哩 冠

0

謹一気議I_"16

露身二三三＝
~~

適識鐵簿
華
●
．

‐一

函

霧

謡

洞

誤

｝

一

・
艸
陥
．

“
ゞ
・
勺
詠
ｒ

、

・

山

（

垂

４

阜

寸

泳
ぎ

引
、
↑

夕貼

．
為

‐

Ｊ

ｒ
、
Ｊ
左
・

~~~~~~

~
~

峰

稚

、

稗

謡

，

・

・

~~~~~~~~

~
~

，

砂

虹

，

ｉ

。
此

帆

傑

凸

河

時

’

２

１
吋

、

α

＃

、

、

角

二

。

●

胡

。

形

、

マ

ト

鞠

。

、

．

『

国

~
~~~

ム

ニ

恥

ｈ

ｒ

令

ｑ

口

“

Ｐ

凸

葱

〃

〆

蕊

掌
、
、
‐
一
●
脹
鈴
覇
．

封

采

・

‐

到

銅

・

．
〃
、
一

，

芽

、

喝

．

‐
・
幅
毎
け
む
・

・

凸

叱

ｒ

毎

稚

，

鐡

渉

ｗ

》》

《

一

少

、

、

認

籍

織

慰

顕

齢

鐸

、

患

！

・

、

凸
い
め
中
。
、

ｊ
咽

。

、
■
・

誹

蕊

~

~

~

『
・
や
，
尋
●
Ｊ

-唾雪学. -秒皇:剥剤

〆

鋲

…

~~~

口令

４口

3年群 ％

2

25

,ユ レ会 》, 押〆F

1 ､-凸‘ぐ÷
.. 、1J 当き ら。

』＜ T jq,I q,

ふすや.］.‘' 』学L昇諺全
“こみ｡ , ～寸罫

．．,畠”侍. ..； 弾
ルノ .弓‘い ,､r● ..1.

ﾐ錨司：･4〃

:秘《I詮
･ざ〆 し'券
f;』評，lL

■礼.

巴, 1.

ﾉ F幻ｸ･孝巳 r
勺･ j4． . Qﾛ 恥0

. 4 ･ q r 卓 q &

.､､､骨. , j ﾀ 卜 ･1.#，】･ｨjk
､ . §乳 (:､陰‘認､ .h弧ﾄ‘蔵

~ .＆;へ.脾蟻鎮砺調乳4榊'

蕊蕊
, 弓よ ]供 . ﾖ

. .． も聖
Fd
－

恐

き

．

寸

癖

《

鍔

【

竜
」

『涯息

７

…_~ 〆一一 一皇浬_曇‘;司壺－ Lや

鯉~j声〒~-､ 室-と瞳志了澤壽寺

鍵鐙發慧驚
q ■ A P ■ ﾛ

弓 記 ざ さ ．､ ‘ 為．,､# . ､鳴晶.ぎぎ.:･強､｡、
鐸憾熟:｡ -毎誕き‐ “､澤彗，
言｡．... ‘ ､ 冬 ､ぺ､ *･も､ ,､ : r ､, ; , 謀‘ ‘
坪､岸 し』弓買母 ‘"一.｡ 一・ ､

記･ 虹 ､ , ﾉ'一･孝、 ･ .4-, t;, . ‐1. Zで閃 ■ 印 L －

r ､ ~ ~ =函 』γ f P , 気

： ." 券 “ 号 l ‘
, ... 1.漣． .; . : ･戦
､: ‘' ' ､,､阜 ¥‘<鼻, 1 し竿へ
′ 難､,,:1．F穴 ､γ､．

跡

了

弥

雪
●
岬
鼻
麹

‐

職

野

、

Ｊ

四

Ｊ

画

Ｆ

ｊ

Ｍ
ｊ
全
・
・
・
１
Ｊ
牙
ｒ
ｍ
弔
刈
、
、
腋

１

・

~
・
幻
嘩
謝
曙
門
剖
呼
雰
．

守
．
Ｊ
・
・
、
１
画
一

唖則

『

乱

丁

ロ

ー

１

》

命

１

凸

〃何

戸
ｑ
▲
・
Ｊ
１

争

秒

顎

燕

椴

評
．
、

‐

踵

．

一

球

《

・

て

、

」

、

豊

卸

巍

貢

二

一
・

↓

『」

＃↑雑》や‐

・

・

齢

Ｊ

Ｐ

．

》

・

雲

．

．

。

Ｌ

『
．

・竜一、邑

・

~

《

癖

蟻

琴

宇

~

》

』

』

雫

一

紬

‐

｜

｜
弓
“
毎

ゞ
墓
星
《
毒
一
↑
》
~
~
ゞ
窓
・
浄
〕
ゞ

ゞ

彗

押

鶏

偶

症

一

手

一

計

孔

一

．

吾

《

一

司

弛

』

．

》

》

↑

一

式

望

》

一

一

一

一

一

望

》

識

鋸

》

〔

く

〕

弓

〃

０

。

」

璋

輌

社。一．

伺

い

Ⅳ

岬

Ⅳ

〃

川

里

動

、

川

釧

川

川

加

川

叩

川

川

川

川

仙

咋

奄

卿

一

壷
言
・
一
昔
》

霧
患浄
齢

声』学【韻.呈q

●
。
、
．
、
｛
一
一
一
Ｌ
酷
奄
』

一
●
一
》
一
一
一
一
一
一
《
・
一
告

》

一

』
。
・
も
、
、

ヴ
ヘ
』
酷
、

~
■
■
巴
』
~
画

~
ぐ÷

孔

四
■
一
》

日
憧
坤
妙
●
凸

砿

争

舎

．

国

・
・
や

ザ

~~~~
、

ザ

ｂ

▲

４

奇

坪

〆

手

引

ｊｂ

睡
■
③

~~~~

~
~
~
~
~

，

。

』

、

鍵蕊
§灘

I

~ ~~~~ ~~
T謄阪手､曲 J ~." :

Fﾆﾑ ﾍｺ‘＝野宅 色ぷ辱師 ~と

;悪鷲量痩鐸

蕊露島；M"f
′q‘イ ｣…. ‘-
､.v-募謬""J
や 一一寺ｲﾛｲ ､ ,

IlM
ﾛ ー P ロー■ヨー戸

･ ．､内 Z ｮ. : ､宅一
■ ，6 －声6

’里訂 澪.瓦窒.4趣ﾏﾏ~ ~~

患
なく .,蟄罰唇、

,齢一:｡二・再E －，B､～里

‘ 乱甦星一岳ﾕ玉毛
誇ら "~¥ ､ '･ ･‘･~･一

蕊霞錨:fi' :
堂鯵鍛》‘

J孟渉.

謡、

1A，
ｰ ト基一芦
＝-. ．ニー "

霧
二¥ 1．:冠 顕や煙宮口

. 城.ｫら‘蕊埠ご-肯
qF ”

一‘ ‘ . ｝ jW 41 .
･ず = 、

.1 『 三 2 …

~~~

仏
門

川

川

州

叫

川

川

』

妬

珈

ｌ

寺

‐

、

〈

手

Ｌ

Ｊ

可
岨

口

可

Ｆ

Ｄ
・
》
。
，
ｐ
ｐ
ｂ
（
、
峰

一

屋

㎡

一

峠

鈩

・

①

１

叩

・

阜

、

一

挫

寿

へ
理
奄
、
．
』
望
》
皿
恥
一
声
嘩
一
』
圭
魂
一
』

》

一

↑

澤

唾

，

殆

》

《

学

一

．
、
琴
《
識
↑
芦

患

託

一

０

１

兎 ‘.~~表 ミ ー ､～

~~~~ ~
.② で､ 弓 ~F薊F秀一 , J. ~-･告 ‘ ､ 一

二 、 ~ r ､､蓋＝ ‐ ･墓膣-.ご-t』 ~ 芳号塁登営管．． :島･ -…･…

i"､:' ． ｡ ｡ － 吋 ． 司馥,～ ,＝･凸弓- 渦 ､ 弔己型q ･』‘ ず ｡i;{ iざ-)”;~ ， 一 一 ＝､’ -"“.“-農毒霞､‐＝．
IR2露悪謹葦蕊蕊§葺溌
＝‘‘塗>"番 一 一､ ~､ 。 ー.、 ． ：ミー ー ー ー－魁了 、蓮 -. 1 ‘鶴､ Q 酷 冬,=『d r -き h 強 Fざ､､造 ､、 一一 ｡ ､~ =一･･-－－ 一q 甲 1.. 1 .

:ﾚｰ 噴鼓'霊_うき‘ -琴ぎぎ冒達~ざ =:--~--~着･鐸票wr-
-蕊蕊 一~謹言塞寒:鴛詔｣

Fcp印 .埒■ 面 写.■■ 一
一.ま 弓妾學

》

｝

』

》

》

謡
眼
．

脾
一
》
蕊
壗
澤

~
~
~
~
~
~

Ｊ

延

命

ｑ

０

~
~
~
~
~

切
一

震
ザ

1

川
″
〃

六.
少｡ 5

-3竜一群印
Ｊ
Ｉ
Ｐ
偶
ｒ
ｑ
－
‐
一
Ｊ

《

ず

秤
０
Ｊ
マ
刑

Ｉ

，
』
Ｊ
、
垢
司

〒

Ｐ
１
ｒ

；

ト

リ

Ｊ

Ⅱ

３
歩

４

１

４

Ｊ

ｒ

Ｌ

》
！

~

刎

岼

~

Ｏ

ｖ

ｔ

．

～

ノ

仏

，

酢

‐

！

、

碇･ナ ニー・

的 ■

4へ、.' ｡q

㎡〆一 口

44

図Ⅵ－48包含層出土の土器（2）

ｦ06



VI C･D地区の調査
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2 包含層の遺物
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図Ⅵ－52包含層出土の土器（6）

Ⅲ群B類（図Ⅵ 51-120･ 121)

120は口縁部で、地文にRLの斜行縄文が施文されている。 口唇部と、 口縁部に2列の棒状工具によ

る刺突が施されている。 口縁部の刺突列間には2本一組の沈線文が横位に加えられている。 121は底部

である。やや張り出し、地文にはLRの斜行縄文が施されている。

Ⅳ群A類（図Ⅵ－51 ･ 52-122～137)

1群（図Ⅵ-51-122～126)

122～124は貼付帯をもつ折り返し口縁である。 122は横位の貼付帯が2本巡らされ、横位の貼付帯間

には斜位気味の貼付が施される。 口唇部と貼付帯上にはLRの斜行縄文が加えられる。 124は無文で、

口唇部の断面形は角形である。 125 ･ 126は底部で、底部から胴部にかけてゆるく湾曲する。

1群は天祐寺～湧元式に比定される。

2群（図Ⅵ-47-51-127～137)

その間には波状の沈線が施文される。最下部の縄文帯内には間延びした「乙」字文が加えられてい

る。焼成は良く、胎土には砂粒がやや含まれる。

127･ 128は同一個体である。胴部がやや膨らむ器形で口縁部は外反する。 口縁から胴上半部にかけ

ては沈線によって横位にクランク状の文様が描かれ、その下には四角を基調とした幾何学的な文様が

描き出されている。 129～134は胴部である。 129･ 130･ 132は縄文地に沈線で文様を描くものである。

縄文は沈線で区画されている。 131 ･ 133･ 134は無文地に沈線で文様を描くものである。 129は弧状の

沈線が同心円状に施されている。 130･ 131は縦に蛇行する沈線文が描かれている。 131は胎土に砂粒を

310
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ⅥC・D地区の調査

多く含む。 132は沈線で鋸歯状文が描かれる。 133は沈線で曲線文様が描かれる｡ 134は沈線により連続

する弧状の文様が描かれその上下部に横位と斜位の沈線が施されている。 135～137は無文のものであ

る。 135 ･ 136は口縁部である。 135は胴部から口縁部にかけてほぼ垂直に立ち上がる。 136は胎土に砂

粒を多く含む。

2群は大津式に比定される。

3群（図Ⅵ47 3. 52-138 ･ 139)

3は復原された深鉢である。底部を欠き、 口頸部はわずかにくびれ頸部に幅の狭い無文帯をもつ。

口唇部の断面形は角形である。 口縁部の縄文帯内には3本の横位の沈線と2列のクランク文が施され

ている。沈線で区画された縄文帯が4段設けられ、胴部の縄文帯内には上部に逆C字状の文様、下部

にC字状の文様が横環させている。

138． 139は縄文地に沈線により、連続した弧状の文様を重ねて描いている。 138は口縁部で小波状を

呈し、 口唇部には単節の斜縄文が施されている。

3群は白坂3式に比定される。

Ⅵ群（図Ⅵ-52-140･ 141)

140は甕の頸部である。横位の沈線が巡らされ、その上部は斜位の、下部は縦位の縄文が施されてい

る。 141は地文には縞縄文が施され、横位の沈線が加えられている。

Ⅵ群は恵山式に比定される。 （広田）

b 石器

石器（図Ⅵ-55～61、図版168～173)

C地区包含層からは、石器類が合計10,697点出土した。内訳は、剥片石器類が9, 196点、礫石器類が

10, 697点である。剥片石器類では、 95%以上を剥片が占めており、石核・原石・剥片を除いた石器は、

336点である。剥片石器の中ではスクレイパーが多く72点、次いでUフレイクが70点、 Rフレイクが51

点、石鎌が45点、石槍が44点でやや多く、ほかに両面加工石器が27点、つまみ付きナイフが18点、 ド

リルが6点、石器未成品が3点出士している。礫石器類では、 8割ほどが礫で、礫石器は277点であ

る。礫石器のうち、すり石、たたき石が多く、それぞれ66点、 62点出土しており、次いで、石錘が44

点、石鋸が2点出土している。石斧、石皿・台石は破片が多く個体数を示すものではないが、それぞ

れ9点、 42点出土している。砥石は48点出土しているが、そのうち38点は同一個体の破片である。加

工痕のある礫は3点出土しており、扁平礫の周縁にまばらに剥離が加えられるものなどがある。

石器類の分布は地形と遺構の分布に対応している。 13～15ライン付近は、 ちょうどF-20付近から

南へのびる尾根付近にあたるが、私道と攪乱により包含層が削平されていたため、遺物が極めて希薄

である。 これより西側の、南向きの斜面では、縄文時代早期の竪穴住居跡の分布と対応し、石器が多

く分布している。尾根から束へ下る斜面では、尾根に近い建物の集中部分で石器にも集中がみられる。

これより下の斜面では、少数が均一に分布するが、 C地区北隅にあたり、沢地形に区切られたH･G

－35 ． 36で、 フレイク集中FC-12に由来すると思われる剥片・剥片石器が集中している。またO･

P-29～31付近にも集中がみられ、やや窪んだ地形による流れ込みと思われる。器種ごとでは、つま

み付きナイフ・両面加工石器・石錘で、尾根付近から西側の斜面に偏る傾向が認められる。また、石

雛では、 lc類：菱形のものは調査区西側の斜面に大きく偏り、 2類：有茎のものは調査区東側にや

や偏って分布している。

石材は、各器種に共通して、剥片石器類では頁岩が、礫石器類では安山岩が圧倒的に多い。 このた

βア~7〃フ
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2 包含層の遺物

め、掲載石器一覧表においては全点について石材の記載を行っているが、本文中では頁岩あるいは安

山岩以外の石材についてのみ記載した。また、黒曜石製の石器の一部では原材産地同定を依頼した（第

Ⅶ章2節） 。

なお、掲載した石器出土分布図には、出土位置の特定できない表採等のものは除いている。

石鍼（図Ⅵ－55-1～7)

45点出土している。 1類：無茎のものが13点、 2類：有茎のものが14点、未成品が10点で、ほかは細

分不能の破片である。 1類では、 lc類：菱形のものが12点、 le類：木葉形のものが1点である。

2類では、 2a類：茎の明瞭なものが10点、 2b類：茎の不明瞭なものが4点みられる。石材は8割

が頁岩で、ほかには黒曜石が4点、流紋岩が2点、 メノウが1点出土している。 lc類は1点の黒曜

石製を除いてすべて頁岩製で、 また流紋岩はいずれも2b類のものである。

l～7は石嫉である。 l～5は1類、 6は2類、 7は未製品である。 l～4はlC類：菱形のもの

である。 5はle類：木葉形のもの｡ 6は2a類：茎部が明瞭なものである。

石槍（図Ⅵ－55－8～10)

44点出土している。 うち9点はH･G-35･36から出土したものである。 la類：柳葉形のものが

1点、 lb類：木葉形のものが9点、 2a類：茎の明瞭なものが6点、 2b類：茎の不明瞭なものが

3点出土している。ほかは、未成品としたものが12点、細分不能な破片が13点である。石材は、頁岩

が8割で、 ほかには黒曜石7点（うち3点が接合し5個体） 、玄武岩が1点みられる。黒曜石製のも

のは、細分不能の1点を除き4個体が2a類である。 これらはG 6～8およびH－7の狭い範囲で

集中して出土している。

8～10は石槍である。 8はla"､ 9はlb類。 10は2a類で、 G－7周辺で集中して出土したう

ちの1点である。 これを含め、 G－7周辺で出土した黒曜石製の2a類の4個体について原材産地同

定を依頼したところ、 3個体が赤井川産と判定され、 l個体は被熱による風化のために不明であった。

ドリル（図Ⅵ 55 11)

6点出土している。 1類：剥片の一部に機能部を作出するもの、 3類：つまみ部が不明瞭なもの、

4類：棒状のものがそれぞれ2点ずつ出土している。石材は、頁岩4点、黒曜石1点、 メノウ1点で

ある。

l 1は4類である。上端部には原石面が残る。

つまみ付きナイフ （図Ⅵ-55-12～18)

18点出土している。 2類：横形のものが1点みられるほかは、すべて1類：縦形のものである。 1

類では、 la類：片面全面加工のものが7点、 lc類：周縁加工のものが6点、 1d類：粗雑なつくり

のものが4点である。石材はすべて頁岩である。

12～18はつまみ付きナイフである。 12～17は1類、 18は2類。 12 ． 13はla類。 12は左側縁で腹面

の加工が先行するもの。 13は下端と腹面のつまみ付近が磨耗している。いずれも、右側縁では急角度

の刃部が作出されている。 14･ 15は1c類。 16･ 17は1d類である。 18は2類：横形とした。片面全

面加工のものである。

スクレイパー（図Ⅵ 55･ 56-19～27)

72点出土した。 7割以上の54点が1類：縦形のもので、 2類：横形のものが2点、 4類：箆状石器

が1点、 8類：他にあてはまらないものが2点、分類不能の破片が13点である。 1類では、 la類：

側縁に刃部をもつものが多数で49点、 lb類：端部に刃部を持つものが2点、 lc類：尖頭部を作出

するものが1点である。 2類は2点とも2b類：端部に刃部を持つものである。石材は、 ほとんどが
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2 包含層の遺物
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VI C･D地区の調査

頁岩で、流紋岩とメノウが数点ずつ出土している。

19～27はスクレイパー。 19～25は1類、 27は4類。 19～24はla類である。 19～22は刃部が直線的

なもの。 19～21は片面加工のもの。 19は左側縁に磨耗がみられる。 21は下端部が尖頭状になる可能性

がある。 22は両面加工のもの。 23は刃部が外湾するもの、 24は刃部が内湾するもの。 25はlb類。両

側縁にも急角度の剥離が加えられる。 27は4類で、バルブの部分以外は片面加工である。なお、 26は

B地区出土のもので、第V章2節bで記載している。

両面加工石器（図Ⅵ-56-28～31)

27点出土している。細分類は行わなかったが、形態のわかるものでは、木葉形のものが多く、 円形

のものや長方形のものも少数見られる。石材は、すべて頁岩である。

28～31は両面加工石器。 28･29は円形のもの、 30･31は木葉形のものである。 30は左側縁下部に原

石面が残るが、端部が尖り気味で、石槍の未成品の可能性がある。

石核（図Ⅵ－56 ． 57 32 ． 33）

22点出土している。図示したような連続して剥離が行われるものは少なく、不規則に剥離が行われ、

作業面が一定しないものや、節理面での割れがみられるものも多い。石材はすべて頁岩である。

32 ． 33は石核。 32は小形のもので、左側面から腹面にかけて原石面が残る。 33は大形のもの。上面

から左側面は原石面である。

石斧（図Ⅵ－57－34． 35）

9点出土している。形態のわかるものは3点のみで、 1点が1類：短冊形のもの、 2点が2類：溌

形のものである。石材は、蛇紋岩が4点で、ほかに泥岩、緑色泥岩、片岩がみられる。

34は2類で、片岩製。全面粗割・磨りで整形される。 35は破片のため細分不明のもの。緑色泥岩製

で、背面に原石面が残る。

たたき石（図Ⅵ-57-36～42）

62点出土している。 1類：端部に使用痕がみられるものと、 3類：平坦面に使用痕がみられるもの

がほぼ同数で、 あわせて9割を占め、 ほかには2類：側縁に使用痕がみられるものが少数見られる。

使用痕が複合するものも見られた。石材はほとんどが安山岩で、砂岩、凝灰岩、珪岩、泥岩などが少

数見られる。

36～42はたたき石。 36 ． 37は1類、 39は2類、 40～42は3類、 38は4類。 38は泥岩製で、細かいた

たき痕が広範囲に見られる。 39は2類。徹攪岩製と思われ、敲打状のたたき痕が広範囲にみられる。

40～42は3類。 42はやや大形のもので、広範囲に細かいたたき痕がみられる。台石的に使用された可

能性がある。 38は、泥岩製で、細かいたたき痕が広範囲に見られる。素材の形状から、 4類とした。

すり石（図Ⅵ－58 ． 59－43～58）

66点出土した。 1類：断面三角形の礫を素材とするもの、 2類：側縁に使用痕がみられるもの、 5

類：半円状扁平打製石器がそれぞれほぼ2割ずつ出土している。ほかには、 6類：北海道式石冠4

類：両端に打ち欠きが加えられるものがやや多く、 3類：平坦面に使用痕がみられるものが2点出土

している。また、 4類あるいは5類と同様の加工が加えられているが、使用痕が認められないものが、

それぞれ3点、 2点出土しており、未成品と思われる。 4類の未成品については、石錘の可能性も考

えられるが、使用痕のあるものと同程度の大きさであることから、すり石に含めた。また、 6類の未

成品も1点出土している。石材はたたき石と同様ほとんどが安山岩で、流紋岩、砂岩、凝灰岩のもの

がわずかに見られる。

43～58はすり石。 43～45は1類、 46～48は2類、 49は4類、 50～54は5類、 55～58は6類である。
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2 包含層の遣物

~45は下側縁にたたき痕とすり痕、左端部にすり痕右端部にたたき痕がみられる。被熱し、赤化．は

じけが見られる。 46～48は2類。 46は使用面が加工されないもの、 47 ．48は使用面に剥離が加えられ

るもの。 46は右半部にのみ剥離が加えられている。 49は4類で、角礫を素材としている。 50～54は5

類。すべて使用面に剥離が加えられる。 50は使用面の剥離はわずかである。 52は小形のもので、凝灰

岩製。 53は板状の流紋岩製である。 54は破損した半円状扁平打製石器片を再加工したものと思われる。

55～58は6類。 55 ． 56はほぼ全面が敲打で整形されるもの。 55は被熱のため、全面にひび割れている。

57はにぎり部のみを敲打で作り出すもの。 58は未成品。上端部や下面を敲打で平坦に整形している。
砥石（図Ⅵ-59-59～61)

48点出土した。 うち38点は同一個体で、 59で図示したものである。石材は砂岩のものがやや多く、
ほかに流紋岩、凝灰岩、安山岩が見られる。

59～61は砥石。 59は砂岩のもの。使用面はU字状にわずかに窪む。 60は流紋岩、 61は凝灰岩のもの

である。

石鋸（図Ⅵ-59-62）

2点出土した。砂岩製と流紋岩製がある。

62は砂岩製のもの。背面にすり痕が見られ、砥石的な機能を併せもつものと思われる。

石錘（図Ⅵ-59-63～70)

44点出土している。大きさは5～8cmにほぼ収まる。円礫を素材としたものがほとんどであるが、

凝灰岩の角礫を用いたものも数点みられる。石材は安山岩が7割ほどで、ほかには砂岩、凝灰岩がや

や多く、流紋岩、片岩も少数見られる。

63～70は石錘。 63は片岩製のもの。 65は基盤層に含まれる風化した凝灰岩を用いたもの。 68は主に

片面からの打ち欠きが加えられており、上下の側縁にたたき痕・すり痕が、背面に横方向のすり痕が

みられる。 69の左端部は礫の自然のくぼみを利用している。 70は凝灰岩の角礫を素材としたものであ

る。 （柳瀬）
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VI C･D地区の調査
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2 包含層の遺物
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VI C･D地区の調査

’

ノ

56

55

イミニニト

57
58

〆V

’

！

62

一一

〃

60
63

執疑≦
~

~

V

〈一つ く~三＞“64 65

59

一

卜

7068

67 10cm

図Ⅵ－59包含層出土の石器（5）

"I



2 包含層の遺物
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表1 遺構規模一覧（竪穴住居跡）

規 模(m)
遺構名 地区 位置 長 軸

上場／下場

短

上場／

2.61/

軸
一
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一
一
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Ａ
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｜
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７
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師
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８
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遺構出土掲載拓本土器一覧C・D地区 遺構出土掲載石器一覧B地区

図番号 ｜掲鍛号
訓-1l 1

１
拓本番号

1 13

180

1 1 1

l8I

l29a

l21b

l$(1

131

132

l IMi

遣構番号

P－6

P－6

P－7

P－7

P－3,l

P－31

P－3i

P－3j

P－3i

P－61

F $O

F-30

F-30

F-30

F-30

F-30

F-30

F-I0

F－I0

F－30

F－30

F－~Ii

F－ 15

F- li

F－li

F－li

F－ li

F-i＄

SP－l8

S 1

S－i

S－i

FC－l8

FC－l8

FC－l8

遺物番号

、

出土層位

庇

－7ノブk
~ノノ’

フクド

フクド

フクドl

フクドl

フクド

・7ケド

フクド

フクドl

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

フケド

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

分 類

Ⅲ－1

円梱壮製品

m-l

lﾘ欄壮製品

Ⅲ1-3

Ⅲ 3

Ⅲ-$

Ⅲ－3

Ⅲ-＄

Ⅳ‘1-1

竿卜塗
卑

俗

山

口

戸

届

凶

口

官

切

仔
掴
腸
誠
爾
国

帖

側

口

斤

血

腫

系

田 ' ｡'届 ｲﾔ
国 ｜＝

区

画 縮|：
甫背
＝世

備 考
(gl

細

纈

旧

一

聰

Ｍ
ｌ
Ｍ

Ｍ
ｌ
Ｍ

Ｍ
ｌ
Ｍ

箇梛 器 ‘ 石＃

０

９

~
~
~

Ⅵ

Ⅵ

Ⅵ

図

図

［

凶

~側
-Ei

川

州
一
而

州
一
Ⅲ
｜
Ⅲ
｜
Ⅱ
｜
州

幟
一
緬
一
融
一
緬

御
一
郷

緬
一
融
一
緬

緬
一
緬
一
緬
一
鋤
一
蹴
一
緬

緬
一
肥

緬

馳

Ⅲ
｜
駈
一
駈
一
緬

緬

緬
一
緬

蠅
一
緬
一
融

鋤
一
制
一
蹴
一
耐

~

~

~

~

~

~

~

●
咽
‐
１
１
個
１
１
曲
‐
Ｉ
ｈ
Ｊ
Ｉ
１
ｂ
Ｙ
１
Ｉ
・
侭
１
１
‐
Ｊ
１
１

ｊ

ｊ

Ｊ

１

Ｊ

Ｉ

Ｉ

ｆ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

ト

〃

し

↓

ト

ト

ト

ク

ク

ク

リ

，

７

７

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

川

Ｉ

ご

茜

！６１７

臘

刺

測

り

ｈ

叩

Ⅲ

師

川
《

リ

ー

Ｏ

ｉ

り

Ｆ

ｉ

＃

ｉ

ｊ

廿

す

‐

サ

仰

断

＃

ド

小
出
Ⅱ
Ｕ
側
Ⅱ
リ
【
１
１
甲
ｉ
ｌ
ｎ
Ⅲ
Ⅱ
“
毎
＃
舟
Ｕ

Ⅸ
Ⅱ
咽
ｊ
ｈ
Ｕ
ｎ
Ⅱ
Ｕ
、
１
Ｍ
０
‐
Ｉ
ｌ
４
０
Ａ
Ｍ
１
Ｉ
ｌ

１
１
↓
Ｉ
１
ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
』
Ｊ
ｌ
Ｉ
Ｉ
１
ｎ
Ｊ
】
ｎ
Ｊ
■
Ｉ
●
１
１
縁
ｖ
Ｎ
Ｕ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

助

く

り

０

凡

Ｕ

戸

Ｔ

Ｉ

Ｉ

ｎ

Ⅲ

Ｕ

Ⅲ

Ⅱ

リ

－

１

１

１

１

１

山

ｈ

Ｕ

ロ

凡

』

‐

ｌ

ｊ

ｊ

Ｈ

Ⅱ

Ⅱ

》

１

１

１

円

‐

Ｊ

１

‐

Ｉ

ト

ー

‐

～

ト

ノ

ｎ

Ａ

Ｕ

り

、

Ｍ

勘

‐

、

リ

ロ

ー

州

心

Ａ

ｕ

州

Ⅱ

叩

リ

、

ｕ

邪

叶

‐

ｊ

０

Ｐ

‐

Ｊ

Ｉ

ｎ

ｕ

Ｕ

門

Ⅱ

Ｕ

‐

１

１

Ｊ

曲

鳥

Ⅲ

リ

内

川

Ⅱ

】

Ｒ

Ｊ

Ｉ

ｌ

Ｐ

ｊ

Ｉ

外

ノ

ヂ

、

Ⅲ

Ｕ

。

司

り

ｎ

Ⅱ

咄

叩

、

剛

側

リ

ｆ

口

Ｌ

ｈ

Ⅱ

リ

ｎ

ｈ

リ

叩

１

叩

ｉ

舟

唄

４

４

Ｊ

川

Ⅲ

り

ｎ

Ⅱ

咄

０

，

Ⅱ

ｕ

、

１

１

Ｊ

ロ

ー

叩

Ⅲ

服

Ⅱ

咽

ｎ

ｕ

Ｕ

ｎ

‐

、

げ

‐

Ｉ

Ｉ

Ｊ

”

‐

ｉ

１

内

Ｕ

凡

Ｕ

“

仙

人

Ⅷ

血

ｈ

Ｕ

尚

Ⅱ

Ⅱ

リ

ｎ

叫

哩

、

ｕ

り

ｎ

ｐ

Ｊ

卸

４

１

４

ロ

ー

リ

－

１

１

巾

飼

Ⅱ

Ｕ

０

０

‐

ｂ

ワ

ー

’

０

０

ｂ

Ⅶ
、
■
Ｕ
ｌ
ｌ
↓
『
Ⅲ
門
Ｕ
【
ｊ
Ｉ
Ｉ
、
１
，

】

ｎ

ｐ

Ｊ

ご

ｎ

ｕ

リ

０

１

，

ｂ

，

Ｐ

卜

。

‐

’

０

‐

１

１

１

卯

１

リ

ｂ

，

。

‐

‐

０

，

０

０

，

０

ｒ

，

凸

Ⅱ

リ

毎

、

リ

員

佃

凹

ｊ

小

出

Ⅱ

ｕ

‐

１

１

１

１

１

１

，

‐

、

Ⅱ

リ

－

１

１

１

１

↓

Ｉ

Ｉ

Ｔ

州

ｒ

ロ

申

‐

Ｉ

宮

、

り

‐

１

１

‐

訓

膿

Ⅱ

〕

宮

１

叩

戸

ｎ

Ｍ

Ｖ

Ⅲ

ｌ

雪

‐

’

１

‐

卯

も

り

品

Ⅱ

Ⅱ

〕

Ｎ

ｉ

叩

守

１

１

Ｉ

Ｕ

Ｉ

Ｉ

Ｌ

戸

ｉ

‐

Ｉ

１

１

１

山

く

り

リ

、

Ｍ

ｎ

Ⅱ

Ｕ

・

Ｉ

ｌ

Ｉ

ｎ

１

Ｗ

、

叶

凶

、

礼

Ｕ

０

‐

，

‐

ｎ

Ｊ

ご

Ｉ

Ｉ

１

『

り

ｆ

ご

殉

１

㎡

】

ｎ

ｌ

Ｕ

甲

１

１

⑯

八

Ｖ

『

叩

ｆ

】

卯

ｌ

■

リ

‐

１

１

１

毎

Ｊ

１

句

可

叩

叶

ｉ

ｈ

リ

ー

１

１‐

１

１

昨

ｎ

Ⅱ

叺

凸

Ⅱ

肌

１

１

叩

１

１

１

い

１

１

川

１

１

町

Ｒ

Ⅱ

恥

０

州

咄

叩

ｊ

ｊ

曲

ノ

ヰ

ｎ

ｕ

耽

叩

“

Ⅶ

ｗ

い

Ⅲ

い

、

叩

ｆ

・

恥

川

Ｗ

ｌ

ｌ

Ｌ

凸

叩

Ⅱ

画

叩

Ｊ

】

、

叩

Ｉ

ゴ

リ
ー
．
、
リ
ハ
、
０
１
‐
ｎ
ｌ
ｎ
Ⅱ
Ｕ
戸
．
‐
‐
‐
１
－
巾
ｊ
９
Ｕ
・
－
１
７
Ⅱ
荊
川
ｌ
恥
ｌ
叫
容

‐

ｌ

・

‐

‐

！

‐

１

－

．

、

‐

リ

・

・

１

リ

伽

Ｉ

‐

１

１

１

１

１

”

叩

‐

‐

〃

ハ

ー

毎

Ｊ

‐

１

冊

Ｉ

Ｕ

“

、

‐

叩

‐

Ｉ

ｌ

‐

ｌ

‐

‐

１

１

１

０

価

１

－

州

１

－

Ⅲ

！

抑

ｎ

Ｊ

Ｉ

岬

０

Ｊ

山

川

公

Ｉ

〔

Ｉ

ｎ

Ｊ

ｉ

ｗ

肌

川

・

側

１

出

｝

ｊ

Ｉ

Ｊ

１

叩

・

』

！

姫

ｎ

Ｊ

州

刈

・

〃

原

Ｊ

Ｆ

ｊ

『

Ｊ

・

Ｊ

１

“

▲

１

１

１

ｎ

Ⅱ

Ⅱ

》

、

リ

ョ

１

１

１

１

１

Ｉ

１

１

１

１

１

↓

１

１

１

１

１

１

Ａ

Ⅱ

Ⅱ

リ

ｂ

ｎ

Ｉ

Ｍ

ｆ

－

１

ｈ

Ⅱ

リ

、

Ⅱ

Ｕ

侯

川

Ⅲ

ｕ

只

川

Ⅱ

ｖ

ｎ

Ⅱ

Ⅱ

ぜ

、

Ⅱ

ｖ

仇

Ⅲ

Ｕ

仇

Ⅱ

り

品

１

Ｊ

“

１

１

１

ｈ

Ⅲ

Ｕ

１

１

Ｊ

叩

ｒ

】

叩

、

リ

州

Ｊ

伊

ｆ

Ⅱ

Ⅱ

〉

１

Ⅲ

Ｖ

ｎ

Ⅲ

Ｕ

ｈ

Ⅱ

リ

ｈ

Ⅱ

Ⅱ

叩

、

Ⅲ

リ

、

Ⅲ

Ｖ

八

Ⅱ

ｕ

１

１

１

１

１

１

１

１

１

Ｉ

Ｉ

Ｊ

町

１

口

曲

く

り

ト

ー

Ｉ

巾

１

リ

１

１

１

小

出

Ⅱ

》

Ａ

Ⅱ

Ⅱ

》

ｈ

Ｉ

Ｖ

、

Ⅱ

り

凸

Ⅱ

リ

、

Ⅲ

Ｕ

〈

Ⅲ

Ⅱ

菅

ｌ

Ⅱ

リ

几

Ⅱ

Ⅳ

ｎ

Ⅱ

Ｕ

門

Ⅱ

Ｕ

・

咽

ｊ

己

叩

〆

宇

内

Ⅱ

Ⅱ

瀞

１

１

１

、

く

げ

１

１

１

仇

Ⅱ

Ⅱ

聯

１

１

１

０

９

，

．

０

，

，

’・局口叩
川

Ｗ

瞑

仇
Ⅱ
Ⅱ
旨
１
１
１
小
曲
Ⅱ
瀞
１
１
１
門
Ⅲ
叫
仇
ｈ
Ｕ
・
可
リ
叩
、
Ｕ
４
ｌ
１
ｎ
叩
肥
‐
、
１
Ｊ
・
１
Ｍ
制
ｈ
Ｕ
０
１
、
ｕ
ｎ
Ｖ
Ⅲ
叩
、
り
り
ド
ロ
ミ
叩
＃
ゴ
ミ
叩
Ｊ
『
ｎ
Ⅱ
叩
恥
乢
Ｊ
ｕ
－
司
り
ｈ
Ⅱ
Ｕ
Ｎ
１
ｆ
ゴ
ハ
川
Ⅲ
Ｈ
・
仙
田
Ｕ
・
叩
，
己
ｎ
曲
Ⅱ
ｕ
ｎ
Ⅱ
Ⅱ
旨
１
１
０
．
１
１
６
ｎ
Ｍ
Ｍ

、
ｕ
岨
、
Ⅲ
Ｕ
ｎ
ｕ
ｆ
Ｈ
岫
凹
Ｗ
ｐ
心
Ⅱ
Ｕ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｎ
ｕ
Ｕ
叫
虹
ｂ
Ｕ
次
ｈ
Ｕ
ｎ
凡
Ｕ
、
Ⅱ
Ｕ
Ｆ

Ｉ
Ｉ
Ⅲ
Ⅱ
ｕ
Ｒ
Ⅱ
ｖ
偶
Ⅱ
Ⅱ
障
川
Ｊ
“
１
１
↓
八
Ⅱ
Ⅱ
“
令
叩
Ｊ

Ｈ
凸
、
Ⅱ
リ
Ｒ
Ⅱ
ｖ

叩
！
』
Ｆ
今
■
け
恥
Ⅱ
Ｊ
・
．
リ
ｆ
口
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
１

リ
リ
ー
‐
↑
‐
Ｉ
，
《
！
‐
。
、
‐
リ
剛
ｊ
‐
↑
↓
，
《
リ
ロ
Ｉ
Ｕ
‐
Ｉ
，
ｍ
０
Ｉ
Ｕ
ｌ
ｌ
－
ｌ
１
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
、
リ
・
Ｉ
リ
リ
ご
’
１
１
’
１
１
，
内
０
、
叩
ｊ
曲
ｈ
Ｕ
。
、
●
Ｕ
、
リ
ー
・
Ｉ
‐
リ
ロ
崎
Ⅱ
ｕ

《リ

。
”
リ
ゴ
‐
‐
１
１
‘
叩
１
丁
り
ｊ
《
Ｎ
Ⅲ
〕
１
１
《
，
ｊ
０
声
‐
ｉ
Ｉ
ｎ
０
ｈ
Ⅱ
ｖ
ｌ
Ｉ
‐
ｌ
‐
１
Ｉ
ｌ
１
１
‐
‐
ｌ
‐
ｌ
‐
ｌ
‐
１
，
く
り
”
ｈ
Ｕ
ｎ
Ⅱ
Ｕ
、
叩
１
ｕ
‐
Ｉ
ｌ
Ｉ
４
‐
Ｐ
Ｉ
１
ｌ
７
１

，

’
ｑ
‐
０
，
，

０
，
１
Ｕ
‐
ｑ
０
・
Ｐ
Ｔ
‐
。
ｑ
０
．
，
，
，
ｂ

４
‐
０
．
，
．
，
，
Ｐ

’
’
’
０
０
，
，
。
寺
‐
‐
，
Ｏ
Ｌ

’
‐
’
０
ｑ
，
，

’
’
０
０

恥

川

肌

い

ｗ

ｌ

ｌ

１

１

１

ｉ
Ⅱ
、
‐
ｌ
Ｊ
ｈ
Ｖ
Ｉ
Ｕ
・
Ｉ
‐
リ
”
Ｏ
０
Ｉ
Ｕ
１
ｕ
Ｐ
ｉ
‐
‐
‐
１
‐
Ｊ
叩
ｑ
Ⅲ
、
ｎ
Ⅱ
．
０
０
’
１
Ｊ
、
－
Ｊ
、
リ
画
１
Ｍ
個
ｈ
リ
ハ

‐
‐
１
”
叩
ｊ
・
、
‐
ｕ
ｌ
Ｉ
ｎ
く
●
〃
７
‐
↑
《
‐
叩

Ⅱ
ｕ
ｌ
ｌ
”
Ⅱ
川
・
』
‐
ｌ
”
い
、
岬
、
叩
叫
向
ｊ
‐
１

《
、
‐
リ
リ
ゴ
《
リ

『
”
‐
‐
《
叩
ｉ
・
凪
Ｉ
ピ
リ
’
り
ゞ
Ⅱ
リ
リ
］
‐
Ｉ
Ｊ
１
Ｕ
㈹
０
．
‐
ｌ
川
ｈ
ｕ
、
１
ｊ
Ｉ
ｕ
Ｐ
ｒ
‐
１
１
１
１
１
‐
１
１
１
リ
リ
ゴ
ー
眼
脚
１
０
０
国
‐
１
１
●
Ｕ

，

ｏ

１

ｎ

Ｒ

Ⅱ

Ｕ

ｍ

Ｐ

Ｉ

己

』

『

ｌ

Ｕ

丙

‐

ｆ

ｌ

肉

ｆ

ｕ

ｎ

ｕ

ｊ

、

ｎ

リ

Ｆ

１
１
鼻
・
ｊ
０
ｎ
４
Ｌ
Ｕ
曲
く
り
畑
リ
ノ
咀
凧
険
Ⅱ
郡
川
Ｍ
Ｍ
Ｐ
‐
ｎ
Ｗ
外
“
、
Ｕ
い
Ⅲ
ｗ
い
‐

川

Ｍ

岬

Ⅱ

ｆ

口

内

リ

ョ

『

リ

ｆ

印

ｌ

‐

！

Ⅱ

昭

Ｉ

１

１

１

鉾

１

１

命

ｈ

リ

Ｉ

Ｉ

Ｊ

川

ｈ

Ｕ

ｎ

ｕ

Ｍ

Ⅷ

杣

奴

叩

１

リ

叩

ｆ

画

４

１

↑

・

叩

Ｊ

目

小

ｆ

Ｌ

Ｗ

’

’

’

１

１

１

、

１

Ｍ

川

ｈ

Ｕ

側

ｈ

Ｕ

〃

Ⅲ

凡

Ｕ

由

ｈ

Ｕ

曲

Ⅲ

Ｕ

叩

ｆ

』

尻

Ｕ

Ａ

Ｗ

Ａ

Ⅱ

ザ

ｎ

ｕ

Ｍ

杣

”

出

叩

、

●

肌

０

’

小

１

Ｊ

酢

哩

乢

ｊ

副

‐

川

Ｊ

副

’

４

’

刈

り

、

い

、

く

山

１

１

Ｗ

Ｒ

１

１

．

山

邑

１

．

Ｌ

・

ぺ

，

恥

９

肌

１

１

町

【

‐

ｉ

岨

１

１

小

巾

、

い

、

Ⅱ

弘

酷
酷
酷
酷
酷
酷
酷
熱
殿
蝿
辨
批
泄
織
岫
鱸
縦
縦
縦
酷
酷
酷
酷
酷
酷
辨
轆
雑
録
雑
酷
熱
酷
蠅
織
酷
端
端
縦
酷
脂
轆
朧
辨
轆
轆
縦
縦
離
職
縦
縦
酷
縦
縦
酷
雌
雄
継
酷
轆
酷
縦
蠅

剛

献

争
坐
眺
践

脚りりりす

川

川

、
、

Ｕ

０
ｎ
ｕ
リ

毎
Ｖ
角
リ

叩

仙洲h師I

蝋卜：
川

肺

苫uJ

貝石

叫里
nb

ｌ

ｌ

ｒ
ｈ
Ⅱ
リ

、
Ⅱ
Ｕ
・
’
１
４

句
可
叩

池
轆

胴

川

鯛ボ

●
１
１
０
－
ハ
リ
ノ
】

Ⅱ
１
１

州

洲
一
洲
一
蝸

昭
一
洲

恥
一
州
一
州

州
一
州

州
一
州

州

州

１

６

i） 、

2M

19

1[

31

11

1，-' 1 3＄

1 1

ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｕ

ｉ
ｌ
ｌ

ｌ

~~
パ

バ

イ

イ

外

ル

ス

Ｉ０

Ⅱ

Ⅲ
｜
Ⅱ

Ⅱ
｜
Ⅱ

洲
一
Ⅱ

Ⅲ

側
一
冊

Ⅳ

ｉ

ｌ

ｉ

L膳ｌ

Ⅲ

削

川

咄
一
咄
一
岬

H4． 1 1 1

H4-M Ｉ

ｌ

３

ｎ
ｆ
“
皇
叩
Ｊ
白
、
，
Ｊ
〕
、
ノ

】
ｎ
Ｊ
】

Ｉ

ａ

８

ｂ

ｂ

９

１

７

心

３

３

３

１

０

５

’

１

ｌ

ｂ

？

‐

０

１
１
１
八
１
Ｊ
》
ｎ
Ｊ
】
ｎ
Ｊ
と
ｎ
ｕ
ゾ
ー
１
１

７

１
１
↓
叩
４
ロ
リ

ー

Ｉ

凸

・

’

１

．

１

１

１

ｎ

ワ

ノ

】

、

卸

》

日

ｕ

日

仏

０

，

Ⅱ

Ｕ

ｎ
Ｊ
“
ｎ
４
Ｕ
ｑ
、
Ｕ
４
川
寸
画
司
り

、
ノ
】
、
リ
〆
＆
ｎ
Ｊ
］
哩
岫
＃
秤

ｌ

ｈ

ｂ

ｉ

０

９

１

３

１

ｄ

６

７

ｎ
ｐ
ｒ
ヨ
ー
ｌ
ｌ
ｎ
“
ｆ
】
９
１
１

ｌ

８

ｂ

３

，
Ｊ
】
↑
ｌ
↓

口

叩

ア

ロ

ア

ロ

ィ

｜

｜

｜

’

河

一

一

一

－

１

一

向

~

パ

イ

｜

榊
研
嵯
娠
礁
暇
碓
硫
闘
磯
叫
焔
州
州
州
州
研
~
祁
鮖
雑
礁
磁
磁
磁
硴
川
川
州
州
州
州
研
輝
祁
妬
祁
珊
礁
磯
磯
礁
磁
磯
川
州
州
媚
州
祁
川
洲
蠅
娠
礁
川

手

十

＄

７

八

７

八

７

八

７

ヘ

〈

ｌ

ノ

＋
＋
串

勺

ノ

７

八

寸

ｊ

八

７

八

７

八

士

小

フ

ハ

ｊ

ｌ

Ｘ

砿
一
川

川

川
一
川
Ⅲ
｜
叩
一
川
Ⅲ
｜
朋

川

恥
一
肌
一
脈

附
一
刷

刷

刷

脳

'1 Ⅲ
｜
州岬

一
岬

岬
一
岬

叩
一
Ｍ
一
岬
一
Ｍ

岬

岬

｜賑一

一

Ⅲ

！

｜

Ⅱ

Ⅱ
｜
Ⅱ

Ⅲ

~

1.-1 1 Ⅲ

Ⅱ
｜
Ⅲ
｜
淵
Ⅲ
｜
川

川

削

川

一

！

｜

Ⅲ

Ⅱ

｜

Ⅲ

脱
一
Ⅲ

ｌ

川
一
Ⅲ

州

恥

ｎ
ｊ
リ
・
一
Ｏ
ｕ
ｌ
Ｎ
Ⅷ
言
Ⅲ

図Ⅵ-刈

図Ⅵ 30 4--
4－

牛|＝
｢｢－一

ｌ

ｉ~~図Ⅵ-$（

:WIH
Ⅱ

Ⅳ

｜

Ⅲ

Ⅱ

Ⅱ
｜
刈

抑
二
＃

１

１

１

１

１

１

】

、

剛

９

リ

叩

く

岨

リ

リ

リ

、

ゆ

り

Ｊ

~~

~

可

１

汀

１

可

‐

１

可

１

ｍ

ｌ

ｌ

ｌ

１

１

１

叩

１

１

７

１

１

回

図

図

図

図

Ⅲ

Ⅲ

岬
一
岬

０

６

Ｊ

ｎ

Ｏ V－l

Ⅲ 、
り
Ｆ
】
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
ｌ
ｎ
Ｐ
ｒ
】
『
叩
／
ゴ
仰
免
Ｕ
１
ｌ
ｌ
べ
り
Ｊ
】
１
１
１

曲
く
り
－
１
１
町
、
け
１
１
１
〈
州
／
〕
ｎ
Ｊ
】

－
１
山
巾
一
一
一
一
０
１
吋
胆
１
１
，
曲
１
０
乢
心

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｊ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

Ⅲ

冊

Ⅲ

Ⅳ

Ⅲ

Ⅳ

川

Ⅲ

’
１
｜
‐
ｌ
‐
’
’
’

’

１
凹
一
－
両
川
戸
叩
斎
Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ
~

1

1州
一
州

洲

上

ド

Ⅳ

ド

ド

ク

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

一

Ｖ

ｒ

７

上

１

１

Ⅲ

伽

伽

1.-11

1. 10

肺

別Ｊ
｜
川
訓１

６
~

Ⅵ

Ⅱ

図

図 ６

朏
一
剛
一
剛０

~

Ⅱ

Ⅵ

図

図
二In~ト

訂j息
11m~~

駈
一
緬

’

１

剛
帥
一
噸
一
融

副
一
副

緬

幽
緬
一
鼬

表8遺構出土掲載石器一覧B地区 Ⅲ
｜
Ⅲ

Ｈ

Ｈ

ｎ
Ⅲ
Ｕ
１
１
１
叩
Ｊ
争
州
く
り
・
Ｉ
咀
Ⅱ
。
、
Ｍ
ｎ
ｈ
Ｕ
写
ｆ
ｉ
ｎ
凡
叩

ｎ
Ⅱ
田
岬
、
Ⅱ
Ⅱ
ピ
ー
１
１
叫
，
再
町
く
巾
１
４
８
母
司
り
閃
、
リ
挙
Ｉ
ｌ
ｎ
忠
岡
理
ｌ
ｕ
１
ｎ
Ⅲ
Ｕ
１
１
１

町
、
〃
向
く
り
的
、
り
的
く
り
リ
、
ｕ
巾
、
Ｕ
ｎ
ｉ
Ｕ
小
１
叩
ｎ
１
ｕ
ｎ
く
げ
１
１
↓
１
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
１
１
Ｉ
ｌ
１
Ｉ
ｊ
１
Ｉ
ｌ
１
ｌ
↓
ｎ
Ｊ
■
叩
Ｊ
岡
４
１
１

・

３

■
叩
ｆ
■

‐

叩

Ｊ

サ

リ

】

Ｙ

１

１

1.-11

I-ll

２

借

｝

座

旧

心

口

皿

Ⅱ

醤

ロ

ヴ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

細

溺

剤

Ⅷ

Ｉ

細
鴎

熊~&

1ー‘1

§W

巌呂 ,W1 f;|：

、１１ｊ

区

画 :|間 ‘’
ｎ
１
Ｍ
Ｐ

‐
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｎ
Ⅱ
リ
戸
‐
ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｏ
門
Ｍ
、
Ｉ
ｌ
Ｊ
ｊ
ｎ
Ｖ
例
的
Ⅱ
り
、
Ⅲ
Ｕ
ｎ
Ⅱ
叫
叩
ｎ
ｑ
Ｆ
牙
１
１
ロ
ー
叩
山
Ⅱ
凶
１
１
１
川
Ｊ
■
、
Ⅱ
Ｕ
０
列
ｕ
ｌ
ｌ
ｔ
伽
院
Ⅱ
ｖ

柄

佃

Ⅲ

、

ｊ

・

山

‐

↓

Ａ

ｕ

”

・

Ｉ

１

跡

佃

ｕ

ｎ

Ｊ

ｎ

ｊ

②

１

り

肌

“

Ｍ

Ⅱ

１

１

‐

Ｌ

‐

ｌ

‐

ｌ

↑

し

‐

ｌ

‐

Ｌ

ｌ

ｌ

ｊ

“

１

封

川

，

い

ふ
ご
入
Ⅱ
６
ｊ
‐
Ｊ
‐
Ｊ
‐
Ｊ
Ⅲ
岬
ｊ
・
』
い
Ⅲ
ｎ
Ｊ
・
ｊ
Ｉ
ｊ
０
抑
Ｉ
Ｊ
ｌ
Ｊ
‐
ｌ
軌
ｗ
‐
Ｊ
“
Ｊ
１
Ⅶ
可
・
』
，
Ｊ

↑

呉

只

‐

‘

出

川

Ⅶ

Ｎ

ｈ

リ

【

川

叫

ｕ

Ｆ

旧

ｈ

リ

ロ

ー

叩

ｎ

Ｎ

仏

川

１

リ

－

１

１

川

、

Ⅷ

Ⅱ

川

、

川

Ｗ

ｍ

ｍ

Ｗ

Ⅲ

Ⅲ

山

１

１

１

ｊ

Ｉ

４

ｄ

Ｉ

Ｉ

Ｔ

叩

く

●

仏

咄

、

Ⅱ

恥

ｉ

ｆ

口

、

叩

ｒ

Ｐ

ｎ

ｈ

い

叫

蝋

叩

？
１
り

耐
酷
酷
酷
酷
轆
蝿
諾
酷
喘
轆
辨
北
端
諸
器
辮
酷
酷
蠅
酷
諦
酷

Ｉ

灘

酷

端

團付
日 ’一 器 穐 備 背

梛
一
川

Ⅲ

洲

細

緬
一
趣
緬
一
理
唾
迩
迩
融
一
迦
剛
一
壁

紬

＃

Ｉ

｜

Ⅱ

別

一

Ⅱ

｜

仙

Ⅲ

冊

~

侭
‐
Ｉ
ｌ
ｑ
Ｙ
１
Ｄ
Ｅ
６
、
！
‐

一

一

一

喉

峠

碓
洲
洲
岬
妬
川
州
州
砺
祁
祁
鮖
磁

Ｉ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｉ

９
｜
胞

Ｉ

けじ

｝

Ⅲ

柵

洲

旧

式、

且

四

１

ｈ

光

卸
圭
臓

笠

州

桁

面

皮
Ｙ

愉

＃

陥

り
、
Ｖ
１
ｌ
Ｔ
Ｈ
Ⅱ
Ⅱ
ｕ
八
鹿
Ⅱ
》
‐
Ｉ
Ｉ
Ｊ
Ⅱ
１
１
■

‐
ｌ
‐
Ｉ
ｌ
Ｊ
１
ｈ
リ
ー
ｌ
Ｉ
侯
Ⅱ
Ⅱ
〕
ｎ
４
Ｊ
午
Ｊ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ
Ｐ
‐
ｆ
１
‐
Ｉ
ｌ
Ｊ
ｎ
Ｍ
ｌ
Ｉ
Ｉ
小
ｈ
Ｕ
、
１
１
Ｊ
ロ
司
り
ｌ
Ｉ
１
ｎ
Ｉ
Ｕ
ｎ
Ⅱ
ｕ
ｊ
１
Ｕ

ｈ

Ⅲ

ｕ

曲

ｈ

Ｕ

Ｒ

Ⅱ

３

汎

酎

Ⅱ

》

穴

９

，

ｕ

【

‐

ｉ

１

ｎ

Ⅱ

リ

’

４

１

１

、

叩

ｆ

Ｕ

・

１

リ

叩

イ

』

１

１

１

Ｏ

Ｉ

Ｉ

門

叩

ｆ

】

０

，

Ⅲ

秘

１

１

恥

、
Ⅱ
Ⅱ
ｗ
八
川
Ⅱ
ｗ
剛
く
い
ハ
い
八
山
（
ｈ
咄
Ｉ
ｊ
ｍ
ｎ
ｕ
山

り

ぐ

’

４

Ｆ

ｌ

Ｉ

０

ｐ

Ｊ

ｈ

Ｕ

二

司

り

戸

‐

ｆ

Ｉ

ｎ

ｈ

Ⅱ

リ

、
１
“
胃
‐
Ｕ

Ｎ

ｆ

Ｕ

川

い

ｗ

『

リ

“

代

Ⅵ

Ｍ

凡

Ｕ

‐

叩

，

■

【

Ｊ

１

６

山

Ⅲ

Ｕ

‐

１

Ｊ

‘

汎

伽

リ

・

則

Ⅲ

ｆ

八

噸

Ａ

Ⅱ

Ⅱ

〕

凪

ｈ

Ⅱ

吋

肌

Ⅲ

Ｕ

Ｒ

曲

凡

ｕ

園

‐

１

ロ

‐

Ｉ

ｎ

ｒ

ｎ

呼

川

ｈ

Ⅱ

画

１

１

１

。

、

咄

宮

、

リ

Ｉ

Ｉ

１

叩

、

叩

ｎ

Ｍ

川

Ｅ

Ⅱ

リ

心

間

口

１

１

１

ｎ

Ｕ

リ

ｎ

Ⅲ

リ

、
く
け
１
１
ｉ
ｎ
Ⅱ
Ｖ
１
ｌ
１
、
１
Ｊ
ｕ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｎ
Ⅲ
Ｕ
’
’
’
㈹
１
Ｊ
】
１
Ｊ
】
叩
ｆ
■
八
Ⅲ
Ｕ
ｎ
Ⅱ
Ⅱ
》
曲
Ⅱ
Ⅱ
リ
ー
Ⅲ
ｕ
Ⅲ
Ⅲ
叫

Ⅱ
Ⅱ
Ｕ
、
Ⅱ
Ｕ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ａ
Ⅲ
ｖ
、
Ⅱ
Ｕ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
Ｕ
ｆ
ｌ
↓

11,1

i‘i）

川

Ⅱ

！

|Ⅱ

i1Iｊ
｜
永

‐

１
１
－
口
１
卯

~

~

緬

蝿

期

Ⅲ

蝿
一
噸
一
噸
一
蝿

蝿
一
繩

繩

剛

識

噸

鋤

脂Ⅱ》

弓
Ｊ
卜
削
り
Ａ
咄

Ⅲ
｜
Ⅲ
Ⅲ
｜
Ⅱ

川
一
州

朋
一
Ⅱ

鮒

Ｍ

1N

↓

３
’

’

’

｜

’

｜

｜

｜隅

一

一
一
一
一
一

Ⅲ
｜
Ⅱ

Ⅱ
｜
Ⅱ

Ⅱ
｜
Ⅱ
｜
Ⅱ
｜
Ⅳ
｜
Ⅲ

Ⅱ

~
I『－リ Ⅲ

州

一

岬

Ⅲ

Ⅲ

川
一
冊
一
岬
一
岬
一
川
一
Ⅲ
｜
州

術

4M

緬

師

砿
一
磁

牡l

職

３

１

ｌ

３

ｄ

ｊ

８

０

１

１

，
ノ
】
ｎ
Ｊ
】
品
リ
ノ
〕
『
り
／
】

１

１

１

７

７

イ

イ

｜

『

ｏ

Ｊ

ｔ

１

１
Ｉ
ｙ
１
Ｉ
ｙ
０
鼻
Ｉ
Ｊ
ｊ
Ｐ
Ｊ
。
ｊ
Ｊ

爵
一
叫
蹴
畔
崩
畔
融
隅
隅
恥
″
昨
〃
計
』
~
雪
ご
ィ

５

百

石

５

石

ド

ド

鮒

州

外

‐

ま

＋

王

１

つ

フ

鋤
諏
一
緬
一
緬
一
舩
一
馳
一
馳
緬

緬
一
鼬

Ⅱ
’
’
’
１
｜
珊
一
川

帥

－
一

一

上

下

駈
耐ｉ

１

１

１

．

１

Ｊ

Ⅱ

・

１

諾

酷'' 1 ！

｝

岬
一
蝿酷｜ |, 7 1 1. ’

342



一覧

遺構出土掲載石器一覧B地区遺構出土掲載石器一覧B地区

錘

(E）

当

」

訓

山

一

３

．

３

．

１

６

４

‐

１

’

１

巾

抑

町

ｊ

Ｒ

Ｊ

ｎ

ｊ

０

ｎ

Ｒ

Ｊ

ｊ

旧

げ

ん

仏

“

Ⅱ

．

ｌ

ｎ

ｊ

ｎ

１

１

。

‐

川

ｊ

ｌ

ｎ

Ｉ

ｌ

１

］

１

１

１

‐
１
１
Ｊ
Ⅶ
ｆ
Ｕ
ｎ
ｌ
叩
ｎ
Ｊ
『
１
１
●
Ｉ
ノ
ミ
叩
！
】
仲
Ⅱ
Ｕ
川
ｈ
ｕ
ｌ
Ｉ
１
Ｆ
‐
ｉ
ｌ
Ｒ
‐
ｆ
ｌ
ｎ
４
■
リ
ハ
ｕ
リ
州
鍜
刈

栖

佃

Ⅲ

り

肌

《

肌

与

曲

月

Ｉ

り

い

叩

仇

㈹

‐

山

ｊ

‐

１

１

山

Ⅱ

Ｉ

伊

仙

６

斗

ｄ

剖

川

ｍ

Ｗ

ｎ

Ｊ

州

ｊ

州

〃

１

０

Ｊ

肋

ｊ

“

ｊ

Ⅲ

Ｗ

ｎ

ｉ

‐

Ｊ

‘

１

・

１

Ｅ

友

岬

い

り

“

胴

０

ｍ

Ⅱ

，

１

．

Ｊ

伽

Ｉ

卿

Ｉ

ｉ

’

１

‐

４

リ

．

Ｉ6

骨 置馴

番号"|: ,:,熊 ‘ ゞ
繩
器 ＃ ’ ↓

区

画

糊直
駆

器

番
ロ
万
一
町
｜
Ⅱ

川

Ⅱ

Ⅱ
｜
Ⅱ
｜
川

剛

纈

獅

陛

阯

国

Ｅ

鮒
Ⅳ
ロ
ワ

連
退
都
留

区

画

ｂ

|； 背51
芦旦

眉M； 瞳熊も

壁
酷
一
雑
一
理
蝿

Ⅱ７１１ｈ
桁＃

‐
１
１
Ｊ
ｎ
Ｊ

咀
庁
Ｊ
１
‐
１
１
Ｊ

八
Ⅲ
Ｕ

Ｈ
Ⅱ
Ⅱ
Ｕ
０
員
ｕ
Ａ
Ｕ
附
く
剛
。

。

、

Ⅲ

Ｕ

内

い

八

Ｕ

０

Ａ

Ｖ

ｎ

〕

４
１
斗
◆
晶
叩
Ｊ
ｕ
ｎ
Ⅲ
リ

｜
ｉ
｜

｜

剛
一
剛
一
剛

州
一
剛

蝿

副
一
鰄
一
帥

ｐ
ｌ
Ｉ
・
や
‐
１
１
損
‐
Ｉ
Ｆ

~~
州
州
祁
州

Ｘ

Ｘ

Ｘ

、リ

・
Ｉ
ｌ
１
１
ｆ
ご
曲
く
剛

・
４
４
Ⅱ
０
１
１
ロ
ー
リ
６
Ａ
い
『
叩
Ｊ
出
品
ｈ
Ⅱ
ｕ
ｎ
虫
Ⅱ
瀞
Ｆ
ｎ
Ｊ
Ｏ
Ａ
Ｕ
歯

１
１
【
Ｉ
Ｉ
Ｐ
岡
Ｉ
Ｕ
ｎ
Ｊ
Ｐ
尺
ｕ
ｎ
Ｕ
・
可
叩
Ｈ
Ｊ
ｎ
Ｕ
Ｉ
Ｉ
Ｔ
ｎ
４
■
町
１
‐
Ｉ
Ｊ
Ｆ
内
ｂ
リ
ー
ｌ
Ｉ
Ｏ
ハ
リ
叩
毎
■
Ｕ
Ｒ
ｕ
ｕ
Ｐ

ｌ
Ｉ
バ
リ
角
Ｕ
、
Ⅱ
リ
『
Ⅲ
Ｊ
図
画
、
叩
１
１
１
哩
叩
、
Ｕ
【
ｈ
叫
咄
ｊ
ｈ
リ
ｆ
ｌ
１
二
川
Ｉ
リ
即
Ｊ

口
１
１
１
’
１
１
凸
『
■
叩
伽
院
Ⅱ
》
ｎ
Ⅱ
Ｊ
胃
Ｈ
ｕ
ｎ
川
Ⅲ
Ｕ
ｎ
Ⅱ
Ⅲ
１
１
１
口
‐
司
り
ロ
内
Ｉ
り
ｊ
■
Ⅱ
Ｕ
合
唱
Ⅱ
ｕ
Ｏ
ｎ
Ｕ
ｎ
ｕ
Ｕ
亀
叩
ｊ
】
凡
Ⅱ
ｖ
‐
１
Ｉ
Ｌ
Ｏ
品
Ｕ
即
１
リ
ー
１
１
，
Ｊ
与
り
八
泡
、
Ⅱ
７

１

１

１

１

１

１

叩

、

Ｕ

Ｉ

１

４

ｈ

・

４

１

。

Ｉ

Ｉ

Ｌ

Ｆ

１

妙

ｎ

ｕ

Ｊ

１

１

１

ｎ

Ⅱ

Ⅱ

》

Ｈ

Ⅱ

Ⅱ

》

１

１

１

ｉ

Ｊ

Ｊ

１

１

１

叩

１

Ｊ

】

１

１

１

Ⅱ

Ｉ

卸

曲

く

げ

八

皿

Ⅲ

Ｕ

・

肌

Ⅲ

Ｕ

、

Ⅲ

Ｕ

八

Ⅲ

Ｕ

Ｒ

ｎ

川

哩

《

川

Ⅱ

旨

１

１

１

ｎ

Ⅲ

Ⅱ

旨

１

１

１

１

１

１

‐

１

４

上

曲

も

り

叩

、

Ｕ

、

Ⅲ

リ

八

川

Ⅲ

Ｖ

１

１

１

１

１

１

１

１

↓

皿

リ

〆

】

両

１

Ｊ

口

１

１

１

１

１

Ｊ

１

１

１

ｎ

Ｊ

と

ｎ

１

Ｕ

１

１

１

円

ｊ

Ｉ

晶

叩

Ｊ

Ｊ

１

１

１

、

Ⅲ

Ｕ

１

１

１

、

く

り

Ｒ

Ⅱ

Ⅲ

ピ

－

１

１

Ｈ

脾

Ⅱ

〕

‐

１

１

１

、

Ⅲ

Ｖ

１

１

１

叩

く

■

り

叩

１

り

や

１

Ｊ

】

ｈ

Ⅱ

Ⅱ

Ｕ

門

Ⅲ

Ｕ

１

１

Ｊ

４

４

■

叩

毎

句

■

リ

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

~

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

Ａ

ｕ

－

帆

０

０

、

帥

山

【

Ｉ

Ⅲ

Ａ

ｕ

咄

ｎ

ｕ

咄

１

１

山

ｆ

ｕ

Ｒ

叩

４

１

１

１

１

証

巾

、

Ｕ

０

バ

リ

由

ｈ

Ｕ

Ｕ

Ｏ

門

１

１

揖

刊

リ

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

４

４

■

リ

叩

Ｉ

』

Ｆ

Ｈ

Ｊ

戸

則

り

巾

、

Ｕ

０

八

Ｍ

１

１

Ｊ

ｎ

Ⅱ

Ｕ

１

１

↓

４

１

記

川

く

り

４

１

１

内

ｈ

リ

・

１

Ⅲ

‐

白

丁

叩

ｎ

く

り

１

Ｊ

Ⅱ

外

く

り

Ｈ

Ⅱ

１

ｎ

Ⅱ

リ

偶

Ⅱ

７

Ｏ

Ａ

Ｕ

‐

１

４

４

巾

，

】

川

、

Ｕ

Ｐ

１

１

１

侭

ｉ

‐

Ｌ

１

１

庁

１

１

叩

足

ｂ

リ

、

ｎ

リ

１

１

Ｊ

油

ｈ

Ｕ

戸

別
リ
、
く
り
Ｐ
句
‐
Ｕ
ｎ
Ⅱ
Ｕ
４
４
■
Ｕ
内
川
Ⅱ
》

同
１
１
Ｆ
‐
ｉ
Ｉ
ｎ
Ⅱ
Ｕ
・
司
り
Ｌ
ｎ
Ⅱ
忠
、
門
叩
ｎ
ｉ
１
ｕ
ｎ
型
Ｊ
４
４
■
叩
〔
叩
Ｊ
Ｊ
Ｉ
Ｉ
ｌ
１
ｌ
１
『
‐
ｒ
Ｉ
Ｆ
ｎ
Ｉ
リ
リ
ー
リ
１
１
１
仇
ｈ
Ｕ
Ｊ
ｈ
Ｕ
１
Ｉ
ｊ
１
Ｉ
Ｉ
ｎ
く
り
画
Ⅱ
Ｊ
ご
叩
Ｊ
出
ｎ
Ⅱ
Ⅱ
Ｕ
０
八
Ｖ
Ｏ
Ａ
Ｕ
号
１
１
４
１
１
月
ｉ
Ｉ
ｎ
ｕ
Ｊ
ｎ
Ⅱ
リ
何
ｈ
Ｕ
０
咽
、
リ
‐
り
Ｊ
】
０
凡
Ｕ
山
く
Ｕ
０
町
Ｊ
ご
内
‐
ｆ
１
ｎ
ｉ
Ｕ
Ｆ
角
Ｌ
Ｕ
ｎ
Ⅱ
ｉ
八
Ｘ
ｕ
ｐ
、
叩
Ｏ
Ａ
Ｕ
ｎ
Ⅱ
昭
ｕ
ｎ
４
ｂ
リ
巾
ｈ
リ
Ｐ
Ｕ
Ｎ
Ｕ
１
ｌ
↓
丙
Ⅱ
凡
Ｕ
・
１
Ｊ
Ｈ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
４
４
Ｐ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
ｌ
ｎ
Ⅱ
Ｖ
角
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
１
ｎ
Ｐ
、
り
ぃ
り
、
ひ
ｎ
ｕ
Ｕ
《
Ⅱ
Ⅱ
》
（
叩
Ｊ
団
叩
ｆ
由

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

１

１

１

１

１

４

冊

く

叩

凹

１

１

ｌ

吊

り

Ｊ

ご

ｎ

Ⅱ

山

。

、

肌

１

１

ル

ｎ

Ｍ

砒

、

ｕ

曲

、

Ｉ

釦

’

１

蛆

《

叩

Ｊ

帥

、

ｉ

咄

０

１

晩

心

則

跳

、

叫

山

Ｉ

Ｉ

Ｌ

貞

肌

、

Ⅱ

Ⅵ

、

ｕ

咄

吟

ｌ

叱

’

１

，

肌

Ｊ

夢

ｎ

く

り

Ⅲ

ｒ

１

Ｕ

ｎ

４

叩

》

仰

ぐ

■

叩

仇

院

Ⅱ

》

４

１

１

１

１

１

【

‐

－

１

ｎ

Ｖ

０

曲

り

Ｊ

弓

１

１

１

１

１

１

丹

１

㎡

己

門

‐

－

１

閂

１

１

曲

Ｈ

Ｕ

ｈ

Ⅱ

Ｕ

１

１

１

ｊ

ｈ

Ｕ

’

’

１

ｎ

く

Ｊ

ｎ

Ｖ

Ｎ

〉

Ｆ

Ｊ

Ｉ

ｌ

仲

ｈ

Ⅱ

▽

叩

Ｕ

閃

哩

門

加

Ⅲ

Ｕ

祠

Ｖ

川

】

‐

１

↓

０

・

１

Ｊ

０

Ｒ

Ⅱ

Ⅱ

ｖ

、

Ⅶ

Ｉ

ｊ

ｎ

Ｊ

、

Ⅱ

リ

ｎ

ｕ

Ｕ

Ａ

Ⅲ

Ⅱ

狸

弾

ｊ

Ｉ

Ｉ

Ｏ

Ｎ

ｖ

脚

、

リ

－

１

↓

ｊ

Ｉ

Ｌ

１

Ｎ

リ

〆

口

Ｊ

ｈ

ｕ

胃

日

リ

０

０

１

１

１

曲

ｈ

リ

ｊ

１

１

１

１

曲

Ⅱ

二

、

剛

時

Ｊ

１

吟

ｒ

’

１

ロ

１

１

二

局

Ⅱ

Ｕ

、

叩

Ｉ

』

。

《

Ｈ

Ｕ

“

ｎ

Ⅲ

Ｖ

ｎ

叫

叩

Ｐ

印

‐

リ

－

１

４

Ⅱ

曲

ｆ

Ｕ

、

ｈ

リ

八

Ⅱ

，

‐

１

１

Ｊ

ｎ

隅

Ⅱ

》

ザ

ｊ

０

Ａ

Ⅱ

Ⅱ

》

１

１

１

・

令

Ⅱ

咽

【

心

八

Ｕ

骨

１

１

割

ｊ

Ｉ

ｌ

【

１

１

八

ｕ

咄

１

１

１

何

ｈ

ｕ

、

Ⅱ

リ

。

、

‐

Ｕ

１

１

１

、

Ⅱ

リ

‐

叩

、

Ｕ

、

Ⅱ

リ

凸

ｕ

剛

内

Ｊ

１

ｎ

皿

Ⅱ

Ｖ

ご

「

■

Ｕ

ｎ

叩

叫

ｖ

胃

Ⅱ

リ

小

Ｖ

川

哩

戸

吋

■

〃

１

１

１

１

１

↓

【

１

１

品

、

Ⅵ

岬

、

Ⅲ

Ｕ

仇

Ⅱ

Ⅱ

ｕ

凸

為

ｂ

叩

ロ

局

■

リ

Ｈ

Ⅲ

Ⅱ

ｖ

内

Ｖ

ｈ

〕

同

１

１

１

１

↓

１

１

１

山

く

り

ｎ

Ｊ

“

６

１

Ｊ

Ａ

９

Ｎ

ｖ

内

川

Ⅳ

い

Ｍ

Ｗ

ｌ

ｌ

ｌ

３

０

１

１

１

１

１

１

１

１

１

酷
雑
轆
轆
轆
繩
轆
雄
雅
加
酷
酷
酷
轆
泄
酷
酷
雑
酷
雛

縦
縦
縦
縦
酷
鷆
縦
識
批
拙
碓
辮
調
酷
癖
酷
酷
酷
酷
酷
蠅
崎
拙
拙
縦
酷
鷆
癖
酷
轆
辮
酷
轆
職
酷
酷
轆
泄
酷
酷
雛
拙
拙

雄
飛

酷

雄

韮
碓

柵

刑
一
一

一一

一職

Ⅲ

刷
一
洲
一
Ⅷ

Ⅲ

川
一
朏

剛

Ⅲ
｜
川礁

鼬

緬
一
緬
一
型
岬

副

緬
一
蝿
一
緬

緬

細
一
蹴
一
蝿
一
岫

緬

離

馳
一
謎
一
蝿
一
騨

蝿
一
緬

緬

紬
一
噸

Ｉ

胞
一
４
’
０

加

一

６

パ

川

了

伺

隅

宕

ｈ

Ｈ

テ

ｈ

Ｈ

イ

ー

今

含

川

当

こ

当

ｃ

当

ｃ

ｌ

ｗ

ｙ

Ｔ

ｎ

】

も

Ｌ

ふ

戸

に

ふ

〆

凡

片

叩

ノ

’

侯

に

上

戸

Ｌ

上

〆

に

７

へｌ
｜
Ⅳ 型｣」

訓

０
１
１
画
恥
咄
Ｊ
凸
画
１
１
１

17 m9

1ーﾑハ

4 （（

iI

lOI 駈

謎

碓

柵
判篭蹄

一
庇

剛： 11P-ⅡI
Ⅲ

Ｉ

Ⅲ
｜
順
一
川

Ⅲ

Ⅲ
｜
伽
－
－

伽

川

㈱
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ⅲ
｜
船

仰
一
池
川 拙

一
酷

錘

竺

盤

池

Ⅷ

Ⅷ

詔

価

協

価

妬

た

卜

石

ｉ

た

た

り

ク

た

Ｘ

１

Ⅱ剛ｈ州

川
一
川

Ⅲ

Ⅷ
｜
馴
一
Ⅲ

剛
一
剛

馳

5Ⅲ

台石
テロﾛ＋串ロ

ロ術木肌ﾛﾛ

ｽｸﾚｲﾊー

スルイバー

’
’
１
｜
Ⅱ

Ⅱ

－

ｌ

－

Ⅷ
｜
剛
一
州

一Ⅷ

剛

１

１

Ｖ

Ｖ

Ｍ

躯
－
４

手淵
川

，
Ｗ 細H

１

１

|’ ３

３

・
１
１
且

｜

６

Ｃ
ｌ
１
Ⅱ
｜

｜

洲
一
一
一
眺

ｉ
｜
【
Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
川

一

Ⅲ

｜

｜

肘

たた調

耐Ⅲ工硴

砿
一
瞬

|i, 1 Ⅲ
｜
Ⅱ

珊

蜘

岬

S 8 』

Ⅱ

Ⅱ

ｑ
Ｉ
ｌ
ｎ
４
Ｊ

ｑ

ｌ

ｌ

ｎ

Ｆ

白

リ

ム

叩

，

由

ハ

リ

ム

８

ｂ

ａ

ｂ

ｂ

戸
、
Ｊ

《
叩
冊
Ｕ
ｎ
４
Ｕ
ｎ
く
Ｕ

‐
’
’
’
１
１
ｎ
Ｊ
』

３

８

３

１
１
４
，
ノ
】
心
巾
Ｔ

ｎ
ノ
】
１
１
．
１
１
几
１
１
４
１
１
１
Ⅱ
Ｉ
几

３

心

ａ

８

ｂ

ｂ

７

~~

~
~
~

イ

ー

一

一

一

Ｉ

ｉ

ｌ

Ｉ

Ｊ

Ｊ

百

石

Ⅱ

統

撒

針

州

価

州

佃

ｊ
ｌ
ｈ
３
０
１
ｈ
４
１
ｌ

詔
諦
価
価
妬
礁
礁
礁
川
剛
剛
川
畑
州
硲
抑
測
石
硯
石
州
外
外
外
外

雌

雄

外

外

す

７

Ａ

ワ

ハ

ヲ

人

７

八

ヲ

●

八

士

小

７

Ａ

７

Ａ

７

人

７

Ａ

【

ノ

~

口
叩

十
Ｗ
帆

~
~

邸
了
躯

頁 liM.＄ ＄‘ ‘IH-l

純
薊

喝み，＋
目
云

揖
ユ
ー､版lli-li

毒山

目石齢削 iⅡ.＄

且地上
,,, IM| ;」

刈

柵 鎮畑鰄

mV-ll･1を銃

1 ,4. 10

1 1 .261

205

7． 1 ， 1 1 1

1－1． l6

1-ll-↓'8

癖

癖

山
戸
悩

一
日
跳 iM, 1MMII6-31

両而Uハ

Ⅲ8

1

Ⅲ

Ⅲ
｜
捌
捌
一
川

Ⅲ

蛎
一
Ⅲ

1－M
－

山
云
柤

丙
目
（

ｒ
Ⅱ
小
』
１
１
ｊ
ｐ
ｎ
ｌ
凸
『

Ⅲ
■
‐
ｉ
Ｉ
‐
１
↓
ｂ
ｒ
Ⅱ
Ⅱ
等

門
川
Ⅲ
Ｕ
１
１
１
曲
Ⅱ
Ⅱ
』
１
１
１
，
Ⅱ
Ｕ
１
１
１
．
１
山
Ⅱ

曲
伽
Ｍ
Ｍ
１
１
Ｌ
寺
岡
Ｉ
ｕ
Ａ
Ⅱ
Ｕ
向
ｈ
Ⅱ
ｕ
門
‐
ｉ
ｌ
ｊ
ｈ
Ｕ

角
ｌ
Ｉ
１
１
１
１
１
ｌ
山
Ｐ
、
り
１
１
Ｌ
・
ｌ
４
Ｉ
ｃ
『
■
り

１
１
１
１
１
１
‐
１
１
Ｊ
・
０
１
１
副
ｈ
Ｕ
【
‐
ｉ
ｌ
ｎ
Ⅲ
リ

ハ
Ⅱ
Ｕ
ｌ
ｌ
１
二
司
り
曲
く
り
【
‐
ｆ
１
．
１
用
。

ｎ

Ｊ

》

｢( -7 IMMロ

’

錘

恥

附

八

Ｍ

Ｉ

Ｏ

〔

リ

ー

’

礁

磯

縦

阿

ｎ
ｕ
Ａ
Ⅲ
》
Ｉ
Ｉ
１
Ｒ
Ｉ
０
Ｉ
ｐ
１
唖
ｎ
Ⅲ
Ⅱ
哩
曲
院
Ⅱ
ｖ
〔
叩
Ｊ
匂
山
も
Ｕ
ｎ
ｈ
伽
Ｕ
【
‐
ｉ
Ｉ
Ａ
ｎ
Ⅱ
Ｖ
－
ｌ
ｌ

ｑ

０

０

ｑ

‐

寺

，
Ｈ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅳ
ｈ
Ⅱ
叩
ｕ
ｎ
Ⅲ
Ⅱ
Ｕ
ｏ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
１
Ｉ
ｐ
ｎ
■
リ
ー
１
１
，
Ⅱ
屯
Ｕ
ｌ
ｌ
Ｉ
叫
服
、
伽
Ｕ
１
１
ｊ
戸
司
Ｉ
Ｕ
ｎ
Ⅱ
Ｕ

恥
叩
凡
リ
ー
ｌ
Ｌ
ｎ
ｐ
Ｊ
卸
、
川
Ｊ
】
１
１
１
川
４
叩
》

RフレイクⅡ
｜
Ⅲ

Ⅲ
｜
艸

Ⅲ
｜
Ⅲ

剛
一
川
Ⅲ
｜
川

朏
一
叩

Ⅱ

｜

関

川

硫

鵬

M

醗

哩

硴 篭W響
恥

Ⅷ 1 一VH
Y nu

緬
一
緬
一
緬
一
緬

駈
一
緬
一
鼬
一
緬

蝿
一
緬

蝿

緬
一
緬

緬

馳

一

鄙

緬

鼬

瞬

緬
一
緬

緬
一
馳
一
副

副
一
戦
一
鼬
一
溺
一
剛
一
謝
一
馳

鋤

蹴
一
職
一
噸
一
徹

鼬

川
副
Ⅷ
部
Ⅱ
隈
町
峠
側
Ⅲ
』
〃
ｉ
Ⅷ
Ⅲ
Ⅱ
Ｈ
Ｎ
胸
炉
側
Ⅲ
昭
Ⅱ
伽
Ⅱ

．

ｊ

Ｉ

９

１

１

１

．

ｌ

１

ｕ

川

ｊ

ｎ

０

Ｍ

趾

、

肋

川

Ⅲ

叩

洲

岬

剖

、

Ⅶ

Ⅱ

仙

山

公

Ｉ

１

１

ｈ

ｉ

Ｉ

ｎ

Ⅱ

Ｕ

叶

Ｊ

』

㈹

ｈ

Ⅱ

ｖ

凸

睡

Ⅱ

Ｊ

、
叩
Ｊ
卑

丙
叩
，
“
ｎ
Ｊ
曲
り
１
１~~

~Ｉ１
ｊ

Ｈ

Ｈ

Ｉ

ｌ

‐

ｈ
Ⅲ
リ
ー
ｌ
ｊ
Ｌ
叩
ｆ
】
ｎ
ｆ
Ｕ
ｆ
Ｉ
４
ｂ
晶
叩
ｒ
】
や
リ
ー
リ
‐
１
４
卜
酔
呵
Ｉ
Ｕ
ｎ
ｈ
Ｕ
【
‐
ｉ
１
０
月
り
ｎ
ｕ
Ｖ
ｎ
Ⅱ
Ｉ
》
１
１
１
曲
ｆ
』
外
‐
、
リ
‐
１
４
４
曲
く
り
０
１
１
二
司
り
Ｊ
Ｒ
リ
ｉ
Ｊ
－
０
Ｊ
革
１
１
１

曲
く
り
、
く
Ｕ
ｎ
イ
巾
伊
ｉ
４
叩
毒
、
４
叩
些
Ｉ
Ｉ
ｌ
１
１
ｌ
１
１
ｌ
１
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
●
１
１
１
’
１
４
１
１
１
月
Ⅲ
Ｊ
■
司
り
Ｊ
己
ｎ
１
ｒ
ご
ｎ
１

と
ｈ
Ｊ
ｂ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｉ

Ｉ

ｌ

Ｉ

１

１

１

~

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

1，－:{！

H-l1-､

I『-11

1
.
|I

脚

州

叫
州

表9遺構出土掲載石器一覧C・D地区
I

阿

凶

且

ワ

拝
佃
川
乖
蒸
嗣

鯛
一
塁
一

垂
倫
号

Ｉ
ｌ
ｌ

ｉ
ｌ
１

繩

濡

両

一
一

熊名

仏

刈

叩

口

戸

Ｊ

連
洞
桧
導
勧；

剛

獺

肥

暁

Ⅷ

山
人
』
１
１

二

里

巾
Ｉ

１

０

Ｊ

Ｆ

ｌ

１

リ

１

１

１

１

１

外

く

り

淵

Ⅲ

１

１

，

郡

り

曲

ｉ

ｌ
Ｊ

Ｔ

Ｏ

ｑ

Ｉ

寺

６

州

Ⅳ

毎

Ｊ

‐

１

ｍ

Ⅲ

Ａ

Ｉ

ｌ

ｌ

匡

瓦

ｊ

ｌ

１

ｊ

・

り

り

肌

、

０

．

１

器 瞳 備 考冒位 ＃

石
曜

石

黒緬

融磁
加

州
榊

惚

け

録
酷
蠅
掛
辨
酷
拙
轆
拙
酷
雛
酷
酷
酷
酷
拙
雄
轆
拙
罪
酷
癖
轆
轆
轆
酷
酷
剛

１

１

６

０

９

１

Ｅ

ｌ

ｌ

９

ｎ
Ｊ
と
ｎ
Ｊ
】

８

Ｉ

９

ｉ

ｉ

６

１

１

ｑ
ｒ
Ｄ
ｎ
内
蟠
Ｑ
ｕ

－

０

６

９

酷

７
〃

１

叩

甫

‐

が

ノ

一

一

磯
碓
碓
祁
砺
副
掩
蛎
妬
妬
磁
磁
磯
”
加
硫
祁
稲
刑
岬
訓
州
州
伽
剛
鮖
磯
碓
９

ま
う

面

Ｉ

向

Ｉ

Ｘ

Ｘ

下

下

土

馳
鄙
馳
馳
融
鯏
剛
Ⅳ
剛
噸
徹
駈
Ⅲ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ｉ
糊
Ⅲ
礁

空

厄

晦

阻

Ⅱ

Ⅱ

ｉ

い

Ⅲ

Ⅱ

ｗ

加

川

Ⅱ

Ⅲ

”

い

Ⅲ

脾

州

‐

十

州

ｊ

叩

如

‐

Ｉ

１

ｉ

Ｍ

川

、

側

鮎

朋

側

ｊ

ｍ

ｎ

↑

１

叩

川

リ

】

１

１

棚

型

Ⅷ

“

１

．

叩

Ⅱ

帆

川

Ⅷ

１

Ｍ

川

ｉ

Ⅲ

１
１
１
１
１
１
ｈ
Ｊ
己
１
１
１
町
，
Ｊ
】
曲
Ｊ
七
》
ｌ
ｌ
１

Ｌ

ｉ

鷲

割|岩5Ⅱ

酷

雅

Ⅱ

Ｉ

酷
酷

雑

雄

酷

酷
儲

Ⅲ
砿

Ⅲ

Ⅲ

｜

伽

祁

Ⅲ

－

１

リ

副

ｉⅧ
｜
加
川
一
川
叫

Ⅷ

い

叩

Nリ

~

八
・
八

イ

イ

外

外

Ｘ

１
ド 17. i l 2l.i 8，1 IjIl

~~
ｆ
ｌ
ｐ
ｐ
ざ
０
１
ｈ

Ｍ

州

硲

妬

Ｉ

Ｘ W－7
Ｆ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
冊
Ｘ
勺
‐
１
４
４
‐
Ｉ
Ｉ
Ｔ
ご
乱
Ｉ
１
ｌ
Ｔ
Ｐ
」
Ⅱ
リ
Ｏ
ｈ
ｕ
Ｆ
、
叩

川
Ⅱ
リ
内
川
Ⅲ
Ｖ
‐
１
１
Ｊ
１
研
ｎ
Ｕ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
１
Ｊ
ｎ
Ⅱ
岬
ｎ
９
Ｕ
叩
１
山
１
１
Ｊ
叩
ｉ
Ｕ
ｌ
ｌ
７
八
Ⅲ
円
リ
Ⅲ
Ａ
リ

日
日
Ｄ
ｈ
０
０
ｂ
０
‐
Ｏ
ｂ
ｎ
ｆ
叩
耳
、
口
角
叩
ノ
リ
，
日
日
日
日
。
。
・

、
Ⅲ
ｖ
１
１
Ｕ
ｉ
、
リ
ｍ
１
Ｕ
ｎ
Ⅱ
Ｕ
ｎ
Ⅱ
Ｕ
ｎ
Ⅱ
岬
１
１
１
，
Ｊ
“
。
、
Ｕ
、
叩
Ｊ
ご
‐
価
、
リ
ハ
Ⅲ
Ｕ
‐
ｈ
Ⅱ
リ
ハ
Ⅱ
Ｕ
畢
叩
、
Ｕ
凸
司
り
Ｕ
Ｎ
Ｕ
、
叩
Ⅱ
汐
‐
叩
Ｉ
Ｈ
ｌ
ｌ
１

ｎ

ｈ

Ⅱ

Ｕ

，

，

０

１

０

●

Ｉ

Ｉ

ｎ

Ｕ

角

Ｕ

ｎ

が

冊

Ｕ

Ⅲ
Ⅱ
リ
Ｐ
、
咄
Ｆ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
ｆ
Ｕ
Ｆ
司
り
１
１
１
，
Ⅱ
邨
戸
‐
ｉ
ｌ
ｈ
Ⅱ
Ⅱ
〕
叩
く
Ⅲ
ロ
ハ
Ⅲ
Ⅱ
瀞
ｍ
１
Ｕ
ｌ
ｉ
Ｕ
Ｉ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
１
１
ｒ
向
く
ｕ
ｈ
Ⅱ
Ｕ
ｎ
凡
Ｕ
』
Ⅲ
’
一
斤
ｊ
０
ｎ
ｕ
Ｕ
Ｉ
１
ｌ
内
ｈ
Ｕ

Ｉ

１
Ｊ
】
’
１
１
１
１
１
今
、
Ｕ
－
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
０
Ｐ
Ｉ
０
Ｉ
‐
１
４
４
１
１
油
ｎ
ｈ
Ｕ
り
、
Ｕ
Ｏ
Ａ
ｗ
ｌ
４
Ⅱ
二

間
Ｉ
Ｍ
Ｉ
川
Ⅱ
Ｎ
リ
ｒ
凶
ｎ
ｈ
Ｕ
－
Ｉ
Ｉ
即
ｉ
Ｉ
１
ｌ
ｊ

ｌ
ｌ
ｔ
【

Ｉ
ｌ
Ｎ
１
ｆ
己
１
１
１
ｎ
ｕ
Ｍ
ｎ
ｈ
り
Ｉ
Ｉ
Ｔ
・
Ｉ
Ｉ
Ｈ
ｎ
く
■
Ｕ
Ⅲ
隅
Ⅱ
》
Ｆ
１
岬
・
’
１
↓
凸
吋
リ
ｎ
Ｍ
Ｍ
、
１
Ｉ
Ｊ
Ｐ
司
り
－
１
１
．
１
リ
ー
Ｉ
ｊ
ｎ
院
Ⅱ
ｖ
ｌ
ｌ
０
Ｊ
印
ｉ
Ｉ
Ｎ
ｈ
Ｕ

ｉ

ｉ

ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

リ

“

Ⅲ

ｊ

【

ｌ

Ⅱ

Ⅷ

ｊ

Ⅱ

Ⅲ

”

冊

㈱

Ⅲ

ｈ

１

，

ｉ

Ⅱ

Ⅱ

叫

肌

Ⅲ

Ｉ

、

叩

口

叩

細

細

瓢

卸

Ⅷ
一
柵
一
棚

剛

Ｍ
一
Ⅱ

噸0紬品

l lH－l１
－
１ 川

測
一
川
Ⅷ
｜
岬

~~~
Ｐ

Ｐ

Ｆふ
り
Ｊ
固
叩
ｔ
Ｕ
Ｉ
１
１
凸
画
、
リ
ハ
ｈ
Ｕ
Ｒ
‐
ｉ
↓
小
Ｖ
Ｎ
ｖ
ｎ
Ⅱ
川

Ⅱ

別

Ⅱ

~
Ⅱ

Ⅱ

Ⅲ

ｎ
ｆ
出
ｎ
ｆ
Ｕ

~
Ⅱ

Ⅲ F-1
Lﾘ

祁

刑

９

１

ｂ

ｂ

３

１

１

２

３

８

９

１

Ｅ

３

ｎ
Ｊ
国
二
へ
Ｕ

７

イ

ー

峨
↓
伸
俳
諦
儲
価
石
詔
討
価
妬
妬
硴

蹴
側
加
加
雌
石
外
棚
雌
州
外
す
ず

７

人

‐

ざ

ふ

ワ

ハ

ヘ

ノ

Ｍ

剛

'7. l

M
９

１

．

叩

汽

叩

口

閲

テ

ロ

今

肌

Ｔ

上

土

小

竹

川

恰

帽

而

凶

軸

凱

小

云

個

謂

叫

叶

榊

恥

Ⅱ
Ｊ
口
叩
肛
凡
Ｗ
ｎ
ｖ
Ａ
Ｕ
Ａ
Ⅲ
Ⅱ
ｕ
、
ｌ
ｊ
Ｊ

Ｏ
０
４
Ｆ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｊ
上

月
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｔ
ｎ
ｕ
邨
卯
ｆ
Ｕ
漁
Ｊ
１
●
Ｉ

、
‐
ｎ
り
ん
ｈ
Ｕ
１
１
１
Ａ
ｕ
ｎ
Ｕ

ｌ

Ｉ

川

洲

Ⅲ

剛

↑榊剛I

州

鼎1罰礪I=liLL
mlilll-2

F-13

;』迦越＆Ｐ

ｈ

Ｉ

リ

眼

●

ｈ

皿

掩

叩

Ｊ

句

１

Ｊ

』

Ｉ

Ｉ

Ｊ

Ｏ

Ａ

ｖ

Ｐ

ｊ

ｊ

Ｉ

阜

川

，

】

１

１

１

り

礼

ｕ

ｂ

０

１

６

呉
川
ｕ
Ｕ
ｎ
ｖ
凡
Ｕ
品
川
ｒ
】
叩
く
側

、
ｆ
』
Ⅱ
ｊ
ご

廼
州
！
】
廼
叩
ｈ
Ｕ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｔ

~
~

~
~
~~

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

幻
１
Ｊ
】
１
１
１
画
可
剛
例
ｈ
Ⅱ
Ｕ
Ｒ

Ｉ
１
１
１
１
１
１
ｌ
、
ｉ
ｆ
ご
Ｉ
Ｉ
ｌ
１
１
１

ｎ
川
Ⅲ
Ｕ
１
１
１

町

Ｊ

“

的

Ｉ

Ｕ

Ｉ

４

４

・

内

■

叩

・

恥

Ⅱ

ｖ

』

、

リ

ニ

司

り

Ｆ

１

Ｕ

~
~

~
~

Ｙ

Ｙ

Ｖ

Ｙ

Ｖ

V－il

剛

凱

杣

鼠

小

＃

愉

Ｉ
１
ｊ
Ｊ
ｌ
４
‘
②
司
り
ｐ
１
Ｕ
？
●
Ｉ
Ｊ
Ｒ
Ⅱ
Ⅱ
》
１
１
１
Ｉ

Ｈ

Ｉ

ｈ

・

門

仙

Ⅲ

Ｕ

１

Ｐ

、
リ

ｎ
Ｍ
叩
Ｐ
司
り
内
叫
び
ロ
、
Ｕ
Ｊ
ｍ
叩
Ｕ
ｎ
１
ｎ
ｖ

Ｉ ｌ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｊ

．
Ｉ

淵
lili. ’

11､ ilH lm鋤

鋤のＨ

川

間
一
肺
一
加
一
Ⅱ

川

§

州

鮖 両｢T (1-'1

li,N12-7.M

(洲)と|飴

再遡鼎
H八HH

す妬
19~！『 iW li

剛

Ｍ別

4

す妬1V 1 1

34ヲ



遺構出土掲載石器一覧C･D地区 包含層出土復元土器一覧B地区

繩

鋸

乎

曾

且

ワ

’

１

:!' 層‘辮 ： :| ,;，
柵

纈

０

亜
備 考

(9)

考

祁

合

卿

蝿

煙

鍾

織

噸

噸

噸

噸

備

伽

鮒

鮴

卿

郵

蜘

執

熱

剰

、
寺
〔
』
０
１
１
Ｊ

甫

一

伯

削

捌

Ⅲ

川

踊

Ⅱ

削

冊

曲

り

＃

■

島

、

Ｕ

《

叩

』

ぜ

“

１

４

匹

、

り

り

、

Ⅱ

Ｕ

戸

則

り

曲

ｈ

Ｕ

ｊ
９
・
昂
ｉ

戸

陣

Ｔ

ｊ

伽

Ⅷ

い

１

１

１

、

ｈ

り

曲

り

ｒ

匂

１

Ｊ

．

Ａ

叩

！

■

句

叶

ｊ

ご

『

リ

＃

弓

１

１

１

Ｊ

Ａ

」

訓

川

。

ｎ

ｍ

Ⅱ

￥

ロ

町

リ

・

旬

‐

Ｕ

Ｏ

八

Ｖ

Ｐ

１

リ

ｎ

Ⅱ

Ⅱ

画

ｎ

Ｊ

“

４

１

１

緬

佃

Ⅲ

’

九

甲

Ｌ

・

肌

０

眠

巾

０

．

弧

・

肌

、

ｊ

、

Ｉ

ｊ

ｒ

Ｊ

ｈ

Ⅲ

ｖ

・

ｈ
Ｉ
リ
Ａ
１
ｆ
Ｊ
【
‐
ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
４
１
Ｕ
ｎ
ｌ
リ
向
ｈ
Ⅱ
り

、

寺

凸

」

‐

、

、

山

八

ｈ

Ⅳ

島

川

‐

川

‐

Ｉ

佃

ｎ

１

山

１

Ｊ

叩

両

リ

心

０

Ｎ

出

【

‐

‐

Ⅱ

Ｅ

－

Ｋ

Ｌ

げ

い

Ⅲ

Ⅲ

肌

【

Ｊ

Ｉ

Ｉ

１

Ｊ

■

ロ

『

■

叩

ｎ

Ｊ

ｎ

Ｕ

Ｈ

ｕ

Ｊ

１

１

１

‘

八

Ｖ

他､I〔'2-7

(洲)と齢
朏
一
川

狩
り
ヱ
ー

、
⑪
玉
匹

’

産

。

ｆ

１

イ

と

凶

７

１
１
面Ｉ

１

Ｊ
Ｌ
Ｌ
Ｊ

Ｊ

鯛

山

く

１

７

'11.1

31'.’

ｺ'0
．リ
リ弓一ハ

胸

冊
一
燗

大きさ (cM)

扉T硴
樋 百M 熱||番号 図雷号 番号 出土区 潮幡号 出土層位 分搦 轍 計

別

Ⅷ
｜
叫

祁
一
州
一
Ⅱ

岬
一
岬
一
Ⅱ

Ｉ

Ⅲ
Ⅲ
｜
Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ
｜
Ⅲ
｜
糊

Ⅲ

ｊ

ｉ

ｌ

ｌ

－

Ⅲ

醜
青山

貝石 l :I | I 19. 1

L1E
恥lI－l

硴

碓
一
碓

碓
碓
一
硝
一
碓

酷
一
酷

酷
一
酷
一
酷

端
一
酷

mV-88 |’ Ⅲ

l-iO i翫残3.l-iO #l l i玩搦3

80 1
i 図V-88 12 1i-49 39 期り上げ土川－3 19 19 1i

』 即｢ 88 1$ N-M I10 1 IA-3斗'' ；&
I-iOa 29 Ⅲ

12 1

20 Ⅲ 2

30 風倒ホ 1

33
l－il

Ⅱ

12 Ⅲ 3
6 回V-87 11 Ⅲ-8 27 19．

61 6

72

1－淵 ’
｢ I -T
60

J-49 Ⅲ －
l32

K－iO 29 1

2‘I 6

3 図v-89 ,5 II2 ;i ,[ m1_1 r 8 &1
0－~'3 67

4 図V 8＄ 1＄ N-~Ⅱ 1111 Ⅲ 川一 l ‘I 13.

-51

Ⅲ
mV－87 | ’ Ⅲ1－＄ ソワ

弓！ '9.

l-i＄

j-49 Ⅲ

I
0- '2

図V－89 '5

~
りこ

11 Ⅲ1-1

Ｉ

Xリ

庁ｆｌ

剛Ⅱ1-2

~箙'11-1 7J ツ
国＆■ 且

蝋lルI
3 1 0凸

、
リ
ｎ
ｈ
判
〕

~~

、
Ⅱ
Ｕ
Ｒ
酬
川
ｖ

版

版

図

図

表10包含層出土掲載拓本土器一覧A地区

鍼番号

り

グリッド ｜鋤爵号
[0-121 1 1

酷

恥

恥
一
恥

岬
一
Ⅲ
｜
Ⅲ

Ⅲ

輝

岫

岬
一
Ｍ

点数 備考

~[0-121

[0 '21

1

1
16 3 リ↓↓

由IjⅢ
く
い

表11 包含層出土復元土器一覧B地区

’
大きさ (cm)

高さ ｜ ロ径
熱'|番号 図爵号 番号 出土区 創旙号 肚上層位 分類 点散 計

H-l !)b l フク士

60

｛18
1)-‘12

1(| ‘’ Ⅲ

l(｜8

0－~'9 1

}
Ⅲ

四
四
四
四
四

13リリ
も由 18, 7 12. ’凸 I

図V-8718 ’ 皿一

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｎ
Ｍ
唖
〔
リ
ム
ｑ
〃
】

叩／】

６

ｉ

Ｏ

４

６

Ｉ

印
く
り
Ｉ
↓
凸
ｎ
Ｊ
】
Ｊ
Ｉ
１

４
１
１
．
１
↓
Ｏ
ｆ
ｆ
誼
１
叩
岾
△

~
~

ｎ
Ⅱ
Ｕ
唖
Ⅷ
ｂ
訳
八
Ⅲ
Ｕ
酬
即
Ⅳ
Ⅲ

N箒~1．1 Ｉ
｜
Ⅲ

復元残1ｌ

Ⅳ
16, 1 10. リﾘ‘J

ｮ』

'2 図V－89 11 Ⅲ M－l
l"I 111. 9

卵

１

1

1

）図V－81 Ⅲ
曲

／

】

ｌ
ｑ
ｎ

Ｗ
Ⅱ
型

【
P

｜
側 復元残10;{’

Ni １
１
１
号
島
ｈ
Ｕ

~

~

i ！ 21． 2
1 1 回V－80 ' 7 R- llb Ⅲ-2Ⅲa

NⅢ | 』'‘ '“
l l

li

l l i翫蹴8

1
－

26

≠■1"|,
2 復元礎2

'4 '' l '28 IM
3 i翫碓3

1 ’

りイ

洲 | ‘1 . 8 16‘ I

1翫蹴8

~
'7 | | ､ 8 1． ＄

11

3I 間

一

冊

Ｉ

R-:l l-b 1

31

ﾘｰ‘1 1

R-‘11

Ⅲ

Ⅲa図V-8719 Ⅲ Ⅲ-2 18. 11

27

31
図V 89 18

nrl

lVA－

|I

剛|~！
拙
一
棚

箇識2

不明

9

20

38

211

１

１~

’
’
１

図V-$！' 1 19 P－:岨 1V 1－1 6.8 6. 1

図V－87' 1 I '-3 ⅢA-2
Ⅲ

表12包含層出土掲載拓本土器一覧B地区

図番号

~図V-9（
掲載番号

20

21

22

ドリ
ノ

《

Ｕ

（

Ｕ

ｎ

Ⅱ

リ

ｒ

）

〔

し

Ｊ

Ⅱ

ｕ

１

１

１

１

１

１

４

１

１

八

Ｋ

ｍ

Ｕ

《

州

ｆ

■

八

Ⅲ

Ⅲ

ｖ

、

Ⅲ

Ⅱ

〕

ハ

Ⅱ

Ⅱ

》

《

Ⅲ

明

り

別
問
い
冊
刊
川
燗
Ⅲ
朏
隔
Ｈ
Ｍ
Ｍ
朏
啼

１

１

１

鋤溺号

I

39

13

0

出土層位 分類

IH－l

風倒ホ Ⅲ－1

18‐2

Ⅱ1-2

Ⅲ IB－2

ⅢB-2

1 ⅢA-2

ⅢA－2

Ⅲ ⅢA－2

Ⅲ ⅢA-2

ⅢA－2

ⅢA－2

ⅢA-2

1 ⅢA 2

m ⅢA 2

Ⅲ ⅢA－l

Ⅲ ⅢA－l

Ⅲ ⅢA l

Ⅲ IlA－l

Ⅲ ⅢA－l

点蹴 備考

＝

－

＝

図V-87 l』-i li Ⅲ ⅢA-3'1 1

図V-II

ZV 9(

１
７
“
０
７

１
洲

７

Ⅱ

別

１

列

ｕ

１

，

》

副

ｕ

‘

く

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ｉ

淵

別

艸

叶

卜

叶

問

Ｉ

ｌ

ｌ

ｉ

７

８

Ｒ
ｊ
ｊ
ｌ

【
Ｊ
ｆ
１
ｐ
寺
門
〉

《
ｕ
ハ
リ

８

１

１

１

～

図

図

図

７

，
、
叩
内
リ
グ
】

（
叩
／
】
、
ノ
ヨ

}'一~I0d

図V－8717I

図V－8822N
、_見
皿ﾘ

門
‐
ｆ
ｌ

ｎ
Ｊ
且 18. 5 22. 9

恥

Ⅱ
11~{ 311

復元蹄0

;6 1 m

別
冊
Ⅲ
｜
ｌ

皿

Ⅲ Ⅲ｜Ⅲ3

１

１

９

９

恥

い

図

図

型

別

別

師

鮒
一
別
一
帥
一
別

組

16

０

０

９

１
~~
Ｖ

Ｖ

図

図

Ⅱ

１'7 ' 1. 1 13

mV-90 艸
一
和
川Ⅲ ０

０

０

９
~~
Ｖ

Ｖ

図

図

Ｉ

ｉ８

９

３

１

16 l ~1 ． 7 2' | ､ 6 ‐
１
１
‘
１
１
－
，
〃
包
一
’
１
１
－
‐
１
１

図V-8＄ 堀り

上げ士

川-3111

図V-9I

H- 19 38

H-iO 7

20
1 1－il

23

1 1-iO 39

1判号I

| I－il

図V-9（

13.3

1
Ⅲ

図V-90

mV-90

1ﾘ

)f）

附一ﾄカ図V 88 I 川-31 1 ｝

P-‘l2

P－‘12

P- 12

I)-12

Ⅱ
｜
Ⅱ
｜
朋
一
Ⅱ

復元勝2Ⅲ
ｎ
Ｆ
ヨ

ｑ
Ｉ
ｌ
－
４
１
ｌ|"'~聯’図V－8＄ 馴 ' ; ’' 1i iO| Ⅲ Ⅲ-3 16 111 . 1

l ~1

344



い郊雨

弧

｛
竜

へ
。
~

ー
ﾛ

＝
】

詞
＝
Z

＝
~
~

＝
＝
1

＝
刀

＝
~

~
~

~
~

~
~

~

:
＝
＝

~
~
~

~
~

三
＝

＝
琴

一画二

一こ
と
三
吾
惠

＝
画期

一一
零
ニ
ミ

雲
一尼

＝
三
三

＝
＝

~
~

昌
二
二

~
~
~

＝
Z

~
~
~

~
~
~

震Ｉ】

ご一手Ｉ（

烏~くロに

一一』’一

霊↓』

母ら星『

一宇Ｉ』』

巳
言I

～

』一Ｔｌ、胃

L
室

一厘

や一』》’二

や手’二

匹《~室

』一’一

辱壺Ｉ〉

里ＩＦ
重
蚤

一唾’一

一一〉’一

二一

一唾’一一

一四’一

一《一

足１二

一屋’一

一唾Ｉｌｌ

二コ１｝一

一唾’一

＝
f
言

1
1

-
＝

ロ
ー

ｰ

~~
一一

吾壱雪

唖ｒｌｓ

－1
－

ｂ今
~~
（二一

一一雪’二

~~~~

一言’一

》一』Ｉ’

一』’一

一心’一

一手’二

匿言ｑ戸

一一“’’一

『
三

I
‐

二
二

｝壷Ｉ〉

』~一』

一『’三

一、卜一

考垣
｜
＝
｜
…

句一

二一
二

＝
＝

’
’

’

帥逵運
一

＝
】

詞
~

Ⅱ
ゐ
~

＝
へ
一

＝
1

＝
面
詞
一

~
~
~

~
~
~

ー
ー
－
7

庁
へ
ﾛ

~
~
－
－

~
~

~
＝

~
~

~

凶碧四弧１粥判特堤繍頚消玉皿佃圃

緊
髪

畠
士
ミ

〒壺冒

宇壺旨

宇乏目

宇壺目

甲壺冒

宇壺屋

『ｒ壺冒

字壺冒

宇壼一一一

千塁目

宇垂旨

雫垂自

〒壷冒

宇壺一一一

宇壺弓

〒垂冒

－１壷一一一

一丞冒

千一．ヨ

干壬旨

『Ｉ毫冒

千三白

〒一・自

〒元冒

千三畠

『Ｉ毒冒

〒壬冒

宇一昆冒

宇一莞自

苧三目

一一一ヨ

〒三目

〒三目

『乏冒

手垂冒

竿壼自

手記弓

〒一目

手記畠

手記曰

字毫自

〒壬冒

甲壼皀

千一雪

宇三弓

千二弓

干壬旨

〒｝‘畠

やく旨

｛’三弓

〒毫皀

《’一『ヨ

〒毫冒

1
1

ー
ー

三
三

一，三畠
壺冒

垂ヨ
垂二

壷旨
壺冒

三
E
ヨ

E
＝

E
ヨ

ゞ E
三

逗哩判君

筈壼面
~ 志霊園

目
信
三

E
＝

E
三

E
=

E
ヨ

E
三

宮
E
三

追
三
ｰ＄
＝
．

E
ヨ
弓

目
握
三

E
ョ

E
三

弓
吟
一

E
ヨ

E
ヨ

三
二

二
E
≧

E
ヨ

三
E
ヨ

三
二

三
二

E
＝

E
ヨ
ヨ

二
三

E
ヨ

旨
E
ヨ

E
三
宮

崖
ヨ

E
ヨ

:
＝
＝

1
＝
＝

:
＝
＝

ー
ｰ
~

~
ｰ

ー
~

ｰ
~
~

ｰ
~
~

~

唯認套廻

三
三

三
＝

＝
雪

＝
霊

＝
霊

琴
》歴

ｑ『
言一

Ｄつ
苧咋

一唾
空

一Ｅ
や二

ごこ
壱可

一一へ一

今１

－（一
f差

=
三
号

号
三

＝
=
二

＝
毒

壱『
手一

＝
霊
＝

二
＝

つ一
吾一

L
星

匡
当
鳶

三
2

雪
弓

営岨
万一

二三
三
二

＝
＝

ゴコ
｜弓

ロョ
ーー

三
＝

＝
Q
伝

＝
1

＝
~

二
コ

一~
一

ー
』

~
~

壁
＝

~~~~

ユニーニ準

壱一一Ｉ毒

呵二』１至一 ~~~~

壱一一’三

尋一やｌ’

至一や’一

尋一唾’一

一一一’一

二‐Ｉユ

＝
琴

一一一’一

一一一Ｊ一

一一’一

’一銅Ｉ』

一一唾’一

殉Ｆ↓

（｝－１口

~~ 、オー、

告一一

一一’一

一陣’一

一一’一

｛一ｑ’一

垂囲

一一’一

琴
I

岳
二
一

二句「

産暉ｌ』

、伊『

（ご一Ｉ色

暉暉’一

『－１－

一一Ｉ垂

コヨコ

Ｆ厚Ｉ〆

Ｌここ

叩Ｆ｜

号－１－

司字寄

与一１色

可】．－

《↑、１口

『一咽Ｉ（

垂一“’一

＝
~~~ 奄一

ご｝
~~ 干す１３

－一声

一一・’一

一一一

三
日
』一’一

Ｆ鈩男『

一三Ｉ善

一や’一

『やＩ髻

一面一『’一

『一’一

一一Ｉ望

f言I

＝

一一函’二

一一咽Ｉ垂

刃■司り

一一’一

~
『一’一

~ ~~~~
一一Ｉ（

一壷’二

一一’一

二Ｊ’一

三
二

一に’一

一』’一

二１－

－－１－

一一’二

‐q
‐

一一’一

吹海祷雲

＝
唾
二

巽
一一

＝
二
二

L年
＝
＝

＝
三
富
＝

切言
三Ｋ

（今（

百■
房

壷《
一《

F
三

｛一屋
＝

琴
《－

どこ
屋二

Ｌｑ
三~

一二
唾足

藍
三

言
食
里

つ一
今貯

ﾄミ
声

ﾄー
雷

ー『
－
＝

雪
空

莞
邑庖

匠辱
》一

＝
＝

言
三

[
言

E
三

＝
二
二

＝
~

＝
＝

二‐ン国

二１尾一国

＝一国

＝彦
一

屋
I

二‐ン国

＝＞国

二』函

二４－国

＝≧'三
1

＝岸
幸

国

二‐シ国

＝＞
一

屋
【

藍
＝

;＞

[
ヨ

二Ｉ屋〆国

雲Ｉ』一国

雲１屋〆国

二‐岸〆函
：
薑

三１尾一国

＝惨
二

[
ヨ

三
ヨ

ン国

ニー』芦国

二Ｌ〆国

二‐四戸国

ニシ
ー

国

弓』国

ニー』一雨

’一Ｊ一国

二４－国

ニー』一国

二‐』函

一千』一国

二４－国

一〒』一言国

二！』一国

｜〒』一国

ニーン国

ニー』』〆国

二４一国

霊Ｉ呈〆国

ニー里一国

｜〒至言国

ニー』〆函

二
号

＞国

＝彦
一

屋
【

三
言

＞
し

国

’一崖声国

二尾一電

三
弓

惨
一

国

ニン国

ニー星一国

ニー屋一国

吹麹函 荊埋一癖唾里
聖

弓
全

二哩判五

E
＝

E
ヨ

唯繩琴廻

~

『、、恥

エ弓一一一韮叱謹嬉哩

＝
三

砿報国

~

~
~

＝
~

＝
一

~
ー

《
《
…
｛
｛
ー

＝
~

《
ー
｛

｛
《

＝

ﾄ
ー
ョ
＝

~

~

~

~

~

~

~
~

二‐
旦
国
型
里
邑
里
里
里
里
‐
竺
里
望
望
国

一一二

三一］

弓一一

ー旨

E
ョ

自

E
ヨ

に
ヨ

~目

胃］目

ｰ

~

ｰ
~

＝
ｰ

~
ト
ー

E
三
胃

E
ヨ
~~

ｰ
E
三

砦壺園

．~

旨

ｰE
三

三E
三

ｰE
ヨ

目E
三

ヨ

冒

吟当自

旨砦菫壷

旨E
三

ｰ三
ヨ

胃一弓

一一冒

二一弓

二一弓

ー指
＝

~E
三

ーE
＝

＝E
＝

三一］

二一一

弓一弓

一一ヨ

二一催壼直

』
＝
ヨ

~

ー畠

ﾄ
ー
ョ

ー

－三
＝

『’白

一一一

二一］

F
＝
ヨ

＝

＝自

~E
＝

昌一弓

昌一一

ﾄ
ー
ョ

E
＝

弓接毫匿

:
＝
＝

E
＝

F
＝
＝

ー

ー戸亜唾

:
＝
＝

E
三

E
ヨ

白

~
~
~
~

~

｜
一
~
ﾛ

’

＝
|
幸
二
|
＝

~
~

｜
君
＝
l
ト
ー

’
l
‐
君
＝
＝

|
＝

’
二
’

＝
＝

~
~

~
~

ー
~
l
ー

｜
ー
:
｜
ー
’
'
三

|
ー
|
宮
’
l
ー
‐

’l
言

一
|
一
’
~

’
｜
－
一

|
|
一

~

~
~

~
~

＝
~

~

｜
＝
｜
声
’
l
＝
’
l
＝

＝
’
二
二
’

’
l
＝
二

｜
＝
｜
＝

ド
ン

函
臣
一国
国
国
国
国

｜｛
｜｛

~

~
＝

~
~

~
~

~
~

~

｛
＝

つ
き

~
ー

一
一

ー
…
ー

（
~

＝
ー
ー

ー
ー

~
~

＝
一

~

＝
＝

ー
ー

~
~
~
~

~

一
~
ー

~

ー
一

菅
コ
＝
一

ー

~
~
~
~
~
~

~

〒星言国

一一国

〒』声国

雲ｌシ国

〒』国

霊山〆国

二Ｊ一国

三
三

~
～

|
＝
～
Ⅱ
~

~

~
~

~
~

＝
~

~
匿
~

~
~

’
|

べ
’

｜
ﾛ
～

|

＝~国

~

‐

~

型

毎~皇

~

~国

ー

~

堅

~

里

＝~

型

1
－

里

ー~国

＝里

＝

~

四

~~里

~

国

一~国

一型

~

~

型

＝
＝

里

臣一国

＝
弓

菌

菫三‐二国

|ゞ虐一

三二Ｊ●一国

~
~

ー

~
~

~

~~
~

~
~



榊涯一毒』
口
≦

言
三
一

＝
季
ｺ
ー
]

一
ｺ

一
ｺ

一
】

垂
三
I

二
＝
~

~
＝
】

ｰ
＝

~
三
コ

Ⅱ
虚
~

一
~
~

~
~

~
~
~

一
~

~
~

~
二
一
】

~
＝
フ

手
靹

一
ｰ
1

~
~

~
~

~
~

~
~

~

鰹

手
一

－４－．二

《’三旨

｛Ｉ｛弓

千一『ヨ

〒壼冒

《ｌ壬二

《圭白

雫壬冒

》ｊ毫冒

〒壬冒

一’三二

函Ｉ宝冒

千一｛畠

垂Ｉ云冒

壷’三二

《圭自

〒宝畠

垂Ｉ壼冒

垂Ｉ壬冒

〒至弓

〒一．自

－１乏冒

｛’三二

《圭．旨

《’三二『

含一に』

一下宝冒

缶’二白

（雪Ｉ定。「

香一に』

｛’一『ヨ

（－１王。－

号一臣』

《Ｉ壺冒

1
1

ニ
マ
タ
＝
苧

三
三

三
三
苣

三一一一
言
苣
=

三
一「一二

三
一一二一

言
三
三
三

三
三
三

三
三

三
三

三
三

三
壬自
三

三
三

三
言
三

詞迄斗（一雲

垣哩判聿

「迄当雪雲

長軍置

筈壼園

筈壼壷

志壼匿

垂哩匿

垂垂画

E
ヨ

E
三

E
ヨ

E
ヨ

曰
二

E
ヨ

ｰF
＝
．

I
E
ヨ

に
ヨ

産
ヨ

E
ヨ

僧
＝
目

ﾆ
ヨ

E
三
曰

目
冒

:
＝
＝

＝
一

E
三

E
＝

E
＝

E
＝

E
ヨ

E
＝
E
三
ヨ
ー

E
ヨ

E
三

信
三

E
ヨ

E
三

愼
三

旨
三
三

E
三

~
ー

：
＝
＝

~
ー

~
~

~
ｰ

ｰ
ｰ

~雲’
亜溌套廻

三
つ句

づ（』

三
三
三

~~ 喀一
尋一

E
二

三
：

＝
妄

'
■
＝

＝
~

＝
Ⅱ

戸

1
星

＝
E

L
雲
←

一
コ

&
垂
一

9コ
~

＝

=
＝

刃男
一一

＝
＝
一

『
－

＝
＝

一『
＝

＝
＝
q

＝
＝

ﾆ
ニ

＝
身

三
＝

~

＝
＝
＝
~

＝
ﾆ
ー

t
－

＝

＝
三
ｺ

＝
~

~

~ Ｋ
~

~
~

~
~
~

｜墨ゞ「｜誼

呵一壷１－

一一唾’一

《『一’一

二一』’一

屯一屋Ｉ一

垣一一一

一心↑』
~

霊１つ

一一劫’一

一Ｅ’一

二コ吾『

一二㎡’一

一唾１－０－

一啼’一由

一一堀－－

壷一百’二

一割〒Ｉ〔

一二』

一酉一ヨーー

《》’三一

一幅’一

一』’一

＝
I

＝

やデー屋

今一』

つ一ヨー三

号一』

〈三一ｌ屍

一ニン

一幸’一

一唾’一

一｛’一

一一串’三

一厘’一

一垂’一

一』’二

一ＥＩｚ

一堀’一

）泰一

一剖奇Ｉｚ

一『寺’三

一圭〃１乞

一一彦

吟一Ｊ’一

一寺’一

一君一串’一

Ｆ一“一

三一草’二

一一里’一

夷

更
三

一に’一

~~~

室一Ｊ三

『－１－

唾－１両’

芦芦二

一守１壁

一一三

~~~~ 寺｜】１ヱ

』守匡

~~~

「「’一

一一’二

■
毎

一ゐＩ｜垂Ｒ卜

I
‐

＝

一君Ｉ（

一彦

一叩１口一

ー

l

~
一釦Ｉ二

』Ｉ’

唾Ｉ］
＝

~
~
~

碓蝿燕寧

一望一一

《一一

~~~~

一一一
三
菫

毒害『

一一一

一一雪

ヨーョ

一一【

一）一【

一当一詞

に
－

＝
一一『

刊一印

~~~~~

一『『

時一言

一一『『

一
ｺ

匡罫『

ジエー

ヱヘニ
三

三
一’一『

一一『

一一『

垂ヨヨ
家
1

－
可

《１１

１《一

＝

雪
ー

雪
室

↑一
語

＝一
切

三
』
＝

ご
＝

L
室

三
一一

コー
ニー

臺
雪

二
二

壽
一『司

一一二

－１１

~~~~
＝

＝
~~

＝
1

＝
｢

屋
キ

二‐皇一国

霊山一国

ニニ
‐

国

二‐彦国

二Ｊ一国

霊Ｉ芦函

二‐』〆函

ニー皇一国
~

ニーー屋

三’二国

墨‐隆一函

二二
・

画

＝彦
圭

国

二;
三

国

一一Ｉ圧一雨

=＞
－

国

1
－

－房
－

国

［
－

－芦
一

国

』－１』言函

霊トン国

ニー堅〆国

窪Ｊ一国

琴Ｉシ国

＝＞国

霊Ｉシ函

雲Ｉ」一国

雲１』〆国

雲二
一

国

雲Ｊ一国

雲ン国

雲Ｉ』一国

＝＞
－

画

雲＝国

＝＞国

＝
＝

I
+

ニ
ェ
ン

国
国

~

一一ｌ』芦屋

二’一一国

雲Ｉ皇一国

三Ｉ』宮函

雲Ｉ』〆国

雲Ｉ』〆国

雲Ｉ』｛国

雲Ｉ』〆国

＝シ国
~

二ｌ』屋

＝彦屋
I

＝＞園

＝一国

＝一屋
1

琴Ｉ』一国

唯鞄画

|
’

’
＝
】

詞
底

~
~

~
~
~
~

ヱ
~

三
画

宗
1

~
~

~
~
~

~
~
~

~
~

~
~
~
~

＝
1
1
一
ｺ

l
屋
~

~
~
~

~
~

~
~
~

凶ヨ閏細ｌ粥判特埠蒋哩判盟皿佃圃

匡
ヨ

三
＝

＝
fF吾

＝
三
三
＝

＝
＝

=
＝

＝
三

＝
二
コ

三
弓

二
＝
1
~
~

二
打

＝
』

ー
】

＝
】

~
~

~

壽士
r
三

一一Ｉ垂

一応’一

一一Ｉ’

つ子’三

号｝夛

一一’一

一一Ｉ垂

『吟’一

一一睡’一

一痙一

一【’一一

Ｈ】’二

畠二．Ｉ詳

言一芦

一一に１’

一一『’一

幸一’一
萱
堂

■
毎

一』’一

一Ｅｌ－
ゴ

1
1

心〕一

、守二

室一一

壱二二

一一一
三

《一
０－

至
ココロ

』奎一

~~~

へ酉三一
雪
菫
啼一一

毒
乞

１コ「

（》一一

一己｜

にここ
三

三
~

や、殉

柵準毒症羅圭逗睡肴語

一
E
ヨ
ｰ

E
三
＝

E
三
三
ｰ

目
旨

唯蝿套廻一竺

~~
【一一

一一一

虻叩龍祷嘩弱国
P＞国

昼一国
国

~
~
~

~
ー
一

~
弓
ｰ

＝
:
＝
＝
ー

E
三
~
ｰ

‐
＝

F
＝
．

E
＝
．

F
＝
．

F
＝
．

:
＝
＝

:
＝
．

に
三

三
三
ー

＝
I
＝
＝

E
＝
＝

J
＝
＝

E
＝
＝

E
＝
。

I
＝
．

I
＝
＝

I
＝
。

I
＝
＝

F
＝
＝

ﾄ
ー
コ

B
＝
＝

E
＝
＝

$
＝
＝

I
＝
。

ﾄ
ー
コ

I
＝
＝

:
＝
＝

I
＝
。
三

I
＝
．

；
＝
＝

E
＝
＝

E
＝
。

8
＝
．

三
ヨ
＝

：
＝
．

E
＝
．

F
＝
．
白

F
＝
二

F
＝
．

：
＝
。

B
＝
．

B
＝
。

:
＝
＝

E
＝
．

＝
．
目

＝
ー

目
E
ョ

~

｜
＝
’
＝
’
＝

=
三
＝

昌
三
~
~
~
~
＝
＝~

ー

｜
雲
＝
’
'
二
’

一国

菫薑’

一一．’雲‐皇一国

一一一雲卜晶声函

~

~
１－ ~ﾆ
ニ

’一

＝

’
’

’
’

’

E
三
昌一

冒一

＝
一

＝
＝
＝
~

~
~
ー

函
E
ニ
ハ
I

1
号
へ
{
罰

[
詞

函
函
蜀

|
皇
三

’'
1
菫

呉
皇

淫
ミ
’
｜
黒
ミ

’
聖
ミ
’
|
星
ミ
｜
澪
’

~
~

や

｜｛
｜｛
｛

旨
旨

長一垂置一一一一

一一一国

一一一『

E
ヨ
＝

E
ヨ

E
三
号冒

E
＝
畠

筈室画
ヨ

E
＝
ー

E
＝

E
三

E
ヨ
~

三
程
＝

白
三
~

三
＝

E
ヨ
ー臣
＝
＝

E
＝
E
三
E
ヨ
ｰ

E
三
≧

旨
三
ヨ

画へ亘一一

E
三

三
三
ｰ
ｰ

皀
÷
I
E
ヨ

一二
二
目

E
ヨ

E
ヨ
ｰ

胃

~

三
昌
三

三
胃

語
＝

二
二
~

＝
＝
-
1

二
二

L
屋
~~

~
~~

~
~

＝
＝
~
~

幸’一L
L
当
I
｜
L
L
室

｜
E竺
二

一
一

｝

’
二
三

~

一
~

‐

’一

＝
一

~
~
ｰ

エ
澪

二
ー

~

[房
’
|
r
房
|
＝
’
'
一
二

~

~毒Ｉ』一〆国 『｜雫

一
ｺ
~

~
~

~
~

~
~

~~

｜
竺
三

三
三
｜
＝
＝
’

三
ヨ
＝
I

’

一国
雪
里

､
Z
八
｣
~
函

~園
一
ー
ｰ
ｰ

~ン国

＝
＝

｜
＝
’
l
＝
I
|
＝
’
l
＝
I

｜
＝
’
l
＝

r＝

~

三室山〆函

~
~

~

|
F
＝
’
'
二
＝

l
写
易

星〆国
I
ヨ

シ
ー

屋
I
崖
1

1
葵
｣

'
三
1
I
型

l
型

ニニー

ョ
ｰ国

~

~
~

:
＝
＝

:
＝
＝

~

~
＝
．

一
~

＝

l
＝
＝
I
｜
＝
＝
’
l
＝
＝
I

~
~

~

~
~

~

｜
＝
＝
I
＝
＝
’
l
＝
＝
＝

｜
＝
’

1
l
＝
I

’
一
＝
易
I
~~~

三
ー

雲
＝

二三
蓉一

~
~
~
~
~
~
~

‐
里
堅
望
里
望

戸函

1
号
I

|
D
＝
p
＝
I

~

｜
’l
［
＝
｜
ご
’

1
1｜
匡
’

園
国

I
型

l
型

＝
『
一

一垣’三



凹 叫 耐 圧 片 誠 鋤 討 針 片 誰 Ｉ 岬 困 苦 図

函 ご ‐ 二 一

函 三 一 『 二 一

国 一 言 ’ 一 二

画 一 『 一 三

男
勇

国 一 ＝ ー

函 ご 一 二

画 一 ｒ 一 二

四 一 『 ‐ ’ 二

圏 ご 一 二

四 一 割 ‐ 一 二

四 身 一 『 ‐ 一 二

四 一 油 ‐ 二 一

画 一 下 二 一

I
型 ~~~＝
因 ご 三

四 一 ＝

四 二 ＝ ‐

国 一 Ｆ 一 三

国 三 三

函 一 戸 一 二

国 一

~~＝
画 一 ＝

I
雪 言 三

四 一 日 ‐ 一 三

画 一 「 ‐ 二 一

国 ご ＝

国 一 ｒ 二 ’

函 三 『 ’ 二

国 一 利 ‐ 二 一

画 一 、 ‐ 二 一

国 ご ‐ 二 一

四
国
一
く

自
三
昌
三

区
到
勺
三

＝

函 ご ‐ 一 三

I
雪
一 三

I
宝 呈 ＝

国 一 Ｆ ’ 三

国 一 ｒ 二 一

函 与 『 ‐ 二 一

国 一 Ｆ 二 一

国 一 吋 ‐ 二 一

画 一 『 ‐ 一 三

函 星 『 ‐ 一 三

国 『 ‐ 二 一

函 一 Ｆ 一 三

四 一 酉 ‐ 二 一

画 く
1

＝ t一

国 ご ‐ 二 一

国 一 ｒ 一 毒
韮

画 く ’ 二

国 一 「 ‐ 菫

四 一 了 睾

国 一 下 壹

函 瞬 如
三
三

口
蕊'．

証 錘 騨 ． 叩

》 。 一

』 ヨ ー

コ ー ニ

~ ~ ~

い 」 し

、 Ｊ －

Ｋ こ 戸

》 ユ ー

璋 ・ 一 一

贋
三
一

》 一 「

二 一 コ

』 一 つ

』 一 一
雲

』 一 一

》 一 一

崖 毒 》

』 一 ’ 一

』 一 雪

一 毒 一

Ｒ Ｅ Ｉ

二 つ 一

、 ン －

１ く Ｐ
差
三

二 ） 司 堯

Ｆ ｐ Ｅ

二 判 ⑪

Ｌ 一 一

』 『 一

》 ヨ ヨ

夛 叫 一

詳 一 ↑

二 到 吾

隆 一 色
旨
≦

》 『 一

』 一 一

』 一 一

』 一 二

】 一 一

』 一 コ

』 一 夕 一

』 一 一

』 一 』
三

一 色 ｛ ）

ｔ こ 。
舅

二 ○ 列

、 弓 崗

１ く 二
＝
薑
三

ｒ ） 二 二

ｄ こ こ

』 一 一

一 一 ヨ

』 一 一

一 一 雪
語
一 一 一

三
却 二

昌
三

＝
－
1

配 一 ） 淫 云

<ノ
ン

雪 向

一 Ｉ ユ ー ー

三 ‐ 二

Ｃ ｌ 二 一

丙 ， 一 一

詞 二
こ
星

砂 １ 《 一 雪

、 ノ ー つ

《 」 Ｉ 圭 今
皇
雲

三 二

Ｃ ‐ 二

Ｃ ｌ 裳

○ ‐ 毒

〃 ｑ １ 今

シ ー ニ

。 上 一

【 １ 霊

ン
<

I

＝

丙 Ｉ 雪

一 一 Ｉ ｒ － 『

ロ ー 三

』 ~ 辞 畦

易 Ｉ 茎

再 ’ 一 『

一 一 Ｉ 雪 一

召 ｌ 全 一

， 一 生 岸

Ｃ 圭 一

＝
I

＝

ｚ Ｉ 壷

記 ＃ 一 』

「 ’ 一 二

吟 」 鄙 こ

牢
や

＝
菫

Z ‐
Ⅱ

や ’ 一 》

ロ ー き

し ~ 』 に

必 ｔ 頤 壼

再 １ 一 一

三 １ Ｆ － Ｌ －

戸 Ｉ Ｆ － ｒ －

ヱ ー 一 ． 一

『 一 己

Ｆ １ 吟 一 一

－
云

'
'

二
＝

ー ＆ ｰ
I

や ｌ ・ 雲

や ’ 一 一

ヰ ダ ニ 』

ズ ー ニ

ロ ー 」 圭

炉 ~ ■ く

い ’ 一 一

戸 亀 ~ ト ー

ア ー 一 一

－ １ 重

ｒ 』 岸

ロ ー ニ

』 崖 』

ニ ー ヨ ー

一 ’ 九 一 』

豆 ~ 』 １

’ ’ 一 三

ｒ 竺 己

－ １ ］ 一

｜ Ｉ 写 一

｛ Ｉ ｒ 一 一

） １ 一 二
Ｆ 比

匡
二

←
箆
二
＝

睡 言 瞬 叩
三
三

一 一 産

一 二 つ

一 屯 ） 》
三

~
~

＝
＝

＝
＝

f三
を
三
｜
ご
弓

こ
亭
ご
宝

切 一
一 己

ヨ ー
ニ ー

L
＝

陛
三

:
墓

一
ｺ

－
＝

三
ミ

窪
刎 乙

二 二
E弓

産
~

二 二 二

｜ 品
」 二

=
＝
亘

堂
＝

二
二

＝
＝

‐
1

＝
＝

「
ま

＝
エ

E
＝

二
一 軸

一 一
ー

ヨ
~

k
＝

－
1

~
~

ー
＝

＝
~

~

鐵 邑 庁 毫 」

軍 片 面 言

画 窒 卦

璽 聖 卦

麹 窒 弄

国 璽 二

国 璽 二
自 斤

ｰ 甲
－
－
4
旨

F
三

旨
E
＝

曰
弓

曰
に
三

に
ヨ
ｰ F
＝
．

E
三

E
三

E
ヨ

二
E
ヨ

E
ヨ

P
－
－
q

l
＝
．

E
＝

E
ヨ

E
＝

三
＝

E
三

E
ヨ

E
三

三
三

産
ヨ

E
＝

E
ヨ

E
ヨ

｝
:
＝
＝

ー

E
ヨ

E
＝

白
三
＝

~
:
＝
＝

:
＝
＝

:
＝
＝

~
ー
~
~
~

~
~

~
~

ｰ
~

~
ー

李 錨~
白 苧 》

二 。 〒 一

白 』 坐

二
三 竿 一

二 二 ’ 一

二 『 恥 〒 一

三 〒 ’

三 一 ’ 一

三 雲 ’ 一

壹 雲 ’ 一

二 雲 一

三 キ ー

ヨ ー と

白 一

皇
|畠

冒 宇 』

白 一 士

昌 一 － 】

冒 干 』

冒 干 》

昌 一 Ｉ 』

冒 一 と

畠 千 一
薑
冨

畠 〒 】

冒 宇 》
皇
|星

三
＝ 妾 ＝

室 宰

字 諄 ’ 一

． 「 一 一

三 エ ー ｜

~ ~ ~ ~ ~

三 十 ’

三 』 ｌ ’

こ む ． 一 ’ 一

二 一 妾 ’ 一

三 ． 〒 一

二 』 ヤ ー

一 三 季 １ －

三 』 千 一

二 ． ヤ ー

三 恥 〒 一

『 式 『 一 一

一 ｝ － １ ｜

島 一 ■ 甲 ■

三 雲 ’ 一

冒 一 と

冒 干 》

畠 － １ 』

胃 一 と

冒 一 と

胃 〒 』

三
冒 一 と

昌 一 Ｉ 』

ヨ ー Ｉ 》

皀 一 と

一 一 一 言 ’ 一

乏 圭 ｌ 』

一 「 一 １ －

三 一 ’ ’

二 一 ｌ ’

一 「 言 ’ 一

~ ~ ~

ニ ー ヘ

~ ~

ラ
ロ
｢

琴
＝

エ
ー

~
~

K
＝

K
壬
＝

－
1
t
＝

に
＝

ー
【
＝

~

ヨ
~

l
＝

~
~

~
~
~

~
~
~

~
~
~
~

~
~
~
~
~
~
~

~
~

＝
~
~

毒 蛇

’
學|
皇

凹 叫 加 圧 什 鼓 蝉 酬 鯉 副

因 一 Ｆ 一 二

国 一 Ｆ ｜ 毒

固 く ＝

区
ヨ
ー
二 三

国 写 下 二

函 ご 一 霊

四 三 ’ 二

国 宝
ヨ

ニ
ニ
ー

国 ご ’ 一 二

国 一 『 ， 二

酉 一 Ｆ 二

函 ご 二

四 三 了 一 室

画 く 一 二

区
ヨ
三 三

国 一 三

区
ヨ
ー
二 三

国 一 三

国 一 『 ‐ 一 毒

国 ご ‐ 一 二

函 一 Ｆ 一 言

函 ご ‐ 一 壼

四 一 ｒ 一 言~
四 二 ’ 一 窪

画 一
副

二 一

函 一 三

画 一
ご
ゴ

ー

E
ヨ
ー ー

国 ご ＝

国 一 二 ‐

塵 こ そ
＝

国 ~三
国 ご ‐ ｜ 宝

塵 》 『 ’ 二

函 三 下 一 三

塵 一 『 一 三

固 く ‐ 一 二

画 一 『 二 》

函 一 Ｆ 一 二

酉 ご ’ 一 二

国 騨 叩
＝
＝

壺 舞 蝉 叩

雪ゞ
二 宙 コ

ン ニ シ

一 一 一 「

一 一 一

一 一 昼 一 一

ご
ざ
一

今 ご Ｉ

』 』 》

■ 二 二

告 《 ）

章 寺 一

一 迄 』
産 ＝

》 》 『

痔 善 一

匡 監 二
;二

ー

＝
一 一 一 一 一

】 二
」 に

三
壹 ~

一 一 Ｌ 一

〉 壱 二

） 二 座

一 書 」

」 征 ~ Ｐ
三

一 皇
一 二

三
＝

＝
＝

＝
三
；

＝
＝
＝

＝
二

＝
＝

一 ヨ
一 号

一 《
吟 こ

一 二
~ ~
｝ 略

二
＝

式 ． 二 一 》 宝

い Ｉ 一 『 二

鞄 ’ 一 割 命

斗 ノ ー 副

芦 ‐ 三

宛 ’ 二 一

い 一 ↓ （ ’

~ ~ ~

一 ’ 一 一 （

Ｃ ｌ 掌

三 ‐ ↑

ｚ Ｉ 生
望
二

Ｃ ｌ 妾

~ ~

エ ー 室

〆 》 一

ｚ ｌ 壷 一

三 上

三 Ｉ 《 ’

~ ~

天 ｌ 賢 一

Ｃ ｌ 雪

Ｃ 壷

記 Ｉ Ｌ 二

） 一 Ｉ 「 二

｝ 〈 ｌ 罰 一

ロ ー 卵 一

膳 〆 吾 こ

『 Ｊ 』 』

云 ｊ 三

三 ｌ 壷

ｚ Ｉ 室

詞 Ｉ 菫

記 Ｉ 室

記 Ｉ Ｅ － 、 一

宛 １ 匹 二

Ｆ １ ↑ 「

鐸－
詞

雲
§

~ ~ ~ ~ ~一 へ ’ 一 二

房 〆 マ ン

~ ~ ~ ~ ~

－ １ － ） 一 一

【 ’ 二

詞 ’ 二

三 二

臼 ~ 』 Ｔ

Ｆ 』 舌

’ コ 一 二 一

の Ｉ 一 夫

に 鼻 迂

ロ ー 壬 一 一

戸 】 酢

｛ 〈 ’ 一 雪

■ 』 １

三 一 ｉ ｒ － 酉

’ コ 一

｜ 》 一

’ １ コ 一

~~声 ザ ミ

ー Ｉ 圭 一
幸

＝

‐
睡 言 零

＝

=
l
＝ ~

信
邑

＝
＝

芒
貢

幸
ア ご

畠 託
＝

＝
一

雲
一 二

Ｋ 垣
＝

＝
＝

＝
1

毫
司

＝
＝

＝
~

＝
＝

一
一 己

一 二
＝

芦
＝

＝
＝

幸
~
~
＝

＝
一

＝
＝

》
一
ｺ

~
ー

~

＝

圧 片 面 言

軍 聖 斗

国 璽 升

璽 窒 等
皇
三

帽
三

＝
目

E
ヨ

E
＝

E
三

目
冒

E
ヨ

E
＝

旧
三
畠

に
ヨ

E
＝

E
ヨ

E
三

ヨ
弓

に
三

崖
ヨ

E
ヨ

E
＝

E
＝

E
ヨ

E
ヨ

三
二

E
ヨ

E
ヨ

三
＝
弓

E
ヨ

E
ヨ

:
＝
＝

:
＝
＝

ー
~
ｰ
~

ー
~

~
~

~
~

頭 蓋 堯 片 哩 鄙

ヱ 詩 澆 片 睦 部

玉 詩 堯 片 睡 鄙

ヱ 詩 堯 片 鍾 部

：
ヱ 詩 澆 片 鯉 部

津 詰
謂

＝ ＝ 匹
一

そ
|蟇

『ご『
ニラ

~~~~~~~
~

こ．
こい

二 琴 ｌ 》

二 二 ’ 二 ）

し 一 宇 Ｐ Ｒ

二 二 》

三 『 一 二

戸 三 二 Ｉ 峰

。 「 苫 Ｉ 産

二 』 と

三 雲
三 雲 Ｉ 』

二 芦

二 一 一

二 三 し

ト ー ◆ Ｐ ｌ

三 一 と

二 ・ 〒 』

三 ． 〒 』

ア ニ ー 》

三 一 と

三 竿 》

二 三 上 ）

陽 一 Ｆ Ｐ Ｒ

三 〒 》

三 』 〒 』

二 雪 Ｉ 】

二 」 〒 》

二 『 雪 Ｉ 》

二 写 Ｉ 唾

三 一 》

毫 髻 Ｉ Ｅ

ニ ヤ 』

三 苫 Ｉ 』

三 雪 』

三 雲 Ｉ 』

二 雪 Ｉ 』

二 二

． 「 垂

夛 圭

~ ~
三

二 。 － １ 』

二 三 ’ 一

~ ~ ~

壹 室 ｌ 』

一 『 』 － １ 浬
黒
|鶚

埋 蒔

一 『 － １ 』

諏 詳
信
二

舌
．

L
＝

ご
【
＝

一
＝

~
~

､
＝

雪
I

［
＝

~
~
~
~

~
~
~

~
~

~
~

~
~

~
~
~
~

~
~

~

~
塞 姉

｜
澱

造 へ
､』

国 一 吋 ’ 二 一 一 一 二 罰 窪 津 や ’ 二

‐ 二 一 握 悪 団 菫 一 口 ‐ 一 一 一 画 一 一 土
革

3

藻
1

ミ
ロ
：

弐 三

瑞
冨

.
。
p
畔

計
呂

蕪 函 一 一 一 世 一

1
重
｛
国

嘩
面
陵

酬
ロ
雪

淫 準 罰 菫 完
一
対
T

亘
『
ﾕ
1

~ ~ ~乗 輌 鴎

｛ 一 二 ） 一 〔 三 ｝

毒 峠



如塞斗巽↑迂一

釦塞斗三・一ｒ］

雫塞斗三・一】‐一

帥碆

~

尋唾一
~

~
~

＝
＝
凸
。

~
~

~
~

島
。

二
画
~

＝
U

E
＝

~

l
昼
詞

~
~

~
~

~

一
争
加

ー
~

~
~

ー
~

←
1

＝
】

一
コ

二
コ

~
~
一
一
1

~
~

~

鐸奉
雫垂冒

雫曇冒

一ヨーー

｜１－｝

R
邑

一

寺’一一

》’一旨

『Ｉ二目

『’一二

田．『 』ｌｚ■

吾屋』

『Ｉ壺弓

可．「『

ニー竺匡

〒一国

『’一］

『’一】

『ｌ一目

~~~~

ヘーニ

季
1

1

＝

刃．宅司

《Ｉ垂巨

『み『ヨ

≦
一

二
≦

雪
二

二
二

~~ ｒ’
一』

三
≦
一『一

三
一一一『 一』

~~~ 言一
一』

≦
二

三
ご副『

玉二
一』

二
元一 己ら
雪

三
酉

三
■“呵

一一

~~~ Ｔ一
一』
三
一

一

二
二

二
二
二

≦
二

三
二

＝
＝

皀
~

催当ぶこ一一

膣判喝里一

逗哩判五

信壺雷
ヨー

当冒
当＝ｰ

「苣・達

当冒

吾一二

-
昼
一
丘

≧
≧

昼苣
判苣

ｑイミ

ユ筐

号冒

．
－
コ

、
制
ユ

垂

．
－
ョ

升
口

垂

丑目
当三

当垂
筐~ー

禧逵
当邑

昼二
吾冒

号ヨ

~~

当冒

「室

一ヨ

丑筐
廷

E
ヨ

墨
三
＝

匡
二

巨
E
ヨ

と
三

~

＝
＝

＝
E
ヨ

E
三

E
ヨ

E
ヨ

E
＝

E
三

E
ヨ

~
匡

E
三

三
三

ﾆ
ヨ
ヨ

信
三

:
＝
＝

仁
ヨ

E
ヨ

E
三

＝
ヨ

~

:
＝
＝

~
~

E
＝

叩趨毒酒

三
二

＝
霊

二
二

句『
寺一

＝
｜
幸

一・国』

二〉酉

雪
卓喀

』呉
時百
＝

＝
三

へ
刃

【
－

三
ｺ

二
三

＝
＝

＝
一
亜

~

←
＝

＝
＝

＝
＝

二
＝

~
＝

q
屋

壷
＝
可

一
一
J

[
－

＝
'
三

二
二

~
~

＝
室

戸
唇

＝
＝

Ⅱ
完

伝
~

~
＝

一《一一、

暉罰’三

ニヨーニ

一一↓ヨ

Ｔｑ々『

一一Ｉ》

一『’一

↑－１三

一『Ｉ』

二
＝

↑一’三

一一’三

一一’一

一一３三

匡堯’一一

や一Ｉｌｌ

一一’三

ご判『財

一一１－

↑一’’一

一軒等

一望Ｉヱ

睡含砦

一一’二

こＰ畠

一一’一

ーL
一

－１」

↑’二

やＩ」

一一’一

唾
二I

＝

一画’一

一訂’一

星こ』

一『’一

’’二

でこ

ニーニ

呈邑

一’’一

』’二

唾’一

一一’三

一国Ｉ】

霊
I

＝

垂－１－

準
I

‐

一一’三

一屋’一一

－１－

~~

↑｜’

一一’一

ニーニ

~~~~

や↓］
奎
ニー『一

一利１二

’
て~
一昔’一

寺Ｉ、一

』’三

寺’二
〒E
二
一

『
－
←

『ｔ｜’

『’一

＝
：
＝
＝

~

~

唯軸祷哩

認
巽

吾
惠

L三
＝
E
＝

二一
三

＝
＝

~~ 》↓
合一ご国

醇亘

蚕一
二
三

L
二

＝
＝

二壷
匡Ｌ

念
2

:星
＝
』一

r舌
子
房

F
差
~
~

E君
f君

二
J

君
＝

ま
幸ニ

ここ
＝

菫
三~

＝
E塾

念
三

ﾐ
＝

一』
ﾓニ

睦屋
'二
雷
＝

＝
認

妾
＝

夛二

一字

一一
一室

~

＝
＝

圭
~

L
完

三
エ

Z

’
雲二国

等‐二画
蕊

琴三国

雲．’二国

等‐三国

~
琴‐三国

雪雲函

琴一＝国

雲１澤国

琴‐二国

零‐声国

雲三国

＝三国

雲ｉ与国

~
雲‐二国

唯龍園

＝＝函

三‐潭函

雲‐壹邑

琴‐三国

三
目

三国

零＝国

零’三国

零’三国

雲‐二国

雲‐二国

写‐二国

雲‐二国
韮

零‐写国

~
寺’二国

毒’二函

雲‐唇函

雲‐二国

三‐二国

零‐雪国

写‐三国

＝＝函

寺＝国

琴‐三国

雲‐匡国

寺崖国

壼’三画

霊Ｉ彦園

震三国

<
＝

■
毎

匡函

<
＝

l
壷

三[ヨ

震‐三国

‐Lや＝国

‐l
‐

＝国

‐Lや＝函

霊
完

＝
信
二

函
国

震二国
韮

一干夢函

凶碧口・○紙１粥Ｈ睡廼蒋哩判玉皿仙田雪淵

凶碧口。。紙１誰判特堤祷嘩判盟幽仙圃。淵

Ⅱ
’

’
’

~

手
刀

~
~
~

~
~
~
~
~

~
~

~
~
~

二
ｺ

＝
~

~
~

－
1

~

当邑
「』一］

「筐
二

~

’
冨誼

二二
E
二
垂
＝

つ］

苧~■

壹戸
ー

一

＝
~

動３
重《

へ
。
~

岸
。
~

雲
『缶

1
伝

＝
~

←
Z

1
壷

~
~
~
~

~

一『’一

一’二Ｆ一

一一一一

家
計I
~

一一ｌ『一

↑一’一一

一一’一

一’一一

一’二

ニーーー ~~~ ~~~~

一一’二

〒エ

一一’三

←
I

＝

←
面’二

ｌいい

I
量

＝

囮『
与一

＝
＝

＝
1

霊
三
1

写
弓

冒
司

＝

恥、南

幽口 ~
（二】）

才
U

我
U

引
く

扣矩

泥一癖唾

鰹ﾐ
ｺ
ﾐ

逗哩判至叱雑琴廻凶判詔唯鞄国碓雑毒眺

「耳坐

震|
舅

や・一望ー

毛

≦二~写’二国L
＝

』。一一

一今
匡言

雪|雲
手記目E
三

ー二－三国＝

三趨憎狸~
□＝

~

一と廷E
=

ｰ

ー等’三画～

壱一垂Ｉ』

二
二

｜“一一一↑ロー垂唾
二

＝~

＝

~

~
~

寺趨に狸

~
~

~

唇
這

で
d
p

g
惠
主
堪

一
一

I
F

‘
-L進

一
←

~

=
＝

~~ 寺ざ
一言

~
是

盃

l
ー
｜
ー

1
0
,
ご
l
ｰ

|冨
豈
’

|

･宮~

〕』
吟屏

訓遅一無辛鰹ﾐ
ｵ
ﾐ

逗睡判聿ﾛ
に

~~~

唾一

二割Ｐ

E二
虐
三
当ﾆ
ヨ
~

『ユ毎Ｆ一一

~

怪』宮
E
＝
一室＝

判三~

~~

E
三

＝
一

＝
弓
、
B

号弓巨＝

首E
二

号冒そ
言

当冒上
晨

当崖一『’

当邑一三

当冒三
＝

当昌一一

判昌一三

エ吹蝿鐸雲唯蝿国

~零－三国

且
届

零‐三画

＝

ヨ

←ーー~函

＝三国

＝崖国
二国

~匡国
二画

~

~

~
~

~
~

'
二
二
j

l'
二
'
二
’
’
二

二
’
'
二
’
|ご
雪
'
三
’
’
三
三
'
三
三
垂
ご
’
'
三

’
三
’
'
三
了
司
弓

ﾃｰr7
l
＝
’
｜
ﾃｰ可

→
?

’
弓
壹
云
’
＝
’
|－
王
ﾃｰ定
き
’
|
式
’
|
元
’
＝
’

‐
宝
|一
署
弓
’
'一
だ
’
’
一
三
’
|＝
ご
一
室

'一
渥
?

’

~
~

一
~

百四
Ｋ昼

二
二

二
二

~

＝
三
三
＝

Ⅱ
ー
←

＝
~
一
－１｜’

＝
E
や

二
二

可
4
ー

二
手
。
’
ー
＝
’

彊
二

匡
一
I
|
［
ー
’

~
~
~

ｰ
ｰ
一 ＝
I

~

国
函

1
垂

二国

筒
~

竺
望

三国
＝国

三国

~二国
’
二
へ
I

’
二
~

尋
八
1

三国
三国

＝
＝
’

＝
匡一
｜
=
ミ
ミ
｜
＝
＝
’

巨
弓自
当垂

砦軍面

「言三
≧

＝
．

つ釦

云一
‐

｜畳三

｜弓
号己

~当苣

~

当廷一｝’



動、駒

＝
三

＝
吾
一

室
雲

弧
4

匿写昏壼塞桿

写壼一垂睾一

科
嘩

霊』窒毫圭一

毒二』垂睾聿

や理一三二

電器戸簔垂

一一震星一一

奎一呈睾士

塞壁奉庵

埋垂僖畢

澤壁輻唇

髻幸巨碆

牽避壼声

睾狸霊
菫
菫

垂

閣
互

苣二

、二一

~~

二・一一

尾匡匡

咽・碧二

且。↑

宮匡二

一争一一

埠・一に一

一二一一
二

差
一二一

二一
三
三

匹
一

二
~~~~

一一一

や△一

旦虹

一・一

こに

一一二一一

一己・〒『

声Ｑ一戸

■ロ。

』一
一口↑一▽’

一阜一

~

三
に
一
一・一一

一色一一

千十一

壺負
二

一・一一一寺一』

一・一一

一・一一一寺一一七一

一▽一

一一『

一・一
＝

一
一一｝

『・二

宮仁
＝
’
二
二

二
一・一一一二一一。一

ヲ・ヨヨ

二一一

■・函一

『』一

歩一一

↑』垂＋一一“一

一・《一

一’一

＝
~

＝
】

一一▽一一”一

~

~
~

~

｜）一二一一△’

凶裂四紙ｌ號陣燕哩判壺迦佃団留硝

~
~

三
~

＝
壷・一

ー
。。守

一三
二

二
二

一
号
＝
＝

一・一
二

二
菫

一・一
＝

←

＝
＝

二
三

一・一
二

三
一ｑ一

三
P
星

~
一”一

二
《一

二
＝
＝

＝
＝

~

句
~
て
」
言

l
堕
出
一
二

藍
＝
＝

弓
＝
＝

~ ニ
コ

ー
コ

一
ー

~
~

ー
一
ー

幸。［

山戸
二

＝
一

二
~

二
一・一ヨ一七一一

切言 、ｒ
舌

＝

舅
三

妻
一口一

『二｛一寺一

=
一・一一

＝
←

＝
一二一

Ｅ■
二

二
~

三
二
二

一や一

＝
~

＝
三

二
二

Ｆ阜↓

一一
一七一

二
三
、

二
一・一一口一

三
ｰ

1
~
~

~
~

l
宰
三

＝
刃

~
~

二一
一

刀》』

↑↑
雪
雲

＝
＝

＝
T

言
言筐

写
一・一

に二

一．↑
雲
二

Ｆニヨ

ーヱ
~~

二

'三

噸

一・一乘唾誕調

三
二
二

毎．’

０■
つ野

字（二
二

ー

一・』奉唾唾出

一』二

宮こ
雇

↑”『
三

一口一

－
1

三
二

一画一

寺一
~~

一・一一

一色ロ一一 ~~~

一一二一一

一一画堯一

~

･帝
て
J
二
章

哩
二

~
ー

ー
蛭
←
~

L
－

＝
＝
罰

~
~

藍
藷

乘唾錘当

韮睡唾輯

亜睡唾智》一

再頭Ⅸ矧

引に醇升

韮唾誕鍜一

平睡唾当

ｮ
哩
~
｜
~
~

韮
~

乘唾誕雪

垂華渥
悪
雲

平尋渥

辿禧料

準塞罎

陣壁群

陣塞畔
藷
翠

智
』
＝

護|爵
三
~｢三

一

陣雪辞

韮塞渥

桿雪畔

韮歴一

厚璽
孔に

辛唾
韮歴

Ｔ－９人

塞に

陣雪碓

腫亟
ヨｋ

韮唾
韮歴

煙亟
到ｋ
謡

ﾖ
陣
1
唖

韮歴
牌皿

ヨ江
韮唾

陶亟 ヨー
ｮ
陣
1
唾

韮皿
ｑⅨ

部位
ｮ
脾
1
唾

樗亟

コデＨ

煙ヱ
ヨⅥ

糎亟
ヨｋ

耳Ⅸ
引肛

ョ
陣
H
面

。Ｋ
卿肛

ヨｋ
陣旺

ヨ肘

壼
塞

一

雪
＝
~
~
~

＝
二旨

:
＝
＝
＝

一一一Ｅ

＝
~
~

~
~

弓
~
~

＝
~
~

一『弓

一 一白

＝
~
~
~
~

＝
二
一一尋昌

二冒

一
~
~

~

ー
1

~
＝
刃

程壼唾

判当雲

程壷唾

弓雪
圭冒

車昌霊一

孟
冑

自
E
ヨ

E
ヨ

弓
E
ヨ
E
=

畠三

E
ヨ

E
ヨ

三
三

E
三

E
ヨ
＝

旨
自

E
ヨ
昌一

E
ヨ

E
ヨ

E
ヨ

E
ヨ
ー

目
呂
＝
＝

爵
弓

E
ヨ
＝

皇一一

＝
＝

ニ
ヨ

E
ヨ

仁
＝
．

主
三
三

巨
ヨ

E
ヨ

E
ヨ

;
＝
＝

E
三

目

一

猛
鰕

三
~
~
~

＝
一子

合一
霊
三
マ
ー

~
~

菫
＝

~

二
二

＝
~

Z
－

＝
さ
＝
二

~
~

~
一

卓
＝

~
一

~

豐
宇

－
~

匡
〉
ー

＝
＝
二
二

一
五

‐
■
ず
＝

己
~
~

~
~
~

一

~~~~

室一一串’一

~
~

韮
三一一ｌ’

一一昼’一

陸
1
1
重

＝
一

＝
~

~
~

~

二二｝一圭

＝
一一Ｉ』

一一４－

ー

＝
言

《一’一

霊‐一Ｉ竜｝一

一一Ｉ室

毒「Ⅱ一

一一ｒ一

ヨ
工毎
一Ｌ

一やｌ’

一↓’一

~~~

一．一『’一

一一ｉ二

’一’一

一』Ｉ

玉
三

一尾’一

一幸１

一垣’一

一《１奎

禺■臣

一一Ｉ『｜

匡正画

＝

‐

ー

動ご『

一一卜一

一｝’二

戸一二

’一’三

E
ユ
ニ
＝

'
'

一
一

字『『

一一’三

E
＝
I

＝

一や’一

一一牢一

r
＝

一一’一

一１－１廷｝一毎〆

一睡Ｉ雲

－１》

r
＝

－１－

一Ⅱ一
二

且
一

＝
－
1
＝

ー
~

へ｝↑知幸一歪粍

（｝十姻垂奄耗

Ｆ一千抽幸奄粍（

一一一二

雷
篭

昌
ご
層
層

１三｝今（

I
１－へ｝
こ
こ
二
一

’一一一一垂

１三一一一茸

■、一二承く

’三一一辻ｒ

ｌ》一｝二号〆

’一一》一一

ｌ萱一一

ｌ雷へ｝今

’三｝一畢〆

ｌ菫》一

一千知幸毎器、

一十細一睡満

垂宰

》一一一《

＝

手や幸電粍戸

一一一尋

一｝一
篭

一一一一エ

言一二

一一一一茎

轌陣
篭

ニーエ
諾
篭

鐸
塞

四
ト
ロ

雷
塞陣
篭
蕾
篭
篭
篭

９口
塞卜

篭
三

祷早
弘卜
篭

塞口
当卜

一

篭
篭

一一一〆

三
＝
＝

［く
垂卜

ト
ー

言
ー

＝
＝
＝

＝
つ弓

字一
害【

三一

崖
蒄
＝
＝

三
三

~
~
~

砦
＝

一一
巳宕

＝
＝

＝
一

二
三
＝
｜
＝ ＝

三
ョ
｜
＝

~

一言
＝
零
＝

＝
＝

＝
＝

＝
~

~

麺
n
l
に

一一一一０」一

~
一

＝
刀

~

一一一

~
~

三
一一一Ｉ』一

国
ロ
}
暉
．

曇
…

荊塞癖》
~

凶碧口。。瓢ｌ鵲判特堤繍噸消調腿仙圃

吾陦
＝

~

屍
~

ご
毛

詞
＝

詞
~

~
~

~
~

~
~

言
~
~
~

~
~

~

詞
~
~
~

~
~
~
~

一
ｺ

－
－
~
~
~
~

←
詞

←
←

~
~

~
~

~
~

~

~

や垂目

〒壷目

雫迂冒

~
千塁白

雫垂冒

l
ご
‐
ー

雪
雲
一
＝

苧至白

千壺冒

~
〒垂自

〒壺冒

や壺冒

〒垂目

雫盃冒

宇壺弓
譽

|薑
『，一冒

堤
憂

ご
造
フ

｛Ｉ垂冒

千一】目

〒一『弓

〒壺皀

〒ごヨ
雪
|昌

『↓三宮

エニ
評＝

宅二
〒三富

至二
至三

記匡
＜E二

壺二
宇壼諏冒
昌

ヨー壺三

宇一臣

〒壬目

宇一§自

宇三旨

千一『白

垂邑
垂邑

垂二

『幸『曰

垂室
歪三

壺二
垂匡

丞苣
垂竺

『士自

『Ｉ王冒

千一一ヨ

証苣
諄巨

垂」言
一二

丞冒
三

言
一『目

三
旨
臣

~

~

曰
~ 当三

三
二

白

~
長一墨画

怪一塁壷

阜睡淵聿

号冒・「雪・三

当二？廷

｜毎Ｆ’一

云室唾

＝陰
堅~

－
雪

判苣
当匡
当逹

判邑
当冒
当邑

吾冒
昼冒
首

＝岸
E
ヨ

E
＝

信
二

P
－
－
1

I
＝
．

当』一

白
E
ヨ

E
三

二
E
三
｜
匡
ヨ

E
三
ｰド
ー
コ

層
＝

E
ヨ

E
ヨ

ﾆ
ヨ

に
ヨ

E
三

E
ヨ

E
＝

E
ヨ

:
＝
＝

＝
言

旨
E
＝

~

I
l
E
ヨ

E
三

に
ヨ

:
＝
＝

：
＝
＝

~

に
ヨ

＝
~

＝
巨

』

砥．甑琴廻

~~
蜑濫

＝
＝

一一
三

壷《
ロ

ﾄョ
＝

＝
’

1丘 －
＝

＝
＝

二
二

＝
＝

呂
忌

丘
＝

二
三

全
－
コ

＝
＝

＝
~
~
~

＝
＝
』

＝
＝

一
ｺ

一
ﾕ

へ
Z

Ⅱ
岸

~
三
三

＝
ｑ『

｛一一
＝

＝
＝
一

~
~
~

＝
I
＝

~
~

＝
~

1
壷

＝
＝

＝
戸

＝
I
屋

＝
~

宗
1

~
~

＝

屯ニー】

埠一’一凸一

唾【一句’一

》↑－１』

己↑《Ｉ』

啼『ｌ一宇一一

や【１一画一一

毎句ｔ一二一

ｔと一二

曽匡｛Ｉ』

ｅ』－１罠

つ一つ’一

一世ご雁

面、、

一声一一一

二二７－

一一一１－

）一一’一

語ヨーー

『つＩ『

ここＦ

簑
弓1

告
二
コ

『一’一

一一’三

二
三I

＝

一一’二

『毛’一

一｛’一

一一一’一

掃靱二

一号Ｉ』

霊
I

ー

霊
『電１－｛

＝
』
一（１）

一壷’一

一垂’一

一宅’二

｝ここ

一垂’一

一垂’一）

一一’一一

一一’一

~~~~

一トー一

二字］

ず↑１口

蓑
引
一『’一

｜｛ｊ一

《↑’一一

『つ；［

一含・

一屋’一

一一’一

一一’三

吉一三

一トーニ

一』’’一

一吟’一一

一一’一

一』’三

一一’三

一』’一

一一トー

一一’一

岸や’一

Ｌ亡己

一一’三

唖’一

昌
毫l
ｰ

『。／↑、

ｚ４偶Ｉ

一』’一一

－

1
~~

ー

j

ー

一’一一

咋油罎哩

三
一垂一

雪
つう『

二李一
菫
至

茎
星

ご宅弓

一一一

一『一

Ｆ⑫↓

写筧一

一ご↑

L
晶

室

一画一
三

雷
一｛一一

二
~~~

一一一

ココ宅

竺二一
三

二
三

つ『『

ご一戸
二

二
三

吟一一
三

三
一一一

『一一
三
一“一一

三
三

三~
三

＝
二

暉一
＝

一宮
トニ

＝
＝

＝
二
言

＝

霊’二国

謡’二国

謡
I

旨

一や富国
畠
農

E葛三
国

〔
弓I

旨

病Ｉ三国

君Ｉ匡国

壼＝国

i
君

＝国
畠
菖
一宇三国
鳶|畠

霊’二国

－1
毎

＝国

信三国

震‐鍔一国

震’三国

毒‐二国

霊ｌ匡函

二－三国

Ⅱ
毎

＝函

病室函

霊Ｉ雪国

i言三国

壼二国

I
毎

＝国

一や三国

一宇三国

霊‐崖画

震↓澤函

霊＝函

f君三国

‐1
毎

冨

L
幸

『
=

ド
ー
ー

国
函

一や冨国

一宇二国

L
‐

＝Iヨ

一や一」一国

碓罐国

q
毎

＝[室
［

三画
＝犀
1

湘準燕恥姪幸一垣哩判君唯軸套廻一〉三二海

一一垂垂’一一

咋睦樗窪nlr･串
蝿
＝
函
国 垂邑皀

筈壺園

~

~

一~~

琴
三
ミ

~

三国

ー＝函
三画

~

｜『一 ｜言一｛’一



釦 凄 ）

’
凹 叫 噸 庄 片 茄 鋤 創 龍 Ｉ 郷 困 苦 園

一 「 ’ 一 一

一 弓 ’ 一 一

毒 宅 一 一

一 ’ 一 一

酔
暮

刺
口
国

＝
三
＝

三
三

＝
＝

三
二

三
二
二

二
三

三
＝

’ 一 一
三
三

三
三

＝
~

＝
＝
二
＝

＝
＝
｜
＝
f
＝

ニ
ー

二
二
＝

＝
＝

~

＝
＝

＝
ﾐ
三

＝
’
三

＝
:
＝

ヨ
~

三
胃

＝
三

三
三

ー
戸
＝

＝
酬
口
華

~
一

＝
一 一

＝
~

~
~

~
~
~

~
~
~
~

罪 悪

咄 Ｔ 」 里 刈 Ｌ

一 二 口

↓ 一 〕 罰
畠
|言

《 一 ） 函

卦 一 団

計 誌 酔 酎

r和
一

r承
一

、
ﾍﾍ
・

国

誇 誌 恥 国

再 獣

誌 誌 岬 酎

斗 三 対

~ 』 Ｌ ア Ｌ

ご ロ
1
昔
畠

し 叶 貯 ’ １

〔 赤 い ロ

諭 示 酷 討

ｒ ｒ ｒ ｒ

弄 忌 畔 罰

↓ 一 国

↓ 一 〕 函

ご 壷（

《 一 〕 封

４ － 函
畠
皇

判 一 計

壬 廷 Ｉ

ご ロ
1

－
1‐ 菌

詩
一
ト
ー ロ
ポ

奇 ｜ 一 説

、 ~ 、 一 匹

卜 可 ０ １

一 二 か

堵 Ｌ Ｆ Ｌ
景
畠

寺 三 封

~ 、 』 Ｆ Ｌ
言
畠

寺 三 訶

~ 、 や 正

唖 査
患
雷

： Ｉ
匿 垂
鐸 罰
罰
罰

ご ロ
1

弓 三 劃

~ 匙 ~ 、 Ｔ 上

罰 言

ｒ 了 ． ↑

一 二 壬

』 ~ 琿 宥 Ｌ

斗 一 団

『 三 対

一 挺 に

斗 三 対

、 』 〒 上

１ も
宜 諦

１ 礎
口 。

国 幸
詞 砺

ｒ 二
顎

主 癖
１ 今

口 諦
１ 諺

口 諦
罰 雲

顎
菌

畔 酎
竿 Ｈ

、 丘

一 Ｆ ・ 一 一
垂
|垂

弓 Ｂ デ

ー １ － －

－ １ 一 Ｆ 一

一 一 Ⅱ 一 画 ）

－ １ 一 一

一 Ｉ 笥 一

一 ↓ 一 一

一 ’ 一 ｝

－ １ 二

’ ０ 一 一

~
~
~

一 ’ 一 一

》 ’ 一 一

一 Ⅱ 一 二

一 ’ 一 一

一 Ⅱ 一 一
~

一 ） １ 一 一

二 】 ＆

－ ０ 一 一

’ １ 一 一

－ ４ 一

乞 一 』

一 Ⅱ Ｐ 一 一
三

'三
一 一 一

｜ Ｇ Ｉ 一 一

一 ’ 一 一

一 ｔ 一 一

－ １ 一 一

再 一 一

》 ｌ ｜ 』 一

－ １ コ 】

＝
三 １ 一 一

－ ０ 一

~ ~ ~ｌ Ｉ Ｊ －

Ｆ 二 一

一 加~ ~ ~

一 二

－ １ ． 一

＝
’

一

一 一 ユ
ー

－ １ ■ 一

一 ’ 一 一

二
~ ~ ~

－ １ 〕 一

一 ’ 一

宗 ご ｜

｜ 』 １ 二 一

－ １ 一 一

一 ’ 一

＝
’ 一 一

－ １ － －

一 Ｎ 一 一

一 ｊ 一 一

一
一 ↑ 一

一 Ⅱ 一
＝

~
■ 弓

一 菫
一 一 壼

＝
匹
琶

＝

＝

一 一

~
＝

寺
ー

~
‐

‐

塵
1
画

割
~

三
＝

＝
凸 コ ヨ

一 一 一

~

震
二 一 弓

一
＝

二
万
＝

＝
一 些 一 自

＝
二

皀
二

諾
雪

＝
E
二
二

~

王
＝

~
＝
一

~
一

~
~
~
~

＝
一

三
＝

‐
＝
二

＝
~

＝
一

一 一 自

~
‐

一 一一一

毒
＝

~
~
~

＝

-
量

露 垂 計

冒 轌
二
二

E
＝

E
二

三
ヨ

E
ヨ

E
ヨ
＝

E
ヨ

E
ヨ

E
ヨ
旨

E
ヨ

E
ヨ

E
ヨ

E
ヨ

~
~
~

~

E
＝

雪

翌
E
ヨ

E
ヨ

E
ヨ
＝
E
三

E
ヨ

E
ヨ

＝
冒
自

＝
＝

E
ヨ

＝
E
ヨ

E
三

筐
ヨ
目

E
ヨ

E
ヨ

E
ヨ

E
ヨ

~

旨
E
ヨ

＝
旨

E
ヨ

E
＝
目

E
ョ

~
＝

E
ヨ
＝

＝
‐

~
~

＝

↑ 雪 塞 嘩

一
－
－
－

嘉
塞

~
~
~

室 一 Ｅ

一 罰 匡 酎

~
~

~
~

一
ー

~
＝

＝
~
~

零 ＝ 酎
佳

壗 居 雄

淨 匡 雄
曹 酬
E

蕪 雪 乖

牽 渇 鉦

琶 ~引E
率 量 咋

端 二 韮

需 二 韮

塞 一 一 正 一 一 ・ 一

寄 居 韮
醤 p1
E

需 筐 韮

罰 E
三

宜
l
E

淨 二 雄

蕪 ヨ 咋

薯
ナ
ー ゴ
E

垂 率 垂

淨 匡 雄
篤
裳

一 一 Ｅ

稲 二 ｍ

串 E
三

副
E

玲 匡 韮

嶽 医 年

醗 皀 韮

零 面 誌 味

竺 回1
E

玲 二 咋 一 一

淨 筐 垂
尋
幕

室 一 Ｅ

報 匡 司
黛
蔦
詫 尋 味

蝿 匡 碓

雑 匡 咋

ロ ~ 亘 戸 上

澤 匡 司

串 ＝ 域
E

津 E
三

劃
E

坤 匡 垂

淨 匡 m
E

需 匡 韮

一 室 Ｅ

報 二 コ

玲 三 韮

密 一 註

討
斗
＝ 域
E

竺 p1
E

率 雪 雄

盈
豐

ニ
ヨ
'三
言
r珠 ４１幸

サ
ゴ垂

』一’守

毫 鉦
誰

l斯
辱

酎
産

誌 韮
託

Ｆ Ｅ
才 対

こ て
幸 韮二 Ｉ

Ｆ Ｅ
丁 里
~ ~

Ｆ Ｅ
亘 画

雨 m
E

一 一 ・ 一

一 一 ・ 一 一 一 一 ・ 一 一

』 一 ・ ’ 一

~ ~ ~~ ~ ~

一 一 画 一

＝
＝

一 己 ■

｜ 」 守 一

一 『 。 （

＝
一 皇 。 一 一 』 一 一 ・ 一

一 一 一

~
一 二 ■ 一

一 ・ 一

＝
三

一 『 ｅ 一
雪
三

一 一 ・ 一

二 一 阜 一

E
二

一
■

一 『 二 一 一 画 一

＝
＝

’ 一 ・ 一

＝
~

戸
‐

’ 一 ・ 』 一

二
｜ 羽 罰

一 一 ＋ 一

~

子 暫

一 ・ 一

＝

霊
三

一 二 一 一 手 一 一 ・ 一

一 】 ・ 一 一 ◇ 一 一 ・ 一

一 二 一 一 宇 一

~

一 二 ｛

■ Ｌ ” ↑

二
’ 一 ・ Ｆ 一 一 一 ・ 一 一

一 二 ’

害 《

一 』 ’

＝
三

~ ~

一
二 》

一 ・ 一 一 ” 一 一

＝

菫
＝

雪
h

一

＝
一 一

一 ・ 一

一 ■ 一

＝

一
】

ｰ

一 一 七 一

一 一 ・ 一

雪 ・ 『

E
＝

一 一 ” 一

｜ 一 口 一

＝
三

一
~三
認
了
~

’ 一 ・ 一

弓 ■

垂 ・ 一

一 一 ）
二

一 一 阜 》

二
二

一 一

ヨ ヨ

ー ◇ 一

＝
＝

~
~

一 阜 一

一』 一 一 ・ 一

二
一 ・ 一

え
さ

＝

二
二

＝
一 ・ 害

~

一

二
｜ ・ 卦

壼
｜
霊

一 』 一
二

~
~
~

~
一
$

‐
ー

~
ー

一
~

面 必

』 １ ｒ

一 （ 三 一
三

E
＝

二
二

~

雪
h
一 ~

』 画 一

－ ， コ

~
~

~
~

三
■
＝

~
~

一 △ 一 一

＝
~

＝

三
＝

~
~

｝ 垂
寺 幸

~ ~

一 ・ 一

＝
一 ｅ 一

二
三
’ 二 一 一三

＝
~

~

ー
~
~

ー
~

＝
~

一
＝

ー
~

写
4
＝
』

ー

~ ~ ~ ~ ~

一 一 雪 一 一

一 『 一 ・ 一 一

~
’ 一 一 二 》

~
一 ヨ

’ 一 一 一

’ 一 一 一

一 一 一 一

一 一 一

一 一 一 ・ ’

三
鄙 喋

叱 廿 ｒ

－ 狗 一

’ 一 一 （

一 一 一 一

三
＝

一 一 一 ｝

二 可 一 戸

一 一 一 』 画 一

豊
＝

三
ｺ

＝
’ 一 一 一

＝

＝
三
’
三

~

雷
~
~

＝
弓

l
吟
毫
＝

菫
≦

＝
｜
薑

『 一 一

竺
弓

＝
令

~

＝
二

＝
＝

三
〕 』 一

~

＝
｝ ｜ 如

き 竺 一

~
~

壷
＝

＝
割 一

＝
＝

＝
~

~楠 軒 二 『 故 汽 吟 ，

杢 障 へ 一 斉 画 才

幕

｜
鑿

華
毒 季 器 垂

毒 需 謡 菫

寺 一 国 奇 咋

《 恥 罰 』 》 詩 匪

諦 恥 罰 一 謹 雷 酢

垂 坤
’

’
’

’
’

’

’
’

’
鮒 屋 凹 叫 耐 庄 片 誠 鋤 創 龍 ｌ 癖 ○ ・ 口 昔 図

’
一 言 １ コ 一

＝
一 言 ’ 一 一

雪 当 一 室

一 一 Ⅱ 一 一
諦
薔

ゴ
三

＝
霊

三
三

＝
＝
二

超
置
』

＝
』

二
J
＝

＝
ニ
ガ

ー
＝

~
一 一

＝
＝

幸
司

＝
三

~
~
~

＝
＝

＝
＝

＝
三
下

~
~

島
二

~
~

~

＝
~
~

壷
~

~
~

~

-
q
ﾕ
1
口
畔

一
一

一
戸

室
＝
＝
9
－

~
~

~
~

~
~

Ｊ 汁 圭 一 畔 斗 一 コ

Ｊ 澤 圭 一 ↓ 恥 千 《 割

昌
昌
昌

言
言
言

罪
巽
巽

ヨ 雪 言 Ｈ ｍ 罪

討 雪 マ ヘ ニ ー

型 奇 、 《

〆 》 一 一 二 －~
翼 苛 一 一 二 Ｉ

ヨ 勺 、 ヘ ニ ー

汁 碧 二 吟 十 一 割~
詞 一 一 一 二 Ｉ

器 碧 彗 恥 斗 へ

汁 箏 一 凶 十 一

叶 襲 季 半 十 《 辿

り ~ 、 一 今 ｒ ~ 』 一 再

群 》 季 畔 十 一 〕

褐
r
3
1

庁
雨
午

r
f

f＝
ず

｢
ｴ
ﾍ
ぞ
ロ
(
叶

酎
壷
f

汁 誌 小 国

ｑ Ｔ ご ‐ １

口 二 辻

、 、 正
畠
|畠
|畠

斗 三 訓

弓 雪 国

舟 了 ‐ １

一 幸 ゴ

も ~ 、 Ｆ Ｌ

《 》 罰

斗 二 封

Ｌ Ｌ ｝ 上

斗 一 一 誠

~ 、 ~ 廷 Ｆ Ｌ

〕 マ ヘ ニ ー

》 》 ヘ ニ ー

言
|蓋

叶 二 対

』 、 ↑ 上

寺 一 〕 団

彗 画
-
1

患
雷
團 口
－
1

琿 酎

Ｔ 旨 騨 １

一 二 丘
墨

蚤
|幕

訓 癖
塁

１ 睡
口 葡

元 一 一 二

■ ~ Ｌ 、 更

異
一 一 二 Ｉ

司 冠
異

１ 二
言 面

墨
塁
|
塁
塁
塁
塁

昨 Ｐ ｆ

蝿 ゴｆ ｌ

貯 ’ １

圦 可

ｆ ▼ Ｌ

岬 酎

恋 室 一 室 素

’ 一 ｔ 一
＝

一 一 一

｛ ’ 一 一

一 Ｉ ・ ｝ 二

ｒ 且 豆

一 ’ 一

－ １ 一 一

罪
＝
一 一 一

一 卜 一 一

雫
－ １ 》 ’

一 ’ 一 一

’ 一 ｝ 一

二 止 尾

－ ０ 一 一

一 ’ 一

一 ’ 一

二 Ⅱ 一 一 一

一 ｔ 玉

罠 二 二

一 Ｊ 」 写

毎 ユ ー

Ｆ １ 、 ■

』 啓 二

王 ’ 一 一

諄 吐 畠

＝

宝
菫

一
’
一

『 ■

－ １ －

~
~

一 Ｆ 』

一 』 ’ 一

一 ’ 一 一

』 Ⅱ ■ 一

一 Ⅱ 一 一

三 １ コ

＝

1

－

『 ’ 一 『

一 ’ 一 一

１

－

↓ 』

」 １ －

一 ’ 一 一

ト
ー
＝

＝
一 ’ 一

＝
－ １ 一 一

~
~

二 一
’ 一 一

ー
－ １ コ

ニ ー ’

ー
一 ’ 一

言 Ⅱ 一

戸 Ⅱ ↑
雪

一 ’ 一

~
~
~

~

＝

~
~

塵
!

『
ヨ

~

三
二 手

一 一
＝
~

＝
＝

一
＝

》 》 函 言

＝
＝

こ
こ

｝ 一
一

~
~

＝
三

＝

＝
~

~
~

~
~

~

一 一 二 一 唇 壺

:二
三

’ 一 皇

二 二 「 庁 弓
王
＝

罰
＝

二
＝
＝

~
ニ ヲ

ー ー

~

＝
ｰ
国

~
一

~
~
~

冒 雪 画 雲
=
量

二 ． 睡 雲

星 一 吋 琴

ヨ 舜 雪

一 『 庁

三 三 睡 雪

彗 睡 雲

童 酢 雪

三 陸 雲

一 当 吋 雲

三 蔵 琴

璽 垂 等

二 痒 弓
岸

毫 討
E
ヨ

E
ヨ

E
ヨ

＝
＝

E
ヨ

冒 拝 一』

＝
E
ヨ

＝
＝

匡
二
＝

~
j
＝
＝
＝
E
ヨ

三
三

昌 一
昌 一

匡
ョ

二
冒 庁

＝
＝

E
ヨ

E
ヨ

臣
ヨ

E
ヨ

一
． 吾

~

E
ヨ

E
ヨ

弓
E
ヨ

乏

胃 一 二 珂 碓

自
E
ヨ

E
ヨ

E
ヨ
弓

二
二
自 一

I

奉 酎 菫

雪
B
~

~

＝
三
こ

＝
＝

＝
~

一
一
一

＝
~

~

｜ 嶽 二 韮

■ ■

一 一
＝

目
＝
＝
＝

~

’ 一 四 証

＝
~

~
~
~

＝
~

~
~

~
~

霊 琴 咋

垂 壺 鉦

鐸 詞 華

認 塞 昨

串 匡 昨

犀 西 泗 碓

壗 匡 韮

報 二 非

辮 二 鉦

雪 琴 碓

需 雪 雄

淨 匡 韮
竺 域
E

竺 酎
E

琶 罰
E

汽
手
匡 罰
E

覆
十
＝ 団
E

洋 二 咋 二

澤 匡 韮

淨 二 鉦

淨 匡 雄 二 ・ コ

犀 郵 郵 鉦

浄 三 韮

弓 匡 乖
営 団
E

Ｆ Ｅ
． 劃
毒 碓

獅 羅 罰
託

読 韮
一 味

Ｆ Ｅ
． 域

到 誰
皿 碓
皿 罐

Ｈ Ｅ
皿 司

Ⅱ Ｅ
江 刺

型
1

画
E

Ｒ Ｅ
江 刺

Ｉ Ｅ
垂 亜
四 韮
郵 型 韮

Ｈ Ｅ 』

五 ｌ
ｘ ロ

酬 雁
五 画

皿
H

副
E

型 垂
麺
1

画
E

X
m
i

画
E

Ｂ ｉ１ Ｅ
訂 宜

Ｎ Ｅ
江 酎

叶 Ｅ
皿 が

酬 佐
五 口

型 詐
刃
､
l

ロ
{
E
、
1
国
E

剛 に
刀 口

Ｉ Ｅ
型 、

Ｈ Ｅ
亟 創

１ Ｅ
亟 司

叫 槌
江 宣

三
二

＝

一 一 ・ 『 ｝

’ 二 一 一

一 唾 七 一 一

一 一 ・ 『

（ 、 一 一 一

＝ ~
＝
可

一 一 一

＝
一 再 争 一

＝
■ ’

一 ）
巨
二

凸 二 二

一 三 一

~ ~ ~

ｌ － ｅ －
三

~ 、 キ

対 、

〈 ｛ 二 一

一 ・ ） 一
宝

~

二
一

二
．
可

~
一 』 一 一

妻
二
菫

＝
一 ” 』

三
三
E

ご
|左 「

■
一

~

一 ・ 一
二

三
堯 毒

~

一 ・ 一
二

皇 』

一 ・ 一

一 壬

＆ △ 匡

一・ 一 一 阜 一

■ 二

一 ン
二

~
~

~

二 二

=
冒
三

一 一一
一 ． 一

＝
＝

一 二 一 一一 “ 一

一 一 ・ ］ 一

＝
一 一 口 一

一 一 ・ 一

て
こ

三
三

＝
一 ・ 一

一 宅

巳 凸 二

Ｃ ｅ

一 二 二 ）

一 一

一
■

＝
＝

＝
一 一一

一 ・ 一

二 △ 一
~ ~ ~壼 種 酷

（ 二 一 一 （ 一 三 一

~

二
~
~

一 。 一

＝

二
三
二

三 ９
《 二

号 “ 画 一
三

二
~

＝
~
~

二
二

二
三

＝
~

ー
~

馬
＝
＝

~~二
~

~
一

~ー
~＝

~

二 ~
~

幸 一 》

二 二 ・ 一

君 』

一 画 一
二

二
一 ・ 一 一 『

＝
凸

二
了
~

~

=
一 一

＝
三

二
二

一 阜 一

~
~

二
ロ ヨ

ー や 一

一 色
二 尾

一 争 一 一 一 ・ 一

一 ・ 一

一
一

~
~

■
一

L
-

6

割 、

一 七 一
二

二
二

三
三

二
一 ▽ 一 一 ・ 一

三
~

一 ・ 一
二
三

一 一

ー
＝
ｰ

ー
＝

＝
‐

~
~

~

＝
＝

＝
~

一 一 一 二 一
篝
'三

三 ＝

一 『 一 一 コ

） 一 一

■ 巳 ・ 戸

一 一 一 一

ニ ョ ー 密 二 斗 尋 罰

三
壽 亭

》 』
＝

一 一 ・ 一

圏 法
Ｈ ｒ

－ 輯 一
呂
二

＝
一 一 ・ 一

三
'三

三
宝
二

菫
菫

~

一 『 ▲ 一

一 一
一 二 一

Ｌ ・ と 一
菫

＝
一 ・ 一

＝
僧
＝

＝
菫

三
~

~

寺 皇
室 一

二
~

三
~

~
~

＝
三

三
二

＝
弓

~

三
＝
三

~
~
~

＝
一 一

~
＝

~

ー
~

司
篤

〒
鴬

h
色
.

笥
泳

去 謹
汁

両
氏

罰
r
脚

妻
到 言 Ｈ

＝ 言
ロ
丁

需 ロ
シ

垂 雫 諦 菫

蕊
墓

華 雷 琴

］ 理
一 き

誌 堯 Ｊ 汁 圭

壺 言 国 墨 汁

妻
↓ 雲 善 一

一 雲 癖 雲
》 雑



一覧

包含層出土掲載石器一覧C・D地区

齢
ユ囲追

ｲ行1

鋤

溺

一

。

ｉ

別

’

１

｜

剛

一

ｉ

ｌ

区画一一一一一剛纈 『; ,：
雨

凶

口

有

澤

佃

川

需

雷

暁

(Ⅲ｝

沓
ロ
万
一
Ｎ
｜
胴
州

帝 脅
Ｉ
や
■
叩
１

『
ｌ
川
０

石

融

Ⅳ

値 i| ’

轆
羅
一
盤
雄
一
雛
一
韮
鵬

伽

町

一

川

Ⅲ

川

砺

一

砺

噸

Ｍ

｜

刑

師

円
一
旧
一
剛
一
別
｜
門
Ⅷ
｜
川

側

－

１

Ⅲ

Ⅲ

’

１

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

｜

Ｉ

川

Ｍ

一

蹄

一

期

Ⅲ

碓
碓

ｆ

御

今

回

す

複

，
Ｔ
Ｔ
Ｉ

計

》

極

た

餅

た

２

１

１

－

０

１

１
Ｊ
剴
叩
も
Ⅱ刊：

Ｍ

Ｍ

U， 『l

~1. 1

鶚冊
碓
一
砿

Ⅱ

Ⅲ '11 |鱸鯏

aうI





Ⅶ自然科学的手法による分析結果

Ⅶ自然科学的手法による分析結果

1 放射性炭素年代測定結果

報告内容の説明

14C年代"measuredradiocarbonage

試料の14C/12C比から、単純に現在(1950年AD)から何年前(BP)かを計算した年代。

半減期はリビーの5568年を用いた。

"cage(j'BPノ

糠正74Cagge

(j/BPノ

補正14C年代"conventional radiocarbonage

試料の炭素安定同位体比( 13C/12C)を測定して試料の炭素の同位体分別を知り

14C/12Cの測定値に補正値を加えた上で､算出した年代。

試料の 13C値を-25(%o)に標準化することによって得られる年代値である。

暦年代を得る際にはこの年代値をもちいる。

試料の測定14C/12C比を補正するための13C/12C比。

この安定同位体比は､下式のように標準物質(PDB)の同位体比からの千分偏差(%｡)

で表現する。

( 13C/12C)[試料]-( 13C/12C)[標準l× 1000613C(%o)=

｡,〃c(be'777"ノ

(13C/12C)[標準］

ここで、 13C/12C[標準]=0,0112372である。

暦年ff : 過去の宇宙線強度の変動による大気中14C濃度の変動に対する補正により、暦年代を

算出する。 具体的には年代既知の樹木年輪の14Cの測定､サンゴのU-Th年代と

14C年代の比較により、補正曲線を作成し､暦年代を算出する。最新のデータベース（

''INTCAL98RadiocarbonAgeCalibration'' Stuiveretal,1998,Radiocarbon40(3))

により約19000yBPまでの換算が可能となった｡＊

*但し、 10000yBP以前のデータはまだ不完全であり今後も改善される可能性が高いので､補正前のデータの保管を推奨します。

′'Thecalendarcalibrationswerecalculatedusingthenewestcal ibrationdataaspubl ishedinRadiocarbon,Vol.40,
No. 3, 1998usingthecubicspl inefitmathematicsaspublishedbyTalmaandVogel,Radiocarbon,Vol.35,No.2,pg
317-322, 1993:ASimplifiedApproachtoCal ibratingC14Dates・ ResultsarereportedbothascalBCandcaIBP.
Notethatcal ibrationforsamplesbeyondabout lO,000years issti l l verysubjective. Thecalibrationdatabeyond

aboutl3,000yearsisa''bestfit''compilationofmodeleddataand,althoughan improvementontheaccuracyofthe
radiocarbondate, shouldbeconsidered i l lustrative. lt isverylikelythatcal ibrationdatabeyondlO,000yearswill
change inthefuture. Becauseof this, it isveryimportanttoquotetheoriginalBPdatesandthesereferences in
yourpublicationssothatfuturerefinementscanbeappliedtoyourresults.''

〃定方法などXご鱒するデータ

測定方法 AMS : 加速器質量分析

Radiometric :液体シンチレーションカウンタによるβ‐線計数法

処理"調製･その他 ： 試料の前処理､調製などの情報

前処理_ acid-alkali-acid :酸一アルカリー酸洗浄

acidwashes :酸洗浄

acidetch :酸によるエッチング

no『,e ：未処理

調製､その他
~ ~ ~

Bulk-LowCarbonMaterial : 低濃度有機物処理

BoneCollagenExtraction : 骨､歯などのコラーゲン抽出
Cel luloseExtraction :木材のセルローズ抽出

ExtendedCounting : Radiometricによる測定の際､測定時間を延長する

BETAANALYTICINC.

4985SW74Court,Miami ,FI , U.S.A33155

分析機関

晶完



分析試料一覧

試料名 出土位置 ｜ 出土層位 時期 備考

石組炉直上｜縄文時代後期前葉

匪面一|縄工睦代中期中葉
床面直上縄文時代中期中葉

縄文時代後期前葉

縄文時代中期中葉

YZ4-1

YZ4-2

YZ4-3

YZ4-4

YZ4-51
YZ4一6’

H-2

H-6

H-11

H-15

H-20より新しい
~ ~

焼失住居の建築材

HF-l 縄文時代中期中葉|床面晒尿碩
~~~

緬
輌

縄文時代中期中葉

縄文時代中期中葉

恥
一
郡

｜

縄文時代後期前葉H-2より古い

縄文時代中期中葉床面出土土器に付着･図V-19-6

縄文時代中期中葉|床面出十十器に付着･図V-373

床面７
－
８

~~
４

４

Ｚ

Ｚ

Ｙ

Ｙ

H-20

H-11

H-19

(包含層)H-49

師
輌
紺

９

ｍ
~~
４

４

Ｚ

Ｚ

Ｙ
ｌ
Ｙ 縄文時代中期中葉 掘上土出十十器に付着･図V-88-12

分析結果
~~~~~ ~ ~~~ ~

C14年代(yBP)

(MeasuredC14age)

試料データ 613C(permil) 補正C14年代(yBP)

(ConventionalC14age)

Beta- 150577 380(）＋40~ －25．8 3790+40~

試料名( 16506) YZ4-l

測定方法、期間AMS-Standard

試料種､前処理など charredmaterial acid/alkali/acid

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~~~ ~ ~ ~ ~ ~~~~~ ~ ~~~ ~ ~~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~~~4340＋40~ ~ ~~ ~ ~ ~ ~ ~ ~~~~~~ ~ ~~~ ~ ~ ~ ~ ~ ~－27．9Beta- 150578 4290＋40~

試料名( 16507) YZ4-2

測定方法､期間AMS-Standal･d

試料種､前処理など charredmaterial acid/alkali/acid

Beta- 150579 4070＋40~ -24.9 4070＋40~

試料名( 16508) YZ4-3

測定方法、期間AMS-Standard

試料種､前処理など charredmaterial acid/alkali/acid

~~~ ~~ ~ ~ ~ ~ ~~~ ~ ~

Beta- 150580 4340＋40~ -26．3 4320＋40~

試料名( 16309) YZ4-4

測定方法､期間AMS-Standard

試料種､前処理など charredmatenal acid/alkali/acid

aﾗゾ



Ⅶ自然科学的手法による分析結果

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~~ ~ ~ ~~ ~~ ~ ~ ~ ~ ~~ ~~~ ~~~~ ~~~~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~613C(permi l)試料データ 補正C14年代(yBP)

(ConventionalC14age)

4010+50

C14年代(yBP)

(MeasuredC14age)~~~~~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~
Beta- 150581 4060＋50~ －28．3

試料名( 16510) YZ4-5

測定方法、期間AMS-Standard

試料種､前処理など charredmaterial acid/alkali/acid

~ ~ ~ ~~ ~ ~ ~~~

Beta- 150582 4440＋40~ 4360+40~－29．6

試料名( 16511) YZ4-6

測定方法､期間AMS-Standard

試料種､前処理など chalIedmaterial acid/alkali/acid

Beta- 150583 3620+40
－

－26．7 3590＋40~

試料名( 16512) YZ4-7

測定方法､期間AMS-Standard

試料種､前処理など charredmaterial acid/alkali/acid

Beta- 150584 4340＋40~ －24．8 4340＋40
－

試料名( 16513) YZ4-8

測定方法、期間AMS-Standard

試料種､前処理など charredmatelial acid/alkali/acid

Beta- 150585 4550＋40~ －22．9 4580+40~

試料名( 16514) YZ4-9

測定方法､期間AMS-Standard

試料種､前処理など charredmaterial acid/alkali/acid

Beta- 150586 4500+40~ -22.8 4540+40~

試料名( 16515) YZ4-10

測定方法、期間AMS-Standald

試料種､前処理など charredmaterial acid/alkali/acid

~

年代値はRCYBP(1950A.D､を0年とする)で表記。 モダンリファレンススタンダードは、国際的な慣例として、NBSOxalicAcidの

C14濃度の95%を使用し､半減期はリビーの5568年を使用した｡エラーは1シグマ(68%確率)である。

》
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Ⅶ自然科学的手法による分析結果

2 八雲町山崎4遺跡出土の黒曜石製石器の原材産地分析

章科哲男

（京都大学原子炉実験所）

はじめに

石器石材の産地を自然科学的な手法を用いて、客観的に、かつ定量的に推定し、古代の交流、交易

および文化圏、交易圏を探ると言う目的で、蛍光x線分析法により黒曜石およびサヌカイト製遣物の

石材産地推定を行なっている' ~ 2~ 3' ・

石材移動を証明するには必要条件と十分条件を満たす必要がある。地質時代に自然の力で移動した

岩石の出発露頭を元素分析で求めるとき、移動原石と露頭原石の組成が一致すれば必要条件を満たし、

その露頭からの流れたルートを地形学などで証明できれば、十分条件を満たし、ただ一カ所の一致す

る露頭産地の調査のみで移動原石の産地が特定できる。

遺物の産地分析では「石器とある産地の原石が一致したからと言って、そこの産地のものと言い切

れないが、 しかし一致しなかった場合そこの産地のものでないと言い切れる』が大原則である。考古

学では、人工品の様式が一致すると言う結果が非常に重要な意味がある。見える様式としての形態、

文様見えない様式として土器、青銅器ガラスなどの人手が加わった調合素材があり一致すると言

うことは古代人が意識して一致させた可能性があり、古代人の思考が一致すると考えてもよく、相互

関係を調査する重要な結果である。石器の様式による分類ではなく、 自然の法則で決定した石材の元

素組成を指標にした分類では、例えば石材産地が遺跡から近い、移動キャンプ地のルート上に位置す

る、産地地方との交流を示す土器が出土しているなどを十分条件の代用にすると産地分析は中途半端

な結果となり、遠距離伝播した石器原材であっても、遺跡近くの似た組成の原石産地の石材と思いこ

み誤判定する可能性がある。人が移動させた石器の元素組成とA産地原石の組成が一致し、必要条件

を満たしても、原材産地と出土遺跡の間に地質的関連性がないため、十分条件の移動ルートを自然の

法則に従って地形学で証明できず、その石器原材がA産地の原石と決定することができない。従って、

石器原材と産地原石が一致したことが、直ちに考古学の資料とならない、確かにA産地との交流で伝

播した可能性は否定できなくなったが、 B、 C、 Dの産地でないとの証拠がないために、A産地だと

言い切れない。 B産地と一致しなかった場合、結果は考古学の資料として非常に有用である。それは

石器に関してはB産地と交流がなかったと言い切れる。 ここで、十分条件として、可能なかぎり地球

上の全ての原産地(A、 B， C， D･･ ･…）の原石群と比較して、A産地以外の産地とは一致しないこ

とを十分条件として証明すれば、石器がA産地の原石と決定することができる。 この十分条件を肉眼

観察で求めることは分類基準が混乱し不可能であると思われる。また、 自然科学的分析を用いても、

全ての産地が区別できるかは、それぞれが使用している産地分析法によって、それぞれ異なり、実際

に行ってみなければ分からない。産地分析の結果の信頼性は何ケ所の原材産地の原石と客観的に比較

して得られたかにより、比較した産地が少なければ、信頼性の低い結果と言える。

黒曜石、サヌカイトなどの主成分組成は、原産地ごとに大きな差はみられないが、不純物として含

有される微量成分組成には異同があると考えられるため、微量成分を中心に元素分析を行ない、 これ

を産地を特定する指標とした。分類の指標とする元素組成を遺物について求め、 あらかじめ、各原産

地ごとに数十個の原石を分析して求めておいた各原石群の元素組成の平均値、分散などと遺物のそれ

を対比して、各平均値からの離れ具合（マハラノビスの距離）を求める。次に、古代人が採取した原

石産出地点と現代人が分析のために採取した原石産出地と異なる地点の可能性は十分に考えられる。

従って、分析した有限個の原石から産地全体の無限に近い個数の平均値と分散を推測して判定を行う
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ホテリングのT2検定を行う。 この検定を全ての産地について行い、ある石器原材と同じ成分組成の原

石はA産地では10個中に一個みられ、 B産地では一万個中に一個C産地では百万個中に一個、 D産

地では……一個と各産地毎に結果が得られるような、客観的な検定結果からA産地の原石を使用した

可能性が高いと同定する。即ち多変量解析の手法を用いて、各産地に帰属される確率を求めて産地を

同定する。

今回分析した遺物は八雲町山崎4遺跡出土の黒曜石製石器21個と石片16個の合計37個で、それらの

産地分析の結果が得られたので報告する。

＊編集注平成1l年度に調査した山崎4遺跡出土の黒曜石製石器26個と石片15個の合計41個につい

て産地分析の依頼を行っている。 この結果の報告について、今回報告分に付加している。

黒曜石原石の分析

黒曜石原石の風化面を打ち欠き、新鮮面を出し、塊状の試料を作り、エネルギー分散型蛍光X線分

析装置によって元素分析を行なう。主に分析した元素はK、 Ca、 Ti、 Mn， Fe、 Rb、 Sr、 Y、 Zr、 Nbの各

元素である。塊試料の形状差による分析値への影響を打ち消すために元素量の比を取り、それでもっ

て産地を特定する指標とした。黒曜石は、 Ca/K， Ti/K， Mn/Zr、 Fe/Zr， Rb/Zl･， Sr/Zr、 Y/Zr， Nb/Zrの

比量をそれぞれ用いる。黒曜石の原産地は北海道、東北、北陸東関東、 中信高原、伊豆箱根伊豆

七島の神津島、 山陰九州の各地に分布する。調査を終えた原産地を図lに示す。黒曜石原産地のほ

とんどすべてがつくされている。元素組成によってこれら原石を分類し表lに示す。 この原石群に原

石産地が不明の遺物で作った遺物群を加えると196個の原石群になる。

ここでは北海道地域および一部の東北地域の産地について記述すると、 白滝地域の原産地は、北海

道紋別郡白滝村に位置し、鹿砦北方2kmの採石場の赤石山の露頭、鹿砦東方約2kmの幌加沢地点、 ま

た白土沢、八号沢などより転礫として黒曜石が採取できる。赤石山の大産地の黒曜石は色に関係無く

赤石山群（旧白滝第1群）にまとまる。また、あじさいの滝の露頭からは赤石山と肉眼観察では区別

できない原石が採取でき、 あじさい群を作った（旧白滝第2群） 。また、八号沢の黒曜石原石と白土

沢の転礫は梨肌の黒曜石で、組成はあじさい滝群に似るが石肌で区別できる。幌加沢よりの転礫の中

で70％は幌加沢群になり、 あじさい滝群と元素組成から両群を区別できず、残りの30％は赤石山群に

一致する。

置戸産原石は、北海道常呂郡置戸町の清水の沢林道と秋田林道より採取される。清水の沢林道で採

取される原石の元素組成は所山置戸群にまとまる。また、秋田林道で採取される原石は置戸山群にま

とまる。留辺蘂町のケショマップ川一帯で採取される原石はケショマップ第1および第2群に分類さ

れる。 この原産地は、常呂川に通じる流域にあり、 この常呂川流域で黒曜石の円礫が採取されるが現

在まだ調査していない。

十勝三股産原石は、北海道河東郡上士幌町の十勝三股の十三ノ沢の谷筋および沢の中より採取され、

この原石の元素組成は十勝三股群にまとまる。 この十勝三股産原石は十三の沢から音更川さらに十勝

川に流れた可能性があり、十勝川から採取される黒曜石円礫の組成は、十勝三股産の原石の組成と相

互に近似している。また、上士幌町のサンケオルベ川より採取される黒曜石円礫の組成も十勝三股産

原石の組成と相互に近似している。 これら組成の近似した原石の原産地は区別できず、遺物石材の産

地分析でたとえ、 この遺物の原石産地が十勝三股群に同定されたとしても、 これら十勝三股、音更川、

十勝川、サンケオルベ川の複数の地点を考えなければならない。 しかし、 この複数の産地をまとめて、

十勝地域としても、古代の地域間の交流を考察する場合、問題はないと考えられる。
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また、清水町、新得町、鹿追町にかけて広がる美蔓台地から産出する黒曜石から2個の美蔓原石群

が作られた。 この原石は産地近傍の遺跡で使用されている。

名寄市の智南地域、智恵文川および忠烈布貯水池から上名寄にかけて黒曜石の円礫が採集される。

これらを組成で分類すると88％は名寄第一群に、 また12%は名寄第二群にそれぞれなる。

旭川市の近文台、嵐山遺跡付近および雨文台北部などから採集される黒曜石の円礫は、 20％が近文

台第一群69％が近文台第二群11%が近文台第三群それぞれ分類された。

また、滝川市江部乙で採集される親指大の黒曜石の礫は、組成で分類すると約79％が滝川群にまと

まり、 21%が近文台第二、三群に組成が一致する。滝川群に一致する組成の原石は、北竜町恵袋別川

培本社からも採取される。

秩父別町の雨竜川に開析された平野を見下す丘陵中腹の緩斜面から小円礫の黒曜石原石が採取され

る。産出状況や礫状は滝川産黒曜石と同じで、秩父別第一群は滝川第一群に組成が一致し、第二群も

滝川第二群に一致しさらに近文台第二群にも一致する。

赤井川産原石は、北海道余市郡赤井川村の土木沢上流域およびこの付近の山腹より採取できる。 こ

この原石には、少球果の列が何層にも重なり石器の原材として良質とはいえない原石で赤井川第1群

を、 また、球果の非常に少ない握り拳半分大の良質な原石などで赤井川第2群を作った。 これら第1、

2群の元素組成は非常に似ていて、遣物を分析したときしばしば、赤井川両群に同定される。

豊泉産原石は豊浦町から産出し、組成によって豊泉第1， 2群の2群に区別され、豊泉第2群の原

石は斑晶が少なく良質な黒曜石である。豊泉産原石の使用圏は道南地方に広がり、一部は青森県に伝

播している。

出来島群は青森県西津軽郡木造町七里長浜の海岸部より採取された円礫の原石で作られた群で、 こ

の出来島群と相互に似た組成の原石は、岩木山の西側を流れ鰺ケ沢地区に流入する中村川の上流で1

点採取され、 また、青森市の鶴ケ坂および西津軽郡森田村鶴ばみ地区より採取されている。

青森県西津軽郡深浦町の海岸や同町の六角沢およびこの沢筋に位置する露頭より採取された原石で

六角沢群をまた、八森山産出の原石で八森山群をそれぞれ作った。

深浦の両群と相互に似た群は青森市戸門地区より産出する黒曜石で作られた戸門第二群である。戸

門第一群、成田群、浪岡町県民の森地区より産出の大釈迦群（旧浪岡群）は赤井川産原石の第1， 2

群と弁別は可能であるが原石の組成は比較的似ている。戸門、大釈迦産黒曜石の産出量は非常に少な

く、希に石鎌が作れる大きさがみられる程度であるが、麿森群は麿森山麓の成田地区産出の黒曜石で

中には5cm大のものもみられる。また、考古学者の話題になる下湯川産黒曜石についても原石群を作

った。

結果と考察

遺跡から出土した石器、石片は風化しているが、黒曜石製のものは風化に対して安定で、表面に薄

い水和層が形成されているにすぎないため、表面の泥を水洗するだけで完全な非破壊分析が可能であ

ると考えられる。産地分析での水和層の影響は、軽い元素の分析ほど大きいと考えられるが、影響は

ほとんど見られない。 Ca/K、 Ti/Kの両軽元素比量を除いて産地分析を行なった場合と除かずに産地分

析を行った場合、同定される原産地に差はない。他の元素比量についても風化の影響を完全に否定す

ることができないので、得られた確率の数値にはや〉不確実さが伴うが、遺物の石材産地の判定を誤

るようなことはない。

今回分析した山崎4遺跡の黒曜石製石器・石片の分析結果を表2に示した。石器の分析結果から石
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材産地を同定するためには数理統計の手法を用いて原石群との比較をする。説明を簡単にするためRb/

Zrの一変量だけを考えると、表2の試料番号73673番の遺物ではRb/Zrの値は0. 918で、赤井川第1群の

［平均値］ ± ［標準偏差値］は、 0.969±0. 060である。遺物と原石群の差を標準偏差値(o)を基準

にして考えると遺物は原石群から0. 90離れている。 ところで赤井川原産地から100個の原石を採って

きて分析すると、平均値から±0.9oのずれより大きいものが36個ある。すなわち、 この遺物が、赤井

川第1群の原石から作られていたと仮定しても、 0. 90以上離れる確率は36%であると言える。だか

ら、赤井川第1群の平均値から0.90しか離れていないときには、 この遺物が赤井川第1群の原石から

作られたものでないとは、到底言い切れない。 ところがこの遺物を赤石山群に比較すると、赤石山群

の平均値からの隔たりは、約70である。 これを確率の言葉で表現すると、赤石山群の原石を採って

きて分析したとき、平均値から70以上離れている確率は、千万分の一であると言える。 このように、

千万個に一個しかないような原石をたまたま採取して、 この遺物が作られたとは考えられないから、

この遺物は、赤石山群の原石から作られたものではないと断定できる。

これらのことを簡単にまとめて言うと、 「この遺物は赤井川第1群に36％の確率で帰属され、信頼

限界の0. 1%を満たしていることから赤井川第1群原石が使用されいると同定され、 さらに赤石山群に

10万分の1%の低い確率で帰属され、信頼限界の0. 1%に満たないことから赤石山原石でないと同定さ

れる」 。遺物が一ヶ所の産地（赤井川産地） と一致したからと言って、例え赤井川第1群と赤石山群の

原石は成分が異なっていても、分析している試料は原石でなく遺物で、 さらに分析誤差が大きくなる

不定形（非破壊分析）であることから、他の産地に一致しないとは言えない、同種岩石の中での分類

である以上、他の産地にも一致する可能性は推測される。即ちある産地（赤井川産地）に一致し必要

条件を満足したと言っても一致した産地の原石とは限らないために、帰属確率による判断を表lの196

個すべての原石群について行ない十分条件を求め、低い確率で帰属された原石群の原石は使用してい

ないとして消していくことにより、はじめて赤井川産地の石材のみが使用されていると判定される。

実際はRb/Zrといった唯1ケの変量だけでなく、前述した8ケの変量で取り扱うので変量間の相関を考

盧しなければならならい。例えばA原産地のA群で、 Ca元素とRb元素との間に相関があり、 Caの量を

計ればRbの量は分析しなくても分かるようなときは、A群の石材で作られた遺物であれば、 A群と比

較したとき、 Ca量が一致すれば当然Rb量も一致するはずである。 したがって、もしRb量だけが少しず

れている場合には、この試料はA群に属していないと言わなければならない。このことを数量的に導き

出せるようにしたのが相関を考盧した多変量統計の手法であるマハラノビスの距離を求めて行なうホテ

リングのT2検定である。 これによって、それぞれの群に帰属する確率を求めて産地を同定する4, 5)｡産

地の同定結果は1個の遺物に対して、黒曜石製では196個の推定確率結果が得られている。今回産地分

析を行った遺物の産地推定結果については低い確率で帰属された原産地の推定確率は紙面の都合上記

入を省略しているが、本研究ではこれら産地の可能性が非常に低いことを確認したという非常に重要

な意味を含んでいる、すなわち、赤井川産原石と判定された遺物について、カムチヤッカ産原石とか

ロシア、北朝鮮の遺跡で使用されている原石および信州和田峠産の原石の可能性を考える必要がない

結果で、高い確率で同定された産地のみの結果を表3に記入した。原石群を作った原石試料は直径3

CI11以上であるが、多数の試料を処理するために、小さな遺物試料の分析に多くの時間をかけられない

事情があり、短時間で測定を打ち切る。 このため、得られた遺物の測定値には、大きな誤差範囲が含

まれ、 ときには原石群の元素組成のバラツキの範囲を越て大きくなる。 したがって、小さな遺物の産

地推定を行なったときに、判定の信頼限界としている0. 1%に達しない確率を示す場合が比較的多くみ

られる。 この場合には、原石産地（確率）の欄の確率値に替えて、マハラノビスの距離D2の値を記し
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た。 この遺物については、記入されたD2の値が原石群の中で最も小さなD2値で、 この値が小さい程

遺物の元素組成はその原石群の組成と似ていると言えるため、推定確率は低いが、そこの原石産地と

考えてほ夏間違いないと判断されたものである。赤井川および十勝産原石を使用した遺物の判定は複

雑である。 これは青森市戸門、蘆森山地区、浪岡町大釈迦より産出する黒曜石で作られた戸門第一、

蔭森山、大釈迦の各群の組成が赤井川第一、二群、十勝三股群に比較的似ているために、遺物の産地

を同定したときに、戸門原産地と赤井川または十勝産地、 またこれら3ヶ所の原産地に同時に同定さ

れる場合がしばしば見られる。戸門産地の原石が使用されたか否かは、一遺跡で多数の遺物を分析し

戸門第1群と第2群に同定される頻度を求め、 これを戸門産地における第1群（50％） と第2群(50

％）の産出頻度と比較し戸門産地の原石である可能性を推定する。今回分析した遺物のなかに全く戸

門第2群に帰属される遺物が見られないことから戸門産地からの原石は使用されなかったと推測でき

る。また浪岡町大釈迦産原石は非常に小さく分析した遣物よりも小さい原石で本遺跡で使用された可

能性は低いと推測された。鷹森山産地の原石、赤井川産原石と十勝産原石を使用した遺物の産地分析

では、 これら産地に同定された遺物の帰属確率の差が-'一分の一～百分の一がほとんどで、遺物の中に

は、赤井川、十勝蘆森山の各群の帰属確率の差がほとんどない遺物があり原石産地の特定に苦慮す

るが、 この場合は、客観的な産地分析法により赤井川産十勝産、麿森山産と限定したうえで、 肉眼

観察により遺物と似た原石が赤井川産地、十勝産地、蘆森山産地のいずれに多かを考盧して原石産地

を判定した遺物も一部ある。また、 白滝地域のあじさい滝八号沢、 白土沢、幌加沢の一部の原石は、

相互に元素比組成が似ていて産地分析の結果で区別できない遺物がみられる場合があり、梨肌表面の

遣物を八号沢、 白土沢地区の原石、滑らかな表面の遣物をあじさい滝または幌加沢地区の原石と肉眼

で判断し判定の欄に記する。

今回分析を行なった山崎4遺跡出土の黒曜石遺物37個の使用産地別使用頻度をみると、最も多く使

用された産地は、遺跡から直線距離約100kmはなれた赤井川産地の原石で62%(48個）で全体の半分以

上、次に遺跡から約50km離れた豊泉産原石が24%(19個）で、 この両産地で86%を占めている。遺跡

から約300km離れた置戸・所山原産地の原石が1% (1個）使用されている。また、分析番号73679番

の遺物の原石産地は不明で、 この遺物の元素比組成は札幌市K39遣跡19次で使用されている産地不明

の遺物で作ったKl9遺物群に帰属されることから、K19遣物群と同じ原石産地と推測した。遣跡と原

石産地間の交流、原石産地地方の情報の入手量は遺跡で使用されている各産地の原石の使用頻度に比

例的であると考えると、山崎4遺跡では、約100knl圏内の交流または情報は約86%を占め、約300kmの

置戸・所山産地の交流または情報が1％あったと推測しても産地分析の結果と矛盾しない。

平成11年度依頼分の、分析番号65755, 65757番の石鍼は軽元素比Ca/K,Ti/Kを入れると帰属確率が非

常に低く同定され、 どこの群にも信頼限界の0. 1%に達しない。本来、赤井川諸群に一致する遺物であ

るが、異常な風化の影響で同定確率が低くなっていると推測した。仮に、 これら遺物に被熱の履歴が

あり異常風化を起こしている可能性を推測した。異常（厚い）風化の場合には、表2に示すようにKの

元素が他の赤井川諸群に同定された遺物より大きく観測される。 これは推測であるが、風化層内のK

元素が黒曜石表面に移動し濃縮し、マトリクス効果の自己吸収によるK元素蛍光X線の減衰が減少す

るために、 K元素のピークが大きく観測される。従ってK元素が分母のCa/K,Ti/Kの比値が小さくな

る。将来的には風化層の厚さから補正が可能の様に思える。現時点では軽元素比を抜いてマハラノビ

スの距離を求めて行なうホテリングのT2検定を表lの全ての原石、遺物群について行った結果を推定

確率の欄に【 】内に区別して記した。また分析番号65761, 65776番の石槍に一致する原石産地は見

られず、未発見の産地の可能性が推測される。また、原石産地（確率）の欄に（遺物微少で薄い） と
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記した遺物についても産地が特定されなかったが、 これら遺物には未発見の原石産地の原石が使用さ

れたと推測するより、遺物が小さすぎて、分析誤差および試料薄さの影響が元素比に無視できない影

響を与えたために、本来同定される原石産地に帰属されなかったと推測した。 これら産地分析の結果

は、他の出土遺物の様式学と組み合わせ、総合的に考古学することにより、本遺跡の性格を考察する

上に貴重な資料を与えることができると思われる。
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桐
木
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A
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,
H
.
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0
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r
i
,
T
.
&
T
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k
e
d
a
,
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1
9
7
4
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.
1
9
7
4
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n
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m
p
l
e
s
J
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1
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o
d
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s
a
l
t.
G
e
o
c
h
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m
i
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n
a
l
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o
1
.
8
,
1
7
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-
1
9
2
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表2 平成12年度山崎4遺跡出土黒曜石製石器・剥片の元素比分析結果
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Ⅶ自然科学的手法による分析結果

3 山崎4遺跡出土の碧玉製スクレイパーの産地分析
藁科哲男

（京都大学原子炉実験所）

はじめに

今回分析を行った碧玉は旧石器時代と縄文時代では石器原材として使用され、弥生時代と古墳時代

では勾玉、管玉などに使用される。玉類の原材料としては滑石、軟玉（角閃石） 、蛇紋岩、結晶片岩、

碧玉、 メノウなどが推測される。一般的には肉眼観察で岩石の種類を決定し、それが真実のよう思わ

れているのが実態である。 これら玉材については岩石の命名定義に従って岩石名を決定するが、非破

壊で命名定義を求めるには限度があり、若干の傷を覚悟して硬度光沢感比重、結晶性、主成分組

成を求めるなどくらいであり、非破壊で命名の主定義の結晶構造屈折率などを正確には求められな

い。また原石名が決定されたのみでは考古学の資料としては不完全で、 どこの産地原石が使用されて

いるかの産地分析が行われて初めて、考古学に寄与できる資料となるのである。遣跡から出土する大

珠、勾玉、管玉の産地分析というのは、玉類の製品が何処の玉造遺跡で加工されたということを調査

するのではなくて、何ケ所かあるヒスイ （硬玉、軟玉）や碧玉の原産地うち、 どこの原産地の原石を

使用しているかを明らかにするのが、玉類の原産地推定である。玉類の原石産地を明らかにすること

は考古学上重要な意味をもっている。糸魚川市でヒスイが発見されるまでは、中国、雲南、 ビルマ説

であったが、発見後は、専ら国内説で、岩石学的方法['および貴重な考古遺物を非破壊で産地分析を

行った蛍光X線分析で行う元素比法23'が報告されている。また、碧玉製管玉の産地分析を系統的に

行った研究としては、蛍光X線分析法と電子スピン共鳴法を併用することで産地分析をより正確に行

った例4)が報告されている。石鎌などの石器と玉類の製品はそれぞれ使用目的が異なるため、それぞ

れの産地分析で得られた結果の意味も異なる。 （1）石器の原材産地推定で明らかになる遺跡から石

材原産地までの移動距離活動範囲は、石器が生活必需品であるので、生活上必要な生活圏と考えら

れる。 （2）玉類は古代人が生きるために必ずしもいるものではなく、勾玉、管玉は権力の象徴、お

祭、御守り、 占いの道具、 アクセサリーとして精神的な面に重要な作用を与えると考えられる。従っ

て、玉類の産地分析で、明らかになるヒスイ製玉類の原石の分布範囲は、権力の象徴としての玉類で

あれば、権力圏を現わしているかもしれないし、お祭御守り、 占いの道具であれば、 同じような習

慣を持つ文化圏ではないかと考えられる。 このように玉類の産地分析では、石器の原材産地分析で得

られない貴重な資料を考古学の分野に提供することができる。

今回分析を行った遺物は、八雲町山崎4遺跡出土の碧玉製スクレイパー1個で、分析結果が得られ

たので報告する。

非破壊での産地分析の方法と手段

原産地推定の第一歩は、原産地間を区別する、人間で言えば指紋のような、その原産地だけにしか

ないという指標を見つけなければならない。その区別するための指紋、すなわち鉱物組成の組合わせ、

比重の違い、原石に含有されている元素組成の違いなどにより、原産地同士を区別できなければ産地

分析はできない。成功するかどうかは、 とにかく行ってみなければわからない。原産地同士が指紋で

もって区別できたならば、次に遺跡から出土する遺物の指紋と原産地の指紋を比較して、一致しない

原産地を消去して一致する原産地の原石が使用されていると判定する。

ヒスイ、碧玉製勾玉、大珠、玉などは、国宝、重要文化財級のものが多くて、非破壊で産地分析が

行なえる方法でなければ発展しない。よって石器の原材産地分析で成功している4'非破壊で分析を行

379



なう蛍光X線法を用いて玉類に含有されている元素を分析する。

遣跡から出土した大珠、勾玉、管玉などを水洗いして、試料ホルダーに置くだけの、完全な非破壊

で産地分析を行った。玉類は蛍光X線分析法で元素の種類と含有量を求め、試料の形や大きさの違い

の影響を打ち消すために分析された元素同士で含有量の比をとり、 この元素比の値で原産地を区別す

る指紋とした。碧玉製玉類はESR法を併用するが試料を全く破壊することなく、碧玉に含有されて

いる常磁性種を分析し、その信号から碧玉産地間を区別する指標を見つけて、産地分析に利用した5) 。

碧玉原石の蛍光X線分析

碧玉の蛍光X線スペクトルの例として島根県、花仙山産原石を図lに示す。猿八産玉谷産の原石

から検出される蛍光x線ピークも異同はあるものの図lで示されるピークは観測される。土岐、興部

の産地の碧玉は鉄の含有量が他の産地のものに比べて大きいのが特徴である。産地分析に用いる元素

比組成は、 Al/Si、 K/Si， Ca/K、 Ti/K、 K/Fe， Rb/Fe， Fe/Zr， Rb/Zr， Sr/Z'･、 Y/Z'-である。 Mn/Fe、 Ti/

Fe、 Nb/Zrの元素比は非常に小さく、小さい試料の場合測定誤差が大きくなるので定量的な判定の指標

とはせず、判定のときに、 Ba、 La、 Ceのピーク高さとともに、定性的に原材産地を判定する指標とし
て用いている。

碧玉の原産地と原石の分析結果

分析した碧玉の原石の原産地を図2に示す。

佐渡猿八原産地は、①新潟県佐渡郡畑野町猿八地区で、産出する原石は地元で青玉と呼ばれている

緑色系の石で、良質なものは割れ面がガラス光沢を示し、質の良くないものは光沢の少ないグリーン

タフ的なものである。産出量は豊富であったらしく採石跡が何ケ所か見られるが、今回分析した原石

は猿八の各地点から表採したもの、および地元で提供された原石などであり、 また提供されたものの

中には露頭から得られたものがあり、それはグリーンタフ層の間に約7cm幅の良質の碧玉層が挟まれ

た原石であった。分析した原石の比重と個数は、比重が2. 6～2. 5の間のものは31個、 2．5～2.4の間は

5個の合計36個で、 この中には、茶色の碧玉も2個含まれている。原石の比重が2. 6～2.3の範囲で違

っても、 また碧玉の色が茶色、緑色、茶系色と緑系色の縞があるなど、多少色の違いがあっても分析

した組成上には大きな差はみられなかった。

出雲の花仙山は近世まで採掘が行われた原産地で、所在地は②島根県八束郡玉湯町玉造温泉地域で

ある。産出する原石は、濃緑色から緑色の徹密で剥離面が光沢をもつ良質の碧玉から淡緑色から淡白

色などいろいろで、他に硬度が低そうなグリーンタフの様な原石も見られる。良質な原石の比重は2. 5

以上あり、質が悪くなるにしたがって比重は連続的に2.2まで低くなる。分析した原石は、比重が2. 619

～2.600の間のものは10個、 2. 599～2. 500は18個、 2.499～2.400は7個、 2. 399～2.300は11個、 2. 299~

2. 200は11個、 2. 199～2. 104は3個の合計60個である。比重から考えると碧玉からグリーンタフまでの

領域のものが分析されているのがわかる。花仙山産原石は色の違い、比重の違いによる分析組成の差

はみられなかった。

玉谷原産地は、③兵庫県豊岡市辻、八代谷、 日高町玉谷地域で、産出する碧玉の色、石質などは肉

眼では花仙山産の原石と全く区別がつかない。また、原石の中には緑系色に茶系色が混じるものもみ

られ、 これは佐渡猿八産原石の同質のものに非常によく似ている。比重も2． 6以上あり、質は花仙山

産、佐渡猿八産原石より徹密で優れた感じのものもみられる。 この様な良質の碧玉の採取は、産出量

も少ないことから長時間をかけて注意深く行う必要がある。分析した玉谷産原石は、比重が2. 644～
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2.600は23個、 2.599～2.589は4個の合計27個で、玉谷産原石は色の違いによる分析組成の差はみられ

なかった。また、玉谷原石と一致する組成の原石は日高町八代谷、石井、 アンラクなどで採取できる。

二俣原産地は、④石川県金沢市二俣町地域で、原石は二俣川の河原で採取できる。二俣川の源流は

医王山であることから、露頭は医王山に存在する可能性がある。 ここの河原で見られる碧玉原石は、

大部分がグリーンタフ中に層状、 レンズ状に非常に徴密な部分として見られる。分析した4個の原石

の中で、 3個は同一塊から3分割したもの、 1個は別の塊からのもので、前者の3個の比重は2.42で

後者は2.34である。また元素組成は他の産地の組成と異なっており区別できる。 しかし、 この4個が

二俣原産地から産出する碧玉原石の特徴を代表しているかどうか検証するために、 さらに分析数を増

やす必要がある。

細入村の産地は、⑤富山県婦負郡細入村割山定座岩地区にあり、そのグリーンタフの岩脈に団塊と

して徹密な濃緑の碧玉質の部分が見られる。それは肉眼では、他の産地の碧玉と区別できず、 また、

出土する碧玉製の玉類とも非常に似た石質である。 しかし、比重が分析した8個は2.25～2. 12と非常

に軽く、 この比重の値で他の原産地と区別できる場合が多い。

土岐原産地は、⑥愛知県土岐市地域であり、そこでは赤色、黄色、緑色などが混じり合った原石が

産出している。 このうち徴密な光沢のよい濃緑で比重が2.62～2.60の原石を碧玉として11個分析を行

った。 ここの原石は鉄の含有量が非常に大きく、 カリウム含有量が小さいという特徴を持ち、 この元

素比の値で他の原産地と区別できる。

興部産地は、⑦北海道紋別郡西興部村にあり、その碧玉原石は鉄の含有量が非常に高く、他の原産

地と区別する指標になっている。また、比重が2. 6以下のものはなく遺物の産地を特定する指標として

重要である。

石戸の産地は、⑧兵庫県氷上郡山南町地区にあり、その安山岩に脈岩として採取されるが産出量は

非常に少ない。また元素組成から他の産地の碧玉と区別できる。

⑨北海道富良野市の空知川流域から採取される碧玉は濃い緑色で比重が2. 6以上が4個、 2．6～2. 5が

5個、 2．5～2.4が5個である。その碧玉の露頭は不明で河原の礫から採取するため、短時間で良質の

もの碧玉を多数収集することは困難である。また元素組成から他の産地の碧玉と区別できる。

⑩北海道上磯郡上磯町の茂辺地川の川原で採取される碧玉は不均一な色の物が多く、管玉に使用で

きる色の均一な部分を大きく取り出せる原石は少ない。

これら原石を原産地ごとに統計処理を行い、元素比の平均値と標準偏差値をもとめて母集団を作り

表lに示す。各母集団に原産地名を付けて、その産地の原石群、例えば花仙山群と呼ぶ。花仙山群は

比重によって2個の群に分けて表に示したが比重は異なっても組成に大きな違いはみられない。 した

がって、統計処理は一緒にして行い、花仙山群として取り扱った。また原石群とは異なるが、豊岡市

女代南遺跡で主体的に使用されている原石産地不明の碧玉製の玉の原材料が、玉作り行程途中の遺物

として多数出土している。当初、原石産地を探索すると言う目的で、 これら玉、玉材遺物で作った女

代南B (女代(B))群であったが、それと同質の材料で作られた可能性がある玉類が最近の分析結果で

日本全土に分布していることが明らかになってきた。また、宇木汲田遺跡では甕棺の中から出土した

管玉にも産地未発見の原石を使用した材料で作られた管玉が多数見つかり、 これら同じ成分組成の管

玉で未定C (未定(C))群と名付けた遺物群を作って原石群と同じように判定に使用できるようにし

た。 この他古墳時代の管玉の碧玉原材として、岐阜県可児市の長塚古墳出土の管玉で作った長塚(1)、

(2)の遺物群が追加された。また、烏取県の福部村多鯰池、烏取市防己尾岬などの自然露頭からの原石

を4個分析した。比重は2.6以上あり元素比組成は、興部、玉谷、土岐石に似るが、他の原産地の原石
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とは組成で区別され、色は緑色系の原石ではない。最近、兵庫県香住町の海岸から採取された親指大

1個の碧玉様の玉材は貝殻状剥離がみられる綴密な石質で少し青っぽい緑の石材で玉の原材料になる

と思われる。 この玉材の蛍光X線分析の結果では、興部産碧玉に似ているが、 ESR信号および比重
（2.35）が異なっているため、興部産碧玉と区別ができる。

山崎4遺跡出土碧玉製スクレイパーと国内産碧玉原材との比較

遺跡から出土した碧玉製遺物は表面の泥を超音波洗浄器で水洗するだけの完全な非破壊分析で行っ

ている。遺物の原材産地の同定をするために、 (1)蛍光x線法で求めた原石群と碧玉製遺物の分析

結果を数理統計の手法を用いて比較をする定量的な判定法で行なう。 （2）また、 ESR分析法によ

り各産地の原石の信号と遺物のそれを比較して、似た信号の原石の産地の原材であると推測する方法
も応用した。

蛍光X線法による産地分析

碧玉製スクレイパーの蛍光X線分析のスペクトルを図3に示し、比重および蛍光X線分析から碧玉

製石器原材の元素組成比を求めて結果を表2に示す。碧玉と分類した遺物は、徴密で、蛍光X線分析

でRb,Sr,Y,Zrの各元素が容易に観測できるなどを条件に分類した。また、グリーンタフ製は比重が2. 5

に達しない原材が多い。 これら遺物の元素組成比の結果を碧玉原石群（表l)の結果と比較してみる。

分析個数が少なくて統計処理ができる群が作れなかった産地については、原石の元素組成比を今回分

析した遺物と比較したが一致するものは見られなかった。原石の数が多く分析された原産地について

は、数理統計のマハラノビスの距離を求めて行うホテリングT2検定6}により同定を行ったところ、興

部、土岐の群に一致するが未定C，女代南(B) 、猿八、花仙山、玉谷の各群には一致せず、一致し

なかった碧玉産地の可能性は非常に低いと判定した。 これら群への帰属確率の結果を表3に示した。

蛍光X線分析で一致した原石産地の可能性をより正確に産地を特定するためにESR分析を併用して
総合的に産地分析を行った。

ESR法による産地分析

ESR分析は碧玉原石に含有されているイオンとか、碧玉が自然界からの放射線を受けてできた色

中心などの常磁性種を分析し、その信号から碧玉産地間を区別する指標を見つけて、産地分析に利用

した。 ESRの測定は、完全な非破壊分析で、直径が11m以下の管玉なら分析は可能で、小さい物は

胡麻粒大で分析ができる場合がある。図4- (1)のESRのスペクトルは、幅広く磁場掃引したと

きに得られた信号スペクトルで、 g値が4.3の小さな信号(I)は鉄イオンによる信号で、 g値が2付

近の幅の広い信号（Ⅱ） と何本かの幅の狭いピーク群からなる信号（Ⅲ）で構成されている。図4－

(1)では、信号（Ⅱ）より信号（Ⅲ）の信号の高さが高く、図4- (2) 、 (3)の二俣細入原

石ではこの高さが逆になっているため、原石産地の判定の指標に利用できる。今回分析したスクレイ

パーの信号（Ⅱ）が信号（Ⅲ）より小さい場合は、二俣、細入産でないといえる。各原産地の原石の

信号（Ⅲ）の信号の形は産地ごとに異同があり産地分析の指標となる。図5- (1)に花仙山、猿八、

玉谷、土岐を図5－ （2）に興部、石戸、八代谷－4，女代(B)遺物群、八代谷および図5- (3)

に富良野市空知川の空知(A) 、 (B) 、北海道今金町花石産瑞瑠および茂辺地川の各原石の代表的

な信号（Ⅲ）のスペクトルを示す。図5－ （4）には宇木汲田遣跡の管玉で作った未定C形と未定D

形およびグリーンタフ製管玉によく見られる不明E形を示した。 ESR分析では原石と遺物のESR
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信号の形が、それぞれ似た信号を示す原石だったり、産地不明遺物群のESR信号形と一致した場合、

そこの産地の可能性が大きいことを示唆している。今回分析した花石産碧玉と碧玉製スクレイパーの

ESR信号（Ⅲ）の結果を図6に示す。碧玉製スクレイパーのESR信号（Ⅲ）は島根県花仙山産原

石と似るが、 F位置のピークが花仙山原石の方が太くなっていて、完全には一致しない。また、花石

産緑礪瑠（苔瑠璃）および花石産碧玉と茂辺地川産の碧玉の信号は多少ESR信号を出すイオン種の

含有量は異なるが、定性的には一致していると思われる。また、花石産原石と碧玉製スクレイパーの

比較では、 abcdNFklmの各ピークが観測されることは同じであるが、花石産原石ではF－K

間で一個の下向きピークが見られるが、スクレイパーの信号には見られない。蛍光X線分析で一致し

た土岐産原石と興部産原石とは大きく異なっていて、スクレイパーの原材が土岐産および興部産碧玉

でないと言える。 ESRスペクトルが一致した原石産地に遺物の原産地を特定するが、より正確な原

石産地を推測するために蛍光X線分析の結果と組み合わせ総合判定として、両方法でともに同じ原産

地に特定された場合のみ、そこの群の原石と同じものが使用されているとして総合判定原石産地の欄

に結果（表3）を記した。

結論

分析した碧玉製スクレイパーの出土した山崎4遺跡から最も近い産地は今金町花石碧玉産地で、碧

玉製スクレイパーの分析箇所をかえて56回分析し碧玉製スクレイパー遺物群を作って、 この遺物群と

花石産碧玉の分析結果を比較したが帰属確率は非常に低く一致しなかった。 しかし、花石産碧玉も碧

玉製スクレイパーと同じ土岐、興部群に帰属され、花石産原石とスクレイパーの原材の元素比組成は

定性的には一致していると考えられる。また、 ESR信号も共通するところも多く、定性的に似てい

ると言える。今回の産地分析で花石産の手持ちの原石は北海道埋蔵文化財センターと共同調査で得た

緑色碧玉原石と緑色瑞瑠が各一個で、非常に少ない原石で得た元素比とESR信号の比較であること

から、花石碧玉産地を代表する元素比、 ESR信号になっていない可能性が推測される。山崎4遺跡

での黒曜石製石器原材は約300kmも伝播しているから、空知、興部産の可能性は十分に推測されるが、

ESR信号（Ⅲ）から空知、興部産の可能性は否定できた。また、茂辺地川産原石の指標元素比（表

l)は碧玉製スクレイパーの元素比値（表2) とかなり異なっていることから、茂辺地川産の可能性

は非常に低い思われる。今後、花石産原石の分析個数を増やし、花石産原石の使用の有無を正確に求

め、 また、遺跡近くに未発見の碧玉原産地がないかなどの調査をする必要があると思う。
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Ⅶ自然科学的手法による分析結果

表1 各碧玉の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値
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Ⅷ自然科学的手法による分析結果

4． 山崎4遺跡から出土した炭化植物種子
よしざきまさかず つばきさかやすよ

吉崎昌一・椿坂恭代

| ）遺跡と調査の概要
やまざき

遺跡の名称：山崎4遺跡(B-16 60)
やまこし やくも

遺跡の所在：北海道山越郡八雲町字山崎213-3ほか

調査の機関：財団法人北海道埋蔵文化センター
くまがいひとし たにしまよしき かさはらこう ひろたよしなり さとうつよし やなせゆか

調査担当者：熊谷仁志、谷島由貴、笠原興広田良成、佐藤剛柳獺由佳

調査期間：平成12年(2000年) 5月8日～9月4日

遺跡の立地：八雲町の市街地から北へ約8km、国道5号線西側の内浦湾を望む標高36～41mの海岸

段丘上に位置する、沢を挟んで北側には山崎5遺跡がある。

遺跡の年代：縄文文化早期～後期のものと近世と考えられるものが検出されたが、主体は縄文文化

中期前葉の遺跡であった註。本報告に見られるように、住居床面土壌から検出された炭

化物についてC-14年代測定が行われている。測定数値は、補正値で3570±40年BP.

~4360士40年BP. が得られた（担当者によると出土遺物は中期前葉に分類される。

測定値は中期後葉に近い） 。

検出遺構:A-D地区が調査されたが、 ここから竪穴住居跡24軒、建物跡10軒、土曠111基Tピ

ット7基柱穴状ピット170基石組み炉2ケ所、焼土56ケ所、炭化物集中1ケ所、集

石8ヶ所、 フレイク・チップの集中20ケ所などが検出された。

B地区は遺構・遺物の分布密度が最も濃い。遺物の主体は縄文時代中期前葉に属する

もので、今回検出された竪穴住居跡のうち20軒がこの地区に分布していた。

また、 TピットはA地区からのみ検出されている。

2）扱った資料

分析資料として扱った炭化植物は、縄文時代中期前葉の竪穴住居（記号YHは住居を示す。後続す

る数字は住居ナンバー）から土壌を採取し、 フローテーション法で処理後、第一次選別を経て送付さ

れてきた、 これらの資料について実体顕微鏡と走査型電子顕微鏡で観察並びに撮影を行った。検出さ

れた植物種子の計測及び出土位置は表l山崎4遺跡炭化種子出土表に示しておいた。

3）各地区から検出された種子

検出された植物種子は、全て縄文時代中期前葉のものである。総数で92粒、 これ以外に果皮細片が

0. 34グラム抽出された。その内訳は草本はイネ科雑草種子GRAMINEAEl5 (図版l) 、 タデ科

POLYGONACEAE種子3 (図版2) 、木本としてはキハダ属助e//0(/e""･0"Rul)r.破片4、 ウルシ属肋"s

L.破片lおよびクルミ属/婚/""SL.果皮細片0.34グラム（図版3)である。図示した資料は図版1

が長さ1. 55ミリ、幅0. 85ミリ、厚さ0. 55ミリ。図版2が長さ1. 35ミリ、幅0. 95ミリ。キハダ属

Mc//""e"ぬり〃Rupr. 、 ウルシ属肋"SL. などは細片なので図示しなかった。

4）若干のコメント

イネ科雑草、 タデ科は保存が悪く種類の特定が困難であった。北海道においては、 ウルシ属はツタ

ゥルシ肋"sa""/g""Lavallee exDippel. ヤマウルシ肋"s"/ec""c"『βaMi(l. ヌルデ〃“

/β""/"L. が分布していると報告されているが、良好なウルシ原液の生産されるウルシ原木のウル
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シ肋"ss"c'ce""e"Stokesは見られない。 したがって、考古学的に問題となるウルシ塗り製品が、

北海道産のウルシで作られたとは決定できない。 この点、各地から検出されている縄文文化のウルシ

製品については、 当時の物流を加味した視点が必要なのであろう。残念なことに、 ウルシそのものか

らはDNAが抽出できないので、今後、方策を考えなくてはなるまい。

註

今回、見晴町式を中期前葉の末として扱った。見晴町式については中期後葉の初頭とする考えもあ

る。山崎4遺跡の見晴町式には、サイベ沢Ⅶb式の影響と思われる沈線文が残存し、 これに伴いそう

な大木系の土器と共に出土しているものの、器形・文様構成において大木系の影響を明確に看取でき

ず、 円筒土器上層式の要素の強いものであった。 このことから、山崎4遺跡の見晴町式については円

筒土器上層式の影響を残存した土器群とし、 中期前半に位置付けた（第Ⅷ章－2参照担当者：広田

良成） 。
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Ⅶ自然科学的手法による分析結果

表l山崎4遺跡炭化種子出土表
不明
一!~丁’
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Ⅶ自然科学的手法による分析結果

5 山崎4遺跡より出土した炭化材

智彦

紀雄

泰典

東北芸術工科大学大学院

北海道開拓記念館

東北芸術工科大学

星野

三野

松田

山崎4遺跡における竪穴住居の構造材にどのような樹木が用いられたのかを知るために、出土炭化

材の樹種同定を行った。

1.試料及び方法

試料は、縄文時代中期のH-ll竪穴住居吐1棟から出土した炭化材45点である。風乾した炭化材試料

は、木材組織の木口面・板目面・柾目面の3面を観察できるように3つのブロックに分割し、それぞ

れの観察面を安全カミソリで調製した後金蒸着し、走査電子顕微鏡で木材組織を観察した。樹種同定

にあたっては、木材組織の特徴を記載文献! ~ 2)や標本の組織と照合した。

2.結果及び若干の考察

各試料の結果を表1 ．図lに示している。住居に用いられている木材はクリ("s/""""β〃)が

38点、ニレ属（【//""ssp. ） ？が5点、そしてミズキ属(C"""SSp. ）？が2点、 クルミ属(/"g/"s

sp. ）？が1点であった。各出土炭化材における形状の傾向は、 クリでは丸太、割材が多く、 ミズキ属？

では丸太のみ、ニレ属？では丸太が多く見られた。また、 クルミ属？は試料点数1点であり、丸太材

であった。

各試料の樹種同定根拠とそれに至らなかった理由は次のとおりである。

クリ("s/β"""e"") :道管が環孔状に配列する。大型の道管が一列または多列、小道管は放射

状または火炎状に配列し、道管はチスロースが発達し、単せん孔である。放射組織は単列で、部分的

に2列のものが見られる。

ニレ属（【i加妬sp. ） ？ ：道管が環孔状に配列する。大型の道管が一列または多列、小道管は集合し、

接線方向に配列している。小道管には螺旋肥厚が観察される。放射組織は多列で、異性である。 （今

回の試料では明瞭な小道管の波状配列を観察できなかったため、樹種の推定にとどまった。 ）

ミズキ属(〃r"“sp. ）？ ：道管が散孔状に配列し、木口面を見ると小さな道管が均等に分布してい

る。道管は階段せん孔である。放射組織の幅は、 l～4列、異性で上下の両端に直立細胞が見られる。

（今回の試料では壁孔の観察ができなかったため、樹種の推定にとどまった。 ）

クルミ属(ﾉ149/β"ssp. ）？ ：道管は、放射方向に並び、散孔状に配列する．道管には、チスロースが

発達している。放射組織は、 1～3列で同性である。 （今回の試料では、放射組織の同性異性の判断

が付きかねたため、樹種の推定にとどまった） 。

北海道南部地方で、 クリ材は住居の建築材として縄文前期から使用されているが、縄文中期の住居

ではクリが主な建築材料として最盛期を迎える。 しかし、縄文後期には使用例が少なくなる3)。山崎4

遺跡のように縄文中期にクリ材を多用された住居の事例として、函館市石川l遺跡4'、函館市桔梗2遺

跡5'、長万部花岡3遺跡6)などが上げられる。

ここで重要なことは、縄文中期の渡島半島中部地域において、 クリ材が住居の主要な建築部材とし
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て使用された点である。 このことは、 この地域において食糧資源としても重要なクリが、住居建築用

材に利用できるほどに生育が豊富であったか、 あるいはクリ材を選択的に伐採し利用する木材利用の

文化がこの地に及んでいたか、 このいずれかを示しているわけである。花粉分析と比較することで、

木材の利用についてより理解できることと思う。いずれにしても、本州地域から伝わったと思われる

クリ材の利用文化を考える上で興味ある事実である。

最後に今回の分析においてご協力．ご助言いただいた北海道埋蔵文化財センター田口尚氏、広田

良成氏、東北芸術工科大学松井敏也氏に感謝いたします。

参考文献
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表1 山崎4遺跡H-ll検出炭化材一覧
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Ⅷまとめ

ⅦI まとめ

1 遺構

山崎4遣跡では24軒の竪穴住居跡や10軒の建物跡などが検出されている。A地区から縄文時代中期

後半ではないかと考えられる竪穴住居跡1軒、住居の可能性がある縄文時代中期後半（大安在B式）

の土坑(P-3) 1基。 B地区から縄文時代中期前半の竪穴住居跡14軒、後期前葉の竪穴住居跡6軒

が検出されている。 C地区から縄文時代早期前半の建物跡1軒、早期後半の建物跡5軒、 中期の建物

跡2軒近代のもの1件が検出されている。D地区からは縄文時代早期前半の竪穴住居跡3軒、建物

跡1件が検出されている。

A地区の主体は縄文時代中期前半または後半と考えられるが、包含層出土の遺物が18点と少なく、

遺構の形態やその出土の遺物から推定するほか無い。

A地区では竪穴住居跡が1軒(H-8)検出されているが、 P－3も規模がH－8とほぼ同じで焼

土を持つなどの状況から考えるとベンチ状構造を持つ竪穴住居跡の可能性が高い。H－8の時期決定

は焼土上の土器小破片を元にしているが、 これを流れ込みと考えると、 P－3の床面で出土した復元

土器の時期（Ⅲ群B－2類） と同一の縄文時代中期後半と考えられる。土坑のうち2基は形態や覆土

の堆積などから小形のフラスコ状ピットと思われる。 これらの土坑や焼土は2軒の竪穴住居に伴う集

落施設を形成するものと考えられる。Tピットについては2列の配列を確認しているが、重複する遺

構が無く、 また、出土遺物も無いことから時期の決定が出来ないため、 これらの集落に帰属するもの

なのか、縄文時代中期前半を主体とするB地区または、縄文時代前期を主体とする山崎5遺跡の所産

なのか特定することは出来ない。

B地区の竪穴住居はBl地区西側に、北から南方向に列をなすようにまとまって検出されている。

被火災住居が1軒(H-ll)検出されている。 この竪穴住居は縄文時代中期前半Ⅲ群A 3類期の

ものである。床面から出土した住居の炭化建築材をサンプリングし樹種同定を依頼した結果、 8割以

上がクリの丸太・割材を使用していた。道南地方では縄文時代中期においてクリ材が多く使われてい

るとされている。またこの竪穴は、同じく縄文時代中期前半の竪穴住居跡H-26と重複している。他

に重複するものはH-2 ･ 20･ 22がある。H－2と20は縄文時代後期前葉で、H-22は中期前半のも

のである。後期後葉の竪穴住居は6軒あり1カ所で重複していることや位置関係から、 同時に使用さ

れた住居は3軒の集落を構成していたのかもしれない。縄文時代中期後半の大形の竪穴住居跡である

H－3は集落の竪穴の多い地点から北側に離れて構築されていた。その覆土に埋められていた完形に

近い土器（埋設土器）は竪穴放棄後、間の無いものと考えられるが、既に覆土中位まで埋っていた事

を意味する。覆土は自然堆積を示し、沢に近いことや南側で北から南に緩斜面を流れたような多量の

礫の集まった列沢が地形のうねりと一致して数条出土している。土石流や洪水が想定され、 このよう

な条件の悪い場所に大形住居が立てられたことについて検討する必要がある。また、埋設されていた

土器については、周囲に屋外炉があることや南東側約10mに土墳墓とみられるP-40～43がある事な

どから、墓域に関係する施設の可能性がある。 C地区との境を成す沢に近いO･P･Q-44～47区は

暗褐色土にローム粒などが混じり合い遺物が大量に出土することから、竪穴の覆土のように思われた。

しかし、土居観察用のベルトを数本設定して調査を進めたが明瞭な掘り込みは認められず、平坦に広

がりをもつだけであった。周囲に住居跡が存在することを考えると、 ここは広場として利用されてい

たことも想定される。また、 この周囲の焼土は粒状で二次堆積しており、灰などと共に焼土を投棄し

たものと思われる。

CおよびD地区は耕作が深く、遺構の上半が消失したため実態については検討できなかった。縄文時

代早期前半の竪穴住居がこの地区の特徴といえる。 （谷島）
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2 土器

山崎4遺跡では縄文時代中期前半Ⅲ群A－3類の土器がまとまって出土しているため、 Ⅲ群A－3

類土器に関して、若干の考察を行ってみたい。

今回、 Ⅲ群A－3類に比定した土器については、大きく分けてサイベ沢Ⅶ式・見晴町式に比定され

るものと、 口唇部に沈線が施され、 いわゆる大木系の土器の影響が認められるものがある。

前者は、 2～3本一組の直線的な沈線文が施されたものと、 口唇部のみに刻み目等が加えられ、胴

部に斜縄文のみが施されているものがほとんどである。沈線は口唇沿いに横位に施され、突起下には

縦位の沈線が施されているものが主体となっている。住居跡H-5 (図V-13-2、図V-14-3) 、

H-ll (図V-19-4･ 6) 、H-19 (図V-37-2 ･ 5、図V-37-4)の出土資料において、 口

縁部文様帯に沈線が施されるものと、 口唇部のみに文様が施されているものが共伴して床面から出土

している。 したがってこれらは組み合わせと考えることができる。

これらの土器は、サイベ沢Ⅶ式～見晴町式に比定されるが、サイベ沢Ⅶ式の特徴である突起部に粘

土紐の貼付による文様を有する土器は少量で、サイベ沢Ⅶb式の主たる文様要素である2 ． 3本一組

の沈線で凸レンズ状・弧状をモチーフとしたものも少なく、直線的なモチーフのものが多い。遺構か

らの出土状況を考慮すると、文様帯内に直線的な沈線文様を持つもの、地文に斜縄文が施され、突起

下と口唇部にのみわずかに文様が加えられるものを含めて、 これらの土器は見晴町式土器の範晴で捉

えられるものと考えられる可能性がある。

また、 口唇部に沈線が施される土器はいわゆる大木系の土器の影響が認められる土器である。本遺

跡では住居跡等に遺構からは出土せず、ほとんどのものが包含層から出土していて、総体としては客

体的な出土状況を示している。波状口縁の波頂部の把厚した口唇部に沈線により渦巻が描かれた土器

が多いが、貼付により文様が描き出されるものも少量認められる （図V 88-12、図V-94-144 ･

145) 。後者の類例としては新道4遺跡DH-13出土資料、小岱遺跡遺構外出土資料が挙げられる。 こ

れらは器形等から、大木8a式に相当するものと考えられている。前者は破片資料が多いため全体の

特徴が判然としないものが多いが、本遺跡の出土例と文様構成、器形に類似性が認められる大船C遺

跡出土資料と比較すると胴部の張り出しがあまり認められない点、胴部の文様は曲線・渦巻文様が少

なく、直線状のモチーフが多い。 これらの特徴は見晴町式土器群との共通点が認められる。その出土

の分布は、前記の見晴町式の土器とほぼ同じ位置から出土している。住居跡の床面からの共伴関係は

認められていないが同時期の可能性が高い。以上の器形。文様及び包含層出土状況から、 これらの土

器群は見晴町式土器に伴う大木8a式に比定される土器群と考えられる。

同時期の集落としては、函館周辺では、標式遺跡である見晴町遺跡、見晴町B遺跡、石川l遺跡、

桔梗2遺跡陣川町遺跡、八雲町内では今年度当センターが発掘調査を行った山越2遺跡等が挙げら

れる。いずれもサイベ沢Ⅶ式土器と見晴町式土器、大木系土器群が出土している。山崎4遺跡は上記

の遺跡と出土傾向が異なり、時期はほぼ見晴町式期に限定されると考えられ、噴火湾沿岸ひいては道

南地方の円筒土器文化の終末を考える上で、一つの手がかりになると考えられる。今後の周辺遺跡の

調査例の増加により、更にこの地域の様相が明らかになると思われ、その上で改めて本遺跡の位置付

けを考えることが重要であろう。 （広田良成）
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3 石器

山崎4遺跡からは、各地区･遺構包含層合計で45,000点あまりの石器類が出土している。

このうち、遺跡の主体であるB地区から出土したものについては、 B地区出土の土器がおもに縄文

時代中期前半のⅢ群A－3類であることから、おおむねこの時期のものと考えられる。包含層の石器

の出土傾向は本文中に記載したが、遣構出土のものも同様の傾向が認められる。 このことから、本遺

跡のⅢ群A－3類に伴う石器については、大まかに次のように考えられる。

剥片石器では、茎の明瞭な有茎の石鍼、おもに周縁加工のつまみ付きナイフ、側縁に刃部をもつ縦

形スクレイパーがあり、礫石器では、 いわゆるくぼみ石、半円状扁平打製石器を含めたすり石がある。

これらに少数の、無茎の石槍おもに剥片の一部を加工するか、 あるいは周縁加工のドリル、端部に

刃部をもつ縦形スクレイパー、石斧、砥石、大形の石皿などが加わる。

これら以外に、少数ではあるが特徴的なものとしては、茎の不明瞭な石鎌と、磨耗の顕著なスクレ

イパーがある。茎の不明瞭な石嫉は、おもに片面周縁加工でドリルと判別が困難なもので、特にH－

13 ･ 18の床面でドリルとともにまとまって出土している。石材はほとんど流紋岩が用いられている。

磨耗が顕著なスクレイパーは、縦形のもののうち、刃部が側縁のもの、端部のもの双方に見られる。

刃部が磨耗し丸くなるものや、刃部の裏側にあたる部分に明瞭な光沢がみられるものが比較的多くみ

られる。 これらは使用によるものと考えられ、今後用途との関係を検討する必要がある。

一方C・D地区では、縄文時代早期の遺構や土器の分布と対応して、 B地区とはやや異なる傾向が

みられる。特に石錘がB地区と比較して多く出土しており、石槍、つまみ付きナイフ、両面加工石器

もやや多い。また、細分類では、石嫉のlc類とした菱形で薄手のもの、つまみ付きナイフのla類

とした片面全面加工のもの、すり石では1類とした断面が三角形のものが、それぞれB地区と比較し

て高比率で出土している。 これらの分布傾向ははI群A類土器と共通しており、 I群A類時に伴うも

のと考えられる。

フレイク。チップ集中

本遺跡では、 20カ所のフレイク・チップ集中が検出された。 これらについて概略をまとめる。

B地区 12カ所検出されている。 FC-7は極めて特徴的な、縦長剥片を生産した集中で、 15点から

なる良好な接合資料が得られた。 FC-1 ･ 14は大形の、粗割段階の剥片や摂理面で割れる剥片が多

くみられる。特にFC-1では、厚みのある石核素材の両面加工石器の作製が行われていたものと思

われる。 これら以外は、 2～3cIn以下程度の剥片および剥片砕片が主体である。石材はほとんどの集

中が頁岩主体のものであるが、 FC-2は流紋岩主体、 FC ll ･ 17はメノウ主体のものである。

C地区 8カ所検出されている。 FC-12は石槍作製の大規模な集中で、 1l点の石槍未成品と、大量

の石槍作製に伴う剥片が出土している。 FC-19は小形石器作製によるものと思われ、 5cm程度の

大ぶりの剥片と、それらを素材とした石器未成品やRフレイクが多く出土している。 この他は、 B地

区同様2～3cm以下程度の剥片および剥片砕片が主体のものである。石材はすべて頁岩である。

黒曜石の原材産地同定結果

2年間で計80点について依頼した。結果は、 65％にあたる52点が赤井川産、 24％の19点が豊浦町豊

泉産このほか十勝産1点、置戸産1点、現在のところ産地不明のK-19遺物群が1点であった。海

岸線沿いにわずかに60kmの豊泉産のものより、直線距離でも100km、現代の道路では150kmほども離

れた赤井川産のものが多くを占めることが明らかとなった。 この要因には、意図的な使い分けの結果

や、原石の質の差、産地の規模・給供量の差などが考えられる。今回の資料では、器種などによる意

図的な産地の使い分けは認められなかった。また原石の質については、赤井川産・豊泉産のものはい
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3 石器

ずれも球穎を多く含んでおり、赤井川産が明らかに良質であるとはいえない。 これらから、今回の結

果はについては、産地の規模・供給量が要因となっている可能性が高いと考えられる。今後近隣の各
時期の遺跡との比較・検討が必要である。

石製品

三脚石器(図V-103-346)

八雲町栄浜1遺跡・コタン温泉遺跡などで類例が出土している。いずれも黒曜石製の両面加工で、

厚みがあるなど、本遺跡出土のものと共通した特長が見られる。

三角形の石製品(図V-54-P42-1)

土塘P-42から出土した。副葬品である。非常にもろい砂岩製で、研磨と穿孔により整形されてい

る。おもに北海道南部の縄文時代中期の遺跡で、類例の発見に努めたが、類例はみられなかった。や

や類似するものとして、楕円形の軽石に穿孔が施されるものが八雲町山越3遺跡で(整理作業中)、貫

通しない穿孔と線刻が施されるものが長万部町オバルベツ2遺跡でみられるが、形状・石材等から類

例とは判断しがたい。時期・地域とも限定された範囲であり、現状では類例がないとは断定はできな

い。 しかし、石材が非常にもろく加工しやすい、つまり、製作者の意図を反映しやすいと思われるこ

と、 にもかかわらず、穴の内部などに使用した痕跡がみられないことから、仮に装飾品などだとして

も、実際には使用されてはいない可能性が高い。 さらに、墓の副葬品であることを考えると、副葬品
として作成されたものの可能性がある。

以上、本遺跡から出土した石器の傾向と、特徴的な石器について若干触れたが、 さらに詳細な分析
が必要な部分もある。今後の課題としたい． (柳瀬）
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北海道山越郡

やくもちようあざやまざき

八雲町字山崎

213-3

ほか

01346 B-16-60
ｎ
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臼

ｎ

ｕ

Ｊ

ｎ

ノ

白

）

．

川

斗

且

川

畑

且

４

１

１

４

咽

工

（

‐

州

式

｜ ｜

’
I

’

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主 な
竺
猩 物 特記事項

山|崎4遺跡 ｜集落遺跡 縄文時代

早期

中期

後期

住居跡

建物跡

土坑

Tピット

焼土

小ピット

石組

集石

フレイク‘

集中

埋設土器

炭化物集中

24軒

10軒

111基

7基

56ヵ所

160カ所

2カ所

8カ所

チップ。

20カ所

1カ所

1カ所

縄文土器36, 230点

アルトリ式

円筒土器上層式

見晴町式

大安在B式

余市式

陶器

土製品等 』17点

石器等 45, 549点

石雛・石槍・ ドリル・つまみ付

きナイフ・スクレイパー・両面

加工石器・樮形石器・石器未製

品．Rフレイク･Uフレイク・

石核・剥片・原石・石斧・たた

き石・すり石・石鋸・砥石・石

錘・石皿・台石・加工痕のある

礫・礫剥片・礫

石製品 5点

鉄製品 9点

砂岩製の三角形をした

石製品

耳栓

~~~
｜

’

｜

’

｜

’

~

‐

‐‐ ｜

｜
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